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平成 4 年、いよいよ関越自動車道上越線（藤岡市一佐久市）が開通する年を迎え

ました。昭和61年度より続いてまいりました埋蔵文化財の発掘調査が終了し、併行

して実施されていました高速道路工事も一層の弾みがつき、進捗がはかられており

ます。当遺跡の在ります富岡市の南、高瀬丘陵も山が削られ、あるいは土が盛られ、

コンクリートの構造物が造られ景観も変貌してまいりました。

また、ここは富岡インターチェンジが造られる場所で膨大な面積があり、昭和61

年当初より発掘調査が始まりましたが、終了するのに 5 年という長い歳月を要しま

した。

高瀬丘陵はもともと古墳、内匠城といった文化財の存在するところでありますが、

この 5 年間の調査で旧石器時代から江戸時代にわたる多数の遺構が発見されまし

た。

今回報告いたします内匠諏訪前・日影周地遺跡はインターチェンジの中心部にあ

たります。本遺跡でも長い期間にわたる数々の遺構が調査されましたが、特に江戸

時代の屋敷跡や遺物から当丘陵の開けた時期が推定でき、現在との結びつきを窺え

る貴重な資料を得ることができました。その意味からも本報告書は意義深いものが

あるといえましょう。

本報告書が県民各位・研究者・各教育機関等で広く活用され、この地域の歴史の

解明の一助となることができれば幸いに存じます。

また、発掘調査・整理事業を行うにあたり、日本道路公団・群馬県教育委員会・

富岡市教育委員会をはじめ多くの方々からいただきました御指導、御鞭撻に対しま

して厚く御礼申しあげます。

平成 4 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小寺弘之
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たくみすわまえ たくみひかげしゅうぢ

本書は関越自動車道（上越線）建設工事に伴い事前調査された「内匠諏訪前遺跡」「内匠日影周地遺跡」
の発掘調査報告書である。

発掘調査地は、群馬県富岡市内匠1120番地他に所在する。

本発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が、財団法人

業団に委託して実施されたものである。

群馬県埋蔵文化財調査事

4
 
実際の発掘調査にあたっては、財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団内に上越線地域埋蔵文化財調査

を目的に設置された関越道上越線調査事務所（多野郡吉井町南陽台 3-15- 8 所在）が担当した。調査

担当者および調査期間は以下のとおりである。（（ ）内は当時の職名）

①
試

本

発
掘

調

掘
調
調
査

査

担当者

期

査（調査総面積

津金澤吉茂（主任調査研究員）

田口正美（調査研究員）

綿貫鋭次郎（調査研究員）

間 1986 （昭和61) 年 6 月 2 日～同年 8 月 30 日

1987 （昭和62) 年 2 月 16 日～同年 3 月 31 日

43,594mり

内匠諏訪前遺跡A区

（面積 ll,547m') 

内匠諏訪前遺跡B 区

（面積 1, 615rriり

期 間

内匠日影周地遺跡A 区

（面積 22, 227rriり

内匠日影周地遺跡B 区

（面積 8,205m') 

(2) 

(3) 

整

事

理

務

担当者

期

期

期
期

間

担当者

担当者

間

担当者

間
間

担当者

常務理事

石坂

木村

1988 （昭和63) 年 4 月 1 日～同年12月 21 日

津金澤吉茂（専門員）

志塚雅美（調査研究員）

1990 （平成 2) 年 5 月 17 日～同年 6 月 22 日

石坂

坂井

内木真琴（調査研究員） 1988.12~1989:3

木村

茂（主任調査研究員）

牧（調査研究員）

茂（主任調査研究員） 1988.12~1989. 3 

隆（主任調査研究員） 1989. 4 

牧（調査研究員） 1988.12~1989. 4 

山口良寛（調査研究員） 1989. 4 

1988 （昭和63) 年12月 15 日～1989 （平成元）年 4 月 30 日

津金澤吉茂（専門員）

保坂雅美（調査研究員）

木村

新井

内木真琴（調査研究員）

仁（調査研究員）

飛田野正佳（調査研究員）

1989 （平成元）年 7 月 18 日～同年 9 月 7 日

1991 （平成 3) 年 4 月 1 日～1992 （平成 4) 年 3 月 31 日

牧

白石保三郎（昭和61·63年度）、邊見長雄、事務局長 井上唯雄（昭和61

年度）、松本浩一、管理部長 田口紀雄（昭和63～平成 2 年度）、佐藤 勉、調査研究部長 上原啓

巳（昭和61 • 63年度）、神保侑史、関越道上越線事務所長 井上 信（昭和61 • 63年度）、高橋一夫

（平成元・ 2 年度）、阿部千明（平成 3 年 4 月～11月）、松本浩一（兼任）、総括次長 片桐光一（昭



和63• 平成元年度）、大澤友治、次長徳江紀（昭和63年度～平成 2 年度）、

課長 長谷部達雄（昭和61年度）、鬼形芳夫（昭和63年度～平成 2 年度）、依田治雄、庶務課係長

代理黒沢重樹（昭和61 • 63年度）、宮川初太郎（平成元・ 2 年度）、主任国定均（昭和63～平

成元年度）、笠原秀樹、臨時職員 山崎郁夫、神戸市四郎、大手芳郎、松井留男、町田康子、本城美

樹、後閑玲子、田中智恵美、高田千恵

6 報告書作成担当者

編集担当 木村牧

本文執筆

遺構写真

遺物写真

保存処理

遺物観察

木村 牧、依田治雄 (I-1) 、宮崎重雄 (V- 4 の馬骨部分）、外山政子 (VI- 2) 

発掘調査担当者

佐藤元彦（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

関 邦ー（（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師）

木村牧

整理補助員 金田とも、久保順子、小嶋八重子、小林幸子、中村順子、丸澤君枝

委託関係 内匠日影周地遺跡の出土馬骨については、県立大間々高校教諭宮崎重雄先生に、炭化材

樹種については金沢大学教養部教授 鈴木三男先生に分析依頼した。航空写真は（株） K&Mエンター

プライズに、遺構測量は（株）技研測量設計に、火山灰の分析は（株）パリノサーベイに、井戸の掘削

は（株）原沢ボーリングに、遺物トレースは（株）測研に一部、遺物の実測写真は（株）シン航空写真

に委託した。石材鑑定は陣内主一先生（元群馬県立自然科学資料館）に依頼した。

7 肥前系陶磁器については、九小1,1陶磁文化館 大橋康二氏に、近世遺物全般については、たましん地域文

化財団梶原勝氏に御教示を得た。

8 出土遺物・図面は、一括して群馬県埋蔵文化財調査センターの収蔵庫に保管してある。

9 報告書作成に当たり、以下の諸機関、諸氏から御教示、御指導いただいた。

記して謝意を表する次第である。（敬称略、 50音順）

富岡市教育委員会、新井仁、飯島義雄、飯田陽一、石坂茂、井上太、岩崎泰一、大木紳一郎、

大西雅広、柿沼恵介、紀野自由、菊池 実、黒尾和久、佐藤明人、渋江芳浩、関口博幸、田中宏之、

津金澤吉茂、富田一仁、外山政子、土井義夫、中沢悟、藤巻幸男、右島和夫、山口逸弘、若狭徹

10 発掘調査従事者

青木エイ 青木和人青木喜代子青木幸衛青木しん新井菊江新井重男安藤光代安藤マツ

今井クニ岩井安代上原愛子上原きぬ江上原きみ子岡野乙二岡村ワク落合トシ井野口和

美岩井光子唐沢春江神戸マツミ 神戸里子桐生喜代子桐生武行久保順子小井戸セイ 小

井戸陽子小金沢文子小林イチ小林たか斎藤はつ江佐藤とみ子佐藤ふじ江佐藤祐子佐藤

よし篠原くに子下山弥生神宮永次郎神宮百代善財克育曽我功曽我みつ子園部ケサ子

園部とり高田房雄竹内久子田丸喜代子田村みね豊田雄三中村朝子中村静子中村とも子

中村ひで原田寛本多サイ 牧野マサエ真下伍男真下ちゑ真下泰一松浦三郎黛君枝三宅

良成村山富士子室岡三七作三田とめ茂木定男茂原芳江矢島イネ矢島君代安河内恵子

柳沢百江矢野清山田正好横田あさ江渡部みつ江

上記の他、富岡市を中心として、多くの方々の協力を得た。



凡 例

1. 挿図中に使用した方位は国家座標の北を表す。また、遺構の方位については必要と判断した遺構にのみ

記載し、その方位は長軸線の方位を採用した。

2. 竪穴住居の面積は、 1/20の平面図上で住居のしたば線上をプラニメーターで 2 回計測した平均値を使用

した。

3. 各遺構の長さ（計測値）は、遺構のうわばを計測している。

4. 遺構及び遺物図面の縮尺は各図中に表示してある。遺物で図中の縮尺と異なるものがある場合は、遺物

番号の後尾に（ ）で縮尺を表示した。

5. 古墳～平安時代の土器で、輔轄を使用しているものは断面を黒ぬりで表現した。

6. 土器中の「→」は、箆削りの方向を示す。

7. 遺物実測図中における表示は次のことを意味する。

I I 胎土に繊維を含む I I 内面の黒色処理 I I 摩耗部分

8. 遺構図面中における表示は、図にことわりがないかぎり次のことをあらわす。

l I 焼土 捻勺珈岱吋粘土 •土器類 △石器類 ▲炭化材 □ 金属類

9. 遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

(1) ( )内の計測値は、推定値を示す。

(2) 胎土中の砂粒の大きさは、＞ 2 mm＝礫、 2 ~0.02mm＝砂、とした。

(3) 色調については、農林省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色標監修の新版標準

土色帖に基づいている。

(4) 備考欄に覆土中と記入してある遺物は、その遺構内の出土位置が不明なものである。

10. 本文中の第 2 図に使用した地図は、国土地理院発行50,000分の 1 地形図の「富岡」である。
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内匠諏訪前遺跡・日影周地遺跡全景

内匠日影周地遺跡全景、内匠諏訪前・日影周地遺跡試掘

状況

内匠日影周地遺跡遠景• B 区全景

諏A 8 • 10 ・諏 B 2 • 4 • 5 号住居出土遺物

日 A2 号住居出土遺物、諏A44 • 45号土坑全景

諏A44 • 45 • 46 • 47 • 48 • 49号土坑全景

諏A52 • 54 • 73 • 74 • 75 • 76 • 77号土坑全景、 73号土坑

セクション

諏A78 • 82 • 83 • 84 • 85号土坑全景、 82号土坑セクショ

ン、 85号土坑出土遺物、 1 号埋甕

9 諏Bl•2·3·4·5·6 号土坑全景

10 諏 B14 • 20 • 22 • 23 • 24 • 25 • 26 • 27号土坑全景
11 諏 B28 • 29 • 30号、日 A27 • 28 • 29号、日 B 4 号土坑全

景、 1 号集石全景

12 縄文時代遺構外出土の土器

13 縄文時代遺構外出土の土器

14 縄文時代遺構外出土の土器

15 縄文時代遺構外出土の土器と石器

16 縄文時代遺構外出土の石器

17 縄文時代遺構外出土の石器

18 内匠日影周地遺跡A区・弥生時代の竪穴住居群

19 日 A3 号住居全景・逍物出土状態・ 2 号炉全景

20 日 A4·5 号住居遺物出土状態、 5 号住居 1 • 2 号炉

21 日 A 5 • 8 • 9 号住居全景、 8 母住居遺物出土状態、 9

号住居炉セクション

22 日 AlO • 12号住居全景、 10 • 12号住居遺物出土状態、 12

号住居セクション

23 日 Al5 • 16号住居全景、 15号住居遺物出土状態

24 日 Al7 • 18号住居全景、 16 • 17号住居遺物出土状態

25 日 B2 号住居全景、セクション、遺物出土状態

26 日 B 4 • 8 号住居全景、 4 • 8 号住居遺物出土状態、 4

号住居炉セクション

27 諏A64号土坑、日 A 7 • 9 • 10 • 11 • 12 • 14号土坑
28 日 A15 • 16 • 17号土坑

29 日 A20 • 21 • 24 • 25号土坑、日 B 5 • 11号土坑

30 弥生時代日 A 3 • 4 号住居出土の土器

31 弥生時代日 A4•5 号住居出土の土器

32 弥生時代日 A 5 • 8 • 9 • 10号住居出土の土器と石器

33 弥生時代日 A10 • 12 • 15号住居出土の土器と石器
34 弥生時代日 A16 • 17 • 18号住居、日 B 2 • 4 号住居出土

の土器と石器

35 弥生時代日 B 2 • 4 • 8 号住居、諏A15 • 21 • 24 • 64号
土坑、遺構外出土の土器と石器

36 1 号方形周溝墓全景・セクション・遺物出土状態

37 1 号古墳全景•主体部・堀り方

38 諏A 1 • 2 号住居・遺物出土状態・堀り方・竃全景

39 諏A 3 • 4 号住居鼈・堀り方全景・遺物出土状態

40 諏A5 号住居鼈・堀り方・遺物出土状態、 6 号住居

41 諏A7•9 号住居鼈・堀り方全景

42 諏B 1 • 3 号住居竃・堀り方全景・遺物出土状態

43 日 A 1 • 6 号住居炉全景・遺物出土状態

3

4

5

6

7

 

8
 

PL 44 日 A 7 • 11号住居鼈・堀り方・貯蔵穴全景・遺物出土状

態

45 日 Al3 • 14 • 19号住居全景・遺物出土状態

46 日 B3 号住居全景・セクション・遺物出土状態

47 日 B3·1·5·6 号住居

48 1 号竪穴状遺構、諏A55 • 87 • 89 • 90 • 92 • 93号土坑

49 諏A95 • 96 • 97 • 98 • 99 • 100号土坑全景
50 日 A 8 • 18号土坑セクション・遺物出土状態

51 日 Al9 • 22号土坑、日 B 6 • 9 号土坑

52 古墳～平安時代 1 号方形周溝墓、諏A 1 • 2 号住居出土

遺物

53 古墳～平安時代諏A 3 • 4 • 5 号住居出土遺物

54 古墳～平安時代諏A 5 • 6 • 7 号住居出土遺物

55 古墳～平安時代諏A9 、諏B 1 号住居出土遺物

56 古墳～平安時代諏B 1 • 3 、'<\ 1 • 6 号住居出土遺物

57 古墳～平安時代日 A 6 • 7 • 11 • 13号住居出土遺物

58 古墳～平安時代日 A13 • 14 • 19、日 B 1 • 3 号住居出土

遺物

日 B3 号住居出土遺物

日 B 3 • 5 号住居、 BA 8 • 18 • 22、日 B 6 • 9 号土坑、

1 号竪穴状遺構、 1 号溜井状遺構、遺構外出土遺物

61 1 • 2 号屋敷

62 2 号屋敷全景・セクション・遺物出土状態

63 2 号屋敷 1 号炭化物出土状態

64 2 号屋敷 3 号井戸、 32 • 33 • 68号土坑

65 1 号屋敷全景、 1 • 2 号石垣

66 1 号屋敷 1 • 2 号石垣、盛土、 1 • 2 号建物

67 1 号屋敷 1 • 4 号井戸、 1 • 2 • 3 • 23号土坑

68 1 号屋敷 4 • 6 • 7 • 8 • 10 • 16 • 24号土坑

69 1 号屋敷11 • 12 • 15 • 17 • 18号土坑

70 1 号屋敷18 • 19 • 20 • 21 • 22 • 34号土坑

71 1 号屋敷26 • 27 • 29 • 30 • 31 • 38 • 40号土坑

72 1 号屋敷 1·2·3·4•5 号溝

73 1 号屋敷 6 • 7 • 8 • 9 • 12号溝、 1 • 2 号集石

74 3 号屋敷 1 号礎石建物、畠、諏Al 号墓

75 諏A 2 • 3 • 14号土坑
76 諏A28 • 29 • 31号溝（暗渠）、日 Al 号溝（暗渠）

77 日 All、日 B 1 • 2 • 3 号溝（暗渠）

78 2 号屋敷出土遺物（磁器・陶器）

79 2 号屋敷出土遺物（陶器・軟質陶器）

80 2 号屋敷 3 号井戸、 33号土坑出土遺物（磁器・陶器・金

属・石製品）

81 1 号屋敷出土遺物（磁器・陶器・軟質陶器）

82 1 号屋敷 1 号井戸出土遺物（磁器・陶器・金属）

83 1 号井戸出土遺物（陶器·軟質陶器・石製品、金属）

84 1 号屋敷 4 号井戸、 2 • 3 • 4 • 15 • 17 • 18 • 19 • 24 • 

29 • 31 • 34 • 80号土坑、 3 • 7 • 12号溝出土遺物（磁器・

陶器・軟質陶器・石製品・金属）

3 号屋敷、諏Al 号礎石建物、諏Al·2·3·4•5·

6 • 7 • 8 • 12 • 13号墓、 1 • 11 • 26 • 27 • 28号溝出土
遺物（磁器・陶器・金属）

日 AZO • 21号溝、遺構外出土遺物（磁器・陶器・金属）

59 
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抄 録

1.遺跡の概略

内匠諏訪前遺跡と内匠日影周地遺跡は、群馬県富岡市内匠の鏑川右岸に広がる標高220~260mの丘陵地上

に所在する。遺跡の立地する丘陵は、通称「離れ山」と呼ばれ幅約600m、長さ約3.3kmの東西に細長い形状を

なしている。この丘陵は、北に向かう小支谷によって地形的に分断されるが、 2 つの遺跡の位置も谷を挟ん

で隣接する関係にある。

発掘調査によって、縄文時代から江戸時代にわたる遺構・遺物が検出され、各時代において様々な土地利

用が行われていたことが判明した。

本格的な調査は1988年 4 月から開始され、 2 回の調査断絶期間を挟んで、のべ約18カ月の期間を要した。

2. 遺構総量

縄文時代 竪穴式住居 竪穴状遺構 土坑 埋甕 集石 備 考

内匠諏訪前遺跡A 区 1 軒 l 基 26基 1 基

゜
前期～中期初頭の遺構

内匠諏訪前遺跡B 区 3 軒

゜
19基

゜ ゜
前期～中期初頭の遺構

内匠日影周地遺跡A区 1 軒

゜
3 基

゜ ゜
諸磯 a 式期の住居

内匠日影周地遺跡B 区

゜ ゜
l 基

゜
l 基 時期不明

弥生時代 竪穴式住居 土坑 備 考

内匠諏訪前遺跡A区

゜
1 基 中期の土坑。須和田式土器が出土。

内匠諏訪前遺跡B 区

゜ ゜
遺構外出土遺物も含めて、出土していない。

内匠日影周地遺跡A区 11軒 16基 住居は樽式。土坑は縄文終末～弥生の土器を出土した。

内匠日影周地遺跡B 区 3 軒 2 基 中期 1 軒・後期 1 軒・弥生終末～古墳 l 軒

古墳～平安時代 竪穴式住居 土坑 方形周溝墓 古墳 竪穴状遺構 溝 備 考

内匠諏訪前遺跡A区 8 軒 13基

゜ ゜ ゜ ゜
後期の遺構

内匠諏訪前遺跡B 区 2 軒 3 基

゜ ゜ ゜ ゜
後期の遺構

内匠日影周地遺跡A区 7 軒 4 基 1 基 1 基 1 基 2 条 前期～後期

内匠日影周地遺跡B 区 5 軒 5 基

゜ ゜ ゜ ゜
溜井状遺構 1 基

江戸時代以降 屋敷跡 土坑 溝 井戸 墓拡 備 考

内匠諏訪前遺跡A区 3 9 基 9 条 1 基 13基 屋敷地内には多数の土坑等の施設がある。

内匠諏訪前遺跡B 区

゜
3 基

゜ ゜ ゜
表で示した土坑・溝•井戸の数量には屋敷地

内匠日影周地遺跡A 区

゜
4 基 19条

゜
1 基 分を含んでいない。

内匠日影周地遺跡B 区

゜ ゜
3 条

゜ ゜
天明 3 年以前の屋敷地が 1 カ所検出。
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1.発掘調査に至る経緯

I 発掘調査と遺跡の概要

1. 発掘調査に至る経緯

関越自動車道上越線は首都圏と上信越地方を結ぶ

高速自動車国道として、日本道路公団によって建設

される。群馬県藤岡市～長野県佐久市間の基本計画

は昭和47年に策定され、同54年建設大臣により日本

道路公団が施行命令を受けている。同56年群馬県藤

岡市・吉井町・甘楽町・富岡市・下仁田町（東部）．

松井田町（東部）、同57年松井田町（西部）・下仁田

町（西部） •長野県佐久市までの路線が発表された。

関越自動車道上越線全体にかかる埋蔵文化財の取

り扱い及び調査経過は次のとおりである。

昭和49年度 藤岡市～下仁田町間に存在する埋蔵文

化財について、群馬県教育委員会は県

企画部幹線交通課に対し文化財保護法

の遵守、国・県・市町村の指定文化財

をさけること、文化財に関係する事項

は県教委文化財保護課と協議すること

等の考え方を示した。

昭和55年度 県教委文化財保護課は路線通過地周辺

の埋蔵文化財包蔵地の調査を行い、そ

の結果は同年 3 月藤岡～松井田間、同

年11月松井田～下仁田間について、「関

越自動車道上越線関連公共事業調査報

告書」として群馬県（企画部交通対策

課）より報告された。

昭和59年度 建設工事の具体化に伴い、路線内の埋

蔵文化財についてより具体的な調査の

依頼が道路公団より県教育委員会にあ

り、県教委文化財保護課は包蔵地の詳

細分布調査を行った。

昭和60年度 県教育委員会は分布調査の結果、包蔵

地を濃い分布地・淡い分布地・試掘調

査を必要とする地域に区分し、発掘調

査必要面積を約100万m主想定し、 55遺

跡を認定した。（後の試掘により 52遺跡

に変更）そして、埋蔵文化財発掘調査

にかかる基本方針を次のように策定し

た。

① 発掘調査終了年度を昭和66年度末

（平成 2 年度末）とする。

② 群馬県埋蔵文化財調査事業団を中

核機関とし、対応できない部分に

調査会方式を導入、関係市町村に

は進捗状況を考慮しながら協力を

求める。

③ 事業団の出張所（上越線調査事務

所）を開設し、整理作業も併せ行

う。

④ 機関別対応面積は次のとおりとす

る。

埋文事業団約76万面富岡市以

東を受け持つ。面積は変動の可能

性あり。

調査会約22万吋妙義町・

下仁田町・松井田町。面積は変動

の可能性あり。

なお、調査実施方法は次のとおり

である。

日本道路公団東京第二建設局は群

馬県教育委員会に調査の依頼を行

い、年度毎に委託契約を締結する。

県教育委員会はそれを受け、群馬

県埋蔵文化財調査事業団び、各遺

跡調査会等に再委託のかたちで委

託契約を締結し、調査を実施する。

昭和61年度 4 月、埋文事業団上越線調査事務所を

吉井町南陽台3-15-8に設置し、 4 班15

人体制で発足。以後、 6 班22人体制（昭

3 



I 発掘調査と遺跡の概要

62) 、 9 班36人体制（昭63) 、 12班45人

体制（平元）、 12班45人体制（平 2) 平

成 2 年度までに一部を残し発掘調査は

終了した。整理作業は昭和63年度より

併行して実施していたが、平成 3 年度

からはほとんど整理作業のみとなり、

平成 8 年度終了予定である。

今回の発掘調査報告地区は内匠・下高瀬遺跡（事

業名称）の一部で、富岡インターチェンジ（仮称）

内にあたる。内匠・下高瀬遺跡全体の対象面積は約

22万m2 と非常に広大な遺跡とされた。そこで、まず

予備的調査として分布調査並びに試掘調査を実施

し、その後本調査を行う事で日本道路公団富岡工事

事務所、群馬県教育委員会文化財保護課と合意した。

分布・試掘調査は昭和61年 6 月から 8 月末までの 3

ヶ月間行われた。

試掘調査の結果、本調査実施面積は内匠・下高瀬

遺跡全体で約11万m主なった。そのうち、今回報告

する遺跡の発掘調査総面積は43,594面に及ぶ。

今回報告する調査区の遺跡名称は、大字名と小字名

を組み合わせて命名し、内匠諏訪前遺跡と内匠日影

周地遺跡とした。なお、調査期間の関係で、それぞ

れにA区• B 区が存在する。この 2 つの遺跡は、内

匠・下高瀬遺跡（事業名称）の一部分にすぎず、本

来同一の遺跡と考えて差し支えない。

2. 調査の経過と遺跡の概

要

内匠諏訪前遺跡A区（発掘面積 ll,547m') 

昭和63年 4 月から調査を開始して、同年12月に終了

した。

東側部分に、江戸時代の屋敷跡が良好な状態で残っ

ており、まず屋敷跡の調査に着手した。屋敷の調査

終了後、屋敷地の盛土下を中心に古墳時代後期の遺

構と縄文時代の包含層及び遺構が検出された。
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西側部分は、表土層を除去した段階でローム層下の

粘土層が露出し、江戸時代以降の溝が多く検出され

た。

内匠諏訪前遺跡 B 区（発掘面積 l,615mり

平成 2 年 5 月から調査を開始して、翌月には終了し

た。調査区を接する内匠諏訪前遺跡A区西側部分は

遺構確認面が粘土層であるのに対し、 B 区はローム

層が確認面である。縄文時代と古墳時代後期を中心

とした遺構が検出された。

内匠日影周地遺跡 A 区（発掘面積 22, 227rriり

内匠諏訪前遺跡調査終了後に調査を開始して、平成

元年 4 月に終了した。調査区の南側は急斜面である

ために、土砂崩れの危険性を考慮して渇水期に調査

期間を設定した。

北側の地区(D l5以北V50以東）は、ローム層が残

存していなかったが、他の地区は残存していた。表

土を除去した段階で、弥生時代の遺構が多く検出さ

れた。

内匠日影周地遺跡 B 区（発掘面積 8,205mり

平成元年 7 月から調査を開始して翌月には終了し

た。再堆積ローム層が遺構確認面であったために、

遺構の検出は容易ではなかったが、最終的には古墳

時代を中心として、 7 軒の竪穴住居を検出した。谷

地が 2 つ検出され遺物が多く出土した。

調査区全体における旧石器時代の調査は、縄文時

代以降の調査が終了した段階で、ローム層が残存す

る地点に20~25％の割合でAT層まで試掘をおこ

なったが遺物は検出されなかった。特に、内匠諏訪

前遺跡A区では弥生時代の土坑から、内匠日影周地

遺跡A区では表採でそれぞれナイフ形石器が 1 点検

出されたことから、検出地点を中心に試掘を50％の

割合で行った。また、 2 点のナイフ形石器は整理作

業に入る段階で紛失しており資料化できなかった。



3. 遺跡の位置と地形

当遺跡は、群馬県富岡市のほぽ東南端にあたる富

岡市内匠の河岸段丘上に所在し、北方約2.3kmには、

上信電鉄「上州富岡」駅が位置している。

富岡市は群馬県南西部に位置し、大まかな地形を

概述すると、そのほぽ中央を鏑川が西から東へ流れ

ており、鏑川が形成した河岸段丘を中心として、段

丘を南北に挟むようにして丘陵地や山地が展開す

る。南に位置する多野・甘楽山系はそのまま関東山

地に連なっている。

鏑川は、上信国境に連なる荒船山・八風山に源を

発し、西牧川・南牧川となって下仁田町の川井付近

で合流し鏑川となる。この川によって形成された河

岸段丘は、下仁田町馬山から藤岡市落合に至る二十

数kmにおよび、上位と下位の 2 面からなりたってい

る。下位段丘は両岸に発達するが、上位段丘は特に

右岸（南側）において顕著な発達をみせる。

当遺跡は、この鏑川右岸の上位段丘面の通称「離

れ山」と呼ばれる丘陵に位置している。

`>-

3. 遺跡の位置と地形

「離れ山」は鏑川の上位段丘が、東に流れる野上

川と西と南を流れる下川などによって浸食をうけ、

結果的に丘陵地形を示している。微視的にみれば、

丘陵内においても内匠川をはじめとする小支谷が南

北を中心にはしり、内匠諏訪前遺跡と内匠日影周地

遺跡の間にも谷が存在する。この丘陵は東西に細長

く、東西＝約3.3km、南北＝約600mを測る。丘陵上平

坦面の標高は、およそ220~250mで、南から北に緩や

かに傾斜している。北側は鏑川の下位段丘面である

が、丘陵上との比高は40mをこえる。

また、現在下川が流れている丘陵の南側は、かつ

て（約 1 万年前まで）は丘陵の東を流れている野上

川が流れていた。

地質的に上位段丘面は、基盤岩（第三系） •砂礫層・

粘土層・上部ローム層・表土の順番で堆積しており、

当遺跡も基本的には同様である。

また、南に広がる多野・甘楽山系は三波川変成帯

に属しており、結晶片岩類を多く産出する。さらに

東側に連なる牛伏山系は、第三系の牛伏砂岩を産出

している。当遺跡の石器類も、これらの石を原材料

とするものが多い。
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I 発掘調査と遺跡の概要

4. 周辺の遺跡

本遺跡は「離れ山」丘陵上に立地するが、この丘

陵は、各時代においてさまざまな土地利用が行われ

てきた。ここでは、「離れ山」丘陵を中心に当遺跡を

除いて、調査された遺跡の様相を時期別に概観して

みたい。

旧石器時代 下高瀬寺山遺跡で細石刃核が 1 点出

土した。出土層位はAs-YP から AS-B P の間

であったが、他の遺物は出土していない。

縄文時代 草創期の可能性がある柳葉形尖頭器が

下高瀬寺山遺跡から検出されている。

明確な早期の遺構は検出されていないが下高瀬上

之原遺跡では落し穴状土坑が調査された。また、内

匠日向周地遺跡では押型文土器がまとまって出土し

ている。中高瀬観音山遺跡では、条痕文の土器片が

僅かに出土している。

前期も前半～中葉の遺構・遺物は、内匠上之宿遺

跡で有尾式系の土器が検出されているにすぎない。

「離れ山」丘陵上で、縄文時代の居住痕跡が多く

確認されるのは、前期後半～中期初頭である。特に

諸磯 b 式期を中心とした住居は、当遺跡や下高瀬寺

山遺跡・中高瀬観音山遺跡・中高瀬庚申山遺跡で検

出されている。また、前期末～中期初頭の段階は、

内匠上之宿遺跡で土坑と土器片が検出されている。

中期前半から後期前半の遺構と遺物は内匠上之宿

遺跡で検出されている。この遺跡は、加曾利E3 式

～掘之内 II 式の土器が多量に出土していおり、遺構

としては住居 4 軒と土坑約250基が検出されている。

阿玉台 I b 式期の住居 1 軒以外は中期末～後期前半

の遺構の可能性が強い。

弥生時代 中期以前の遺構は、中高瀬観音山遺跡

の隣接区域で住居が確認されている。後期になると、

中高瀬観音山遺跡で100軒をこえる住居が検出され

ている。また、内匠上之宿遺跡では 4 軒・中高瀬庚

申山遺跡 7 軒・下高瀬寺山遺跡 1 軒と、中高瀬観音

山遺跡をのぞけば、比較的小規模な集落が丘陵上の

6 

弥生時代後期の様相である。

古墳時代 前期の住居は、中高瀬観音山遺跡と内

匠日向周地遺跡で検出されている。前期の古墳とし

ては、北山茶臼山古墳と北山茶臼山西古墳がある。

中期の住居は中高瀬観音山遺跡で 9 軒検出されてい

る。また、下高瀬上之原遺跡では 5C後半～ 6C初

頭の古墳が 7 基調査されている。

後期に入ると、内匠上之宿遺跡・下高瀬上之原遺

跡・中高瀬観音山遺跡で住居が調査された。特に、

下高瀬上之原遺跡は、殆どの住居内から滑石のチッ

プや玉の未製品が出土している。さらに、同遺跡は

集落に伴うと思われる水場が検出されたり、水場の

谷頭から 6C代の埴輪窯が 2 基検出されるなど、興

味深い問題を提示してくれる。

奈良•平安時代 中高瀬庚申山遺跡では住居が 6

軒と性格不明の特殊遺構が 4 基検出されている。他

の住居を検出した遺跡は、下高瀬寺山遺跡・下高瀬

前田遺跡・下高瀬上之原遺跡である。この中で、上

之原遺跡では、特殊な遺物として住居内から青銅製

八稜鏡や刻書の土師器などが出土している。また、

内匠日向周地遺跡では多量の木製品とともに「ロロ

口口奉龍王」の文字が読み取れる木簡が出土した。

木製品や木簡が出土した埋没土の上からは、浅間 B

軽石に覆われていた水田も検出されている。

中世 丘陵の南東には内匠城があり、内匠上之

宿遺跡では城の外側の一部が調査され、外堀・土塁・

掘立柱建物などの施設が検出された。また、内匠日

向周地遺跡では水田が調査された。

江戸時代以降丘陵ほぼ全域で農業生産にかかわる

溝やイモ穴状の土坑が検出されているが、時期を特

定するのが難しい。信仰に拘わるものとしては、中

高瀬庚申山遺跡では、遺跡名に由来する百庚申が建

立されており、墓拡は、下高瀬上之原遺跡や下高瀬

前田遺跡で調査された。上之原遺跡では、墓拡内か

ら 17C代の遺物が出土している。また、生産にかか

わる遺構として下高瀬前田遺跡と内匠日向周地遺跡

では、浅間A軽石によって埋没した水田と畠が検出

された。
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I 発掘調査と遺跡の概要

第 1 表周辺の遺跡

番号 遺 跡 名 時 代 種 別 備 考

l 内匠諏訪遺跡 縄文・弥生・近世 集落他 当該遺跡。富岡インター予定地。

2 内匠日影周地遺跡 縄文・弥生・古墳 集落・古墳他 当該遺跡。富岡インター予定地。

3 内匠上之宿遺跡 縄文～古墳・中世 集落・城跡他 「年報J 7 1989閲群埋文「上之宿・千足遺跡」 1988富岡市教委。

4 下高瀬上之原遺跡 古墳～平安 集落・古墳他 「年報J 8 • 9 1990帥群埋文。富岡インター予定地。埴輪窯他。

5 下高瀬前田遺跡 近世 生産他 「年報J 10 1991闘群埋文。富岡インター予定地。

6 内匠日向周地遺跡 古墳•平安・中世 生産他 「年報」 10 1991詞群埋文。富岡インター予定地。木簡出土。

7 下高瀬寺山遺跡 縄文・弥生•平安 集落 「年報」 9 1990詞群埋文。当該遺跡と同一丘陵上に立地する。

8 中高瀬観音山遺跡 縄文・弥生～奈良 集落他 「年報」 9 1990帥群埋文。当該遺跡と同一丘陵上に立地する。, 中高瀬庚申山遺跡 縄文・弥生～平安 集落他 「年報」 9 1990帥群埋文。平安時代の特殊遺構 4 基。

10 田篠上平遺跡 古墳～平安 古墳・集落 「田篠上平遺跡」 1988勅群埋文。

11 上田篠古墳群 古墳 古墳 「上田篠古墳群•原田篠古墳群発掘調査報告書」 1984富岡市教委。

12 善慶寺古墳群 古墳 古墳 後期の群集墳。現存は約20基。

13 原田篠遺跡 古墳～平安 集落 「上田篠古墳群•原田篠古墳群発掘調査報告書」 1984富岡市教委。

14 布和田古墳群 古墳 古墳 上毛古墳綜覧福島町第31~37号墳。

15 原田篠古墳群 古墳 古墳 「上田篠古墳群•原田篠古墳群発掘調査報告書J 1984富岡市教委。

16 二日市古墳群 古墳 古墳 甘楽町二日市に所在。上毛古墳綜覧福島町第 2~22号墳。

17 田篠塚原遺跡 弥生・古墳 古墳・包蔵地 富岡市上田篠字塚原に所在。「富岡市史J 1987 所収。

18 芝宮古墳群 古墳 古墳 富岡市芝宮に所在。 100基以上の群集墳。「富岡市史J 1987 所収。

19 横瀬古墳群 古墳 古墳 「横瀬古墳群」 1990 富岡市教委。

20 七日市古墳群 古墳 古墳 「富岡五号古墳J 1972 群馬県立博物館・「富岡市史J 1987 所収。

21 久保遺跡 古墳 祭祀遺跡 滑石製模造品等多数出土。「富岡市史J 1987 所収。

22 笹森稲荷塚古墳 古墳 古墳 上毛古墳綜覧福島町第 1 号墳。

23 天王塚古墳 古墳 古墳 上毛古墳綜覧福島町第 2 号墳。

24 北山茶臼山西古墳 古墳 古墳 「富岡市史」 1987 所収 「群馬県史」資料編 3 1981 所収。

25 茶臼山西古墳 古墳 古墳 r北山茶臼山西古墳J 1988帥群埋文。

26 笹遺跡 弥生～古墳 集落 「笹遺跡」 1964 • 1966 群馬県立博物館。

27 小塚遺跡 縄文～中世 集落 r小塚・六反田・久保田遺跡」 1987 富岡市教委。

28 甘楽条里遺跡 古墳•平安•江戸 生産 各時代の水田が検出されている。甘楽町教委により 1984年から調査。

29 内匠城跡 室町～戦困 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻」 1978 所収。

30 小幡城跡 江戸 城館 山崎一［群馬県古城塁址の研究下巻」 1978 所収。

31 国峰城跡 戦国 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻」 1978 所収。

32 下城跡 中世 城館

33 西平原遺跡 弥生 集落か 壺と甕が 2 点採集。「富岡市史J 1987 所収。

34 上野城跡 中世 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻J 1978 所収。

35 中村遺跡 弥生 包蔵地 北山茶臼山西古墳の南側。「富岡市史J 1987 所収。

36 中高瀬遺跡 弥生 包蔵地か 1977年に富岡市教委調査。「富岡市史」 1987 所収。

37 上野松葉遺跡 古墳～平安 集落 遺跡調査会によって調査。

38 上野場遺跡 弥生～平安 集落 遺跡調査会によって調査。

39 田篠中原遺跡 縄文 集落 「田篠中原遺跡J 1990 閲群埋文。

40 善慶寺早道場遺跡 古墳～平安 集落 「年報」 9 • 10 1990 • 1991閲群埋文。

41 陣屋遺跡 古墳・中世・近世 集落・城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻」 1978 所収。

42 桐渕古墳群 古墳 古墳 17基が発掘調査された。［富岡市史j 1987 所収。

43 富岡陣屋跡 中世・近世 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻J 1978 所収。

44 一本木遺跡 古墳 包蔵地

45 大島上城跡 中世 城館他 「大島上城遺跡J 1988帥群埋文。

46 大島下城跡 中世 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻J 1978 所収。

47 菅原遺跡 縄文・古墳 包蔵地 縄文上器片は「富岡市史」 1987に掲載されている。

48 原遺跡 縄文 包蔵地 諸磯 b 式の土器片出土。 r富岡市史J 1987 所収。

49 浅香入城跡 中世 城館 山崎一「群馬県古城塁址の研究下巻」 1978 所収。

50 岩染城跡 中世 城館 山崎ー「群馬県古城塁址の研究下巻j 1978 所収。

51 野上塩之入遺跡 縄文～平安 集落他 「野上塩之入遺跡J 1991 帥群埋文。

52 観音前遺跡 縄文 集落 富岡市教委によって、 1984年に調査。

53 生田遺跡 縄文 包蔵地 縄文時代晩期。「富岡市史」 1987 所収。

54 ーノ宮古墳群 古墳 古墳 17基が存在していた。「富岡市史J 1987 所収。

55 本宿・郷土遺跡 縄文・古墳～平安 集落他 「本宿・郷土遺跡発掘調査報告書J 1981 富岡市教委。

56 貫前神社遺跡 縄文 包蔵地 打製石斧が出土。「富岡市史」 1987 所収。

57 内匠遺跡 古墳～平安 集落 「内匠遺跡発掘調査報告書J 1982 所収。

58 上北ノ根遺跡 弥生 包蔵地 剣形石斧が 1 点採集。「富岡市史J 1987 所収。
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5. 調査の方法

5 調査の方法 6. 整理作業について

3 段階までに遺構が検出されなかった場合には本調

査の対象外とした。

グリッド設定法

本報告遺跡を含む内匠・下高瀬遺跡（事業名称）

全体を区割りするすることができるようにグリッド

を設定した。調査区の区割りは、国家座標に乗る形

で軸線を設定してある。

調査原点は、内匠・下高瀬遺跡の北東部、国家座

標のX = +27300.000 、 Y = -83200. 000の地点とし、

ここをA 0-I 0 とした。ここを基準とし、 1 グリッ

ド 2m として南・西に向かって設定していった。南北

ラインは、 AO 、 Al 、 A2 、·…… ••A98、 A99 、

BO 、 B 1 、………とアルファベットとアラビア数

字の併記とし、 200mでアルファベットが、 2mでア

ラビア数字が変わるものとした。東西ラインは、 I 

0 、 I 1 、 I 2 、......... I 98、 I 99 、 II O 、 II 1 、

………とローマ数字とアラビア数字の併記とし、200

でローマ数字が、 2mでアラビア数字が変わるもの

とした。そしてA 1-1 2 のように、南北、東西の

順で併記してグリッドの呼称とした。各グリッドの

呼称は北東隅のポイント名をもってそのグリッドを

表すものとした。

試掘調査

実施にあたり、内匠・下高瀬遺跡地を大きく 4 分

割し、東から東 I 区 (STA194~197) 、東 II 区

(STA197~200) 、中央区 (STA200~204) 、西区

(STA204~209) と仮称した。分布調査の結果、対

象地を遺物の濃密分布区域（A) 遺物分布の希薄な

区域（ B) 遺物分布は認められないが遺構存在の可

能性のある区域（ C) 傾斜地等の理由で調査が事実

上不可能な区域(D)の 4 つに分類した。 A 区域は

無条件で本調査とし、 B·C 区域に試掘調査を行っ

て本調査区を決定した。試掘は重機使用によるトレ

ンチ調査を実施した。 トレンチの発掘面積は対象面

積の10% （第 1 段階）、 20% （第 2 段階）、 30% （第

3 段階）として遺構確認ができるまで順次行い、第

本調査

基本的に重機を使用して表土層を除去したのちに

遺構確認を行った。遺構については平面図・地形図

を20分の 1 で作成することを基本とし、住居跡のカ

マド、炉、詳細な遺物出土状況は10分の 1 で作成し

た。遺物は原則として出土位置、高さを記録して取

り上げることとしたが、出土位置が不明になったも

の、耕作溝等の新しい遺構に伴うものは一括して取

り上げた。また、調査期間の問題から内匠日影周地

遺跡A区については原則に従って調査ができなかっ

た。現況図が必要と判断した遺構については図を作

成した。

6. 整理作業について

発掘調査で、遺構内遺物の出土位置を記録化する

ことにつとめたことを生かすために、，整理作業では

以下の 3 点を念頭に置き報告書作成にあたった。

①遺構内から出土した遺物で出土位置が明確なもの

については、できるかぎりその位置を示す。

②遺構内及び遺構間の遺物接合をできるかぎり試

み、資料化を図る。

③遺構内及び遺跡から出土した遺物について時期別

にその総量を提示する。

以上の方法により、一定の成果をあげることができ

たと考えている。

しかしながら、図化した遺物の出土位置しか提示

できなかったことや時期別出土遺物の総量提示の時

期区分の問題といった様々な課題を残した。

, 



I 発掘調査と遺跡の概要
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第 3 図 発掘調査の範囲とグリッド位置
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7. 遺跡の基本層序

本遺跡では、表土層下の様相が、地区により異なっ

ている。 I a~IV層は、内匠諏訪前遺跡A区の江戸

屋敷盛土下部分でしか検出されなかった。また、調

査時には、ローム層を消失しているために 3 • 5 の

ような層序を示す地域も多かった。また、某本層序

として表さなかったが、内匠日影周地遺跡B 区では

I 層と V層の間に約30cmの再堆積ローム層が確認さ

れている。

以下、各層序について簡単に特徴をしるす。

I 層：褐色土層。表土層にあたる。現在の畠の耕作

土で浅間A軽石を含む。 (I a 層は内匠諏訪前

遺跡A区の江戸屋敷地造成時の人為的盛土）

II 層：浅間A軽石。天明 3 (1783) 年に爆発・降下

した軽石層。

7. 遺跡の基本層序

III層：暗褐色土層。浅間A軽石降下前の表土層にあ

たる。下位には天仁元 (ll08) 年に降下した

浅間B軽石を含む。

IV層：暗褐色土層。堅く締まり、粘性も強い。縄文

～古墳時代の遺物を包含する。

V層：明黄褐色ローム層。浅間板鼻黄色軽石 (Y.

P) を含み、部分的にブロック状をなす。

VI層：暗黄褐色ローム層。上位には白色の細粒を多

く含む。 V層に比べると締まりが弱い。

VII層：明黄褐色ローム層。浅間板鼻褐色軽石 (B.

P) を多く含む。

VIII層：暗褐色ローム層。暗色を呈する土層。粘性は

若干あるが、締まりが弱い。

IX層：明褐色ローム層。浅間室田軽石 (M·P) の純

層。

x層：褐色粘土層。上位には姶良丹沢火山灰 (A.

T) を含む。

1. C88IIl34 2. C 82IIl21 3. CSO!VlO 4. C 75Vl45 5. DO V20 

/ VI 
I ロ

I 

X | V 

I a 

: 
I VI 

VII 

口
VIII 

IX 

IX 

ロ X 

゜
50cm 

第 4 図遺跡の基本標準土層
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II 縄文時代の遺構と遺物

II 縄文時代の遺構と遺物

1. 検出された遺構の概要

地区別に概要を述べていきたい。

内匠諏訪前遺跡 A 区（第33図参照）

A 区では東側の地域で竪穴式住居 2 軒、土坑26基、

埋甕 1 基が検出されている。

A区東側の立地は、東側に深い谷をもつ斜面に位

置し、谷を挟んだ東側は内匠上之宿遺跡である。

A区で遺構が検出された部分は、ローム層が残存

していたが、江戸時代の屋敷造成による削平等で遺

構が空白となる箇所が存在する。

A 区東側の北西部分やA区西側では、遺構が検出

されていないが、その理由として調査時点ですでに

ローム層が消失していたことに起因すると思われ、

本来は何等かの生活が営まれていた可能性もある。

検出された遺構の多くは、前期諸磯 a 式期～中期初

頭五領ケ台式期に比定される。谷を挟んだ東側の内

匠上之宿遺跡の縄文時代の主体は、中期後半～後期

前半であり、際だった違いをみせている。

内匠諏訪前遺跡 B 区（第33図参照）

B 区では竪穴式住居 3 軒と土坑19基が検出されて

いる。隣接する A区西側はローム層が消失していた

が、 B 区では残存しているため、遺構が検出された

（残存していた）と思われる。 B 区の立地は、西側

に深い谷をもつ斜面上に立地している。検出された

遺構のなかで時期がわかるものは、前期黒浜式期

～中期初頭五領ケ台式期に比定される。

内匠日影周地遺跡 A 区（第34 • 35図参照）

竪穴式住居 1 軒と土坑 3 基が検出された。遺構は、

弥生時代の竪穴式住居が検出された馬背状丘陵の頂

部では検出されず、頂部から 10m以上標高が下がっ

た諏訪前遺跡とほぼ同じ標高で検出されている。住

居は諸磯 a 式期であるが、土坑からは遺物の出土が

なく時期は不明である。

12 

C80~D 15 • IV90~V55に含まれる部分は、ロー

ム層が消失していた。

内匠日影周地遺跡 B 区（第35図参照）

集石 1 基と土坑 1 基が検出された。 2 つの遺構の

時期は不明である。

B 区においてもローム層の大半を消失していた。

2. 竪穴式住居

内匠諏訪前遺跡 A 区（第33図参照）

検出された 2 軒の住居は、 8 号住居と 10号住居で

ある。東に谷があり、北東方向に傾斜する場所に立

地している。

8 号住居は、北半分を近現代の削平により消失す

るが、南半分は 1 号屋敷（江戸時代）北側の盛土下

にあたるために検出された壁高は高かった。埋没土

中から、黒曜石のフレイク・チップ類の出土が多かっ

た。諸磯 b 式期の住居である。

10号住居は、 8 号住居の東側に位置し谷に近いた

めに傾斜が 8 号住居よりきつい。

1 号屋敷の盛土下での検出だが、壁高は10号住居

と比べると低い。

10号住居は十三菩堤式期に比定されるが、竪穴状

の遺構である可能性が強い。

内匠諏訪前遺跡 B 区（第33図参照）

検出された 3 軒の住居は 2 号・ 4 号• 5 号住居で

ある。西に谷があり、北西方向に緩やかに傾斜する

場所に立地している。

2 号住居は黒浜式期に比定され、 4 号住居も黒浜式

もしくは近接する時期に比定される。 5 号住居は、

諸磯 a 式期に比定されよう。

内匠日影周地遺跡（第34図参照）

A 区で 2 号住居が検出されている。諸磯 a 式期の

住居である。



内匠諏訪前遺跡A 区 8 号住居

位置 C87III34他写真 P L4 • 12 

形状北半分を近現代と思われる削平により切ら

れているために全体的な形状は不明であるが、隅丸

方形を呈すると思われる。検出し得た軸長は、 5.4m

であった。

面積不明 方位不明

床面暗褐色土とロームを118~96cm掘り込んで

床面としている。床面は全体に堅固で良く踏み困め

られており、凹凸も認められる。地形が南から北に

傾斜しているために、床面も同様の傾斜で南北で19

cmの比高がある。

埋没土 上層には褐色土が、中・下層には暗褐色土

が堆積し下位に行くにつれてローム粒の混入量が少

なくなる。

2. 竪穴式住居

炉西壁から約110cm内側に位置している。43X38

cmの隅丸方形状を呈し、深さは12cmの掘り込みがあ

る地床炉である。

柱穴 7 本の柱穴が確認検出された。各柱穴の規

模《（径） X 深さ》は、 P 1 : (54) X 34cm、p 2 : 

(80) X33cm、 P 3 : (44~32) X 63cm、 P 4 : (23) X 

28cm、 P 5 : (24) X 16cm、 P6:・（104~46) X38cm、

P7: (20)X32cm、である。

遺物住居内から縄文土器95点と石器類353点を

出土した。土器の大半は諸磯 b 式で、諸磯 C 式が 1

点と五領ケ台式 2 点が出土している。石器類の中で

29 7 点は黒曜石のフレイク・チップで 2 • 3 層中か

ら出土した。接合資料 a • b は諸磯 b 式の深鉢の胴

部である。 （遺物観察表： 34頁）

備考諸磯 b 式期の竪穴式住居。

B
 ：ロロ
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―汀―

F L.209. 70 F' 

言
埋没土層

l ．褐色土

Y. p粒子と B.P 粒子を少し含

む。粘性・締まりともになし。

2. 暗褐色上

風化した B.P粒子を少し含む。

堅く締まっている。

3. 暗褐色土

2 層に似るが、 B.P粒子はあまり

B
 

含まない。

4. 黒褐色土

L.210.70 B' Y.P 粒子を多く含む。柱穴の覆

上。

5. 暗褐色土柱穴の覆土。

Y.P粒と B.P粒子を多く含む。

6. 黄褐色土柱穴の授土。

B.P粒子を多く含む。

() 2m 

第 5 図諏A8 号住居

13 



II 縄文時代の遺構と遺物
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第 6 図諏A8 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡 A 区10号住居

位置 C 79III17他

写真 P L4 • 12 

形状南北方向に主軸をもつ不正方形を呈すると

思われる。 1 部に扶りがある。東側の大半を風倒木

の攪乱を受けており詳細は不明である。

方位不明

面積不明

床面 ロームを36~68cm掘り込んで床面としてい

る。床面が残存している箇所は、良く踏み固められ

ており凹凸も認められる。地形が南から北に傾斜し

ているために、床面も同様の傾斜をするが比高は10

cm程度である。

埋没土 暗褐色土を主体とする埋没土である。

炉検出できなかった。

柱穴検出できなかった。

遺物住居内から縄文土器92点と石器類76点が出

14 

土している。出土土器の中で53点が無文であったが、

他の土器型式の内訳は十三菩堤（併行）式27点、早

期沈線文 1 点、諸磯 b 式 4 点、五領ケ台式 1 点、縄

文施文（時期不明） 6 点である。床面直上の土器の

大半は十三菩堤（併行）式であるが、 1~3 と同一

個体が約12m離れたグリッドで出上している（遺構

外出土土器：第26図33）。また、 4 も 5 点が覆土の上

～中層からの出土である。出土石器類の中で33点が

黒曜石で石器は20のみである。他の石材の大半は熱

変成岩で、僅かにチャート 1 点、広義の結晶片岩 2

点、安山岩 2 点であった。

重複南側で70 • 71号土坑と重複するが、先後関

係は不明である。 （遺物観察表： 34 • 35頁）

備考 当初は住居と考えたが、炉・柱穴が検出さ

れていないことなどから十三菩堤式併行期の竪穴状

遺構の可能性が強い。



少

土

-----、
\ 

¥ 15 1 7 

ゞこ—----—均が3
4 

14 

゜

2. 竪穴式住居

ジ·- ¥ 咬ミ↑ミ三区＆戸冨墨f 5()<) 

尋＼6(½)

`OO  A `：言言［こ

2m 
`----し• ~~.. 乙

一

ヽ

◎こロ
1 (ｾ) 

印
( 

2
 

爪
ロ
ロ
〉

久
浜
，
＇

J
己
・
冷
，

/
し
-
f
一
多
羞

ヱ
／
そ
｀
．
、

,
.
/
N
『
}
'

瓦
一
／

加
‘
、
`
‘3

 

口墨
令
＂

5．

警
齊
恣
翠
．
久

如
ヽ
~a
 

.Af
 

，
ヽ
・

ｷ
 

f
.
i
．
ず

9
,
 

rマ
'
^
^
t
.
で

・
必
之
．
，
9

祖
卜
→
べ
｀

5へ

..5

f• -‘) 巳
じ
、

.r 

` 

匹
ー

....-…亀●

｀ゞ
`”‘• 

、· •・

ゞぃ．｀

’ 
: 7 ：：ケ＇,,,

：三、違l\ \,ヽ．
祭シ｀｀， . 

‘ヽ．、ク．I. 差姜‘‘
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II 縄文時代の遺構と遺物
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第 8 図諏AlO号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡 B 区 2 号住居

位置 C81IV53他写真 P L4 • 12 • 13 

調査の経緯と重複 当初住居プランを確認した段

階では、 1 軒の住居と認定し (2 号住）調査を進め

た。床面精査の際、中心部分から南側にかけて床面

の状態が異なった部分が認められたため、さらに調

査を進めたところ 5 号住を確認した。この段階では、

最初の確認段階で 5 号住のプランが確認できなかっ

たことなどの理由から 2 号住（新） • 5 号住（古）と

判断したが、出土土器の様相から 2 号住（古） • 5 号

住（新）と判明した。また、 5 号住居の掘り方調査

の際、 31 • 32号土坑が検出されたが、住居との新旧

関係は不明である。

形状直径約4.6mの円形を呈すると思われる。西

側に谷が南側に小さな落ち込みがあるために、南西

部分の壁は流れており検出できなかった。

面積不明 方位不明

床面堅固な面はほとんどない。

埋没土大半が 5 号住によって切られているため

に、 2 号住本来の埋没土は僅かである。

16 

炉残存部分からは検出されなかった。

柱穴残存部分で 5 本の柱穴が確認できた。残存

状態から、住居の壁に沿って配列されていた可能性

が強い。各柱穴の規模《（径） X深さ》は、p 1 : 

(35) X 15cm、 P 2 : (32) X 19cm、 P 3 : (34) X 10 

cm、 P 4 : (19) X 29cm、 P 5 : (20) X 7 cm、であっ

た。

埋甕住居の南西隅で検出された(1)。

遺物縄文土器157点と石器類182点が出土してい

るが、大半は 5 号住居廃絶後の遺物として考えられ、

分布も 5 号住居のプラン内に集中する。土器のうち

繊維を含むものは15点で、五領ケ台式 2 点を除けば

他は諸磯 a~b 式である。石器類のうち 118点は黒曜

石のフレイク等で石器は14のみであった。また、接

合資料a~h のうちgは10 と同一で他は繊維を含ま

ない縄文施文の土器であった。 32局土坑 (32坑ー 1)

と接合関係をもつ。 （遺物観察表： 35 • 36頁）

備考埋甕が黒浜式であり、当該期の住居に比定

される。
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II 縄文時代の遺構と遺物
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第 10 図

内匠諏訪前遺跡 B 区 4 号住居

諏B2 号住居出土遺物

2 : (28) X 26cm、 P 3 : (24) X32cm、 P 4 : (18) X 

位
形
置
状

多角形状に近い円形を呈する。直径は4.

0~4.2mである。

面
床
積
面

ロームを南西隅で最大53cm掘り込んで床面

とするが、北東に傾斜する斜面に立地するために北

東の壁は流れていた。床面は全体に堅固であるが凹

凸があり、地形に合わせるように床も約20cmの比高

で傾斜する。

埋没土 ローム粒子を多く含む埋没土である。

炉

C82IV42他

12. 79m' 

写

方

検出できなかった。

真

位

P L4 • 13 

不 明

また、焼土粒及び炭化粒

子も床面上からは確認できなかった。

柱 穴 不規則な配列だが 7 本検出されている。規

13cm、

遺 物

P5: (42) x 20cm、 P6: (22) x 26cm、 p
 7 : (34X28) X49cm、である。径及び深さにかなり

の差異が認められる。

住居内からは、縄文土器11点と石器類 7 点

が出土している。土器のうち 8 点が黒浜式で繊維を

含んでいるが、他の 3 点は繊維を含まない縄文施文

の土器（諸磯 a~b 式）

明確に石器と認定できるものは 3 のみであった。

出土した遺物は、すべて床面から 10cm以上浮いた状

態で出土している。

重

し）。

備

複

考

であった。石器類のうち、

（遺物観察表： 36頁）

24号土坑と重複する。本住居のほうが新し

黒浜式期か。

模《（径） X 深さ》は、

18 

p 1 : (44X32) Xl6cm、 p
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第 11 図諏B 4 号住居と出土遺物
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II 縄文時代の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡 B 区 5 号住居

位置 C80IV53他写真 P L4 • 13 

形状多角形状に近い円形を呈する。直径は3.

8~3.3mである。

面積 8.96m' 方位不明

床面 2 号住居の床面から 10~30cm掘り込んで 5

号住居の床面としているが、 5 号住居覆土が 2 号住

居覆土を切る状態は確認できなかった。床面は貼床

で堅固であり、全体に凹凸が激しい。

埋没土 ローム質の土壌であった。 2 号住居の覆土
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と明瞭な差異は認められなかった。

炉 住居のほぽ中央に36X58cmの焼土面が確認で

きたので炉と認定したが、焼土部分及び近辺の床面

に明瞭な掘り込みは検出できなかった。

柱穴規模《（径） X 深さ》は、 P 1 : (28) X 15 

cm、 P 2 : (24) X 15cm、 P 3 : (34) X 37cm、p 4:

(54) X 25cm、 P 5 : (26) X 16cm、 P 6 : (26) X 8 

cm、 P 7 : (35) X46cm、 P 8 : (42X28) X41cm、

P9: (29)X35cm、 P10 : (30) X 12cm、であった。

土坑住居の南東に土坑が、炉の下に床下の土坑

が検出された。両方とも
、
U

A' 

ッ

叫 ul 

に本住居に帰属するもの

であろう。

遺物 5 号住居を確認

してからの遺物は、縄文

土器 4 点と石器類 6 点

で、土器は型式がわかる

ものは図示した 1 • 2 の

みであり、石器も 5 • 6 

だけであった。また、 2

号住居の覆土の大半の遺

物は 5 号住居内出土の遺

物である。

（遺物観察表： 36•37頁）

重複 2 号住 •31 • 32 

号土坑（詳細は 2 号住居

の本文参照）

備考諸磯 a 式期

A ・ユ¥

B
 

B' 

埋没土層

1. 黄褐色土

褐色土のプロックを多鼠に含む。

黄色のパミスを少し含む。

2. 黄褐色土

貼床の土層。堅く締まる。

3. 黄褐色土

掘り方の土層。炭化粒子を少し含む。

4. 褐色土

床下土坑の覆土。

褐色のプロックを少し含む。

゜
L.214. 70 

2m 

第 12 図諏B5 号住居
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2. 竪穴式住居

印
( 

バ
日
日
日
ぃ

ー
．森

ふ
‘
"
.
.
.
J

9
,
`

ゞ
~
・
『

.

f

.

-

.

.

 

疇
．
を
證
ゥ
．

ー
・
ゞ
；
・
一
[

乞r
誓
夏

豆
鯰
｀

ー
＇
」
．
奇
．

知
( 

日
け
日
い

訊霰＿こ］
4 (ｽ) 

門

6 (ｽ) 

) 

5 (ｽ) ゜
1 : 3 10cm 

第 13 図諏B 5 号住居出土遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 2 号住居

位置 DllV29他

写真 P L5 • 13 

形状円形に近い隅丸方形を呈する。軸長は5.

4~5.7mである。

面積 23.3m'

方位 N-19°― E

床面粘土質の土壌を31~2cm掘り込んで床面と

している。床面は軟弱で凹凸があり、堅固な面は認

められなかった。地形が南から北に緩やかに傾斜し

ているために、床面も同様の傾斜で南北では28cmの

比高がある。また、南側 lmの床面は他の部分よりも

高い。

埋没土 下層にはローム質の土壌が堆積する。

炉床面上では、焼土等を含め、何等その痕跡も

検出されなかった。

柱穴 4 本の柱穴が検出された。規模《（径） X 深

さ》は、 P 1 : (30) X 12cm、 P 2 : (32) x 11cm、

P3: (40)X28cm、 P 4 : (38) X 22cmであった。

P3 と P4 は主柱穴に該当しようが、対応すべき南

側の主柱穴は検出できなかった。

遺物住居内から縄文土器99点と石器類28点が出

土した。

土器の中で、ごく僅かではあるが繊維を含むものは

3 のみである。また、他の98点のうち文様をもつ土

器は諸磯 a 式である。このことから、他の縄文施文

のみの土器(1など）や無文の土器 (14など）は、

諸磯 a 式である可能性が強い。土器は、中央からや

や北東よりに分布し、床上10cmから床面直上にかけ

て多く出土した。また、接合資料 a と C は 4~11 と

同一個体． b と d は縄文施文の同一個体、 e は縄文

施文の土器であった。以上の点から、床面に密着し

て接合関係がない 1 • 2 を除く土器は住居廃絶後に

一括廃棄された可能性が強いと思われる。

石器類28点の中で、石器は図示した 4 点のみであ

るが、 15のすぐ西側で床上11cmの地点からチャート

の石核が出土した。 （遺物観察表： 37 • 38頁）

備考諸磯 a 式期の竪穴式住居
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II 縄文時代の遺構と遺物
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第 14 図 日 A2 号住居と出土遺物
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3. 埋甕 4. 集石
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日 A2 号住居出土遺物

3. 埋 甕 4 . 集 石

内匠諏訪前遺跡A区で 1 基検出された。

埋甕の周辺では、柱穴等は検出されておらず、単

独の埋甕である可能性が強い。西側に傾斜する地形

変換点に立地している。

今回の報告では、住居に伴わない埋甕は 1 基しか

検出されなかった。無文であるために、土器型式は

内匠日影周地遺跡B 区で 1 基検出された。

北に走行をもつ谷の東側で検出され、北西方向に

傾斜する場所に立地している。

周辺では縄文時代の遺構分布が希薄であり、縄文

時代に帰属しない可能性もある。今回の調査で、集

石は 1 基しか検出されなかった。 （第17図参照）

不明である。 （第16図参照）
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II 縄文時代の遺構と遺物

位置 C87III13 

1 号埋甕

写真 PL8

性がある。掘り方の径は32cm、深さは21cm、である。

土器は無文で型式は不明だが、前期後半～中期初頭

最大径31cmの埋甕を埋設している。表土を除去し のいずれかに帰属すると思われる。

た時点で検出されたので、上部が消失している可能 （遺物観察表： 43頁）

tA
 ｩ
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A L.210.40 A' 
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 勿
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A' 

1. 暗褐色土

ローム粒子を多く含む。粘性

は弱く、締まりも弱い。

lm () 20cm 

第 16 図 1 号埋甕と出土遺物

1 号集石

位置 C 75VI21他写真 P Lll 

の被熱礫が検出された。掘り込みの形状は定形的な

様相を示さず、埋没土には炭化粒子等を含んでいる。

6~23cmの浅い掘り込みをもち、内部に大小236点 型式不明の縄文土器小片 4 点が出土した。

`
V
 1 /--

`
V
 

B
 

B' 

1.黒褐色土

白色のパミスと焼土粒

子と炭化粒子を含む粘

土質の土壌。

2. 黒褐色土

1 層に似るが、白色の

パミスを含まない。

3. 暗褐色土

白色のパミスと炭化粒

子と焼土粒子を僅かに

含む。

吋 叶

B
 

B' 

゜
L. 215.90 

2m 

第 17 図 1 号集石
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5. 土 坑

49基検出されたが、完形の土器を出土する土坑は

皆無であり、土器片と石器を僅かに出土する土坑が

多かった。検出された壁高は浅いものが多く、断面

形状から、袋状を呈するのは諏訪前A 区70号土坑だ

けである。

内匠諏訪前遺跡A区では26基検出されている。

直径 lm前後で、円形のプランを呈し、底面が平坦

なものが多い (45 • 46 • 48 • 52 • 70 • 71 • 73 • 7 4 • 

5. 土坑

75 • 76 • 77号）。円形の土坑は、 2 箇所にかたまって

検出されている。土坑内からの土器の出土は少な

かった。出土土器は諸磯 a 式～五領ケ台式であるが、

圧倒的に五領ケ台式の割合が多い。

内匠諏訪前遺跡B 区では19基検出されている。

円形プランで底面が平坦なものが多い(1. 2. 

4 • 5 • 6 • 22 • 24 • 31号）。出土した土器は、黒浜

式と五領ケ台式が多かった。

内匠日影周地遺跡A区では 3 基まとまって検出さ

れ、内匠日影周地遺跡B 区では 1 基検出された。時

期は不明である。 （遺物観察表： 39~43頁）

第 2 表縄文時代土坑規模一覧 （単位： cm)

地 区 番号 位置 規模（縦 x 横） X 深さ 図 PL 特 記 事 項 時 期

内匠諏訪前遺跡 43 C78 (82X 50) Xl09 第18図 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A区 lll32 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 44 C78 (84 X 72) X 60 第18屈 5 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 lll32 6 土坑と思われる。

内匠諏訪即遺跡 45 C78 (107 X 89) X 89 第18図 5 埋没土中から、無文土器が 1 点出土した。 不明

A区 III32 6 

内匠諏訪前遺跡 46 C79 (96) X 38 第18図 6 埋没土中から、五領ケ台式土器 6 点が出土している。 五領ケ台

A 区 Ill31 第23図 13 式期か

内匠諏訪前遺跡 47 C80 (60X 42) X 61 第18図 6 埋没土中から、五領ケ台式土器 2 点と熱変成岩のフレイ 五領ケ台

A 区 IIl31 第23図 13 ク 1 点が出土した。図化しない 1 点は小片。 式期か

内匠諏訪前遺跡 48 C80 (84 X 77) X 18 第18図 6 無文の土器 2 点が出土した。前期後半～中期初頭の中に 不明

A 区 III32 位置付けられる。

内匠諏訪前遺跡 49 C79 (102 X 68) X 26 第18図 6 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 11129 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 51 C83 (103 X 62) X 27 第18図 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 IIl35 土坑と思われる。

内匠諏訪月IJ遺跡 52 C83 (llO) X 33 第18図 7 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 11143 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 53 C82 (302 X 109) X 72 第19図 13 五領ケ台式土器 7 点、諸磯C式 1 点、不明 6 点が出土。 五領ケ台

A区 lll41 第23図 石器は磨石 l 点。フレイク・チップ 5 点。 式期か

内匠諏訪前遺跡 54 C81 (181 X 127) X 44 第18図 7 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 lll40 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 65 C87 (65) X 42 第18図 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 lll43 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 69 C83 (260 X 142) X 48 第19図 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 Ill 9 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 70 C80 (130) X 131 第19図 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 llll6 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 71 C80 (130) X 83 第19図 諸磯 C 式土器 l 点と、無文で時期不明の土器 1 点が出土 諸磯 C式

A 区 [[117 第23図 している。 期か

内匠諏訪前遺跡 73 C86 (10 X 85) X 53 第19図 7 五領ケ台式土器 4 点と無文の土器 4 点が出土したが、逍 五領ケ台

A 区 11133 存状態が悪く、図化できなかった。 式期か

内匠諏訪前遺跡 74 C87 (70) X 31 第19図 7 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 11133 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 75 C86 (95) X 44 第19図 7 五領ケ台式土器 5 点が出土したが、図化したもの以外は 五領ケ台

A 区 11132 第23図 13 小片であった。 式期か

内匠諏訪前遺跡 76 C87 (80) X 26 第19図 7 五領ケ台式土器 3 点が出土したが、いずれも小片のため 五領ケ台

A 区 11133 に、図化不能である。 式期か
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II 縄文時代の遺構と遺物

地 区 番号 位置 規模（縦 x 横） X 深さ 図 PL 特 記 事 項 時 期

内匠諏訪前遺跡 77 C87 (70) X 27 第19図 7 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 III32 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 78 C89 (90) X 32 第20図 8 熱変成岩のフレイクが 1 点出土している。 不明

A 区 III32 第23図

内匠諏訪前遺跡 81 C77 (? X 82) X 70 第20図 13 諸磯 a 式土器 l 点と、無文の土器の小片が 2 点出土して 諸磯 a 式

A 区 Ill21 第23図 いる。 期か

内匠諏訪前遺跡 82 C82 (? X 87) X 46 第20図 8 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 1[[34 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 83 C77 (llOX 74) X 81 第20図 8 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 [[131 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 84 C87 (172Xll6) X 29 第20図 8 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 IIl49 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 85 C86 (300 X 135) X 58 第20図 8 五領ケ台式土器 5 点と、フレイクが 1 点出土している。 五領ケ台

A区 IIl45 第23図 式期か

内匠諏訪前遺跡 1 C84 (85) X 13 第20図 , 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

B 区 IV48 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 2 C83 (85) X 22 第20図 , 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

B 区 IV47 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 3 C84 (84 X 64) X 14 第20因 , 土器 2 点が出土した。 不明

B 区 IV47 第23因

内匠諏訪即遺跡 4 C78 (ll8) X 35 第20図 9 図化したもの以外に、黒浜式土器の小片 4 点と、フレイ 黒浜式期

B 区 IV51 第23図 13、 14 ク 4 点が出土した。 か

内匠諏訪前遺跡 5 C78 (120) X 33 第20図 , 図化したもの以外に、五領ケ台式土器の小片 4 点と、礫 五領ケ台

B 区 IV52 第23図 14 12点が出土した。 式期か

内匠諏訪前遺跡 6 C79 (80) X 35 第21図 , 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

B 区 IV54 土坑と思われる。

内匠諏訪即遺跡 14 C83 (230X ?) X 63 第21図 10 図化したもの以外に、土器片 3 点と礫が11点出土した。 五領ケ台

B 区 IV48 第23図 14 式期か

内匠諏訪前遺跡 20 C82 (118 X 120) X 96 第21図 10 図化したもの以外に、縄文施文の小片が 2 点と、礫が 3 諸磯 a

B 区 IV52 第23図 14 点出土した。 ~b 式期

か

内匠諏訪前遺跡 22 C81 (92 X 84) X 20 第21図 10 熱変成岩のフレイクが 1 点出土した。 不明

B 区 IV59 

内匠諏訪前遺跡 23 C81 (157 X 98) X 22 第21図 10 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

B 区 IV60 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 24 C83 (105) X 39 第21図 10 図化したもの以外に、熱変成岩のフレイクが 1 点出土し 黒浜式期

B 区 IV44 第24図 14 た。 か

内匠諏訪前遺跡 25 C75 (190) X 34 第21図 10 埋没土中から、小片が 1 点出土したが、型式は不明であ 不明

B 区 IV41 る。

内匠諏訪前遺跡 26 C84 (280 X 250) X 115 第21図 10 図化したもの以外に、 13点の小片が出土したが、型式は 五領ケ台

B 区 IV49 第24図 14 不明である。 式期か

内匠諏訪前遺跡 27 C75 (180) X 62 第22図 10 匿化した 2 点だけの出土であった。 五領ケ台

B 区 IV45 第24図 14 式期か

内匠諏訪前遺跡 28 C80 (166 X 125) X 28 第22図 11 固化したもの以外に 2 点五領ケ台式土器の小片が出土し 五領ケ台

B 区 IV50 第24図 14 た。 式期か

内匠諏訪前遺跡 29 C74 (112 X 84) X 20 第21図 11 因化したもの以外には、出土していない。 不明

B 区 IV41 第24図 14 

内匠諏訪即遺跡 30 C74 (? X 78) X 37 第22図 11 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

B 区 IV41 土坑と思われる。

内匠諏訪前遺跡 31 C81 (165 X 130) X 80 第22図 14 32号土坑に切られる。図化できなかった土器片は18点だ 黒浜式期

B 区 IV52 第24図 が、すべて繊維を含んでいた。 か

内匠諏訪前遺跡 32 C81 (? X 110) X 53 第22図 14 31号土坑を切る。 1 は諏 B2 住匹土として取りあげた土 諸磯 a 式

B 区 IV52 第24図 器と接合関係をもつ。覆土土器は繊維なし。 期か

内匠日影周地遺跡 27 C79 (115 X 92) X 73 第22図 11 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 Vl56 土坑と思われる。

内匠日影周地遺跡 28 C78 (187 X 85) X 95 第22図 11 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 VI54 土坑と思われる。

内匠日影周地遺跡 29 C78 (130 X 113) X 112 第22図 11 出土遺物はなかったが、埋没土の様相から、縄文時代の 不明

A 区 VI57 土坑と思われる。

内匠日影周地遺跡 4 C90 (157 X 137) X 75 第22図 11 黒曜石のフレイク 1 点と、型式不明の土器底部が出土し 不明

B 区 VI22 た。
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5. 土坑

A
 

:0®上上 O`上
L.21 1.40_• 

ロ 」
2 
~.21 1.20- • 

三

A
 
ロ④上〔ロ

(^ 

A
 

攪乱 L.211.2_0_!::_ 』L. L.211.50 A' 

ーロ

内匠諏訪前遺跡A 区43号土坑 内匠諏訪前遺跡A区 内匠諏訪前遺跡A 区 内匠諏訪前遺跡A 区46号土

1 ．褐色土 44号土坑 45号土坑 坑

ローム粒子を多く含む。粘性 1.暗褐色土 1.褐色土堅く締ま 1 ．黒褐色土 Y.P粒子を

は弱いが、若干締まる。 ローム粒子を少し含 り、 Y. p粒子を多く 少し含む。堅く締まり、粘

2. 褐色土 む。 含む。 性は弱い。

1 層に似るが、土のしまりが 2. 褐色土 2. 褐色土 1 層に似 2 ．褐色土 1 層に似るが、

弱い。 Y.P粒子を少し含む。 るが、含まれる Y. p 含まれる Y.P 粒子の駄が

粒子の量が多い。 多い。

A
 □,9：_K A 

‘------、

A
 

L.211.70 A'A  

口
内匠諏訪前遺跡A 区47号土坑

1. 黒褐色土

Y.P粒子を少し含む。堅く締ま

り、粘性は弱い。

2. 褐色土

1 層に似るが、含まれる Y.P粒

子の量が多く、土の締まりが弱

い。

内匠諏訪前遺跡A 区

48号土坑

l ．黒褐色土 Y.P粒

子を少し含む。堅く締

まり、粘性は弱い。

2 ．褐色土 l 層に似

るが、含まれる Y.P粒

子の星が多い。

内匠諏訪前遺跡A 区

49号土坑

1.黒褐色土 Y. 

P粒子を少し含む。

堅く締まり、粘性は

弱い。

2. 褐色土 l 層に

似るが、含まれる Y.

P粒子の鼠が多い。

A
 □

》A
 

内匠諏訪前遺跡A区52号土坑

1 ．黒褐色土 Y.P粒子を少

し含む。堅く締まり、粘性は

弱い。

2. 褐色土 1 層に似るが、

含まれる Y.P 粒子の負が多

し＼。

A' 

2 L.211.70 A' 

一

(
A 

L゚.211.70 A' 

- -

A
 

A

A

 

A
-

ｮ
 ロA

 

A 2 L.211.40 A' 

―ーこ—

内匠諏訪前遺跡A区54号土坑

l ．黒褐色土 Y.P粒子を少

し含む。堅く締まり、粘性は

弱い。

2 ．褐色土 ローム粒子と Y.

P粒子を多く含む。堅く締ま

る。

A' 

上 L二三上

□\ 
L.212.6_0 A' 

三
内匠諏訪前遺跡A区

51号土坑

1.褐色土 ローム

粒子を多く含む。

2. 暗褐色土黒色

土をプロック状に含

む。

3. 褐色土 1 層に

似るが、黒色土の粒

子を少し含む。

A-A

_ 

•
④
 

□

L冒
A_ 

A_ 

内匠諏訪前遺跡A 区65号土坑

l ．暗褐色土 B.P粒子を少し

含む。 2. 褐色土 1 層に似る

が、含まれる B.P粒子の雇が多

い。 3. 黄褐色土 ローム質土

壌。

゜ 2m 

第 18 図諏A43 • 44 • 45 • 46 • 4 7 • 48 • 49 • 51 • 52 • 54 • 65号土坑

27 



ｮ
 

II 縄文時代の遺構と遺物

吋 `
V
 

吋 吋
内匠諏訪前遺跡A区53号土坑

1.黒褐色土

Y.P粒子を少し含む。堅く締まり、粘性は弱い。

2. 褐色土

1 層に似るが、含まれる Y.P粒子の黛が多い。

ユ

土

0口上
A 

ユ A' 

A
 

L.208. 70 A' 

内匠諏訪前遺跡A区69号土坑

1.暗褐色土 砂質の土壌で、土の締まりは弱い。

2. 黄褐色土 ローム質土壌。

A' A
 

A_ ロｮ
.
 

ユL

三

内匠諏訪前遺跡A区70号土坑（右） •71号土坑（左）

1 ．黄褐色土 B.P粒子を多く含む。 2. 黒褐色土炭化粒子

を少し含む。 3. 褐色土 黒色土プロックを少し含む。 4. 黒

褐色土 B.P粒子を少し含む。 5. 褐色土 ロームと黒褐色土

の混土層。 6 ．黒褐色土 B.P粒子を少し含む。 7 ．褐色土 8. 

暗褐色土 9. 褐色土 黒色土プロックを含む。

A_ □
〉
ｮ

.

 A' L.213.40 A' 

内匠諏訪前遺跡A区75号土坑

1. 黒褐色土 B.P粒子を少し含む。

2. 褐色土 1 層に似るが、 B.P粒子

をプロック状に含む。

A
 

L.213.10 A' 

内匠諏訪前遺跡A区73号土坑

1.黒褐色土 B.P 粒子を含

む。堅く締まり、粘性は弱い。

2. 褐色土 1 層に似るが、含

まれる B. P粒子の量が多い。

ｮ A' 
~. L.213.50 A' 

ー：

内匠諏訪前遺跡A区76号土坑

1 ．黒褐色土 B.P粒子を少し含

む。堅く締まり、粘性は弱い。

2. 1 層に似るが、含まれる B.

P粒子の量が多い。

」

ユ

L.213.40ｷ A' 

可

内匠諏訪前遺跡A区

74号土坑

1.黒褐色土 B. 

P粒子を少し含む。

2 ．褐色土 B.P粒

子を多く含む。

`) 

A' 

A L.213.60 A' 

_ \. 

内匠諏訪前遺跡A 区77号土坑

1 ．黒褐色土 B.P粒子をプ

ロック状に少し含む。堅く締

まり、粘性は弱い。

2 ．暗褐色土 B.P粒子を多

く含む。

0 2m 

第 19 図諏A53 • 69 • 70 • 71 • 73 • 7 4 • 75 • 76 • 77号土坑
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5. 土坑

A
 

A
 

□ A' 
L.213.90 A' 

一
内匠諏訪前遺跡A区78号土坑

l ．黒褐色土 B.P粒子を少し含

む。堅く締まり、粘性は弱い。

2 ．暗褐色土 1 層に似るが、ロー

ムプロックを少し含む。

A
 
□

‘
,
-ベ

ｮ
 

A 

A' 

A L.212.60 A' 

内匠諏訪前遺跡A区82号土坑

1 ．黄褐色土 Y.P粒子を多く含む。

2. 黒褐色土 Y.P 粒子を少し含む。

3. 褐色土黒色土を斑状に含む。

ロ \ 
A
 

L =210.90 A' 

口
内匠諏訪前遺跡A区83号土坑

1.褐色土 黒色土をプロック状に含

む。 2. 暗褐色土 Y.P粒子を少し含

む。 3. 黄褐色土 ローム質土壌。

A 口 .K  

L.212.80 

』.1. A' 
—·—-

1.暗褐色土

B.P粒子を多く含む。

2. 黒褐色土

粘性は弱いが、締まりは

強い。

A

_

A

 

□®上
L.209.50. 』

六＿ーー／―

内匠諏訪前遺跡A区84号土坑 内匠諏訪前遺跡A区81号土坑

A
 

A L.212.80 A' 

内匠諏訪前遺跡A 区85号土坑

A’ 

ご吋 I @ ~1 ;II.ｷ. @吋吋

A
 

吋吋 吋吋 <i吋
内匠諏訪前遺跡

B 区 1 号土坑

1 ．褐色土 B. 

P粒子を少し含

む。 2. 黄褐色

土 B.P粒子を

多く含む。

内匠諏訪前遺跡B 区 2 号土坑

1.褐色土

B.P粒子をごく僅かに含む。

①黄褐色土

ロームプロックを多

く含む。

②黒褐色土

砂質の土壌。

③褐色土

黄褐色土と暗褐色土

の混土層。

内匠諏訪前遺跡B 区

3 号土坑

①褐色土 B.P 粒子を

ごく僅かに含む。

②黄褐色土 B.P 粒子

を少し含む。

A
 

A
ｭ

®
・

ユ．一 L.214.80 A' 
2513  ｷ-

→竺竺プ―
内匠諏訪前遺跡B 区 4 号土坑

①褐色土

黄褐色土のプロックを多く含む。

②黄褐色土 ローム質土壌。

ｮ
 
....K 

L.214.50 

口こご上
内匠諏訪前遺跡B 区 5 号土坑

①黄褐色土 炭化粒子をごく僅かに含む。
②黄褐色土 l 層に似るが、炭化粒子を含
まない。

゜ 2m 

第 20 図諏A78 • 81 • 82 • 83 • 84 • 85 ・諏B1·2•3·4·5 号土坑
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II 縄文時代の遺構と遺物

〇®x
__A__-d=二°上

A
 

内匠諏訪前遺跡B 区 6 号土坑

1.黄褐色土

汚れたローム質の土壌。

A
 

A 
ｷ-ｷ  

A' 

A
 

A
 

内匠諏訪前遺跡 B 区14号土坑

揺色土黄色のバミスと炭化粒

子を少し含む。②黄褐色土炭化

粒子をごく僅かに含む。③褐色土

褐色のバミスを含む。炭化粒子を

ごく僅かに含む。

A' 

AA

_ 0
2ロ

g
 

A_A

_ 

A' 

内匠諏訪前遺跡B 区22号土坑

1.黒褐色土

B.P粒子を少し含む。

2. 黄褐色土 ローム質土壌。

A —-L.214.80 A' 
. ^ 1.  

L.214.30 A' 

A A' 

A.  L.211.00_ A' 

------ 一 亡ァ一

内匠諏訪前遺跡 B 区24号土坑

①暗褐色土②黒褐色土堅く締まる。

A
 

内匠諏訪前遺跡B 区20号土坑

①褐色土 B.P粒子を含む。②暗褐色土

M.P粒子を含む。③褐色土 M. p粒子

を少し含む。

A 

内匠諏訪前遺跡B 区25号土坑

1, 黒褐色土炭化粒子を少し含む。

2. 褐色土褐色のパミスを含む。

3. にぶい黄褐色土 砂粒を多く含む。

4. 黄褐色土 ローム質土壌。

゜ 2m 

A' 

A _ L.213.10. A' —· 4 3 ------ 4 ｷ --=--

ゴ

内匠諏訪前遺跡B 区23号土坑

1.黒褐色土

M.P粒子を少し含む。

土

A
 

□®x 
三ロニ。上

内匠諏訪前遺跡B 区29号土坑

①暗褐色土 粘性の弱い土壌。ローム粒

子を少し含む。

②黄褐色土 ローム質土壌。

内匠諏訪前遺跡B 区26号土坑

第 21 図諏B 6 • 14 • 20 • 22 • 23 • 24 • 25 • 26 • 29号土坑

A' 

①黄褐色土
粘土質土壌。

②黄褐色土
マンガンを多く

含む。

③褐色土砂粒

を多く含む。

④黄褐色土

褐色土のプロッ

クを含む。

⑤黄褐色土

炭化粒子を少し

含む。

30 



5. 土坑

A
 

ｮ
A
-

A
 

ｮ 
A' 

三こ三一上
内匠諏訪前遺跡B 区27号土坑

①黄褐色土 炭化粒子を少し含む。

②黄褐色土 Y.P粒子を少し含む。

③褐色土 B.P粒子を少し含む。

A
 

L.214.80 

こ上

内匠諏訪前遺跡B 区28号土坑

①褐色土炭化粒子を少し含む。

②褐色土 暗褐色土プロックを少

し含む。③黄褐色土 ローム質土

壌。

_A_.~~ 

_A_. L.212.50. _f;__ 

ヽ
内匠諏訪前遺跡B 区30号土坑

1.黒褐色土褐色土を斑状に含

む。 2. 暗褐色土汚れたローム

質土壌。

2 住覆土と接合

⑤ 

A
 

A
 

31坑

A' 

A' 

A
 

A' 

A' 

A 

A
 

□
〉L□

ｮ

A

 

A' 

内匠諏訪前遺跡B 区32号土坑

①褐色土 Y.P粒子と炭化粒子を少し含む。

②黄褐色土 暗褐色土のプロックを多く含む。

内匠諏訪前遺跡B 区31号土坑

①褐色土 32号土坑の覆土。②にぶい黄褐色土

暗褐色土のプロックを大変多く含む。③黄褐

色土炭化粒子を少し含む。④黄褐色土褐色

のパミスを少し含む。⑤明褐色土 ローム質土

壌。⑥褐色土 M.P粒子を少し含む。

内匠日影周地遺跡

A区27号土坑

1.黒褐色土 Y. 

P粒子を少し含む。

堅く締まる。 2. 暗

褐色土 Y.P 粒子

をごく僅かに含む。

3. 褐色土 ローム

プロックを含む。

A
 

ｮ 

A' 

□□上
内匠日影周地遺跡A区28号土坑

1,黒褐色土締まりが強い。

2. 褐色土 ローム質土壌。

3. 褐色土 ロームプロックを含む。

A
 口

ｮ

A

 
A
 

A' 

A. L.219.40 A' 

内匠日影周地遺跡A区29号土坑

1.黒褐色土堅く締まる。

2 ．暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

3. 褐色土 Y.P粒子を多く含む。

4. 褐色土 ローム質土壌。

□□/上
内匠日影周地遺跡B 区 4 号土坑

1. 黒色土 白色のパミスを少し含む。

2. 黒褐色土 ローム粒子を少し含む。

3. 黒褐色土 2 層に似るが、含まれる

ローム粒子の量が多い。

゜ 2m 

第 22 図諏B27 • 28 • 30 • 31 • 32 •日 A27 • 28 • 29 ·日 B4 号土坑
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II 縄文時代の遺構と遺物
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II 縄文時代の遺構と遺物
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II 縄文時代の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 8 号住居出土遺物（第 6 図、 PL 12) 

土器

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部～ ①良好 ②内面鈍い黄 口縁部（径18.0) は外傾し、胴下部で屈曲する。原体 RL の

深 鉢 胴部 橙色、外面黒褐色 ③ 単節斜縄文。口縁部～胴上部に煤付着。内面は丁寧な磨き。

砂を多量に含む。

2 胴部～底 ①良好 ②鈍い黄橙色 地文に原体 RL の単節斜縄文。薄い粘土を 3 本巡らし、隆帯

深 鉢 部 ③砂を多量に含む。 状に大変細かな刻みを施す。底部径は11 4。

3 胴部片 ①良好②明赤褐色 原体 LR の単節斜縄文。器厚が一定しない。

深 鉢 ③片岩と石英を多量に

含む。

4 胴部片 ①良好②赤褐色 原体 LR の単節斜縄文。隆帯を貼付。

深 鉢 ③礫を少量含む。

5 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、円形竹管による結節沈

深 鉢 砂を多鼠に含む。 線。

6 胴部片 ①良好②明黄褐色 原体 LR の単節斜縄文。器厚が一定しない。

深 鉢 ③片岩と石英を多量に

含む。

石器

番 方にコ 種 類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等

7 磨石 長 10 1 幅 5. 7 断面角丸方形。いわゆるスタンプ形石器。完形。

厚 4 7 重 430.0

8 打製石斧 長 一幅 6.6 刃部の一部を欠損。短冊形。

厚 1 6 重 2900 , 打製石斧 長 一幅 7.3 短冊形か。％以上を欠損。

厚 1 3 重 lll 0 

内匠諏訪前遺跡 A 区10号住居出土遺物（第 7 • 8 図、 PL 12) 

土器

番 方［コ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部～ ①良好 ②暗褐色 1~3 は同一個体。口縁部（径32.0) はソーメン状の浮線を

深 鉢 胴部 ③金雲母を多量に含 貼付し、その上を半裁竹管状工具による平行沈線及び、結節

む。 沈線文を施す。口唇部にもソーメン状の浮線文。胴上部は同

2 ーエ具の外面による沈線で同心円文等の文様を描出する。

深 鉢 また削りとりによる三角印刻文を施す。胴下部は、結束第 1

種の原体 RL•LR の単節斜縄文。内面は横方向の丁寧な磨き。

3 

深 鉢

4 口縁部～ ①良好 ②内面暗褐色 口縁部（径27.6) は、粘土紐を貼付し、その上を半裁竹管状

深 鉢 胴部 外面黒褐色 ③金雲母 工具による結節浮線文。胴部は同ーエ具による沈線で文様を

を少鼠含む。 描出。区画内を削りとる。

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 5 と 6 は同一個体。胴部は地文に原体 LR の単節斜縄文を施

深 鉢 ③金雲母を多量に含 したのち、粘土紐を貼付し、半裁竹管状工具による結節浮線

む。 文。頸部は同一工具による平行沈線。

6 

深 鉢

7 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③石 口縁部の一部が肥厚。半戟竹管状工具による文様を描出。

深 鉢 英を少量、石を多量に

含む。

8 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③砂を少量含む。

34 

（単位： cm)

備 考

諸磯 b 式

諸磯 b 式

諸磯 C 式

覆土中

五領ケ台式

覆土

遺構外出土土器Na72 と同一。

（単位： cm. g) 

備 考

安山岩

覆土

熱変成岩

覆土

安山岩

覆土

（単位： cm)

備 考

遺構外出土土器Nu32 と同

ー。 3 は覆土中

十三菩提式併行

十三菩提式併行

十二菩提式。

覆土

諸磯 b 式か

覆土



II 縄文時代の遺構と遺物

1 番 号 1 部 位 1 ①焼成②色調③胎土 1 器形・文様の特徴等 1 備
9 胴部片 1 ①良好②橙色 ③砂 無文地に薄い粘土紐を貼付。浮線上を箆状工具による刻み。 諸磯 b 式

深 鉢 を多量に含む。 1 覆土
考 I

10 口縁部 ①良好 ②橙色 ③片 1 口唇部は角頭状を呈する。棒状工具による沈線。
深鉢 岩を少鑓含む。

石器

番 芍ロ 種 類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等

11 打製石斧 長 一幅 6.8 刃部は一部自然面が残る。微細な側縁整形が施されるが、刃

厚 3.2 菫 215.0 部整形は丁寧ではない。ほぼ½欠損。

12 打製石斧 長 14 0 幅 6.0 側縁部を中心に丁寧な整形が施される。

厚 1. 0 重 105.0 完形。

13 打製石斧 長 一幅 5 0 基部の一部を欠損。節理が多い石材のため、剥離痕が不鮮明。

厚 1. 3 重 149.0

14 円形削器 長 5.4 幅 5 4 ほぼ円形を呈し、縁辺に細かな整形が施される。一部欠損す

厚 1 5 重 45.0 るがほぼ完形。

15 円形削器 長 5.2 幅 5.5 ほぼ円形を呈し、縁辺に細かな整形が施される。

厚 1.1重 49 0 完形

16 石匙 長 6.8 幅 7.2 つまみ部を欠損。縁辺に細かな整形が施される。

厚 1. 4 重 79.0 

17 剥片石器 長 8.5 幅 5.2 不定形。調整は雑。完形。

厚 1. 4 重 69.0 

18 打製石斧 長 一幅 5 8 刃部を中心に½を欠損。縁辺に細かな整形が施される。

厚 2.5 重 235.0

19 剥片石器 長 4.5 幅 7.4 調整は雑。刃部に使用によると思われる剥離が見受けられる。

厚 0.6 重 259.0 完形。

20 削器 長 1. 9 幅 2.0 縁辺に細かな整形が施される。完形。

厚 0 5 重 2.5 

内匠諏訪前遺跡 B 区 2 号住居出土遺物（第 9 • 10図、 PL 12 • 13) 

土器

番 方ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 胴部 ①やや不良 ②暗褐色 原体 L の無節の斜縄文。

深 鉢 ③繊維と礫を少量含

む。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 口唇部撫で。原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③繊維を少量含む。

3 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 砂と石英を多量に含む

4 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 石英を少量含む。

5 胴部片 ①良好 ②褐色 ③砂 櫛歯状工具による沈線で文様を描出。

深 鉢 を多量に含む。

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 4 本 1 組の櫛歯状工具による肋骨文。円形の刺突を施す。

深 鉢 ③砂を多量に含む。

7 胴部～底 ①良好 ②暗褐色 ③ 無文。内外面共に丁寧に磨かれている。底部径は (7.0) 。

深 鉢 部片 砂を少最含む。

8 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 地文に原体 RL の単節斜縄文。半裁竹管状工具による入組文。

深 鉢 ③砂を少量含む。, 口縁部 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 ～胴部片 石英を少量含む。

10 口縁部 ①良好②褐色 ③砂 外面から 2 次的に熱を受けて剥離。

浅 鉢 ～胴部片 を多量に含む。

沈線文

覆土

（単位： cm. g) 

備 考

熱変成岩

熱変成岩

点紋絹雲母石墨片岩

熱変成岩

熱変成岩

安山岩覆土

二次的に被熱

安山岩

覆土

熱変成岩

覆土

熱変成岩

覆土

黒曜石

覆土

（単位： cm)

備 考

埋甕

外面に煤付着。

黒浜式

黒浜式

9 と同一の可能性が大き

し＞。

諸磯 a 式

諸磯 a 式

4 と同一の可能性が大き

い。

諸磯 a 式
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II 縄文時代の遺構と遺物

番 弓ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

11 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 11 、 12 、 13 は同一個体の可能性が強い。 12の一部分に原体 RL

深 鉢 ③砂を少駄含む。 の単節斜縄文が見られるが、他の無文部分は磨かれている。

口唇部肥厚。棒状工具による刻みをもつ低い隆帯で文様が描
12 口縁部片 かれ、隆帯に沿って半戟竹管状工具による連続爪形文。

深 鉢

13 胴部片

深 鉢

石器

番 芍にコ 種 類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等

14 尖頭器 長 5.2 幅 1 2 縁辺に細かな整形が施される。茎部をもち、段差がある。

厚 0.6 重 1 0 完形。

15 磨石 長 5.1 幅 4 2 全面が磨面と思われる。

厚 3.2 重 60.0 完形。

16 凹み石 長 9.5 幅 7 3 凹み部は一面のみ。磨石としても使用。

厚 4.5 重 500.0 完形。

17 磨石 長 4.0 幅 4 1 全面が磨面と思われる。

厚 3.1 重 60 0 完形。

18 剥片石器 長 幅 4.1 刃部に使用によると思われる細かな刃こぼれ状の剥離。

厚 1. 8 重 40 0 ½欠損。

19 剥片石器 長 7.3 幅 8 2 刃部に使用によると思われる細かな刃こぼれ状の剥離。

厚 1. 4 重 100.0 完形。

内匠諏訪前遺跡 B 区 4 号住居出土遺物（第11図、 PL 13) 

土器

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 底部～脚 ①良好 ②明褐色 ③ 「ハ」の字状に脚が開く。

深 鉢 部 繊維を多醤に、片岩と

雲母とパミスを少量含

む。

2 胴部片 ①やや不良 ②黄褐色 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③繊維を多旦に含む。

石器

番 3 号 1 ：石類 1 長大：：•:門61 1 両面の中央部［：使用；よる：打：：；集：。 等
厚 4.8 重 5000.0

内匠諏訪前遺跡 B 区 5 号住居出土遺物（第13図、 PL 13) 

土器

番 方ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好②明黄褐色 原体 LR の単節斜縄文を施したのち、 3 本 1 組の櫛歯状工具

深 鉢 ③砂を少量含む。 による波状文及び平行沈線。

2 胴部片 ①良好②明黄褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文で木葉状入組文を描出。

深 鉢 ③砂を少最含む。

3 胴部片 ①良好②明黄褐色 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③砂を少黛含む。

4 底部片 ①良好 ②褐色 ③礫 原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 を少量含む。
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備

諸磯 b 式

備

黒曜石

安山岩

安山岩

流紋岩

安山岩

流紋岩

備

黒浜式か

黒浜式

備

角閃岩

備

諸磯 a 式

考

（単位： cm. g) 

考

（単位： cm)

考

（単位： cm. g) 

考

（単位： cm)

考

諸磯 a~b 式



II 縄文時代の遺構と遺物

石器

番 号 種 類 大きさ・重菫 形 状 特 徴 等

5 剥片石器 長 7.6 幅 5.8 不定形な石器。粗い整形が施される。

厚 1 8 重 90.0 

6 凹み石 長 16.0 幅 11. 3 凹み部は一面のみ。裏面の一部に剥離をもつ。

厚 4.2 重 800.0 磨石としても使用。

内匠日影周地遺跡A 区 2 号住居出土遺物（第14 • 15図、 PL 13) 

土器

番 方Eコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 胴部 ①良好 ②褐色 ③礫 原体 LR の単節斜縄文。ーケ所に綾繰文が見受けられるが、

深 鉢 を少量含む。 末端の結縛によるものか、結束第 1 種かは不明である。

2 口縁部 ①良好 ②褐色 ③砂 半戟竹管状工具による肋骨文。円形の刺突を施す。口唇部に

深 鉢 を多量に含む。 も刻み。

3 胴部～底 ①良好②明黄褐色 底部（径9. 4) から開く器形。原体 RL の単節斜縄文を羽状に

深 鉢 部 ③ごく少量の繊維を含 構成したのち、半戟竹管状工具による平行沈線文及び、連続

む。 爪形文。外面は荒れている。

4 胴部 ①良好 ②黄褐色 ③ 

深 鉢 石英を少量含む。
4~12 は同一個体。

胴上部は 4 本 1 組の櫛歯状工具による平行沈線文及び、波状

5 
文。円形刺突は下の方に施される。

深 鉢
胴下部は原体 RL の単節斜縄文で、末端を自条結縛。

6 

深 鉢

7 

深 鉢

8 

深 鉢

, 
深 鉢

10 

深 鉢

11 

深 鉢

12 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 4~12 は同一個体。

深 鉢 石英を少量含む。

13 胴部片 ①良好②明黄褐色 4 本 1 組の櫛歯状工具による直線的な沈線文。

深 鉢 ③砂を多量に含む。

14 底部½ ①良好②明黄褐色 無文。内外面に輪積痕が残る。

深 鉢 ③石英を少量含む。 底部径は (9.0) 。

（単位： cm. g) 

備 考

石英粗面岩

安山岩

（単位： cm)

備 考

諸磯 a 式

諸磯 a 式

黒浜式～諸磯 a 式

諸磯 a 式

諸磯 a 式

諸磯 a 式

諸磯 a 式
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II 縄文時代の遺構と遺物

石器

番 号 種 類 大きさ・重量

15 石匙 長 8.3 幅 2.8 

厚 0.5 重 18.0 

16 石匙 長 7.8 幅 4.5 

厚 1. 0 重 25.8 

17 打製石斧 長 11.2 幅 4.5 

厚 1. 6 重 110.0

18 磨石 長 11.0 幅

厚 3 1 重 1800 

19 打製石斧 長 8. 7 幅 7. 7 

厚 1. 6 重 1200 
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（単位： cm. g) 

形 状 特 徴 等 備 考

長軸が剥片長軸に一致し、短冊状を呈する。 熱変成岩

縁辺に細かな整形が施される。完形。

体部の形状は三角形に近い。 熱変成岩

側縁を中心に調整が施される。完形。

短冊形に近い形状。 輝緑岩

縁辺に細かな整形が施される。完形。

正面形及び断面形はほぼ角丸方形。 流紋岩

％を欠損する。全面が磨面。

撥形に近い形状を呈する。 ＇流紋岩

縁辺に細かな整形が施される。



II 縄文時代の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡 A 区46号土坑出土遺物（第23図、 PL 13) 

土器 （単位： cm)

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②褐色 ③片 無文地に隆帯を垂下。 五領ケ台式か。

深 鉢 岩を少量含む。 覆土

2 胴部片 ①良好 ②褐色 ③石 原体 RL の単節斜縄文を施し、半戟竹管状工具による 2 本 1 五領ケ台式

深 鉢 英を少最含む。 組の沈線を垂下。 覆土

内匠諏訪前遺跡A 区47号土坑出土遺物（第23図、 PL 13) 

土器

番 号 1 ：部片位口ご言9：~±色 I 隆帯を垂下し：体jf`•の；節:l::0 等
深 鉢 I ③金雲母と砂を多量に

含む。

備

五領ケ台式

覆土

（単位：皿）

考

内匠諏訪前遺跡 A 区53号土坑出土遺物（第23図、 PL 13) 

土器 （単位： cm)

番 方ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 原体 LR の単節斜縄文。半裁竹管状工具による 2 本 1 組の沈 五領ケ台式

深 鉢 金雲母を多量に含む。 線を垂下。 覆土

2 口縁部片 ①良好②明赤褐色 半裁竹管状工具による平行沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③石英を多量に含む。 口唇部にも浅い刻み。 覆土

3 胴部片 ①良好②明赤褐色 棒状工具による沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③砂を少量含む。 覆土

石器 （単位： cm. g) 

番 4 号 1 ：石類 1 長大き：•：量- I 全面が磨面と：われ：。
厚 2.8 重 122.0 ％強を欠損。

特徴等 備

砂岩

覆土

考

内匠諏訪前遺跡A 区71号土坑出土遺物（第23図）

土器

番号部位①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 胴部片 I ①良好 ②鈍い赤褐色 1 半裁竹管状工具による平行沈線文上に粘土を貼付。
深 鉢 I ③砂を少鼠含む。

備

諸磯 C 式

覆土

（単位： cm)

考

内匠諏訪前遺跡A 区75号土坑出土遺物（第23図、 PL 13) 

土器

番 号 I ？縁部言：デ言：□□±f5 1 細い棒状工具：ょjf｀二。の特徴等
深 鉢 I ③砂を多量に含む。 内外面を三角形に削り取る。

備

五領ケ台式

覆土

（単位： cm)

考

内匠諏訪前遺跡A 区78号土坑出土遺物（第23図）

土器

番 1 号 1 ：縁部り 1 ：：：：言：：： I 半裁竹管状工：にjf：る｀：：二：と：面に施す。 1 覆土備
深 鉢 片岩と石英を多量に含

む。

（単位： cm)

考
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II 縄文時代の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区81号土坑出土遺物（第23図、 PL 13) 

土器

番 号 I ：縁部：口□言9こ輝竹管状工：にロニロ：特二
深 鉢 I ③砂を多量に含む。

備

諸磯 a 式

覆土

（単位： cm)

考

内匠諏訪前遺跡 A 区85号土坑出土遺物（第23図）

土器 （単位： cm)

番 方にコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②褐色 ③石 半戟竹管状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 英を少星含む。 覆土

2 胴部片 ①良好②明赤褐色 原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 ③金雲母を多量に含

む。

内匠諏訪前遺跡 B 区 3 号土坑出土遺物（第23図）

土器

番 号 1 ：部片位 1 ：：□言□:1 底部（径1019こ口。文様の特徴等
深 鉢i 片岩と石英を少量含む。 無文。

備

（単位： cm)

考

内匠諏訪前遺跡 B 区 4 号土坑出土遺物（第23図、 PL 13 • 14) 

土器 （単位： cm)

番 弓にコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

I 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 口縁部に突起を持つ。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を少量含む。 附加条の原体(RL+R) で施文。

2 胴部片 ①良好②明黄褐色 原体 RL の単節斜縄文。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を多量に含む。

3 胴部片 ①良好②明黄褐色 附加条の原体(R+L)を施文したのち半戟竹管状工具による 黒浜式

深 鉢 ③繊維を多量に含む。 平行沈線文。

4 胴部片 ①良好②鈍い黄橙色 原体L の無節の斜縄文を羽状に施文。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を多量に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番：号］芝：石： I 芸大：三垂ご：: I 吉芸写：歪圭芦：縁:!i細力な：多が：！され：。
備

熱変成岩

考

安山岩

二次的に被熱。

内匠諏訪前遺跡 B 区 5 号土坑出土遺物（第23図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 芍に 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③片 半戟竹管状工具による沈線。 五領ケ台式

深 鉢 岩と石英を少量含む。 口唇部に爪形文。

2 口縁部片 ①良好②明赤褐色 半裁竹管状工具による沈線で文様を描出。 十三菩提式併行～五領ケ台

深 鉢 ③片岩と石英を少量含 器面を削りとる。 式

む。
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II 縄文時代の遺構と遺物

1 番 号 1 部 位 I ①焼成②色調③胎土 I 器形・文様の特徴等
3 I 口縁部片 I ①良好 ②明褐色 ③ I 半戟竹管状工具による平行沈線文。

し
五領ケ台式

考］

深鉢 石英を多量に含む。 I 口唇部に爪形文。

内匠諏訪前遺跡 B 区14号土坑出土遺物（第23図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②茶褐色 ③ 半戟竹管状工具による結節沈線。 十三菩提式併行か。

深 鉢 金雲母を多量に含む。 波状口縁を呈する。

2 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 半戟竹管状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 金雲母を多量に含む。 無文部は削りとる。

3 胴部片 ①良好②黄褐色 ③ 原体 LR の単節斜縄文を施したのち半戟竹管状工具により浅

深 鉢 金雲母を多量に含む。 くて雑な沈線を垂下。

石器 （単位： cm. g) 

番号 1 種類
4 削器

大きさ・重最

長 3.2 幅

厚 0.3 重

形状

1.4 自然面を一部残す。

1.8 縁辺に細かな整形が施される。

特徴等 備

黒曜石

考

内匠諏訪前遺跡 B 区20号土坑出土遺物（第23図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 原体 L の無節の斜縄文。 諸磯 a~b 式

深 鉢 砂を多量に含む。 口唇部に撫で。

2 胴部片 ①良好②明黄褐色 原体 RL の単節斜縄文を羽状に施文。 諸磯 a 式

深 鉢 ③砂を多量に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番 3 号 1 ：み石類 1 :口:.:: : I:：：｀用力：
特徴等 備

安山岩

考

内匠諏訪前遺跡 B 区24号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 芍ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 原体 L の無節の斜縄文を施したのち、結節状の縄文原体（原

深 鉢 礫を少量含む。 体不明）を口唇部、口縁部に押捺。

2 胴部片 ①良好 ②褐色 ③繊 原体 RL の単節斜縄文。 黒浜式

深 鉢 維を少鼠含む。

内匠諏訪前遺跡 B 区26号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 方E 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②内面褐色、 幅広の半戟竹管状工具による平行沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 外面黒褐色 ③金雲母

と片岩を少星含む。

2 口縁部片 ①良好②明黄褐色 原体 RL の単節斜縄文。 覆土

深 鉢 ③砂を少量含む。
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1 番 号 1 部 位 I ①焼成②色調③胎土 1 器形・文様の特徴等
3 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 半戟竹管状工具と箆状工具による集合沈線文。

深 鉢 礫を少量含む。 無文部を削りとる。

し
五領ケ台式

覆土

考 I

石 器

番 号種 類 大きさ・重最 形 状 特 徴 等

4 打製石斧長 8.4 幅 6.0 撥形を呈する。丁寧な整形をあまり施さない。

厚 9.0 重 50.0 完形。

5 I 打製石斧長 一幅 8.6 撥形を呈すると思われる。基部を欠損。

厚 2 5 重 200.0 縁辺に細かな整形が施される。

備

熱変成岩

（単位： cm. g) 

考

熱変成岩

内匠諏訪前遺跡 B 区27号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 芍Eコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 砂を多星に含む。

2 胴部片 ①良好 ②褐色 ③砂 半戟竹管状工具による沈線を施す。 五領ケ台式

深 鉢 を多贔に含む。 削りとりによる三角印刻で鋸歯文。

内匠諏訪前遺跡 B 区28号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 方ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 砂を多斌に含む。

2 胴部片 ①良好 ②褐色 ③石 半戟竹管状工具による平行沈線文を施し、間に削りとりによ 五領ケ台式

深 鉢 英を少鼠含む。 る三角印刻の鋸歯文。

3 胴部片 ①良好②内面黄褐色、 原体 LR で単節斜縄文の結節をもつ単節斜縄文。 五領ケ台式

深 鉢 外面黒褐色。 ③石英 外面に煤付着。

を少量含む。

内匠諏訪前遺跡 B 区29号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器

番号部位①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 I 備

深 鉢 1 口縁部片 I ：コ鼠ご。③繊 1 :：］：二言;99h状の平行沈線が施されてい
（単位： cm)

考

石器 （単位： cm• g) 

番 2 号 1 ：皿 類 1 長大き： •: 量- I ％程度残存。：面に：：凹み｀が；与数存：［。 等
厚 3.6 重 1350.0

備

砂岩

考

内匠諏訪前遺跡 B 区31号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体 L と R の無節の斜縄文を羽状に施文。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を少量含む。 4 と同一個体。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体 RL の単節斜縄文。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を少鼠含む。
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番 芍にコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

3 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文。 黒浜式

深 鉢 繊維を少量含む。

4 口縁部 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体 L と R の無節の斜縄文を羽状に施文。 l と同一個体。

深 鉢 ～胴部 ③繊維を少量含む。 口縁部に突起。口縁部径は(17.0) 。 黒浜式

石 器

番 号種 類 大きさ・重量

5 打製石斧長 10.7 幅 8.3 

厚 2.8 重 250.0

6 I 凹み石 1 長 一幅 9.3 

厚 3.5 重 800.0

形状•特徴等

反った形状を呈する。撥形の打製石斧。

縁辺に細かな整形が施される。完形。

一部を欠損。両面に凹み部。

磨面としても使用か。

備

熱変成岩

（単位： an. g) 

考

安山岩

内匠諏訪前遺跡 B 区32号土坑出土遺物（第24図、 PL 14) 

土器 （単位： cm)

番 芍に 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 胴上部に半戟竹管状工具による連続爪形文。 諸磯 a 式

深 鉢 ③砂を少輩含む。 胴部は R 十？の付加条の原体を施文。

内面は丁寧に磨かれる。

2 胴部片 ①良好②明黄褐色 原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 ③礫を少量含む。

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号埋甕出土遺物（第16図）

土器

番 号 I ：部位 1 霜も言：口□土色 I 無文。内面は□；：磨・かこ：の特徴等
深 鉢 I ③片岩と礫を多鼠に含

む。

備

（単位： cm)

考
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II 縄文時代の遺構と遺物

6. 遺構外出土遺物

竪穴式住居や土坑などから出土しなかった遺物

は、土器1431点・石器210点である。

この中には、縄文時代以外の遺構から出土した縄

文時代の遺物も含んでいる。地区としては、内匠諏

訪前遺跡A区で 1 号屋敷（江戸時代）造成の際に盛

土された部分が、結果的に縄文時代の遺物包含層と

なっていたために出土点数が多かった。

分布の様相については、別項で述べる（第204~213

図参照）。

(1) 土器

遺構外出土の土器は総計で1433点出土している

が、時期別の内訳は、早期27点、前期140点、中期381

点、不明885点である。この中で、不明とした885点

は、縄文施文だけのものと無文のものが大半をしめ

ており、焼成や胎土及び遺構外出土土器の様相など

から前期後半（諸磯 a 式）～中期初頭（五領ケ台式）

に含まれる可能性が強い。また、不明とした中には、

土製円盤 1 点 (74) と土製品 1 点 (75) が含まれて

いる。

この他に、縄文時代終末～弥生時代に位置付けら

れる土器が出土しているが、編集の都合上、弥生時

代の中でとり扱った。

また、草創期及び後期以降と思われる土器は出土

していない。

早期に位置付けられる土器は、早期撚糸文系土器

が20点、沈線文土器 6 点、楕円押形文土器11点が出

土している。押形文土器には、すべて微量の繊維が

含まれている。限定された時間幅内の土器型式で

あった。

前期に位置付けられる土器は、黒浜式74点、諸磯

a 式27点、諸磯 b 式14点、諸磯 C 式19点、十三菩堤

式 6 点が出土している。黒浜式よりも古い段階の前

期の土器は検出されなかった。 33 は諏訪前遺跡A 区

10号住居出土土器と同一個体である。

44 

中期に位置付けられる土器381点は、すべて五領ケ

台式土器であり、勝坂式（阿玉台式）以降の土器は

出土していない。

出土した五領ケ台式土器は、集合沈線文等を施す

古い段階のものと、弧線文や結節沈線文等を施すき

わめて新しい段階のものが多かった。

（遺物観察表： 48~51頁）

(2) 石 器

遺構外から 210点の石器が出土した。この数値はコ

ア・フレイク・チップ等を含んでいないが、石器の

数値をはるかに越える量が検出されている。また、

フレイクとしたものでも剥片石器に分類できうるも

のも多く存在しているために、剃片石器の数値につ

いては図で示したものより実際は多いと考えてい

る。いわゆる定形的な石器については、網羅できた

と考えている (55 は定形的な石器であるが、剥片石

器に分類した）。

出土した石器の中で、帰属時期が推定できうるも

のは70のスタンプ形石器で、他の石器については出

土土器型式期の状況と対応する可能性が強いと思わ

れる。

石器組成及び石材組成については図に示したが、

傾向として以下の点があげられる。

① 出土石器の組成は打製石斧と剥片石器が全体

の72％をしめている。また、石器全体の石材

組成は16種類の石が使用されている中で、熱

変成岩と分類されたものが半分以上を占めて

いる。また、鏑川流域に多く存在する結晶片

岩系の石はさほど多く使われていない。

② 各石器の石材組成で特徴的な点は、石器の種

類によって熱変成岩を指向するもの（打製石

斧．剥片石器・円形削器など）と指向しない

石器が明瞭に別れていることであり、石器の

機能を前提とした石材選定が行われているこ

とを示している。 （遺物観察表： 57~59頁）



6. 遺構外出土遺物

石器組成 (210点）

②剥心讐［ ((( 11111 

器種別石材組成尖頭器 1 点
①打製石斧 47.1% 

I 黒曜石 100% 

⑥⑦⑧⑨⑩ 

③磨石 6.2% ④ 石鏃 5.2% 

⑤ 石匙 4.8% ⑥円形削器 2.8% 石 鏃 11点
⑦ 磨製石斧 2.4% ⑧ くぽみ石 2.4% 

⑨ 石皿 2.4% 
I I チ 9ャー% トI I 

⑩ その他 (1.5%) 
黒曜石 91% 

石槍・石錘・石棒 各0.5%

石材組成 (210点） 石 錘 1 点

①熱変成岩 54.3% 
②安山岩

⑦ I 黒曜石 100% I 1s.1% ③④⑤ 

⑥ 

③ 黒曜石 5 7% ④ 流紋岩 4 8% 石 匙 10点
⑤ 輝緑岩 3.3% ⑥ 石英粗面岩 2 4% 

⑦ その他 (11.4%) 流紋岩 50% 安山岩 頁岩 チャート

絹雲母石墨片岩・点紋緑泥片岩・チャート 各1. 9%
20% 20% 10% 

頁岩・玄武岩 各1. 4%

砂岩 0.9% 

角閃岩・閃緑岩•石英閃緑岩・緑泥片岩 各0.5% 磨製石斧 5 点

| 輝緑岩 40% 閃緑岩 I 石英閃緑岩 チャート
20% 20% 20% 

打製石斧 99点 ＜ぽみ石 5 点

② 

言誓胃⑤
③ 輝緑岩 5.1% ④ 石英粗面岩 4.1% 

⑤ その他 (8.0%) 

絹雲母石墨片岩 3.0% 玄武岩 2.0% 

流紋岩・頁岩・角閃岩 各1. 0%

①熱変成岩 71.7% 安山岩 60% 砂岩
20% 

流紋岩
20% 

石 皿 5 点

安山岩 60% 
雲母石墨

20馴
泥
岩
緑
片
％

紋

2
0

点

円形削器 6 点

I 熱変成岩 100% 棒石
.

.

 

. 

1 点

点紋緑泥片岩 100% 

剥片石器 53点

①熱変成岩 69.8% ②安山岩ば） I ④
17.0% 

③ 流紋岩 5.6% 

④ その他 (7.6%) 

石英粗面岩・玄武岩・緑泥片岩・チャート 各1. 9%

磨石 13点

安山岩 77.0% 
点紋緑砂岩
泥片岩 7.7%
15.3% 

第 25 図 石材組成・器種別石材組成
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6. 遺構外出土遺物71
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II 縄文時代の遺構と遺物

遺構外出土遺物（第26~32図、 PL 14~17) 

土器

番 方ロ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③片 尖底土器の口唇部。口唇部は肥厚。

深 鉢 岩を多鼠に含む。 原体 RL の縄文施文。

2 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 尖底土器の胴部。器厚が一定しない。

深 鉢 片岩を少鼠含む。 原体R の撚文。

3 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 口唇部が角頭状。

深 鉢 砂を多最に含む。 原体 RL の単節斜縄文。

4 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③礫 口唇部に稜を持ち肥厚。

深 鉢 を少量含む。 原体 L の無節の斜縄文。

5 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 尖底土器の口縁部。楕円押型文。

深 鉢 片岩と石英と繊維を少

星含む。

6 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 尖底土器の胴部。楕円押型文。

深 鉢 繊維と礫を少最含む。

7 尖底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 楕円押型文。

深 鉢 ③繊維と礫を少黛含

む。

8 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 尖底土器の口縁部。楕円押型文。

深 鉢 繊維と礫を少童含む。

, 口縁部片 ①良好②明黄褐色 口唇部は角頭状を呈する。

深 鉢 ③砂を多量に含む。

10 胴部片 ①良好②明黄褐色 棒状工具による 2 本 1 組の沈線。

深 鉢 ③片岩を少星含む。

11 胴部片 ①良好②明赤褐色 棒状工具による沈線。

深 鉢 麟を少量含む。

12 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 棒状工具による条痕状の沈線。刺突を施す。

深 鉢 片岩と石英を少量含む

13 口縁部片 ①良好②明赤褐色 口縁部の一部が帯状に肥厚。半戟竹管状工具による刺突。

深 鉢 ③石英を少鼠含む。

14 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③ 口唇部に原体 RL の単節斜縄文。

深 鉢 礫を少量含む。

15 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 外面は RR 直前段反撚の原体が施され、口唇部にも圧痕。

深 鉢 パミスを少鼠含む。

16 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③石 口唇部が肥原。棒状工具による沈線。原体 LR の単節斜縄文。

深 鉢 英を多量に含む。

17 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 地文に原体 RL の縄文を施し、半戟竹管状工具による木の葉

深 鉢 ③礫と雲母を多絨に含 文。

む。

18 口縁部片 ①良好②明黄褐色 口縁部に突起を持つが単位は不明。原体 LR の単節斜縄文を

深 鉢 ③繊維を少最含む。 羽状に施したのち、半裁竹管状工具による 2 本 1 組の沈線。

19 胴部片 ①良好 ②褐色 ③繊 半戟竹管状工具による平行沈線、及び爪形文。

深 鉢 維と雲母を少鼠含む。

48 

（単位： cm)

備 考

稲荷台式

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号住

居覆土

早期

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号住

居覆土

早期か。

内匠諏訪前遺跡A区 9 号住

居覆土

時期不明

C 78Ill28G 

早期

内匠諏訪前遺跡A区 6 号住

居覆土

早期

1 号屋敷

早期

C80IIl16G 

早期

内匠諏訪遺跡A 区58号土坑

覆土

沈線文

C 84IIl21攪乱層

沈線文

内匠諏訪前遺跡A区 7 号住

居覆土

沈線文

C81IIl19G 

時期不明

D10Vl5G 

時期不明

C 78Ill27G 

時期不明

C79lll27G 

時期不明

内匠諏訪前遺跡A 区 6 号住

居覆土

時期不明

内匠日影周地B 区 1 号谷津

覆土

諸磯 a 式

C 77IIl21G 

黒浜式

内匠諏訪前遺跡B 区 1 号住

居覆土

黒浜式

Dl2V33G 



6. 遺構外出土遺物

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

20 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 半戟竹管状工具による沈線。口唇部下の沈線は間隔の広い結 諸磯 a 式か。

深 鉢 礫を少量含む。 節を呈する。 C87III45G 

21 胴部片 ①良好 ②褐色 ③砂 櫛歯状工具による 3 本 1 組の沈線。 諸磯 a 式

深 鉢 を多鼠に含む。 D13V29G 

22 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③ 地文に縄文（原体不明）を施し、半戟竹管状工具による平行 黒浜式

深 鉢 繊維を少量含む。 沈線文、及び刺突。 011 V34G 

23 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③繊 口唇部を欠損する。単節の斜縄文を羽状に施す。 黒浜式

深 鉢 維を多最、礫を少量含 器面が荒れていて縄文原体不明。 C85IV56G 

む。

24 胴部片 ①良好②明黄褐色 櫛歯状工具による平行沈線文。 諸磯 a 式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 円形の刺突を施す。 D11 Vl3G 

25 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体 LR の単節斜縄文を地文とし、浮線文上に刻みを施す。 諸磯 b 式

深 鉢 麟を少量、砂を多量 C861Il44G 

に含む。

26 胴部片 ①良好 ②暗褐色 ③ 原体 RL の単節斜縄文を施文とし、浮線上に細かな刻みを施 諸磯 b 式

深 鉢 砂を多量に含む。 す。 C73VI51G 

27 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体 RL の単節斜縄文を地文とし、浮線上に細かな刻みを施 諸磯 b 式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 す。 Dl4V30G 

28 底部 ①良好 ②褐色 ③砂 原体 RL の単節斜縄文を施し、半裁竹管状工具による平行沈 諸磯 b 式

深 鉢 を多量に含む。 線文。 C87III30G 

29 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③ 口縁部に粘土を貼付。 諸磯 C 式

深 鉢 砂を多量に含む。 地文は半裁竹管状工具による平行沈線文。 C88JV10G 

30 胴部片 ①良好②明赤褐色 地文は半裁竹管状工具による平行沈線文。 諸磯 C 式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 粘土を貼付。 C87III 9 G 

31 胴部片 ①良好②明赤褐色 地文は半餃竹管状工具による平行沈線文。 諸磯 C 式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 粘土を貼付し、刺突。 C87III 9 G 

32 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 無文地に隆帯を貼付し、半敵竹管状工具による結節浮線文。 十三菩提式

深 鉢 砂を多量に含む。 内匠諏訪前遺跡A 区 7 号住

居覆土

33 胴部片 ①良好 ②褐色 ③金 胴上部は棒状工具による沈線文、及び三叉文。 十三菩提式 C8311111G 

深 鉢 雲母を多量に含む。 胴下部は結束第 1 種の原体 RL· LR の単節斜縄文。 内匠諏訪前遺跡A区10号住

居N(l 1 ~3 と同一。

34 胴部～底 ①良好 ②黄褐色 ③ 底部 (14.0) が張り出す。胴部は半戟竹管状工具による平行 十三菩提式併行

深 鉢 部 石英を多量に含む。 沈線文、及び刺突。箆状工具による玉抱き三叉文。 C86III36G 

35 口縁部把 ①良好 ②内面鈍い橙 隆帯を貼付けない。半戟竹管状工具による結節浮線文。 十三菩提式併行

深 鉢 手 色、外面明赤褐色 ③ C89III30G 

砂を多量に含む。

36 胴部片 ①良好②褐色 ③礫 原体 RL の単節斜縄文。半戟竹管状工具と箆状工具による集 五領ケ台式

深 鉢 と雲母を多量に含む。 合沈線文。 C84IlllOG 

37 頸～胴部 ①良好②鈍い褐色 頸部と胴部に隆帯を持ち、棒状工具による剌突。胴下部は、 十三菩提式併行

深 鉢 片 ③雲母を少星含む。 半裁竹管状工具による沈線。 Dll Vl3G 

38 胴部～底 ①良好②明赤褐色 半戟竹管工具と箆状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 部 ③石英を少量含む。 文様がない部分の器面は削り取り。 D48V25G 

39 胴部～底 ①良好 ②明褐色 ③ 底部が若干張り出す。胴部は地文に原体 LR の単節斜縄文を 五領ケ台式

深 鉢 部 金雲母を少量含む。 施したのち、半裁竹管状工具による平行沈線文を垂下。 C83III28G 
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II 縄文時代の遺構と遺物

番 号 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

40 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 半戟竹管状工具による文様を描出。文様のない部分の器面は 五領ケ台式

深 鉢 石英を多鼠に含む。 削り取り。 内匠諏訪前遺跡B 区西落込

覆土

41 口縁部片 ①良好②明赤褐色 半戟竹管状工具による文様を描出。 五領ケ台式

深 鉢 ③石英を少量含む。 口唇部にも同一工具による爪形文。 C73Vl51G 

42 口縁部片 ①良好②明赤褐色 半戟竹管状工具と棒状工具により文様を描出。 五領ケ台式

深 鉢 ③片岩を少量含む。 C73VI51G 

43 胴部片 ①良好 ②褐色 ③礫 半裁竹管状工具と箆状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 を少量含む。 C85IV55G 

44 口縁部片 ①良好②鈍い褐色 半裁竹管状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③金雲母を多最に含 内匠日影周地遺跡B 区 1 号

む。 谷津

45 頸部片 ①良好 ②褐色 ③石 頸部は強く屈曲。隆起帯上に二角印刻文。棒状工具による刺 五領ケ台式

深 鉢 英を多量に含む。 大グ0 D43V25G 

46 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③片 口唇部上面に沈線が巡る。 五領ケ台式

深 鉢 岩と石英を少量含む。 棒状工具による文様を描出。 D47V22G 

47 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 半戟竹管状工具と箆状工具による集合沈線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 1 号屋敷

48 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③石 半戟竹管状工具による文様を描出。 五領ケ台式

深鉢か 英を少絨含む。 C80III36G 

49 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③雲 地文に原体 LR の単節斜縄文。半裁竹管状工具により文様を 五領ケ台式

深 鉢 母を多量に含む。 描出。 2 号屋敷

50 口縁部片 ①良好②明赤褐色 原体 RL の単節斜縄文。棒状工具による刺突。 五領ケ台式

深 鉢 ③金雲母を少量と砂を 内匠諏訪前遺跡A 区 5 母住

多量に含む。 居覆土

51 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 棒状工具による沈線文。沈線上に刺突。 五領ケ台式

深 鉢 砂を多量に含む。 C82IIl40G 

52 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③ 半戟竹管状工具による平行沈線文。原体 RL の単節斜縄文。 五領ケ台式

深 鉢 砂を多量に含む。 内面に稜。 内匠諏訪前遺跡A区 5 号住

居覆土

53 口縁部片 ①良好②明赤褐色 棒状工具による沈線文と交互刺突。 五領ケ台式

深 鉢 ③石英を少鼠含む。 口唇部上面に刻み。 C 78IIl16G 

54 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③ 内面に半戟竹管状工具による結節沈線。 五領ケ台式

浅 鉢 礫を多量に含む。 2 号屋敷

55 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 波状口縁。内面に半裁竹管状工具による結節沈線。 五領ケ台式

浅 鉢 片岩を少量含む。 口唇部上面に刺突。 C 78III27G 

56 底部 ①良好 ②褐色 ③石 底部 (12.0) は若干張り出す。 五領ケ台式

深 鉢 英を多盤に含む。 胴部は結束第一種の原体 RL• LR の単節斜縄文で自条結縛 2 号屋敷

57 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③雲 内面に稜。結束第 1 種の原体 RL· LR の単節斜縄文。 五領ケ台式

深 鉢 母を少量含む。 C 79III31 G 

58 胴部片 ①良好 ②褐色 ③石 原体 RL の結節縄文を縦方向に施文。 五領ケ台式

深 鉢 英を少量含む。 C85IV58G 

59 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③ 原体 LR の単節斜縄文。 五領ケ台式

深 鉢 礫を多量に含む。 C88IIl30G 
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6. 遺構外出土遺物

番 方Cコ 部 位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

60 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂 口縁部の内面に沈線が巡る。 61 と同一

深 鉢 を多旦に含む。 原体 LR の単節斜縄文を羽状に施文。 五領ケ台式

C78III21G 

61 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂 口縁部の内面に沈線が巡る。 60 と同一

深 鉢 を多量に含む。 胴部にクランク状の隆起を貼付したのち、原体 LR の単節斜 五領ケ台式。内匠諏訪前遺

縄文を羽状に施文。 跡A 区 6 号住居堀り方覆土

62 胴部片 ①良好 ②暗褐色 ③ 地文に原体 RL の単節斜縄文を施したのち、J字状の隆起を 五領ケ台式か。

深 鉢 金雲母を多量に含む。 貼付。 C80III31G 

63 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③石 波状口縁。口縁部下に太い沈線。 五領ケ台式か。

深 鉢 英と金雲母を多量に含 原体 RL の単節斜縄文。 2 号屋敷

む。

64 口縁部片 ①良好②明赤褐色 原体 LR の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による弧線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③金雲母を多鼠に含 CSOIV32G 

む。

65 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による弧線文。 五領ケ台式

深 鉢 ③石英を少量含む。 C79III29G 

66 口縁部片 ①良好 ②内面鈍い赤 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による弧線文。 五領ケ台式

深 鉢 褐色、外面灰褐色 ③ 口唇部に突起を持ち、 3 叉文を施す。 C80III33G 

礫を多旦に含む。

67 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂 棒状工具による結節沈線。 五領ケ台式

深 鉢 を多塁に含む。 1 号屋敷

68 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による結節沈 五領ケ台式

深 鉢 を多量に含む。 線。波状口縁の先端に刻み。 C74IV41G 

69 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③ 波状口縁。原体 LR の単節斜縄文を施したのち、棒状工具に 五領ケ台式

深 鉢 砂を多量に含む。 よる結節沈線。削りとりによる三叉文。 C 78III27G 

70 口縁部片 ①良好②鈍い褐色 波状口縁の先端部分。隆帯を貼付したのち、単節の縄文を施 五領ケ台式

深 鉢 ③砂を多量に含む。 文。棒状工具による沈線。 内匠諏訪前遺跡A区58号土

坑覆土

71 胴部片 ①良好②内面暗褐 橋状把手の退化した隆起によって楕円の区画文。 五領ケ台式

深 鉢 色、外面黄褐色 ③礫 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による結節沈 2 号屋敷

と砂を多星に含む。 線。

72 胴部片 ①良好②内面暗褐 原体 RL の単節斜縄文を施したのち、 Y字状の隆帯が懸垂。 五領ケ台式。 1 号屋敷

深 鉢 色、外面鈍い黄橙色 隆帯に沿って円形竹管による結節沈線。 内匠諏訪前遺跡A区 8 号住

③砂を多負に含む。 居Nn 5 と同一。

73 口縁部片 ①良好②明赤褐色 口縁部に突起。太い沈線が一本巡る。 時期不明

深 鉢 ③片岩を少量、砂を多 C80III18G 

量に含む。

74 完形 ①良好 ②褐色 ③砂 原体 L の無節の斜縄文。側面は全面擦れている。 時期不明

土製円盤 を多量と、雲母を少量 C70III46G 

含む。

75 上部を欠 ①良好 ②褐色 ③片 無文。手捏だが中は中空。 時期不明

土製品 損 岩と砂を多量に含む。 内匠諏訪前遺跡A 区12号土

坑覆土
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II 縄文時代の遺構と遺物
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6. 遺構外出土遺物

2
8
|
3
4

冒

3
7
5
4
0
”
-
5
3

り
机
川
川
川
い
い
’

□

口

]
0

□

3
3
`
3
6
1

ロ

¥

3

0

 

出

□

9

□
]
 

0
:
3
5

訓
』
[

｀
叫
冒
員

9
3
2

＼
遭
層
悶

3
8

凶
i
 

,. 

9

,

 

喜



II 縄文時代の遺構と遺物
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6. 遺構外出土遺物
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第 31 図遺構外出土石器 (4)
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II 縄文時代の遺構と遺物
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6. 遺構外出土遺物

石器 （単位： cm. g) 

番 巧にコ 種 類 大きさ・重最 形 状 特 徴 等 備 考

1 尖頭器 長 一幅 1. 4 先端部及び基部を欠損する。縁辺を中心として丁寧な整形が 黒曜石

厚 0.5 重 2.3 施される。 D23IV24G 

2 石鏃 長 一幅 2.6 完形は 3 、 5 、 6 、 7 、 8 、 9 、 12。 黒曜石

厚 0.2 重 1.1 先端を欠損するのが 2 、 4 、 11で基部を欠損するのが 4 。 C76III 6 G 

3 石鏃 長 1 9 幅 1. 4 返しの欠損が10である。 黒曜石

厚 0.4 重 0.5 大半が無茎だが唯一 4 のみ有茎鏃である。 C 79llll6G 

4 石鏃 長 ー幅 1.0 無茎鏃の中で扶りが大きいものとして 2 、 5 、 11があげられ、 黒曜石

厚 0.4 重 0.6 逆に扶りが小さいものとして、 3 、 6 、 7 、 8 、 9 があげら 内匠諏訪前遺跡A 区28溝

5 石鏃 長 2.7 幅 1. 9 れよう。 黒曜石

厚 0.4 重 0.6 いずれも縁辺に細かな整形が施される。 C75IV41G 

6 石鏃 長 1 5 幅 1 2 黒曜石

厚 0 2 重 0.1 C80VI55G 

7 石鏃 長 1. 5 幅 1 2 黒曜石

厚 0 2 重 0 1 C84IV56G 

8 石鏃 長 2 8 幅 1 7 黒曜石

厚 0.4 重 1 1 C90VI30G , 石鏃 長 2 9 幅 1 5 チャート

厚 0.4 重 1.0 D40V30G 

10 石鏃 長 一幅 1. 4 チャート

厚 0.4 重~ 0 5 内匠日影周地遺跡A 区表採

11 石鏃 長 一幅 1 9 黒曜石

厚 0 3 重 0 5 C95V95G 

12 石鏃 長 1 6 幅 1. 7 黒曜石

厚 0.4 重 0.3 内匠日影周地遺跡A 区表採

13 石錐 長 一幅 1.0 先端部のみ残存。微細な整形が施される。 黒曜石

厚 0.2 重 0.3 C88III!OG 

14 石匙 長 2 6 幅 つまみ部を欠損するものは19 、 20で、それ以外の部分を欠損 チャート

厚 0 4 重 4 0 するものは14である。また明瞭なつまみを形成しないものと C81IIl34G 

15 石匙 長 8 5 幅 4 4 して、 17 、 21がある。 頁岩

厚 1. 0 重 44 0 このうち、体部が縦長の形状のものとして 15 、 18 、 22があり C77III32G 

16 石匙 長 8 0 幅 6.0 逆に横長の形状のものとしては、 14、 17 、 21 、 23がある。 流紋岩

厚 1. 0 重 60.0 横長形状のものを中心として体部は三角形を呈するものが多 C 77Ill32G 

17 石匙 長 5 0 幅 7 6 い。いずれも縁辺に細かな整形が施される。 流紋岩

厚 1 2 重 50.0 C80III30G 

18 石匙 長 6 5 幅 4 5 流紋岩

厚 I 0 重~ 37 0 C82IIl51 G 

19 石匙 長 一幅 6 4 安山岩

厚 0 6 重 30 0 C 70IIl40G 

20 石匙 長 一輻 6 6 流紋岩

厚 0.5 重 36.0 C81III40G 

21 石匙 長 5.0 幅 9.8 頁岩

厚 1. 0 重 59.0 C86VI49G 

22 石匙 長 8.9 幅 5.5 流紋岩

厚 1 2 重 72.0 D 8 Ill26G 

23 石匙 長 4.3 幅 4.3 安山岩

厚 1 0 重 13 4 C88VI28G 

24 打製石斧 長 11 4 幅 5.3 欠損があるものとして、 27 、 30、 43があるが他はすべて完形 石英安山岩

厚 2 5 重 185.0 である。形状として、いわゆる短冊形に含まれるものが大半 C85III40G 

25 打製石斧 長 11.2 幅 4. 7 を占める。 熱変成岩

厚 2 0 重 1250 短冊形の打製石斧は42のように長さが20cm近いものもあるが C89III 9 G 

26 打製石斧 長 15 5 幅 4 6 大半は10cm前後の計測値を示す。 安山岩

厚 2.0 重 1850 撥形に近い形状のものは、 42などがあるが形態的にはむしろ CSOIIl19G 

27 打製石斧 長 一幅 6 8 短冊形と撥形の中間的な形をしている。 熱変成岩

厚 2.0 重 1780 分銅形を呈するものとしては、 27 、 43がある。また刃部に明 C79III36G 

28 打製石斧 長 11. 2 幅 6.3 瞭な使用痕が見受けられるものとしては、 26 、 40がある。 熱変成岩

厚 2.1 重 142 0 打製石斧の中で35 は特異な形状を持つ。 C70IIl55G 

29 打製石斧 長 1 1. 1 幅 4.8 打製石斧はすべて縁辺に細かな整形が施される。 熱変成岩

厚 1. 5 重 114.0 C75III45G 

30 打製石斧 長 一幅 5.3 熱変成岩

厚 1. 5 重 135.0 C89III30G 
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II 縄文時代の遺構と遺物

番 弓にコ 種 類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

31 打製石斧 長 7.4 幅 4 2 熱変成岩

厚 1. 5 重 51.0 C87IV46G 

32 打製石斧 長 12.6 幅 4.9 熱変成岩

厚 1 5 重 125.0 C70IIl59G 

33 打製石斧 長 10 5 幅 5.4 安山岩

厚 2.0 重 139.0 C 77III32G 

34 打製石斧 長 10 6 幅 5.0 熱変成岩

厚 1. 2 重 90.0 C89III28G 

35 打製石斧 長 12. 0 幅 6.4 輝緑岩

厚 2.5 重 20 1. 0 C 80IIl20G 

36 打製石斧 長 9.0 幅 4.0 熱変成岩

厚 1. 6 重 67.0 C79IV21G 

37 打製石斧 長 9.6 幅 4.0 安山岩

厚 1. 0 重 66.0 C80Ill20G 

38 打製石斧 長 12.0 幅 4 5 熱変成岩

厚 1. 5 重 1400 C68IV32G 

39 打製石斧 長 10. 7 幅 4.7 熱変成岩

厚 1. 2 重 60 0 C82JV56G 

40 打製石斧 長 10 0 幅 4 7 石英粗面岩

厚 1. 0 重 74.0 Dl2V24G 

41 打製石斧 長 6 8 幅 4 6 熱変成岩

厚 0 8 重 40 0 D48Vl7G 

42 打製石斧 長 17.6 幅 5. 7 熱変成岩

厚 2 3 重 272.0 C91Vl87G 

43 打製石斧 長 一幅 5.3 輝緑岩

厚 1. 2 重 27.5 D51V25G 

44 磨製石斧 長 一幅 5 5 48がほぽ完形だが、他は欠損品。 閃緑岩

厚 2.9 重 235.0 46は欠損した磨製石斧を再利用している。 C 77Ill27G 

45 磨製石斧 長 一幅 3 0 いわゆる「定角式」の磨製石斧は47 、 48である。 輝緑岩

厚 1 3 重 20.0 磨製石斧はすべて丁寧な研磨が施されている。 C83III35G 

46 磨製石斧 長 11.4 幅 5.4 輝緑岩

厚 2 8 重 271 0 C86IIl41G 

47 磨製石斧 長 一幅 7.0 石英閃緑岩

厚 3.9 重 555.0 C80Illl5G 

48 磨製石斧 長 ー幅 6.5 チャート

厚 2.8 重 404 0 内匠諏訪前遺跡A区 6 号住

居覆土

49 円形削器 長 8.6 幅 8.4 正面形状がほぼ円形に近い削器で53 は一部を欠損するが他は 熱変成岩

厚 2.4 重 2200 ほぽ完形。 内匠諏訪前遺跡A区 1 号住

いずれの石器も粗い整形箇所と細かな整形箇所を有する。 居覆土

50 円形削器 長 8.0 幅 7. 7 熱変成岩

厚 2.4 重 1600 C70IIl41G 

51 円形削器 長 8 4 幅 8 0 熱変成岩

厚 2.5 重 245.0 C81IIl45G 

52 円形削器 長 9 5 幅 9 2 熱変成岩

厚 2.2 重 250.0 C72III28G 

53 円形削器 長 6.9 幅 8 0 熱変成岩

厚 2 0 重 1300 C85Vl50G 

54 円形削器 長 5.2 幅 5.4 熱変成岩

厚 2 0 重 60.0 C74Vl41G 

55 削器 長 2.6 幅 2 0 縁辺に細かな整形が施される。 チャート

厚 0 4 重 3 8 完形。 内匠諏訪前遺跡A区 1 号住

居覆土

56 剥片石器 長 8.3 幅 6 0 不定形な剥片の一部を加工したり、また使用によると思われ 熱変成岩

厚 1. 8 重 85 0 る剥離がみられる。 C77IV 6 G 

57 剥片石器 長 7.5 幅 5.4 機能的には削器としての使用が大半を占める。 熱変成岩

厚 1. 2 重 40 0 C 76llll3G 

58 剥片石器 長 5.0 幅 4 5 熱変成岩

厚 1. 0 重 20 0 C70lll40G 

59 剥片石器 長 5.0 幅 10.3 熱変成岩

厚 2.0 重 106.0 C 77Ill32G 
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番 方E 種 類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

60 剥片石器 長 4 3 幅 8.0 不定形な剥片の一部を加工したり、また使用によると思われI 熱変成岩
厚 1. 0 重 45.0 る剥離がみられる。 C 77III32G 

61 剥片石器 長 5.9 幅 5.0 機能的には削器としての使用が大半を占める。 安山岩

厚 0.9 重 25 0 C80lll22G 

62 剥片石器 長 4.6 幅 6.8 安山岩

厚 0.9 重 35.0 C87III30G 

63 剥片石器 長 13.5 幅 3.7 緑泥片岩

厚 0.9 重 50.0 C88III 9 G 

64 剥片石器 長 7.1 幅 5.7 安山岩

厚 0 9 重 47.0 C791Vl5G 

65 剥片石器 長 9 3 幅 7.1 熱変成岩

厚 0.7 重 115.0 C84IIl45G 

66 剥片石器 長 4.5 幅 7 0 熱変成岩

厚 1. 7 重 68 0 Dl3V31G 

67 剥片石器 長 5.3 幅 11.2 熱変成岩

厚 1. 4 重 70 0 内匠諏訪前遺跡A区表採

68 磨石 長 10.1 幅 9 2 いずれも完形である。 68 、 69 は楕円形を示すが70 は正面形が 安山岩

厚 5.6 重 790 二等辺三角形に近い。 C91IIl25G 

69 磨石 長 16 0 幅 8.0 68 、 69 は全面が磨面で、 70 は底面のみが磨面として機能する 安山岩

厚 5.6 重 1100 いわゆるスタンプ形石器である。 C90III28G 

70 磨石 長 14.8 幅 8.8 安山岩

厚 6 0 菫 1000 2 号屋敷

71 凹み石 長 一幅 7.4 71 、 72 は欠損品。 73 は完形。 流紋岩

厚 4 4 重 500 71 は断面形状が隅丸の方形を呈するが、他は楕円形を呈する。 C86IIl45G 

72 凹み石 長 一幅 9.8 すべて磨石としても使用されたものと思われる。 安山岩

厚 5.6 重 800 C 70Ill59G 

73 凹み石 長 13 2 幅 7 7 安山岩

厚 5.1 重 900 C 771J128G 

74 石皿 長 27 0 幅 16.3 すべて正面形は楕円形ないしは隅丸方形を呈していたと思わ 絹雲母石墨片岩

厚 6.0 重 3300 れるが、 3 点とも欠損品のため全体の形状の詳細は不明。 C87III30G 

75 石皿 長 33.1 幅 19. 7 76 は裏面に、 75 は両方に凹み部を持つ。 点紋緑泥片岩

厚 7.2 重 7300 内匠諏訪前遺跡15号土坑

76 石皿 長 14. 4 幅 13.3 安山岩

厚 4.9 重 1300 C70IIl23G 

77 石棒 長 52.9 幅 15 8 ほぼ全面に凹み部を持つ。 点紋緑泥片岩

厚 12.8 重 15100 欠損品。 内匠諏訪前遺跡 1 号井戸
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II 縄文時代の遺構と遺物
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II 縄文時代の遺構と遺物
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II 縄文時代の遺構と遺物
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1.検出された遺構の概要 2. 竪穴式住居

III 弥生時代の遺構と遺物

1. 検出された遺構の概要

地区別に概要を述べていきたい。

内匠諏訪前遺跡（第68図参照）

内匠諏訪前遺跡では、 A区で中期の土坑が 1 基検

出されただけである。

B 区では、弥生時代の遺構は検出されていない。

内匠日影周地遺跡A区（第69 • 70図参照）

検出された竪穴式住居は11軒で、後期樽式期に位

置付けられる。

土坑は16基検出されているが、縄文時代終末～弥

生時代前期と考えられる段階から、後期樽式期まで

の土器が出土している。

内匠日影周地遺跡 B 区（第70図参照）

竪穴式住居 3 軒と、土坑 2 基が検出されている。

竪穴式住居からは、それぞれ中期・後期樽式・弥

生時代終末～古墳時代前期初頭に位置付けられる土

器群が出土している。

土坑からは中期と思われる土器片が出土してい

る。

2. 竪穴式住居

内匠日影周地遺跡 A 区（第69 • 70 • 214図参照）

東西にのびる馬背状丘陵の頂部から南側に傾斜す

る緩斜面上に 11軒検出された。

住居の分布も地形にあわせて東西に細長い広がり

をもっており、南北幅約25mの間で住居が分布する

のにたいして、東端の 3 号住居から西端の17号住居

までの距離は約140mである。

住居の向きは、大部分が南北方向を中心とした長

軸をもち、南側に出入口が存在したと考えられる。

例外的に 5 号住居は、東西方向に長軸をもち東側に

出入口を有していた。

住居の形状は、隅丸長方形を基本にしているが、

一部には平行四辺形や台形の形状も存在する。長軸

と短軸の長短比は計測可能なものはすべて、 1 : 1. 

2~1. 3であった。

住居の規模は、面積からみた場合に、大 (40~70

面）・中 (16~20mり・小（10吋前後）に分けること

が可能で、具体的には、大ー 3 • 5 • 8 • 10 • 16 • 

17号住居の 6 軒、中ー 4 • 9 • 18 の 3 軒、小ー12 • 

15 の 2 軒である（短軸しか計測できないものは、長

短比を 1 : 1. 2 として推定の面積を計算した）。

住居内部の施設は、基本的に 4 本の主柱穴をもち

中軸線上に主体の炉を設ける場合が多いが、住居に

より柱穴数や副炉及び貯蔵穴の有無などに違いがあ

る。また、出入口施設の痕跡として 1 対のピットを

有するもの (5 • 16号住居）と浅い掘り込みをもつ

もの(12 • 15号住居）とがあるが、他の住居では検

出できなかった。

住居間の遺物接合は、 5 例確認できた。（第215図

参照）

この住居群から出土する土器は、樽式 2 期の後半

に位置付けられるものが主体をしめる。したがって、

出土する甕も、極端な球胴形を呈するものや、縄文

施文をするものは含まれてはいない。また、樽式土

器の甕に特徴的な簾状文は、あまり用いられていな

し）。

また、すべての住居から磨製石鏃製作にかかわる

と思われる砥石が出土し、磨製石鏃の製作途中と考

えられる欠損品を埋没土中から出土した住居は11軒

中 8 軒という高い割合であった。

内匠日影周地遺跡 B 区（第70図参照）

3 軒の住居を検出した。 2 号住居からは、弥生時

代終末～古墳時代前期初頭に位置付けられる土器群

が出土している。 4 号住居は谷頭に立地し、中期の

土器を出土している。 8 号住居は、樽式土器を出土

しているが、竪穴式住居ではない可能性がある。
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡A 区 3 号住居

位置 D41 Vl2他 写真 P L19 • 30 

形状胴張りの隅丸長方形

長軸 7.6m 短軸 6.6m 長短比 1 : 1. 2 

面積 48.0m' 方位 N-22°-E

床面地形が北から南に緩やかに傾斜する場所に

立地し、ロームを 2~23cm掘り込んで床面としてい

る。全体に堅固で良く踏み固められている。

埋没土 ローム質の土壌を主体とする。

炉 2 基検出した。炉 l は、中軸線北寄りで主柱

穴線の外側にあり、 6 cmの浅い掘り込みをもつ。炉

2 は、住居中央から南西寄り。結晶片岩の炉石を据

え、被熱により上面を中心に変色する。

柱穴 5 本の柱穴が検出された。各柱穴の規模

《（径） X 深さ》は、 P 1 : (70X60) X68cm、p 2 : 

(32) X 61cm、 P 3 : (42) X71cm、 P4: (66)X58 
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埋没土層 1 ．黒褐色土粘性と締まりともに弱い。 2. 暗褐色土 ローム質土壌。 Y.P粒子を少し含む。 3. 褐色土 ローム質土

壌。 2 層に似るがY.P粒子を含まない。 4. 暗褐色土 柱穴の覆土。粘性と締まりともに弱い。 5. 黄褐色土 柱穴の覆土。ローム質土壌。

M.P粒子を含む。 6. 褐色土柱穴の四土。ロームプロックを含む。 7. 褐色土 炉 2 の覆土。焼土粒子を多く含む。 8. 褐色土 炉 2 の

疫土。焼土とロームプロックを含む。 9. 暗褐色土 炉 l の覆土。焼土粒子とローム粒子を少し含む。

第 36 図日 A3 号住居
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cm、 P 5 : (52X43) X63cm、であった。

遺物住居内から樽式土器214点と石器類18点が

出土した。この中で床上10cm以上の位置から出土し

た 3 と 19 は 4 号住居の床直上の遺物と接合関係をも

つ（第39 • 215図参照）。土器の大半は床上10cm以上

の位置に多く分布し、床直上の遺物も、それより高

い位置に出土した遺物と接合関係をもつ (4 • 5 • 

7 ·12 など）。住居に帰属する土器として可能性が強

いものとしては 1 と 2 がある。また、 1 の下で出土

2. 竪穴式住居

した 4 は、 1 の下から出土した部位が頸～胴上部で

あり、口縁部は覆土中位から出土していることから

1 の下から出土した 4 の部分は、それのみで機能し

ていた可能性がある。石器類のうち、石器は図示し

たものだけである。また、磨製石鏃の原料となる結

晶片岩のフレイクが炉 2 の北東で出土したが床上14

cmであった。接合資料a~C は樽式土器である。

（遺物観察表： 99頁）
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第 37 図 日 A3 号住居出土遺物（ 1)
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III 弥生時代の遺構と遺物
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内匠日影周地遺跡A 区 4 号住居

位置 D42V20他 写真 P L20 • 30 • 31 

形状隅丸長方形

長軸 5.4m 短軸 4.2m 長短比 1 : 1.3 

面積 19.lm' 方位 N-12'-W

床面地形が北から南に緩やかに傾斜する場所に

立地し、ロームを30~59cm掘り込んで床面としてい

る。全体に堅固で良く踏み固められている。

埋没土 ロームブロックを多く含む土層 (3 層）が

2. 竪穴式住居

北東を中心に認められた。

炉 中軸線上と主柱穴(p 2 と P3) 線のほぽ交

わる地点で検出された。最大10cmの緩やかな掘り込

みをもつ。炉内部の南側（住居内側寄り）は焼土化

しているが、反対側は焼土化していない。また、炉

に近接する北側部分（住居外側寄り）では多量の灰

が検出された。

床面の状態などから、もう 1 基炉があった可能性

は弱い。
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埋没土層 1.黒褐色土 白色の細粒を含む。 2. 暗褐色土炭化粒子を少し含む。 3. 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。 4.

黄褐色土 ローム質土壌。 5. 灰褐色土 ローム粒子を少し含む。 6. 黄褐色土柱穴の覆土。ロームプロックを含む。 7. 暗褐色土柱

穴の覆土。炭化粒子を少し含む。 8. 暗褐色土 炉の覆土。炭化粒子を多く含む。 9. 青灰白色粘上 10. 暗褐色土 ローム粒子を少し含

む粘性の強い土。

第 39 図日 A4 号住居
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III 弥生時代の遺構と遺物

柱穴 4 本検出した。各柱穴の規模《（径） X 深さ

〉は、 P 1: (32X22) X38cm、 P 2: (12) X38cm、 P

3 :(17X47) X36cm、 P 4 :(36X24) X43cm、であり、

すべて楕円形であった。

遺物住居内から樽式土器618点と石器類172点が

出土した。他の住居との接合例は 4 例確認できた。

12 は 5 号住居の覆土中の土器 1 点と接合した（第215

図参照）が、 5 号住居内での出土位置は不明である。

床直上の土器 2 点が 3 号住居の 3 • 19 と接合し（第

36 • 215図参照）、覆土中～下層から出土した 4 点が

8 号住居 1 と接合した（第45 • 215図参照）。 8 号住

居 1 はその覆土上～中層から 5 点が出土している。

接合関係をもつ土器の大半は覆土中～下層にかけて

接合する例が多く、床直上だけの接合関係をもつ土

器 (1 • 3 • 6) は少ない。石器類の中で図示した

以外の石器は 4 点ある。 1 点（磨石の破片）は出土

位置が不明である。他の石器は、被熱し破損した磨

石が南側の中央で床上16cmの地点から、ほぼ同じ位

置で床上34cmの地点から砥石が、 20の近くから砥石

の破片が床上 3 cmの地点から出土した。また、磨製

石鏃の原材料である結晶片岩のフレイク・チップ類

は48点出土したが、その中で出土地点がわかるもの

は 5 点のみであった。 5 点は住居内において散漫と

分布し、床上 8~20cmの高さである。石器以外の石

は、砥石と同じ石材のものと、礫、熱変成岩のフレ

イク類が主体をしめる。接合資料a~ iは樽式土器

である。 （遺物観察表： 99 • 100頁）

備考住居の南西隅で青灰色の粘土が確認された

が、粘土と床面の間には暗褐色土が挟まれていた。
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第 40 図 日 A4 号住居出土遺物 (1)
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2. 竪穴式住居
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第 41 図 日 A4 号住居出土遺物 (2)
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 5 号住居 （内匠日影周地遺跡A区の弥生集落で東西方向に主

位置 D43V20 写真 P L20ｷ21ｷ31ｷ32 軸が向くのは 5 号住居だけである。）

形状隅丸方形に近い台形 床面 地形が北から南に緩やかに傾斜している場

長軸 6.9m 短軸 5.6~6.0m 所に立地し、ロームを41~81cm掘り込んで床面とし

長短比 1 : 1.2 面積 41.5m2 ている。

方位 N-82ー -E 全体に堅固で良く踏み固められているが、 P2 と
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第 42 図 日 A5 号住居と出土遺物 (1)
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2. 竪穴式住居

P3 から東側（住居東壁下の中央部）にかけては軟 3 つ据えてあった。 9 cmの掘り込みをもち底面全体

弱であった。また、東壁下の一部が僅かながら盛り が焼土化している。大きな炉石 2 つは牛伏砂岩で被

上がっていた(D-D参照）。 熱による劣化が著しい。

埋没土覆土上層は自然埋没土だが中層はローム質 炉 2 はp 1 の西側中央寄りで炉石を 1 つ添える形

の土壌であった。 態である。 10cmの掘り込みをもち、底面南側の一部

炉 2 基検出した。炉 l は中軸線上で、主柱穴（ P が焼土化していたが、炉 1 と比べると加熱は少な

5 と P6) 線の外側にあり、炉石が炉を囲むように かったと思われる。また、炉石は結晶片岩で被熱に

より上面が変色していた。

柱穴 6 本の柱穴が検出された。このうち P2 と
`
V
 
0
o
ｷ
s
s
z
ｷ
1
 

oo 

埋没土層

1. 暗褐色土炭化

粒子を少し含む。粘

性は弱い。 2. 黒褐

色土 白色の細粒を

多く含む。 3. 暗褐

色土炭化粒子と焼

土粒子を少し含む。

4. 黄褐色土ロー

ム質土壌。 Y.P粒子

を多く含む。 5. 褐

色土 Y.P 粒子を

多く含む。 6. 黄褐

色土ローム質土

壌。M.P粒子を多く

含む。 7. 黄褐色土

堅く締まり粘性が強

い。 8 ．暗褐色土炭

化粒子と焼土粒子を

少し含む。

9. 褐色土炉 1 と

2 の覆土。焼土粒子

を多く含む。炭化粒

子を少し含む。

叶

P3 は出入口施設の柱穴と思われる。他の 4 本は主

柱穴である。各柱穴の規模《（径） X 深さ》は、p 1 : 

(69) X42cm、 P4: (82)X69cm、 P 5 : (62) X 49 

cm、 P 6 : (70) X8lcm、 P 2 : (67X59) X60cm、

p 3 :・ (64) X 61cm、であった。

遺物樽式土器365点と石器類72点が出土したが、

土器312点と石40点は一括して取り上げた。 5 号住居

外から出土した土器との接合関係は 2 例確認でき

た。 7 がD43V70グリッド（約60m西）の土器と接合

した。覆土中の土器 l 点（出土位置不明）が 4 号住

居12 と接合した（第39 • 215図参照）。図示した土器

の中で、この住居に帰属しない可能性が強いものと

して 5 • 7 • 9 • 16がある。出土した石器は図示し

たものだけである。また、磨製石鏃の原材料である

結晶片岩は、コア 4 点とフレイク 9 点が出土したが

出土位置が確認できた 6 点は床上 4~24cmであっ

た。接合資料a~C は樽式土器である。また、覆土

から縄文土器 3 片が出土した。

（遺物観察表： 100 • 101 • 102頁）

。 10cm 
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III 弥生時代の遺構と迫物
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第 43 図 日 A5 号住居出土遺物 (2)
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2. 竪穴式住居

< 

ロ
ロ
□
日
〕
凶

]
ー
ロ
ロ

□
-□[

 

ロ
こ

•<•-—

-11 :-如,
_
,
 

7
 

ー

こ 一
21(ｼ) 

こ二ニ三 22(ｽ) 

「
\ 

( \ 

ミミーノい 口（％）ロニ ロニ、
[ J 23(ｽ) () l : 3 10cm 

第 44 図 日 A5 居住居出土遺物 (3)
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lII 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡A 区 8 号住居

位置 D38V40他写真 P L21 • 30 • 32 

形状北半分を現代の農道によって削平される

が、隅丸長方形を呈する可能性が強い。

長軸不明短軸 6.3m 長短比不明

面積不明 方位 N-12°― E

床面 ロームを44~55cm掘り込んで床面としてい

る。全体に堅固で良く踏み固められている。

埋没土 覆土中～下層はローム質の土壌。

炉 p 1 の北側中央寄りで検出した。 8 cmの掘り

込みをもち、灰は炉の北側にも分布している。削平

された北側に炉が 1 基あった可能性が強い。

柱穴 2 本を検出した。主柱穴の規模《（径） X 深

さ》は、 P 1 : (60X40) X49cm、 P 2 : (90X80) X 

95cm、であり楕円形であった。

遺物出土位置が確認できる樽式土器は65点、石

器類は23点出土した。他の住居との接合例は 1 例確

認できた。 1 は 4 号住居の覆土中～下層から出土し

た 4 点と接合関係をもつ。本住居内で接合関係をも

つ土器の大半は、覆土中層以上の出土であり下層出

土の土器も覆土中層との接合関係がみられる (2.

4 ）。このような事実から図示した土器は、本住居に

帰属しない可能性が強い。住居内から出土した石器

類のうち、図示しなかったものは 2 点で砥石の欠損

公
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埋没土層 1 ．黒褐色土 白色の細粒を多く含む。 2. 暗褐色土 Y.P粒子と炭化粒子を多く含む。 3. 黄褐色土 ローム質土壌。

4. 褐色土 堅く締まる。 Y.P粒子を少し含む。 5. 暗褐色土 炉の覆土。炭化粒子を多く含む。

第 45 図日 A8 号住居
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2. 竪穴式住居

品である。 2 点の出土位置は床上30cm と 31cmであっ 35cm • 49cmであった。また、磨製石鏃製作時の欠損

た。床直上で出土した石器は14だけである。また、 品 9 は床上50cmの出土である。

覆土中から磨製石鏃の原材料である結晶片岩はコア （遺物観察表： 102頁）

2 点・フレイク 1 点・チップ 6 点、出土している。 接合資料 a ~ C は樽式土器。

この中で、出土位置が確認できた 3 点は床上 5 cm ・ 備考住居南側の一部が耕作溝に切られる。
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第 46 図 日 A8 号住居出土遺物（ 1)
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Ill 弥生時代の遺構と遺物

口
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。 10cm 

第 47 図 日 A8 号住居出土遺物 (2)

内匠日影周地遺跡A 区 9 号住居 底面は全体に焼上化していた。

位置 D38V43他 床面の状態などから、炉がもう 1 基あった可能性

写真 P L 21 • 32 は低い。

形状南西隅が不明であるが、隅丸長方形を呈す 柱穴主柱穴 4 本を検出した。各柱穴の規模《

る可能性が強い。 （径） X 深さ》は、 P 1 : (32) X 52cm、 P 2 : (26) X 

長軸 4.9m

短軸 4.0m

長短比 1 : 1.2 

面積 17.5m'

方位 N-5'-E

床面地形が北から南に緩やかに傾斜している場

所に立地し、ロームを北側で最大31cm掘り込んで床

面としている。全体に堅囲で良く踏み固められてお

り、中央部には貼床をするが、南西隅では床面が残

存していなかった。

埋没土 暗褐色土が主体を占める。

炉 中軸線上で、主柱穴(p 3 とp 4) 線の外側

にあり、炉石を据える形態であった。掘り込みは、

最大 9 cmである。炉石は結晶片岩で上面を中心に被

熱による変色とひび割れが観察できる。

76 

33cm、 P 3 : (28) X40cm、 P 4 : (28) X4lcm、で

あった。

遺物 出土した遺物は少なく、樽式土器 4 点と石

器類 6 点であった。

土器の中で 1 と 2 はほぼ床直上で出土した。この

2 点は、 9 号住居に帰属する可能性が強い。 1 は遺

存状態が悪く実測図は図上復元である。図示しな

かった他の土器は、高坪の体部片と甕の口縁部片で

それぞれ床上12cm と 4 cmであった。

石器類の中で、出土した石器は図示したものだけ

であった。また、図示しなかった石器類の中で砥石

及び磨製石鏃にかかわる石は出土していない。

（遺物観察表： 102 • 103頁）

備考住居中央部が耕作溝によって切られる。



2. 竪穴式住居
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埋没土屑

1.暗褐色土 ローム粒子と炭化粒子を少し含む。

2. 黄褐色土 ロームプロックを少し含む。

3. 黄褐色上 貼床。ローム質土壌。

4. 暗褐色土 炉の投土。炭化粒子と焼土粒子を少し

含む。 5. 褐色土 炉の裂土。焼土粒子を多く含む。
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゜ 1 : 3 10cm 

第 48 図 日 A9 号住居と出土遺物
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区10号住居

ヽ

位
形
長
面
床
し

置
状
軸
積
面

D43V64他

隅丸長方形を呈すると思われる。

不明

不

短

明

軸

写

6.7m 

方

真

位

P L22 • 32 • 33 

長短比 不明

N-10ー -W 

地形が北から南に傾斜している場所に立地

ロームを北側で最大40cm掘り込んで床面として

いる。南側の大半を消失し、小動物に起因する攪乱

15住-12
と接合

叶

により床面もかなり破壊されているが、残存する床

面は堅固であった。

埋没土

炉

2 層はローム質の土壌。

北側で中軸線西寄りの地点に焼土が検出され

たことから、炉の可能性がある。

柱 穴 3 本の柱穴が検出された。各柱穴の規模《

（径） X 深さ》は、

44) X 63cm、 p3: 

P 1 : (34) X 75cm 、

i
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P 2 : (54X 

(50) x 42cm、であった。
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埋

1.暗褐色土 B.P粒子と炭化粒子と白色の細粒を多く含む。

3. オリープ褐色土 ローム粒子と白色の細粒を少し含む。

第 49 図

78 

没土附

2. 黄褐色土

4. 褐色土

日 AlO号住居

ローム質土壌。 B.P粒子と白色の細粒を少し含む。

ローム粒子と炭化粒子を少し含む。



2. 竪穴式住居

遺物住居内から樽式土器274点と石器類68点が 石器は、図化したもの以外に 1 点磨製石鏃の製作時

出土したが、土器167点と石器類27点は一括して取り の欠損品がある。この遺物は北西隅の攪乱を受けて

上げた。他の住居との接合例は 1 例あり、 10号住居 いない地点から出土し、床上24cmであった。磨製石

床上出土の土器が15号住居12 と接合している（第 鏃の原材料である結晶片岩のフレイク・チップは12

54 • 215図参照）。住居内出土土器の接合関係は床面 点出土し、出土位置が確認できた 4 点はそれぞれ床

上を中心に広範な接合を示すが、図化しなかった土 上 4 cm • 16cm • 17cm • 20cmであった。接合資料 a と

器も含めた土器の出土状態は、覆土中～下層に多く

出土する傾向がうかがえた。石器類の中で出土した

b は樽式土器である。 （遺物観察表： 103頁）
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第50 図 日 AlO号住居出土遺物（ 1)
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Ill 弥生時代の遺構と遺物
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第 51 図 日 AlO号住居出土遺物 (2)

内匠日影周地遺跡A 区12号住居

位置 D38V83他写真 P L22 • 33 

形状隅丸長方形

長軸 3.9m 短軸 3.2m 長短比 1 : 1.2 

面積 10.lm' 方位 N-10°-W

する。 6 cmの浅い掘り込みをもつ。今回調査した弥

生時代後期の住居で、この位置で確認されたのはこ

の 1 基だけである。

炉 2 は、中軸線と主柱穴(p 3 と P4) 線の交わ

る地点に位置し、 5 cmの浅い掘り込みをもつ。

床面地形が北から南に傾斜している場所に立地 2 基の炉は底面が部分的に焼土化し、炉石はな

し、ロームを36~50cm掘り込んで床面としている。 かった。

全体に堅固で良く踏み固められていた。 柱 穴 4 本の主柱穴が検出された。各柱穴の規模

埋没土 2 層はローム質の土壌。 《（径） X 深さ》は、 P 1: (18) X56cm、 P 2 : (28) X 

炉 2 韮検出した。炉 l は住居のほぼ中央に位置 62cm、 P3: (30)X65cm、 P4: (30)X60cm、で

i
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埋没土層 1.褐色土 白色の細粒と炭化粒子を多く含む。 2. 褐色土 1 層に似るがローム粒子を含む。 3. 黒褐色土炭化粒子

と白色の細粒と焼土粒子を多く含む。 4. 暗褐色土 2 層に似るが、混入する炭化物が多い。 5. 褐色土 ロームプロックを含む。壁の崩

落土。 6. 黒色土 炉 l と 2 の覆土。炭化粒子と焼土粒子を多く含む。

第 52 図日 Al2号住居
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あった。

遺物住居内から樽式土器140点と石器類24点が

出土したが、土器107点と石器類13点は一括して取り

上げた。また、炭化材（炭45) が 1 点のみ出土した

（付篇 l 参照）。土器の中で、床面上で図化できたも

のは 3 のみであった。他の土器の大半は、石器類と

同様に覆土上～中層の出土がほとんどである。磨製

石鏃の原材料である結晶片岩のフレイクは 1 点出土

2. 竪穴式住居

したが、出土位置は不明である。また、変形工字文

をもつ土器片が 1 点覆土から出土した（第67図 1) 。

（遺物観察表： 103 • 104頁）

備考住居南壁下で、出入口施設にかかわる可能

性がある浅い落ち込みが検出された。落ち込みの深

さは床面から 2~6 cmである。
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第 53 図 日 Al2号住居出土遺物

内匠日影周地遺跡 A 区15号住居

位置 D37V61他 写真 P L23 • 33 

形状隅丸長方形

長軸 3.9m 短軸 3.0m 長短比 1 : 1.3 

面積 10.0面方位 N- 1°—E 

床面 地形が北から南に緩やかに傾斜している場

所に立地し、ロームを 2~22cm掘り込んで床面とし

ている。堅固で良く踏み固められている。

埋没土暗褐色土が主体を占める。

炉 2 基検出した。炉 1 は中軸線と主柱穴(p 2 

とp 3) 線の交わる地点に位置し、 5cmの浅い掘り

込みをもつ。炉 2 は P4 の南西に位置し 6 cmの浅い

81 



III 弥生時代の遺構と遺物

掘り込みをもつ。

柱穴 4 本が検出された。各柱穴の規模《（径） X

深さ〉は、 P 1 : (36) x 64cm、 P 2 : (33) X 7 4cm、

P 3 : (32) X66cm、 P 4 : (26) x 73cm、であった。

遺物住居内から樽式土器166点と石器類48点が

出土したが、土器93点と石器類27点は一括して取り

上げた。 12 は10号住居の土器と接合関係をもつ。石

器類の中で出土した石器は図示したものだけであ

る。また磨製石鏃の原材料である結晶片岩のフレイ

ク・チップ類は29点出土し、出土位置が確認できた

7 点はそれぞれ床上 2cm· 3cmｷ 5cm• 6cmｷ 7cmｷ 

8 cmｷ 15cmであった。 （遺物観察表： 104 • 105頁）

備考住居南壁下で、貯蔵穴と出入口施設にかか

わる可能性がある落ち込みが検出された。それぞれ

床面からの深さは、 22cm と 8 cmである。
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1. 褐色土 ローム粒子を少し含む。 2. 暗褐色土 白色の細粒を少し

含む。 3. 褐色土 白色の細粒を多く含む。 4. 暗褐色土焼土粒子を

少し含む。 5. 暗褐色土 B.P粒子を少し含む。出入施設の裂土。

第 54 図 日 Al5号住居と出土遺物

82 

。 1 : 3 10cm 



2. 竪穴式住居
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第 55 図 日 Al5号住居出土遺物
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区16号住居 床 面 残存部の北側1/3 と南壁の小動物の攪乱以

位
形
短

置
状
軸

D36V66他

7.7m 

写

方

真

隅丸長方形を呈すると思われる。

位

P L23 • 24 • 34 

N-2ｰ-W 

□9 

外は堅固で良く踏み固められているが凹凸がある。

埋没土

炉

B
 

□〉_J_’

2 層と 3 層は、 ローム質の土壌。
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2. 竪穴式住居

9 と PlO) の外側で 1 基確認できた。 (164 X 130) X 78cm 、 P 3 : (48) X85cm、p 4 : 

柱穴 11本の柱穴が検出された。各柱穴の規模 (40) X53cm、 P 5 : (166X78) X80cm、 P 6 ̀  : (100x 

《（径） X 深さ》は、 P 1 : (56X42) X29cm、 P 2 : • 70) x 70cm 、 P 7 : (40X24) X26cm、 P 8 : (53X 

40) X 55cm、 P 9 : (136 X 100) X 81cm、 P10 : (140 X • 

122) X 81cm、 Pll: (82X50) X66cm、であった。 P

. 
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埋没土層

1. 黒褐色土 白色の細粒を

少し含む。 2. 褐色土 B. 

P粒子を少し含む。 3. 褐色

土 ローム質土壌。白色の細

粒を多く含む。

4. 褐色土柱穴の覆土。炭

化粒子を少し含む。 5. 褐色

土柱穴の覆土。ローム質土

壌。 6. 暗褐色土柱穴の覆

土。白色の細粒を少し含む。

7. 黒褐色土炉の覆土。締

まりが弱い。

8. 黄橙色土炉の覆土。焼

土粒子を多く含む。
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2 • P 5 • P 9 • P 10が主柱穴で楕円形を呈する。

遺物樽式土器110点と石器類38点を出土したが、

土器の70点と石器類の20点は一括して取り上げた。

石器類の中で出土した石器は図化したものだけであ

る。磨製石鏃の原材料である結晶片岩のフレイク等

は17点出土したが、出土位置が確認できた 8 点はそ

れぞれ床上 Ocm• lcmｷ 4cmｷ 6cmｷ 7cmｷ 8cmｷ • 

10cm • 33cmであった。

二

（遺物観察表： 105頁）
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡A 区17号住居

位置 D33V86他写真 P L24 • 34 

形状北西部分を消失し、中央に小動物の攪乱を

うけるが、隅丸平行 4 辺形を呈すると思われる。

長軸 8.6m 短軸 7.lm 長短比 1 : 1.2 

面積 59.5m刈推定）方位 N-9°-E

床面 ロームを最大48cm掘り込んで床面とし、残

存部分の床面は堅固であった。

埋没土 住居南東隅に厚さ 26cmの焼土ブロックを多

量に含む土層が堆積していた。
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3. 褐色土白色I 
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細粒を多く含む。' I 
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4. 褐色土I 
I 

B. P粒子を少し
I 

' I 

含む。I 

5. 褐色土炭化

粒子を少し含む。

6. 黒色土炭化

粒子を多く含む。

7. 暗褐色土柱

穴の覆土。 B.P粒

\ 『|
子を少し含む。g 
8. 暗褐色土柱パ髯6 穴の覆土。 B.P粒

子を多く含む。

9. 褐色土柱穴

•6 
III l 

の覆土。締まりが

強い。
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第 57 図 日 A17号住居と出土遺物
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2. 竪穴式住居

炉痕跡も含め検出できなかった。床面消失部分 〉は、 P 1 : (64X51) X64cm、 P 2 : (24) X29cm、

に炉があった可能性が強い。 P 3 : (90X60) X85cm、 P 4 : (48) X55cm、p 5 : 

柱穴 6 本検出した。各柱穴の規模《（径） X深さ (37) X 21cm、 P 6 : (28) X4lcm、であった。

;;,:I a:il 

~ ..Jj  ; ..J 

4 (ｽ) 

吋吋

= 

l 
マ

□6 （如

遺物樽式土器76点と石器類25点を出土したが土

器の45点と石器類の12点は一括して取り上げた。住

居に伴う可能性が強い遺物として住居南東隅の焼土

ブロック下から 1 • 3 • 8 が出土した。出土した石

器は図示したものだけである。 5 と同一石材のフレ

イクは 3 点出土したが、出土位置の明確な 1 点は P

5 の覆土であった。また、磨製石鏃の原材料である

結晶片岩のフレイクは 4 点出土したが、うち 3 点は

床上 2 • 3 • 37cmであった。（遺物観察表： 105頁）

備考部分的に深さ 3~6 cmの周溝が巡る。
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区18号住居

位置 D39V21他写真 P L24 • 34 

形状耕作溝と 7 号住居によって切られているが

隅丸長方形を呈すると思われる。

長軸 4.6m 短軸 3.7m 長短比 1 : 1.2 

面積 16.2面（推定）方位 N-43°-E

床面 ロームを10~24cm掘り込んで床面としてい

る。残存部分の床面は堅固であった。

埋没土 3 層とした褐色土はローム質の土壌であっ

た。

炉 中軸線東寄りで主柱穴 (P 1 と P2) 線のや

や外側で検出した。炉石を据える形態で 8cmの掘り

込みをもつ。もう 1 基炉があったかは不明である。

柱穴 3 本の主柱穴を検出した。柱穴の規模

《（径） X 深さ》は、 P 1: (50)X47cm、p 2 :・（ 44) X 

65cm、 P 3 : (68) X42cm、であった。もう 1 本の主

柱穴は 7 号住居と溝によって壊された可能性が強

い。

遺物住居内から出土した遺物は少なく、樽式土

器 7 点と石器類14点が出土した。土器の中で 5 点と

石器類 1 点は一括して取り上げた。 1 と 2 はほぼ床

直上であった。石器類の中で石器は図示した 3 のみ

であった。また、磨製石鏃の原材料である結晶片岩

は出土しなかった。 （遺物観察表： 106頁）
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埋没土層 l ．黒褐色土炭化粒子を少し含む。 2.

暗褐色土 ローム粒子を含む。 3 ．褐色土 4. 暗褐色土焼

土粒子を含む。 5. 赤褐色土焼土ブロックを含む。
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第 58 図 日 A18号住居と出土遺物
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内匠日影周地遺跡 B 区 2 号住居

位置 C87VI25他写真 P L25 • 34 • 35 

形状隅丸方形に近い台形

長軸 4.8m 短軸 3.6~4.0m

長短比 1 : 1. 2~1.3 面積 16.6m'

方位 N-116°-W

床面 ロームを50~77cm掘り込んで床面としてい

る。貼床をし、堅固で良く踏み固められている。

埋没土黒褐色土が主体を占める。

炉掘り込み 7 cmの炉が中軸線北寄りで主柱穴

(p 1 とp 4) の間に検出された。

柱穴 4 本の主柱穴が検出されたが、深さが浅

2. 竪穴式住居

い。各柱穴の規模《（径） X 深さ》は、 P 1 : (45) X 

12cm、 P 2 : (50 X 35) X 7 cm、 P 3 : (50) X llcm、

P 4 : (62X38) Xl7cm、であった。

遺物土器が143点と石器類が26点出土した。土器

は樽式土器及び、外来系土器にその系譜が求められ

るものが出土している。 1 と 2 は同一個体の可能性

が強い。接合資料 b • c • e • iは 1 と同一個体で、

fは 3 と同一個体であった。また、gと h は奈良時

代の須恵器の坪である。石器は 1 点のみ出土した（第

67図）。 （遺物観察表： 106頁）

備考弥生時代終末～古墳時代前期初頭の土器群
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埋没土層

1.黒褐色土 白色の細粒を少し含む。 2. 黒色

土 白色の細粒と炭化粒子を少し含む。 3. 黒褐

色土 ローム粒子を少し含む。 4. 黒褐色土褐

色のパミスを含む。 5. 黒褐色土 掘り方。ロー

ムプロックを多く含む。 6. 黒褐色土 炉の覆土。

炭化粒子を多く含む。

゜
L.219.00 

2m 

第 59 図日 B2 号住居
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III 弥生時代の遺構と遺物
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第 60 図 日 B2 号住居出土遺物

内匠日影周地遺跡 B 区 4 号住居

位置 C77VI26他

写真 P L26 • 34 • 35 

形状隅丸長方形にちかい形状を呈する。

長軸 4.0m 短軸 3.3m 長短比 1 : 1. 2 

面積 9.2吋 方位 N-18°-W

床面 N-38°-E の方向に地形が傾斜している

場所に立地し、ロームを 6~46cm掘り込んで床面と

している。また、床面から壁への立ち上がりは緩や

かである。地形に合わせるように床面も傾斜し、比

高は30cm程度であった。床面はあまり締まらず、住

居北西部は特に軟弱であったため一部掘りすぎてし

まった。凹凸があり平坦な床面ではない。

埋没土 2 層と 3 層はローム質の土壌。

炉 住居中央の北東寄りで検出した。炉の南側は

住居より新しい攪乱（時期は不明）によって切られ

ているが炉のほぼ全体は残存している。炉石を南に

据える形態であり使用時に掘り込みはほとんどな

かったと思われる。掘り方をもつ。焼土面は一部堅

90 

く締まる。

柱穴壁際を中心に14本検出された。各柱穴の規

模は、 P 1 : (32) X 30cm、 P 2 : (28) X38cm、 P

3 : (30) X 33cm、 P 4 : (22) x 8 cm、 P 5 : (23 X 

19) X 6cm、 P 6 : (22) X5cm 、 P 7 : (22) X8cm、

P 8 : (36) Xl7cm、pg:・（32) X 24cm、 P10 : (22) X 

38cm、 P 11 : (20) X 33cm、 P12 : (28) X 35cm、 P

13 : (26) X 49cm、 P 14 : (20) X 35cm、であった。

遺物住居内から土器66点と石器類83点が出土し

た。

土器は覆土中～下層に多く出土し、弥生時代後期

の土器は含まれてはいなかった。図化できるものが

少なく、 1 と 2 の接合関係も広範である。

石器類のうち 55点は、炉の南側の攪乱内から出土

している。また石器はなく、熱変成岩のフレイクが

多く出土した。

（遺物観察表： 106 • 107頁）

備考弥生時代中期の竪穴式住居。



2. 竪穴式住居
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色土炉の掘り方で上面が焼け
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2m 褐色のパミスを含む。
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第 61 図 日 B4 号住居と出土遺物

内匠日影周地遺跡 B 区 8 号住居 短軸 5.5m 方位 N-10°-W

位置 C71 V70他 写真 P L26 • 35 床面地形が北から南に傾斜している場所に立地

形状南半分を後世（時期不明）の削平によって し、ロームを南側で84cm掘り込んで床面としている。

消失するが、隅丸長方形を呈すると思われる。 壁の立ち上がりは明瞭であったが、床面はあまり締

91 
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III 弥生時代の遺構と遺物

まっていなかった。

埋没土

遺 物

覆土中～下層においては、炭化粒子の混入

があった。

炉と柱穴 検出されなかった。

樽式土器が198点と石器類127点が出土した

が、大半は覆土中層出土であった。石器類の大半は

礫で石器は図示した 1 点だけであった。

（遺物観察表： 107頁）

備 考 本遺構は炉と柱穴が検出されなかったこと

などから、竪穴状の遺構の可能性が強い。
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む粘性の強い土。

3. 褐色土

炭化粒子と小石を少し含む。
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第 62 図 日 B8 号住居と出土遺物
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3. 土 坑

19基検出された。

内匠諏訪前遺跡では、 A区で 1 基検出された。器

形復元が可能な中期の土器が出土している。

日影周地遺跡では、 16基検出された。器形復元が

可能な土器を出土したのは 7 号・ 15号土坑だけであ

第 3 表弥生時代土坑規模一覧

地 区 番号 位置 規模（縦 x 横） X 深さ

内匠諏訪前遺跡A 区 64 C84Illl7 (187 X 142) X 74 

内匠日影周地遺跡A区 5 D46Vl7 (142 X 127) X 91 

内匠日影周地遺跡A区 6 D46V23 (175 X 120) X 76 

内匠日影周地遺跡A区 7 D50V 15 (200 X 104) X 62 

内匠日影周地遺跡A区 , D51 V23 (? X 110) X 62 

内匠日影周地遺跡A区 10 D51 V24 (105) X 49 

内匠日影周地遺跡A区 11 D45V33 (95) X 105 

内匠日影周地遺跡A区 12 D44V35 (200) X 100 

内匠日影周地遺跡A区 13 D45V36 (151 X 119) X 81 

内匠日影周地遺跡A 区 14 D43V36 (100) X 92 

内匠日影周地遺跡A 区 15 D41 V35 (175Xl40) X 88 

内匠日影周地遺跡A 区 16 D44V38 (154 X 112) X 107 

内匠日影周地遺跡A 区 17 D45V42 (110) X 91 

内匠日影周地遺跡A 区 20 D41 V23 (145) X 63 

内匠日影周地遺跡A 区 21 D42V21 (140) X 55 

内匠日影周地遺跡A 区 24 D85V51 (170) X 29 

内匠日影周地遺跡A区 25 D32Vl2 (190) X 75 

内匠日影周地遺跡B 区 5 C88VI20 (240 X 215) X 29 

内匠日影周地遺跡B 区 11 C85V80 (104 X 76) X 28 

4. 遺構外出土遺物

図第67図 写真 P L35 

遺構から出土しなかった土器は437点である。

この中には、明らかにその土器が出土した遺構に

帰属しないと判断したものも含んでいる。また、分

3. 土坑 4. 遺構外出土遺物

る。 7 号土坑は、樽式土器の壺が確認面から出土し

ている。 15号土坑は縄文時代終末～弥生時代にかけ

ての土器群がまとまって出土した。他の土坑は、遺

物の出土があまりなく、土器を出土しなかった土坑

については、形状及び埋没土の状況等から弥生時代

に帰属する可能性が強いと判断したものである。

（遺物観察表： 107 • 108頁）

（単位： cm)

図 PL 特 記 事 項

第63図 27 • 35 詳細は本文参照。弥生時代中期の土坑と思われる。

1 は胴部½弱の遺存状態。

第65図 出土遺物はなく、時期は不明である。

第65図 出土遺物はなく、時期は不明である。

第63図 27 確認面で、樽式の壺が出土した。埋没土中から、被

熱したフレイク 6 点が出土する。時期不明。

第65図 27 出土遺物はなく、時期は不明である。

第65図 27 出土遺物はなく、時期は不明である。

第65図 27 出土遺物はなく、時期は不明である。

第65図 27 21点の土器が出土したが、 3 点は古墳後期の土師器

で、他は縄文時代終末～弥生時代の土器。出土した

3 点が、 15号土坑の 1 と接合した。

第65図 出土遺物はなく、時期は不明である。

第65図 27 出土遺物はなく、時期は不明である。

第64図 28 • 35 詳細は本文参然。 2 次的に熱をうけた出土遺物が多

かった。出土土器は埋没土上～中層から出土。 12号

土坑と接合関係をもつ。

第65図 28 出土遺物はなく、時期は不明である。

第66図 28 出土遺物はなく、時期は不明である。

第66図 28 出土遺物はなく、時期は不明である。

第63図 28 • 35 覆土上層から、江戸時代の陶器片 l 点と、土師器 l

点が出土した。石器は図示した 1 点のみの出土。

第66図 28 • 35 図示した 1 点のみの出土である。他の日影A 区の土

坑と立地が異なっている。

第66図 28 出土遺物はなく、時期は不明である。

第66図 29 15点の土器が出土。 1 点は、日 B 3 住と接合関係を

もつが、他の14点は図示した土器と同じ時期。

第66図 29 底面が焼けており、図示した以外に須恵器 3 点が出

土していることから、弥生時代でない可能性が強い。

布の様相などについては、別項で述べる（第216~220

図参照）。土器の時期は、縄文時代終末～弥生時代中

期に含まれるものが239点で、大部分は弥生時代中期

に含まれる。後期樽式土器は198点出土している。ま

た、弥生時代と思われる石器は遺構外からは検出さ

れていないが、磨製石鏃の原材料となる結晶片岩が

数点出土した。 （遺物観察表： 108 • 109頁）
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区64号土坑

位置 C84III17 写真 P L27 • 35 

南から北に緩やかに傾斜する場所に立地するが、

上面を 1 号屋敷（江戸時代）によって削平されるた

めに、確認面は水平である。形状は不正楕円形を呈

している。壁の立ち上がりかたは位置によって異な

り、南側はオーバーハングする。土器は 1 が胴部約

半分の残存状態で底面上から出土しただけである。

また、旧石器時代のナイフ形石器が覆土から出土し

たが、紛失してしまった。 （遺物観察表： 107頁）
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I 、

A
 

埋没土層

①暗褐色土浅間A

A , 軽石を少し含む。②
一暗褐色土ロームプ

ロックを少し含む。

③暗灰褐色土 ロー

ム粒子を少し含む。

L.211.30 ___6' 堅く締まる。

④暗褐色土堅く締

まる。

⑤黄褐色土 ローム

粒子を少し含む。

内匠諏訪前遺跡A区64号土坑と出土遺物

ァ
A A' 

A
 

L.230.60 A' 

①暗褐色土炭化粒子と焼

土粒子を多く含む。

②暗灰褐色土 ローム粒子

と炭化粒子を少し含む。

③黄褐色土混入物がほと

んどない。

内匠日影周地遺跡A 区 7 号土坑と出土遺物

A If 文
\\ A' ①黒褐色土

白色細粒を多

[ く含む。②オ

リープ褐色土

締まりが強

A L 232 90 A' 
し）。

③黒褐色土

⑤\I,;:＼①ノ、二こイ体 ④黄褐色士 < 乏
ローム質土壌

⑤黄褐色土

゜
2m 内匠日影周地遺跡A区21号土坑と出土遺物 0 

第 63 図 諏A64 ・日 A 7 • 21号土坑と出土遺物

94 

1 (ｽ) 

1 : 3 10cm 



内匠日影周地遺跡 A 区15号土坑

位置 D41V35 写真 P L28 • 35 

馬背状丘陵の南側で、緩やかに傾斜する場所に立

地する。形状は、不正楕円形を呈している。壁の立

ち上がりは南北方向にオーバーハングするが、東西

壁は垂直に近い状態で立ち上がる。出土遺物は縄文

時代終末～弥生時代にかけての土器32点と被熱礫 4

点が 1~3 層を中心に出土した。埋没土の中層から

上は、焼土粒子や炭化粒子を含んでいる。 1 の胴下

Ill 弥生時代の遺構と遺物

部 3 点は12号土坑から出土し、接合関係をもつ（第

64図参照）。土器の出土層位から、土器の時期に近い

土坑である。

（遺物観察表： 108頁）
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焼土粒子を多く炭化粒子を

少じ含む。 3 ．暗褐色土炭

化粒子を少し含む。

4. 暗褐色土 ロームプロックを少し含む。 5. 暗褐色土

B. p粒子を少し含む。 6. 黄褐色土 ローム質土壌。
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第 64 図 日 Al5号土坑と出土遺物
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III 弥生時代の遺構と遺物

ノ A A' 
A I I ¥l-V //" A' 

A L 232 30 A' A L 232 20 A' 

＼ご：ロ5 2 
3 4 

内匠日影周地遺跡A 区 5 号土坑

1. 黒褐色土 Y.P粒子を少し含む。

2. 暗褐色土 Y.P粒子を多く含む。

3. 暗褐色土 白色の細粒を少し含む。

4. 暗褐色土 Y.P粒子を少し含む。

5. 黄褐色土 ローム質土壌。

A
 

A 

A
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A

 

る
[□
L
 

‘
、
,
'
’
‘
、

'‘,` 

三
内匠日影周地遺跡A 区10号土坑

l ．暗褐色土

ローム質土壌中に、暗褐色土を斑状に含

む。粘性は弱いが締まりは強い。

内匠日影周地遺跡A 区 6 号土坑

1.黒褐色土 混入物がほとんどない。

2 ．暗褐色土 Y.P粒子とロームプロッ

クを少し含む。 3. 暗褐色土 ロームプ

ロックを少し含む。 4. 黄褐色土 暗褐
色土のプロックを少し含む。 5. 暗褐色

土 Y. p粒子を少し含む。

：口上
A - L.232.30. 企ニ

、

：口 A
A_. L.232.40. A' 

口
内匠日影周地遺跡A 区11号土坑

1.黒褐色土 白色の細粒を少し含む。

2. 黒褐色土 白色の細粒を多く含む。

3 ．オリープ褐色土 B.P粒子を多く含

む。 4. 黄褐色土 ローム質土壌。

ｮ 
A
 

A
 

A' 

L.232.20 A' 

内匠日影周地遺跡A区 9 号土坑

1.暗褐色土 白色の細粒を少し含む。

2. 褐色土 ローム粒子と暗褐色土を斑状

に含む。

3. 2 層に似るが暗褐色土を多く含む。

4. 黄褐色土 ローム質土壌。

内匠日影周地遺跡A区13号土坑

l ．黄褐色土 白色の細粒と B.

P粒子を多く含む。 2. 暗褐色土

l 層に似るが、締まりが強い。

3 ．褐色土 B.P粒子をプロック

状に含む。

AA

_ □
]
 

ｮ
 

A_

A 

A
 

A' 

A
 

内匠日影周地遺跡A 区12号土坑

1.オリープ褐色土 白色の細粒を少

し含む。 2. 暗オリープ褐色土 炭化

粒子を少し含む。 3. 黄褐色土 ロー

ム質土壌。 4 ．暗オリープ褐色土

5. 褐色土 ローム質土壌。

企 A' 

A 

内匠日影周地遺跡A 区14号土坑 内匠日影周地遺跡A 区16号土坑
l ．黒褐色土炭化粒子白色の細粒を多く含 1.黒褐色土 炭化粒子と白色の細粒を
む。ローム粒子とロームプロックを僅かに 少し含む。 2. 暗褐色土 ローム質土壌

含む。 と暗褐色土を含む。 3. 暗褐色土 炭化

2. 黄褐色土 ローム質土壌。壁の崩落土 粒子と M.P粒子を少し含む。 4. オリー
と思われる。 ブ褐色土 ロームプロックを少し含む。

3 ．暗褐色土 B.P粒子をプロック状に含 5. オリープ褐色土 ローム質土壌。

む。締まりは弱い。
゜ 2m 

第 65 図日A 5 • 6 • 9 • 10 • 11 • 12 • 13 • 14 • 16号土坑
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III 弥生時代の遺構と遺物

A
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口
L.232.00. K 

ロ
内匠日影周地遺跡A区17号土坑

1.黒褐色土 白色の細粒を少し含む

2. 黄褐色土 3. オリープ褐色土
B.P粒子を少し含む。 4 ．暗褐色土 5.

黄褐色土 ローム質土壌。

A
 

土— ,L.233.00 ~ 4.  A' 

[ 

ユ L.22 1. 50

- - ―肴万「―

内匠日影周地遺跡A区24号土坑

A 

A 

内匠日影周地遺跡A 区20号土坑

1.黒褐色土 白色の細粒を多く含む。 2. 内匠日影周地遺跡A 区25号土坑
オリープ褐色土 ロームプロックを少し含 1 ．黒褐色土 B.P粒子を含む。 2 ．暗褐色土 ロー
む。 3. 暗褐色土 B.P粒子を少し含む。 4. ム粒子を多く含む。 3. 褐色土 黒色土を含む。 4.
黄褐色土 ローム質土壌。 黄褐色土 5. 黄褐色土粘性が強い。

①暗褐色土 Y.P 粒子と

白色の細粒と炭化粒子を少

A' し含む。②黄褐色土 ロー

ム質土壌中に B.P粒子と

炭化粒子を少し含む。③褐

色土ロームプロックと

Y.P粒子を少し含む。④黄

A' 褐色土 ローム質土壌。 Y.

P 粒子を少し含む。

A' 

A.  ""‘==~ L.216.soK 

〔二三／
内匠日影周地遺跡B 区11号土坑

①にぶい赤褐色土 焼土プロックを少し含む。

②赤褐色土 焼土プロックと炭化粒子を少し含む。
③赤褐色土焼土プロックを多く含む。
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粘性の弱い土層。

②褐色土

白色の細粒を含む。粘性と締ま

りが強い。

゜ 10cm ゜ 2m 

第 66 図 日 A17 • 20 • 24 • 25 ・日 B 5 • 11号土坑と出土遺物
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III 弥生時代の遺構と遺物
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III 弥生時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 3 号住居出土遺物（第37 • 38図、 PL 30) 

土器 （単位： cm)

番 弓にコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 21. 9 ①普通 ②鈍い褐色 外面口縁部～肩部に波状文。刷毛目のち箆磨き。 樽式土器

甕 ～底部％ 高 28 8 ③砂を多量に含む。 内面口縁部横撫で。刷毛目のち箆磨き。 内面ヨゴレとコゲ、外面

底 8.6 スス。

2 口縁一部 ロ 13.0 ①普通②暗褐色 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部に波状文。刷毛 樽式土器

甕 欠損。下 百回 ③砂を多謙に含む。 目。内面刷毛目のち箆磨き。 内外面スス。

半部欠損 底

3 口縁一部 口 (18.8) ①普通②淡橙色 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部に波状文。撫で 樽式土器
g 士 欠損。下 高 ③砂を多量に含む。 のち箆磨き。箆描鋸歯文。内面撫でのち頸部に箆磨 4 号住居と接合。

半部欠損 底 き。

4 口縁部％ 口 (22.7) ①普通②淡橙色 口縁部内外面共に横撫で。口唇部と胴部に貼付文。 樽式土器
て互 残。胴部 高 ③砂を多鼠に含む。 外面頸部に波状文。内面刷毛目のち頸部に箆磨き。

以下欠損 底

5 口縁部 口(19.8) ①普通 ②鈍い褐色 外面口縁部～肩部に波状文。内面口縁部横撫で。頸 樽式土器

甕 ～胴部％ 高一底一 ③砂を多撮に含む。 部～胴部箆磨き。 内外面スス。

6 胴部～底 口 ①普通 ②鈍い黄橙 外面縦方向の箆磨き。内面撫でのち箆磨き。 樽式土器

甕 部 ｽ 高 色 ③礫を少量、砂

底 7.0 を多鼠に含む。

7 口縁部 ロ 16.0 ①普通②灰褐色 口縁部内外面共に横撫で。外面口縁部～頸部波状文。 樽式土器

甕 ～胴部½ 高一底一 ③砂を多械に含む。 器面は荒れている。内面横方向箆磨き。 内面コゲ、外面スス。

8 底部欠損 ロ ①普通②黄橙色 口縁部内外面共に横撫で。体部は内外面共に箆撫で。 樽式土器

鉢 高一底ー ③砂を少量含む。, 坪部 口 (200) ①普通 ②内面丹彩 口縁部内外面共に横撫で。体部外面は縦方向箆磨き。 樽式土器

高 坪 吉回 外面鈍い橙色 ③砂 体部内面は横方向箆磨き。 外面の丹彩は確認できな

を多量に含む。 い。

10 ほぽ完形 口 7.1 ①普通 ②明黄褐色 坪部は内外面共に箆磨き。脚部外面箆磨き。内面撫 樽式土器 ミニチュア

高 坪 古向 7.7 ③砂を多量に含む。 で。

底 4.8 

11 胴部～底 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 胴部外面縦箆磨き。内面横箆磨き。 樽式土器

甕 部 高 色③砂を少量含

底 7.0 む。

12 口縁部 ロ 6 4 ①普通②黄褐色 口縁部外面は等間隔止め簾状文。胴部縦方向箆磨き。 樽式土器小孔 3 ケ所残

特殊小型 ％弱欠損 高 15.0 ③礫を少撮、砂を多 口縁部内面横撫で。胴部横方向箆磨き。 存。 2 対 1 組で 4 ケ所の

壺 底 4.6 量に含む。 小孔。

13 頸部～底 口 ①普通 ②鈍い橙色 外面肩部に 2 連止め簾状文。胴上部に波状文。胴下 樽式土器内面ヨゴレ、

小型甕 部 高 ③砂を少械含む。 部は箆磨き。内面箆磨き。 外面スス。

底 5.2 覆土

14 底部 ロ ①普通②灰黄色 外面箆磨き。内面の器面は荒れている。 樽式土器

甕 高 ③砂を多量に含む。

底 7.6 

石器 （単位： cm. g) 

番 号 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考
15 打製石斧 長 一輻 3.1 短冊形に近いと思われる。中心より刃部にかけて欠損。 熱変成岩

厚 1. 25 重 18.0 

16 砥 石 長 一幅 一部を欠損する。研ぎ面は表面で、中心に太い線条痕。 牛伏砂岩

厚 3 1 重 274.0

17 敲石か 長 一幅 4.8 上面に、敲打痕。½欠損。砥石としても使用か。 安山岩

厚 4.8 重 335.0

18 砥 石 長 一幅 一部に研ぎ面。％以上欠損。 牛伏砂岩

厚 2.0 重 90.0 

19 敲石か 長 22.7 幅 6.5 断面が台形状を呈す。上下に敲打痕。完形。 4 号住居と接合。

厚 6 2 重 2200.0 平坦面は砥石としても使用か。 石英閃緑岩

内匠日影周地遺跡A 区 4 号住居出土遺物（第40 • 41図、 PL 30 • 31) 

土器

番 号 I 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備

（単位： cm)

考
1

甕

口縁部「］

～胴上半高

部底

18.4 I ①普通②鈍い黄褐外面棒状工具押捺により口唇部に刻み。口縁部～肩樽式土器

色 ③砂を多量に含 部に波状文。胴部撫で。内面撫で。 内面ススとヨゴレ、外面
ー，む。 スス。
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III 弥生時代の遺構と遺物

番 方Fコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

2 口縁部 ロ 15.0 ①普通②明褐色 外面口縁部～頸部に波状文。胴部撫でのち横方向箆 樽式土器
甕 ～胴上半 高 ③礫（結晶片岩•石 磨き。内面横撫で。以下横箆磨き。 外面スス。

部 底 英）と砂を少量含む。

3 口縁部 口(12.0) ①普通 ②鈍い黄橙 口縁部内外面共に横撫で。外面口縁部～肩部波状文。 樽式土器

甕 ～胴部 高 色 ③砂を多量に含 胴部箆磨き。内面頸部～胴部箆磨き。 内面ヨゴレとコゲ、外面

底 む。 スス。

4 口縁部 口 (13.3) ①普通 ②鈍い黄褐 外面口縁部波状文。胴部箆磨き。内面横箆磨き。 樽式土器

甕 ～胴部 高 色 ③砂を多量に含 内面ヨゴレ、外面スス。

底 む。

5 口縁部片 口 (15.0) ①普通②暗褐色 外面波状文。内面口縁部横撫で。箆磨き。 樽式土器

甕 高一底一 ③雲母粒を含む。 内外面スス。

6 胴部～底 口 ①普通②暗灰色 内外面共に箆磨き。外面の器面は荒れている。 樽式土器
甕 部 ｽ 高 ③砂を多量に含む。 内面ヨゴレ、外面スス。

底 6 6 

7 口縁部 口 (227) ①普通 ②明黄褐色 外面口縁部波状文。頸部波状文。箆描鋸歯文と貼付 樽式土器
宮= ～胴部 高 ③砂を多量に含む。 文。刷毛目のち箆磨き。内面刷毛目のち口縁部～頸

底 部に箆磨き。

8 口縁部 口 (22.0) ①普通 ②明黄褐色 外面口縁部波状文。頸部波状文。刷毛目。内面刷毛 樽式土器
竺= ～頸部 高一底一 ③砂を多旦に含む。 目。内外面共に器面が荒れている。, 胴部～底 口 ①普通 ②鈍い黄褐 内外面共に磨きに近い箆撫で。 樽式土器

一宮 部 高 色 ③砂を多量に含 内面ヨゴレ、外面スス。

底 6.8 む。

10 胴部片 口 ①普通 ②鈍い褐色 外面撫でのち磨き。内面撫で。 樽式土器
亜·— 高一底ー ③砂を少量含む。

11 坪部 ロ 19.7 ①普通 ②外面黄橙 内外面共に箆磨き。 樽式土器

高 坪 高 色、内面丹彩。③砂 外面の丹彩は確認できな

底 を多黛に含む。 し）。

12 頸部～胴 口 ①普通 ②内外共一 外面肩部に波状文。胴部箆磨きのち丹彩。内面撫で 樽式土器

壺 部片 高 部丹彩 ③砂と雲母 のち箆磨き。頸部に丹彩。 5 号住居覆土と接合。

底 を少鼠含む。

13 つまみ部 つまみ径 ①普通②明黄色 全面箆磨き。 樽式土器

蓋 分 4.4 ③砂を多星に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番 号 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

14 磨製石鏃 長 一幅 刃部は研いで作られている。全面に擦痕が残る。小孔一部残存。 覆土孔径(0.2)

厚 0.2 重 1.0 製作時の欠損品か。 結晶片岩

15 磨製石鏃 長 一幅 1 7 両側の刃部は粗割りの段階。全面に擦痕が残る。上、下を製作時 覆土

厚 0 4 重 1.0 に欠損か。

16 磨製石鏃 長 一帳 0.9 粗割りの段階での欠損品か。擦痕と一部に自然面残る。

か？ 厚 0.1 重 1.0 

17 磨製石鏃 長 一幅 刃部の一部に剥離痕が見受けられる。全面に擦痕。小孔 l ケ。製

厚 0.1 重 0.2 作時の欠損品か。

18 不 明 長 6 3 幅 1. 7 片側に研いだ刃部。反対側は線条痕が 2 本。線条痕に沿って割ら

厚 0.1 重 5.0 れている。

19 砥 石 長 一幅 8.2 3 面の研ぎ面を持つ。欠損品。

厚 3 1 重 190.0

20 砥 石 長 一幅 5.2 断面長方形。欠損品。

厚 1 7 重 60.0 

21 砥 石 長 一幅 4.8 一部に研ぎ面が残る。欠損品。

厚 1. 1 重 35.0 

内匠日影周地遺跡A 区 5 号住居出土遺物（第42~44図、 PL 31 • 32) 

土器

番 芍E 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴

1 口縁部 ロ 16.6 ①普通②黄褐色 外面口縁部～肩部波状文。胴部刷毛目のち箆磨き。

甕 ～胴部 高 ③砂を少量含む。 内面横箆磨き。割れ口が、意図的に割られた可能性

底 がある。調整の痕跡か。

2 口縁部 ロ 14.0 ①普通②黒褐色 口縁部内外面共に横撫で。頸部波状文。胴部箆磨き。

甕 ～胴部％ 高 12.5 ③砂を少鼠含む。 内面横箆磨き。

底 7.0 

100 

結晶片岩

覆土

結晶片岩

覆土孔径0.3

結晶片岩

未製品覆土

結晶片岩

牛伏砂岩

牛伏砂岩

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

樽式土器

内面ヨゴレ、外面スス。

樽式土器

内面ススとヨゴレ、外面

スス。



III 弥生時代の遺構と遺物

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

3 底部欠損 ロ 13.6 ①普通②黄褐色 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部に波状文。胴部 樽式土器

甕 高一底一 ③砂を多量に含む。 刷毛目のち箆磨き。内面撫でのち箆磨き。 内面ヨゴレ、外面スス。

4 口縁部 ロ 23.0 ①普通 ②鈍い黄橙 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部～肩部波状文。 樽式土器
盆·＝ピ ～胴部 高 色 ③砂と雲母を少 貼付文。刷毛目のち箆磨き。内面刷毛目のち口縁部 外面スス。

底 量含む。 箆磨き。

5 胴部～底 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 外面箆磨き。内面撫で。 樽式土器

罪= 部片 高 色 ③砂を多量に含

底 (9.0) む。

6 口縁部片 口 (20.1) ①普通 ②鈍い橙色 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部波状文。内面撫 樽式土器

甕 高一底一 ③砂を多星に含む。 で。

7 口縁部片 口 (16.8) ①普通 ②内面丹彩 口唇部は外面に折り返し状になり、刻みを持つ。全 樽式土器

高 坪 高 外面鈍い黄橙色 ③ 面横箆磨き。口唇部の折り返した外面にも丹彩。 外面の丹彩は確認できな

底 砂を少鼠含む。 い。 D43V70G と接合。

8 口縁部 ロ 12.2 ①普通②黄褐色 外面口縁部撫で。頸部は波状文。胴部刷毛目のち箆 樽式土器

台付甕 ～胴部 高一底一 ③砂を少量含む。 磨き。内面全面横箆磨き。 内面ヨゴレ、外面スス。, 底部 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 内外面共に磨きに近い箆撫で。 樽式土器

甕 高 色 ③砂を多量に含

底 7.0 む。

10 口縁部 ロ 16.0 ①普通 ②灰黄褐色 外面口縁部～頸部波状文。胴部刷毛目のち横箆磨き。 樽式土器

台付甕 ～胴部 高 ③砂を多量に含む。 内面全面横箆磨き。 内面アレ、外面ススとア

底 レ。

11 脚部 ロ ①普通 ②内面浅黄 外面縦箆磨き。内面撫で。 樽式土器

高 坪 高 色、外面丹彩 ③砂

底 7.9 を多量に含む。

12 坪部 口 15.2 ①普通 ②内外面丹 外面口縁部撫で。体部刷毛目。内面刷毛目のち横箆 樽式土器

高 坪 高 彩 ③砂を多量に含 磨き。

底 む。

13 ほぼ完形 口 18.4 ①普通 ②内外面丹 外面口縁部波状文。以下箆磨き。内面体部横箆磨き。 樽式土器

高 坪 高 17.5 彩 ③砂を多量に含 脚部撫で。

底 9.5 む。

14 口縁部一 ロ 15.0 ①普通 ②内外面丹 外面口縁部波状文。以下箆磨き。内面体部横箆磨き。 樽式土器

高 坪 部欠損 高 15.0 彩 ③砂を多量に含 脚部撫で。

底 9.2 む。

15 坪部 ロ 23.0 ①普通 ②外面明褐 外面口縁部横撫で。体部刷毛目のち縦箆磨き。内面 樽式土器

高 坪 高 色、内面丹彩 ③砂 全面横箆磨き。 外面ススで、丹彩は確認

底 を多量に含む。 できない。

16 口縁部 ロ 16.8 ①普通 ②鈍い黄橙 内外面全面箆磨き。 樽式土器

甑 ～底部％ 高 12.5 色 ③砂を多量に含 孔径1. 6

底 5.6 む。

石器 （単位： cm. g) 

番 方ロ 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

18 磨製石鏃 長 一幅 刃部に剥離痕残る。製作時の欠損品か。全面に擦痕。 床面より下で出土。

厚 0.1 重 2.0 結晶片岩

19 不 明 長 一幅 両面に小孔を持つ。欠損品。 緑泥片岩

厚 0.9 重 15.0 

20 砥 石 長 一幅 5.3 断面長方形。裏面は研ぎ面ではない。欠損品。 牛伏砂岩

厚 1. 4 重 50.0 

21 砥 石 長 ー幅 16. 9 表面には研ぎ面を持ち、線条痕がある。裏面には小孔。欠損品。 牛伏砂岩

厚 4.2 里1,4500 

22 打製石斧 長 一幅 6 7 上下を欠損。 輝緑岩

厚 1. 3 重 105.0

23 砥 石 長 14.5 幅 7.6 一部を欠損するが、ほぽ完形。正面形及び断面は長方形を呈する。 牛伏砂岩

厚 2.3 重 450.0

24 砥 石 長 7.9 幅 4.3 断面隅丸長方形。正面形も長方形。 牛伏砂岩

厚 1. 3 重 55.0 

25 砥 石 長 11. 6 幅 4.6 欠損品。表、裏面共に研ぎ面。 牛伏砂岩

厚 2.2 重 150.0

26 砥 石 長 11.3 幅 6.7 表面にのみ浅い凹み。 流紋岩

厚 3 0 重 345.0 覆土
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III 弥生時代の遺構と遺物

番 27 号 1 ：み類石 1 長大1~:•: 量70 1 一部欠；：表面に：）み凹み。・表面の：化が著：、）。 等
厚 3.4 重 270.0

内匠日影周地遺跡A 区 8 号住居出土遺物（第46 • 47図、 PL 30 • 32) 

土器

番 方Cコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴

1 口縁部 口 (20.8) ①普通②暗褐色 外面口縁部と頸部に波状文。撫でのち箆磨き。内面

台付甕 ～胴部％ 高 ③砂を多量に含む。 横箆磨き。

底

2 口縁部 口 (20.4) ①普通 ②鈍い黄褐 外面棒状工具押捺による口唇部に刻み。口縁部～肩

甕 ～胴部片 高 色 ③砂を多量に含 部波状文。器面は荒れている。内面撫でのち横箆磨

底 む。 き。

3 口縁部 口 (18.4) ①普通 ②浅黄橙色 外面口唇部に、棒状工具押捺による刻み。口縁部～胴

甕 ～頸部片 高一底一 ③砂を多量に含む。 部波状文。内面撫でのち横箆磨き。

4 口縁部片 口(16.4) ①普通②赤褐色 口唇部刻み。外面口縁部～胴部に櫛描。内面箆磨き。

甕 高一底一 ③砂を多量に含む。

5 胴部～底 口 ①普通 ②橙色 ③ 外面幅広の箆磨き。内面箆撫で。

甕 部 高 砂を多鼠に含む。

底 (8.8) 

6 頸部片 ロ ①普通②灰黄色 外面口縁部波状文。頸部、等間隔止め簾状文。内面

甕 高 ③砂と雲母を少員含 箆磨き。

底 む。

7 つまみ部 つまみ径 ①普通 ②鈍い橙色 内外面共に磨きに近い箆撫で。

蓋 ～体部 4.8 ③礫を少景、砂を多

量に含む。

8 坪部½ 口(16.8) ①普通 ②内外面丹 外面口縁部横箆磨き。体部縦箆磨き。内面横箆磨き。

高 坪 高 彩 ③パミスを少量

底 含む。

石器

番 号 種類 大きさ・菫量 形 状 特 徴 等, 磨製石鏃 長 一幅 2.5 全面に擦痕。製作時の欠損品か。

厚 0.2 重 2.0 

10 磨製石鏃 長 一幅 2.4 両側より穿孔を施す。全面に擦痕。製作時の欠損品か。

厚 0 1 重 2.0 

11 不 明 長 一幅 2.1 全面に擦痕。製作時の欠損品か。

厚 0.2 重 2 0 

12 磨製石鏃 長 一幅 1.4 全面に擦痕。製作時の欠損品か。

厚 0.2 重 1 0 

13 磨製石鏃 長 4.9 幅 2.0 粗割りののち、磨きの途中と思われ、部分的に擦痕が見受けられ

厚 0.3 重 4.0 る。

14 砥 石 長 一幅 4.7 二次的に被熱。欠損品。研ぎ面は一面のみ。

厚 1. 1 重 41.0 

15 砥 石 長 一幅 8.1 ½を欠損。断面が楕円形。

厚 2.7 菫 23 1. 0

16 砥 石 長 ー福 9.3 断面長方形。½を欠損。裏面に太めの線条痕。

厚 2.4 重 200.0

17 砥 石 長 12.4 幅 4.3 完形。研ぎ面は一面。

厚 1. 9 重 139.0

18 砥石か 長 12.1 幅 5.8 完形。断面が楕円形。

厚 2.8 重 313.0

19 砥 石 長 9.7 幅 6.0 表・裏面に凹み。側面に敲打痕。

厚 3.0 重 245.0

内匠日影周地遺跡A 区 9 号住居出土遺物（第48図、 PL 32) 

備 考

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

樽式土器

内面コゲ、外面スス。 4

号住居と接合。

樽式土器

内外面スス。

樽式土器

樽式土器

内外面スス。

樽式土器

内面コゲとスス、外面ス

ス。

樽式土器

外面スス。

覆土

樽式土器

覆土

樽式土器

（単位： cm. g) 

備 考

結晶片岩

結晶片岩孔径 0.4

覆土

結晶片岩

覆土

結晶片岩

覆土

未製品結晶片岩

覆土

安山岩

安山岩

牛伏砂岩

牛伏砂岩

覆土

安山岩

牛伏砂岩

土 器 （単位： cm)

番 号残存状態大きさ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備

1 1 口縁部 口 (17.7) ①普通②鈍い黄橙 口縁部内外面共に横撫で。口唇部に刻み。外面頸部樽式土器
甕 ～胴部・ 高 (21.6) 色③砂を多量に含波状文。箆磨き。内面箆磨き。 内面ヨゴレとコゲ、外面

胴部～底底 7.2 む。 スス。

部
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III 弥生時代の遺構と遺物

土器

番；号 1 日：ど： I 五くきさ□ 1 忍笠さご：；：：： I 外面撫::jf：扇；：：羨のし：：）技法の特徴
底 7.4

備

樽式土器

（単位： cm)

考

石器 （単位： cm. g) 

番号 1 種類
3 砥石か

考

4 I 砥石

大きさ・重量 形 状 特 徴 等

長 10.6 幅 4.9 完形。断面楕円形。

厚 2.8 重 250.0

長 一幅 8.6 一部欠損。研ぎ面は一面。

厚 2.0 菫 250.0

備
贔

流

牛伏砂岩

内匠日影周地遺跡 A 区10号住居出土遺物（第50 • 51図、 PL 32 • 33) 

土器 （単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 口縁部 口(189) ①普通 ②明黄褐色 嗣部から直線的に立ち上がり、大きく外反する。外 樽式土器
g ギ ～頸部 高 ③礫を少鼠、砂を多 面口縁部横撫で。頸部波状文。縦箆磨き。内面撫で 内面スス。

底 量に含む。 のち横箆磨き。

2 口縁部 ロ ①普通 ②外面明黄 内外面共に器面は荒れている。外面頸部櫛描波状文 樽式土器

壺 ～頸部 高 褐色内面頸部上丹 に縦直線。 外面の丹彩は確認できな

底 彩③砂を少量含む。 し＞。

3 坪体部 ロ ①普通 ②内面丹彩 外面箆磨き。内面坪部箆磨き。脚部箆撫で。 樽式土器

高 坪 ～脚部 高 外面鈍い褐色 ③砂 外面の丹彩は確認できな

底 9.6 を多塁に含む。 し）。

4 坪部 口 16. 9 ①普通 ②内外面丹 外面口縁部横箆磨き。体部縦箆磨き。内面横箆磨き。 樽式土器

高 坪 高 彩 ③砂を多量に含

底 む。

5 脚部 ロ ①普通 ②内面鈍い 外面縦箆磨き。内面脚部箆撫で。 樽式土器

高 坪 高 橙色、外面丹彩 ③ 

底 10.4 砂を少量含む。

10 底部 ロ ①普通 ②灰黄褐色 内外面共に磨きに近い箆撫で。 樽式土器

甕 高 ③砂を多量に含む。 内面にヨゴレ

底 (8.0) 

12 胴部片 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 内外面共に器面は荒れている。外面箆描による同心 樽式土器

甕 高 色 ③砂を多量に含 円文。

底 む。

石器 （単位： cm. g) 

番 方E 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

6 砥 石 長 一幅 7 4 断面長方形。表面に 1 つ、裏面に 2 つ凹み。½欠損。 牛伏砂岩

厚 4 2 重 5620 

7 砥石か 長 一幅 6.0 断面台形。½欠損。 安山岩

厚 2.6 重 2100 

8 砥石か 長 一幅 7 4 断面楕円形。½欠損。 石英安山岩

厚 4.2 重 540.0, 砥 石 長 17.1 幡 9 3 完形。一面のみ研ぎ面。 牛伏砂岩

厚 2.5 重 355.0

11 磨製石鏃 長 一幅 製作時の欠損品か。穿孔は片側からのみ。全面に擦痕が残る。 結晶片岩

厚 0 2 重 1.0 覆土

内匠日影周地遺跡 A 区12号住居出土遺物（第53図、 PL 33) 

土器 （単位： cm)

番 弓にコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 頸部～胴 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面肩部に波状文。胴部は刷毛目のち櫛描きのち箆 樽式土器

甕 部 高 色 ③砂を多量に含 磨き。内面撫でのち箆磨き。 内面ヨゴレとコゲ、外面

底 む。 スス。

2 底部片 ロ ①普通 ②鈍い橙色 外面箆撫で。内面器面は荒れていて観察不可能。 樽式土器

甕 高 ③砂とパミスを少量

底 11. 5 含む。
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III 弥生時代の遺構と遺物

番 号 I 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

3 I 脚部 口 一①普通②内面鈍い 1 外面縦箆磨き。坪部内面丹彩。脚部内面箆撫で。 I 樽式土器

高坪 高 一黄褐色、外面丹彩

底 8.8 ③砂を多量に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番 芍ロ 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

4 磨製石鏃 長 3 9 幅 2 0 刃部に一部剥離痕が残る。両側から穿孔。全面に擦痕。製作時の 結晶片岩

厚 0 2 重 1.0 欠損品か。 孔径 0.4 

5 砥 石 長 16 0 幅 10.6 断面長方形。 牛伏砂岩

厚 2 7 重 760.0

6 敲 石 長 11 8 幅 6.3 上下に敲打痕。ほぼ完形。砥石としても使用か。 安山岩

厚 4.4 重 490.0

7 砥 石 長 43 8 幅 15.1 断面長方形。不定形だが完形。表と裏に研ぎ面を持ち、両面に線 牛伏砂岩

厚 3.3 重 2200.0 条痕を多数持つ。

内匠日影周地遺跡 A 区15号住居出土遺物（第54 • 55図、 PL 33) 

土 器・土製品 （単位： cm. g) 

番 芍ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 脚部欠損 ロ 10.3 ①普通 ②鈍い橙色 外面口縁部横撫で。頸部は等間隔止め簾状文。 樽式土器 内面コゲとヨ

台付甕 高 ③砂を多麓に含む。 肩部波状文。胴部縦箆磨き。内面横方向箆磨き。 ゴレ、外面スス。内面の

底 口縁部に丹彩が一部残存

2 底部 口 ①普通 ②鈍い黄橙 外面縦箆磨き。内面箆磨き。 樽式土器

甕 高 色 ③礫を少量、砂

底 5.8 を多最に含む。

3 ％欠損 長 ①普通 ②鈍い黄橙 焼成前に一方向から小孔。手捏で製作。 樽式土器

勾 玉 厚 2.2 色③砂を少量含 覆土

幅 1.9 む。

重 18.0 

4 頸部～胴 口 ①普通 ②鈍い橙色 外面肩部に波状文。胴部刷毛目のち箆磨き。内面撫 樽式土器

壺 部 高一底一 ③砂を多鼠に含む。 でのち磨き。

5 胴部～底 ロ ①普通②黒褐色 肩部波状文。胴部箆磨き。内面撫でのち横箆磨き。 樽式土器

甕 部 高 ③砂を多量、雲母を 内面コゲ、外面ススとア

底 7.0 少量含む。 レ。

6 頸部～胴 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面頸部波状文。胴部撫でのち箆磨き。内面撫で。 樽式土器
空ギ 部 高 色 ③砂を多絨に含 頸部に横箆磨き。

底 む。

7 口縁部½ 口 (23.0) ①普通 ②橙色 ③ 口縁部内外面共に横撫で。外面刷毛目のち頸部に波 樽式土器
g·ギz 高 礫を少量、砂を多量 状文。内面撫で。

底 に含む。

8 口縁部½ □ (16.4) ①普通②淡橙色 口縁部内外面共に横撫で。外面頸部に波状文。内面 樽式土器
士g 高 ③砂を多鼠、雲母を 撫でのち横箆磨き。器面は荒れている。

底 少量含む。, 脚部欠損 ロ 24.2 ①普通 ②内面丹彩 外面口縁部横撫で。体部撫でのち磨き。内面横箆磨 樽式土器内面アレ、外

高 坪 高 外面黄褐色 ③砂を き。 面スス。内外面の一部に

底 多量に含む。 丹彩の痕跡あり。

10 胴部％ 口 ①普通 ②鈍い黄橙 外面肩部に波状文。胴部箆磨き。内面撫で。 樽式土器
士豆 高 色 ③礫とパミス少 ピット 2 覆土

底 量、砂を多量に含む。

11 口縁部片 口 06.0) ①普通 ②鈍い黄褐 口唇部に刻み。外面口縁部と頸部に波状文。内面横 樽式土器

甕 吉回 色 ③砂を多鼠、雲 箆磨き。 外面スス。

底 母を少量含む。

12 坪部 口(15.1) ①普通 ②内外面共 外面口縁部は横箆磨き。以下は縦磨き。内面横箆磨 樽式土器

高 坪 高 に丹彩 ③砂を多量 き。 10号住居と接合。

底 に含む。

13 脚部 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面縦箆磨き。内面撫で。 樽式土器

高 坪 高 色 ③砂を多量、雲 外面に丹彩一部残る。内

底 5.8 母を少量含む。 面に丹彩の痕跡なし。

104 



III 弥生時代の遺構と遺物

石器

1 番 号 I 種・類―j 大きさ・重屈

（単位： cm. g) 

14 磨製石鏃 長 4.2 幅 2.0 一部に剥離痕。側面も含め擦痕。製作途中で、穿孔の痕跡なし。 未製品

厚 0 4 重 3.0 結晶片岩

15 砥 石 長 11.9 幅 6 1 不定形だが完形。表・裏面共に研ぎ面。 安山岩

厚 1 7 重 170.0

16 砥石か 長 ー幅 平坦面を研ぎ面とする。 安山岩二次的に被

厚 4.6 重 590.0 熱。ピット 2 裂土

17 砥 石 長 15.1 幅 7.8 不定形だがほぽ完形。一部に自然面。平坦面はすべて研ぎ面と思 輝緑岩

厚 5.2 われる。 重1000.0 

形 状 特 徴 等 備 考 l

内匠日影周地遺跡 A 区16号住居出土遺物（第56図、 PL 34) 

土器 （単位： cm)

番 芍ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 口縁部％ 口(16.4) ①普通 ②鈍い橙色 ロ縁部内外面共に横撫で。外面細かな刷毛目か。頸 樽式土器
g ギ 高一底一 ③砂を多虻に含む。 部波状文。内面撫で。器面は荒れている。 毅土上層

2 胴部～底 ロ ①普通 ②鈍い橙色 外面箆磨き。内面磨きに近い撫で。 樽式土器

甕 部％ 高 ③礫を少鼠、砂を多

底 (8 2) 屈に含む。

3 つまみ部 口 14.0 ①普通 ②鈍い黄褐 外面箆撫で及び箆磨き。内面箆撫で。 樽式土器

蓋 ～口縁部 つまみ径 色 ③砂を多屈、雲 内面ススとヨゴレ。

% (3 6) 母を少虻含む。

高 5.0 

石器 （単位： an. g) 

番 方E 種類 大きさ・重斌 形 状 特 徴 等 備 考
4 磨製石鏃 長 一幅 1 9 先端部を欠損。左右不対称であることから、製作途中の欠損品か。 結晶片岩

厚 0 1 重 2 0 両側から穿孔。 孔径 (0.5)

5 砥 石 長 8 6 幅 4.2 断面胴張りの長方形。六面が研ぎ面。各面の稜を明確に持つ。 牛伏砂岩

厚 1. 3 重 68.0 

6 砥 石 長 一幅 5.1 上、下を欠損。 3 面が研ぎ面。 牛伏砂岩

厚 2.3 重 65.0 

7 不 明 長 2.9 幅 3.3 縁辺の一部に擦痕が残るが、他は自然面。 未製品

厚 0.4 重 5.0 結晶片岩

8 砥 石 長 9.3 幅 3.7 断面胴張りの長方形。六面が研ぎ面。各面の稜を明確に持つ。 牛伏砂岩

厚 0.9 重 63.0 , 砥 石 長 8.5 幅 3.4 断面胴張りの長方形。六面が研ぎ面。各面の稜を明確に持つ。 牛伏砂岩

厚 1. 2 重 55.0 

10 砥 石 長 9.5 幅 7.5 正面形は不定形な台形。断面は長方形。表、裏面が研ぎ面か。一 牛伏砂岩

厚 1. 2 重 120.0 部欠損するがほぽ完形。

11 砥 石 長 9.6 幅 6 4 正面形及び断面は、ほぽ台形。六面が研ぎ面か。ほぽ完形。 牛伏砂岩

原 1. 6 重 1650 

12 砥 石 長 11. 8 幅 7 2 表、裏面に研ぎ面。ほぽ完形。 牛伏砂岩

厚 2.1 重 2000 

内匠日影周地遺跡A 区17号住居出土遺物（第57図、 PL 34) 

土器 （単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 13 0 ①普通 ②鈍い黄褐 口縁部内外面共に横撫で。口縁部下～肩部波状文。 樽式土器

甕 ～胴部 晶 色 ③砂を多枇に含 胴部刷毛目のち箆磨き。内面刷毛目のち横箆磨き。 内面アレ、外面スス。

底 む。

2 胴部～底 口 ①普通 ②鈍い黄褐 内外面共に横箆磨き。 樽式土器

甕 部 高 色 ③礫を少凪、砂

底 5.2 を多址に含む。

3 口縁部欠 ロ ①普通 ②鈍い黄褐 外面刷毛目のち櫛描のち縦箆磨き。頸部～肩部に波 樽式土器

甕 損 高 色 ③砂を多屈に含 状文。内面刷毛目のち横箆磨き。 内面ヨゴレとコゲ、外面

底 (8.9) む。 スス。

4 脚部 ロ ①普通 ②橙色 ③ 外面縦箆磨き。内面器面が荒れていて観察できない。 樽式土器外面には丹彩

高 坪 高 砂を多屈に含む。 の痕跡が見受けられな

底 8.2 い。内外面スス。
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石器 （単位： cm. g) 

番 弓にコ 種類 大きさ・重鼠 形 状 特 徴 等 備 考

5 不 明 長 5.9 幅 3.6 不定形。表面に細かな擦痕。 滑石片岩

厚 0.2 重 12 0 

6 砥 石 長 一幅 6 5 ％を欠損する。表、裏面に線条痕が施される。 流紋岩

厚 2.2 重 175.0

7 磨製石鏃 長 ー幅 2 5 刃部の一部に剥離痕。ほぼ全面に擦痕。刃部の一側面には線条痕。 未製品

厚 0.5 重 5.0 製作途中。穿孔の痕跡なし。 結晶片岩覆土

8 砥 石 長 11. 9 幅 6.3 断面胴張りの長方形。六面が研ぎ面か。各面の稜を明確に持つ。 牛伏砂岩

厚 3.5 重 4450 

内匠日影周地遺跡A 区18号住居出土遺物（第58図、 PL 34) 

土器 （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 胴部～底 ロ ①普通 ②鈍い赤褐 外面縦箆磨き。内面横箆磨き。 樽式土器

甕 部 高 色 ③砂を多量に含 覆土

底 7.5 む。 内面コゲ、外面スス。

2 坪部 口(16.0) ①普通 ②鈍い黄橙 外面口縁部横撫で。以下縦箆磨き。内面横箆磨き。 樽式土器

高 坪 高 色 ③砂を多量に含

底 む。

石器 （単位： cm. g) 

番 3 号 1 : 類石 1 長大:]●： 量51 1 研ぎ面 l：そ面のみ：
厚 4.0 重 400.0

特 徴 等 備

安山岩

覆土

考

内匠日影周地遺跡 B 区 2 号住居出土遺物（第60図、 PL 34 • 35) 

土器 （単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 18.0 ①普通②明褐色 球胴を呈す。外面口縁部～胴部下に波状文のち胴部 2 と同一の可能性が大き

台付甕か ～胴部 古向 ③砂とパミスを多 下に箆磨き。頸部三連止め簾状文。内面横箆磨き。 し）。

底 鼠、雲母を少量含む。 内面コゲ、外面スス。

2 胴部～台 ロ ①普通②明褐色 外面胴部箆磨き。台部細かな刷毛目。内面胴部箆磨 l と同一の可能性が大き

台付甕 部 高 ③砂とパミスを多 き。台部箆撫で。 い。内面コゲとスス、外

底 9.0 量、雲母を少星含む。 面スス。

3 胴部 口 ①普通②明褐色 球胴に近い。内面で頸部と胴部の接合部に稜。外面

壺 高 ③礫（結晶片岩•石 頸部～肩部波状文。胴部刷毛目めち箆磨き。内面の

底 英）を少量、砂を多鼠 器面は荒れているが箆撫でか。

に含む。

4 口縁部％ ロ 15 4 ①普通②浅黄色 内外面共に縦箆磨き。
て団ゴ＝を 高一底一 ③砂を多絨に含む。

5 胴部～底 口 ①普通 ②鈍い褐色 内外面箆磨き。焼成前に内側から外側へ穿孔。 内外面ヨゴレ。

甑 部 高 ③砂を多鼠に含む。 孔径1.5 

底 4.2 

6 口縁部 ロ 16.1 ①普通 ②橙色 ③ 外面の器面は克れている。隆帯に刺突。内面撫での

甕 ～頸部 高 礫（結晶片岩・石英） ち箆磨き。内面で頸部と胴部の接合部に稜。

底 を多量に含む。

7 完形 口 3.8 ①普通 ②鈍い橙色 器面は荒れている。内外面共に口縁部と胴部の接合 ミニチュア

小塑壺 古回 5. 7 ③砂を多械に含む。 部に輪積痕。 内外面スス。

底 2.8 

内匠日影周地遺跡 B 区 4 号住居出土遺物（第61図、 PL 34 • 35) 

土器

番壺号：：：状態 1 ：きさ□ 1言言［ 1 内外面共口ニ扇f：：れ］［技法の特徴
備

中期

（単位： cm)

考
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番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考
2 口縁部½ ロ 11 1 ①普通 ②灰黄褐色 口唇部に細かな刻み。外面棒状工具による弧線文。 中期

鉢 か 高一底一 ③砂を少量含む。 内面箆撫で。

3 胴部片

底高口
①普通 ②鈍い黄褐 外面条痕上に 4 本 1 組の沈線。 中期

罪て 色③礫を少贔含

む。

4 胴部片 口 ①普通 ②明赤褐色 4 本 1 組の沈線を垂下。 中期
g 士 高一底一 ③礫を少量含む。

5 胴部片 ロ ①普通②暗褐色 原体 RL の縄文。沈線を 2 本施している。 中期

竺— 
高一底一 ③砂を多屈に含む。

6 口縁部片 ロ ①普通②明褐色 口唇部に刻み。外面に斜めの条痕。 中期

甕 高 ③雲母を多輩に含

底 む。

7 底部片 ロ ①普通 ②鈍い黄褐 外面下から上への箆磨き。内面箆磨き。 中期

甕 高 色 ③砂を多量に含

底 (8.6) む。

内匠日影周地遺跡 B 区 8 号住居出土遺物（第62図、 PL 35) 

土器 （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 頸部～胴 口 ①普通 ②明黄褐色 外面頸部に波状文。胴部箆磨き。内面撫で。 樽式土器
士g 部％ 高 ③礫（結晶片岩•石

底 英）を少旦含む。

2 底部 ロ ①普通 ②鈍い橙色 内外面共に器面は荒れている。 樽式土器

甕 高 ③砂を多量に含む。

底 10.5 

3 頸部片 口 ①普通 ②鈍い褐色 外面頸部に等間隔止め簾状文。 樽式土器

深 鉢 高一底一 ③砂を多量に含む。

4 頸部片 口 ①普通 ②明黄褐色 外面頸部～肩部波状文。内面の器面は荒れている。 樽式土器

甕 高一底ー ③砂を多星に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番 5 号 1 磨種製:i 1 長大::•: 量
厚 0.3 重

形 状 特 徴 等 備

結晶片岩

孔径 0.2 

考

2.1 小孔の外縁は、剥離がみられる。両面に製作時の擦痕がのこる。

5.0 完形。

内匠諏訪前遺跡 A 区64号土坑出土遺物（第63図、 PL 35) 

土 器 （単位： cm)

番壺号：：：：態［；きさ□ 1 喜：：：：）：：：［］］：き：豆且：：：旦喜~I；:]:ょ:|:fスス。 考
内匠日影周地遺跡A 区 7 号土坑出土遺物（第63図）

土 器 （単位： cm)

番 号 I 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴

壺 ::～底 1 ; □ 1 塁雷□：： 1 外面箆撫で。内面刷毛目と箆撫で。
底 8.8

備

樽式土器

考

内匠日影周地遺跡A 区21号土坑出土遺物（第63図、 PL 35) 

石器 （単位： cm. g) 

番 号 1 鉗：：~ 1 長大：：．：円。31 不定形：；l片石器：
厚1. 5 重 90.0

特 徴 等 備

熱変成岩

考
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内匠日影周地遺物 A 区15号土坑出土遺物（第64図、 PL 35) 

土器 （単位： cm)

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 ％欠損 ロ 29.0 ①普通 ②鈍い橙色 ロ唇部に隆帯を貼りつける。外面口唇部上～胴下ま 縄文晩期

甕 高 ③礫と砂を多聾に含 で粗くて深い条痕。内面粗くて浅い条痕。 終末～弥生。 12号土坑覆

底 む。 輪積痕。 土の 3 片が接合。被熱。

2 口縁部 口 (44.6) ①普通 ②鈍い褐色 ロ縁部に突起（単位不明）。外面細かな浅い条痕。内 縄文晩期終末～弥生

甕 ～胴部％ 高一底一 ③砂を多鼠に含む。 面刷毛目に近い横撫で。

3 口縁部片 ロ (8. 7) ①普通②明褐色 波状口縁。口唇部撫で。外面頸部に沈線。原体 RL の 縄文晩期終末～弥生
互ギ 高 ③礫、砂、パミスを 縄文施文。内面撫で。 覆土

底 少鼠含む。

4 口縁部片 ロ ①普通 ②橙色 ③ 口唇部上に薄く粘土を貼付け、押捺後に口唇部～上 縄文晩期終末～弥生

甕 高一底一 礫と砂を少最含む。 面、内面に条痕。外面深い条痕。内面撫で。 覆土

5 胴部片 口 ①良好 ②鈍い黄橙 外面 1 段の縄による撚糸文。多方向に施文。 縄文晩期終末～弥生

甕 高 色 ③礫と砂を少星 外面スス。 6 と同ーか。

底 含む。 覆土

6 胴部片 ロ ①良好 ②鈍い黄橙 外面 l 段の縄による撚糸文。同一の単一絡条体によ 縄文晩期終末～弥生

甕 高 色 ③礫と砂を少量 る条痕。内面撫で。 5 と同ーか。

底 含む。

7 底部片 ロ ①普通 ②灰黄褐色 単節の縄文施文。 縄文晩期終末～弥生

甕 高 ③礫（結晶片岩•石 覆土

底 (8.2) 英）と砂を少量含む。

内匠日影周地遺跡土坑出土遺物（第66図、 PL 35) 

土器 （単位： cm)

番 芍にコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

1 胴部片 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面 4 本を単位とする深い条痕。内面撫で。 内匠日影周地遺跡A 区24

甕 高 色③礫を少星含 号土坑

底 む。 中期か

1 胴部片 口 ①良好 ②鈍い褐色 外面 3 十 a を単位とする条痕を、縦方向に施す。 内匠日影周地遺跡B 区 5

甕 高 ③礫と砂を少量含 号土坑

底 む。 中期か

1 胴部片 口 ①普通②黄褐色 外面細かく浅い条痕。内面撫で。 内匠日影周地遺跡B 区11

甕 高 ③砂を多最、雲母を 号土坑

底 少鼠含む。 中期か

遺構外出土遺物（第67図、 PL 35) 

土器 （単位： cm)

番 芍仁 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製炸技法の特徴 備 考

1 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 棒状工具による幅広の沈線。変形 I 字文。原体 LR の 縄文晩期終末～弥生

壺 か 胴部片 高 色③砂を少量含 単節斜縄文。内面撫で。 内匠日影周地遺跡A区12

底 む。 号住居覆土

2 口 ①良好 ②鈍い褐色 口唇部上面にも縄文施文。原体 LR の単節斜縄文。 縄文晩期終末～弥生

壺 か 口縁部片 高一底一 ③礫を少斌含む。 内面撫で。 C80IIl21G3 と同一

3 胴部片 口 ①良好 ②鈍い褐色 原体 LR の単節斜縄文。末端自条結縛。内面撫で。 縄文晩期終末～弥生
g ·ギ か 高 ③礫を少量含む。 内匠諏訪前遺跡A 区 6 号

底 住居 C81IIl21G 

4 口縁部片 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 口縁部に原体 LR の単節斜縄文を施して刻み。口唇 縄文晩期終末～弥生

士宜 か 高 色③礫を少星含 部は鋭角。 1 号屋敷西側盛土

底 む。

5 口縁部片 ロ ①普通 ②鈍い橙色 口唇部は角頭状を呈し、撫でを施す。外面 4+a を単 縄文晩期終末～弥生

甕 高 ③礫を少量、砂を多 位とする粗くて浅い条痕。内面撫で。 内匠諏訪前遺跡A 区 5 号

底 量に含む。 住居 C83III33IVG 

6 胴部片 ロ ①普通②褐灰色 口唇部上面に撫で。外面口縁部は浅くて細かな条痕。 縄文晩期終末～弥生

g ギ 高一底一 ③砂を少量含む。 胴部に横撫で。内面撫で。 C88III29IVG 

7 胴部片 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面棒状工具による幅広の沈線で、文様を描出。原 中期か

甕 高 色③砂を少鼠含 体 LR の単節斜縄文。内面撫で。 内匠諏訪前遺跡A区 9 号

底 む。 住居柱穴

\ 
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1 番 号 1 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 I
8 口縁部片 ロ ①普通②赤褐色 口唇部に粘土を貼付し、押捺。外面粗くて浅い条痕。 縄文晩期終末～弥生

甕 高 ③砂を少量含む。 内面撫で。 内匠日影周地遺跡A 区15

底 号住居, 口縁部片 ロ ①普通②明褐色 口唇部に粘土を貼付し、押捺。外面棒状工具による 中期か

甕 高一底一 ③砂を少菫含む。 弧線文。内面撫で。 C89IV57G 

10 胴部片 口 ①普通 ②橙色 ③ 外面浅くて細かな条痕。内面荒れていて観察不能。 中期か

甕 高一底ー 礫と砂を多量に含む Dl3V26G 

11 胴部片 口 ①普通 ②鈍い橙色 外面無節の縄文施文か。内面撫で。 中期か

甕 高 ③礫と砂を多星に含 内匠日影周地遺跡B 区 2

底 む。 号谷津

12 口縁部 ロ ①普通②明褐色 口縁部の内側は肥厚し、そこから外面にかけて浅く 縄文晩期終末～弥生

甕 高一底一 ③砂を少最含む。 て粗い条痕。外面には棒状工具による沈線。 D48V44G 

13 口縁部片 ロ ①普通 ②鈍い黄橙 外面 3~4 本を単位とした深い条痕を縦方向に施 縄文晩期終末～中期

甕 高 色 ③雲母を少量含 文。内面横撫で。 内匠日影周地遺跡B 区 1

底 む。 号谷津

14 胴部片 口 ①普通 ②鈍い褐色 外面 2 本 1 組の棒状工具による沈線。原体 LR の半 中期
·症— 高 ③礫と雲母を少量含 戟斜縄文。内面横撫で。 内匠日影周地遺跡B 区 1

底 む。 号谷津

15 頸部片 口 ①普通 ②鈍い褐色 外面横方向の粗くて浅い条痕。棒状工具による幅広 中期

罪一 高 ③砂を多量に含む。 の沈線。半裁竹管状工具による刺突を充填。内面の 内匠日影周地遺跡B 区 l

底 器面は荒れている。 号谷津

16 胴部％ 口 ①普通②明褐色 器面は荒れている。外面横方向の粗くて浅い条痕。 中期
罪·— 高 ③砂とパミスを少鼠 棒状工具による幅広の沈線。 内匠日影周地遺跡B 区 1

底 含む。 号谷津

17 胴部片 口 ①普通 ②鈍い赤褐 外面箆描に近い沈線。内面撫で。 中期か

甕 高 色③砂を少最含 内匠日影周地遺跡B 区 l

底 む。 号谷津

18 胴部片 口 ①普通 ②鈍い黄褐 外面原体 LR の単節斜縄文ののち、幅広の沈線。内 中期
て亜 高 色③砂を少量含 面撫で。 内匠日影周地遺跡B 区 l

底 む。 号谷津

器形・文様・製作技法の特徴 備 考］

内匠日影周地遺跡 B 区 2 号住居出土石器（第67図、 PL 35) 

（単位： cm. g) 

番 8 号 1 : ]|長大3~:•: :9 0 1 研ぎ面t：：面だけ：、線条冨が見受：られる。徴完形で、：ぎ面以 1 緑：岩
厚 6.5 重 5600.0 外の面は自然面である。

考
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III 弥生時代の遺構と遺物
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第 68 図 弥生時代遺構分布（ 1) ・内匠諏訪前遺跡
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Ill 弥生時代の遺構と遺物
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第 69 図 弥生時代遺構分布（ 2) ・内匠日影周地遺跡A区東側
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III 弥生時代の遺構と遺物
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第 70 図 弥生時代遺構分布（ 3) ・内匠日影周地遺跡
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1.検出された遺構の概要 2. 竪穴式住居

IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

1. 検出された遺構の概要

地区別に概要を述べていきたい。

内匠諏訪前遺跡A 区（第107図参照）

内匠諏訪前遺跡A区は発掘区で大きく東側（III 5 

~III63) と西側（III78~IV57) の 2 つの地区に別れ

ている。

東側の地域では、竪穴式住居 8 軒と土坑 l 基が検

出されている。住居はすべて古墳時代後期の土器を

伴出しており、当該期の住居と考えられる。土坑に

ついては遺物を出土していないが、埋没土の様相か

ら、他の住居とほぽ同じ時間内のものである可能性

が強い。また、 III40以西は遺構が検出されていない

が、この部分は、調査の時点でローム層が消失して

いたことから、本来はなんらかの遺構があった可能

性は否定できない。

西側の地域では、 12基の土坑が検出されている。

この地区も遺構確認時にはローム層が消失してい

た。土坑の多くは柱穴状であったが、竪穴式住居の

痕跡（柱穴）である可能性が強い。埋没土には浅間

B軽石を含んでいるものがおおかったが、 B軽石を

含まずに、古墳時代後期の土器が出土する例もあっ

た。

内匠諏訪前遺跡 B 区（第107図参照）

諏訪前遺跡A区の西側と隣接する。この地区は、

ローム層の消失はなかった。竪穴式住居 2 軒と土坑

3 基を検出している。住居は古墳時代後期の土器を

伴出していることから当該期の遺構である。土坑か

らは、土器の出土はなかったが浅間B軽石を埋没土

中に含んでいる。

内匠日影周地遺跡A 区（第108 • 109図参照）

方形周溝墓 1 基・古墳 1 基・竪穴式住居 7 軒・土

坑 4 基・竪穴状遺構 1 基・溝 2 条が検出された。

古墳時代前期と思われる遺構としては方形周溝墓

と竪穴式住居 1 軒と竪穴状遺構があげられる。

古墳時代中期と思われる遺構としては古墳があ

る。古墳時代後期と思われる遺構は、竪穴式住居 6

軒である。また、 C80~D15 • IV90~V55に含まれ

る地域は、ローム層が消失していた。

平安時代と思われる遺構は、土坑と溝である。

内匠日影周地遺跡 B 区（第109図参照）

竪穴式住居 4 軒・土坑 4 基・溜井状遺構 1 基が検

出された。古墳時代前期～中期の遺構として竪穴式

住居 2 軒があげられる。古墳時代後期の遺構として

は 2 軒の竪穴式住居がある。溜井状遺構と土坑は平

安時代の可能性が強い。

2. 竪穴式住居

内匠諏訪前遺跡A区（第107 • 221図参照）

検出された 8 軒の住居は、北側に傾斜する場所に

立地し、 6 世紀末～ 7 世紀前半に比定される。 3 • 9 

号住居は 1 号屋敷（江戸時代）により削平される。ま

た 2 号住居は近現代の削平によりきわめて残存状態

が悪かった。 8 軒の住居は、鼈位置がバラエティーに

富み、北鼈が 3 軒 (3·7·9 号住居）、南竃が 1 軒9

(2 号住居）、東竃が 2 軒 (4 • 5 号住居）、西鼈が

2 軒 (1 • 6 号住居）、であった。また、住居間の接

合も確認されている（第222図参照）。

内匠諏訪前遺跡 B 区（第107図参照）

検出された 2 軒は、古墳時代後期の 7 世紀代に比

定される。 3 号住居は残存状態が悪かった。

内匠日影周地遺跡A 区（第108 • 109図参照）

7 軒検出された。 1 号住居が古墳時代前期に比定

されるが、他の住居は古墳時代後期の 7 世紀代に比

定される。 14号住居は、鼈が存在しなかった。

内匠日影周地遺跡 B 区（第109図参照）

4 軒検出された。それぞれ、 5 号住居が古墳時代

前期に、 3 号住居が古墳時代前期～中期に、 1 • 6 
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

号住居が古墳時代後期の 7 世紀代に比定される。

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号住居

位
写
形

置
真
状

呈する。

面
方
床

積
位
面

埋没土

C84III34他

P L38 • 52 

長辺が4.8mで短辺が4.6mの隅丸長方形を

21.6m2 

N-93ー -W 

地形が北から南に緩やかに傾斜している場

所に立地し、 ロームを19~64cm掘り込んで床面とし

ている。掘り方をもち貼床をする。住居中央付近が

とくに堅固であった。

覆土下層はローム質の土壌だが、覆土上層

鼈 西壁中央付近にあり、方位はN-90"-Wで

あった。残存状況は良好であったが天井部は崩落し

ていた。袖は暗灰褐色粘土でつくられており焚口幅

は32cmである。煙道部はトンネル状に残っており、

規模（径x長さ）は、 20x 124cmであった。煙道は、

ほぼ水平に掘られ、

る断面 L字形を呈する。

柱

その後地表面に向かって直上す

穴

さ》は、

7 本検出された。各柱穴の規模《（径） X 深

p 1 : (34) X 56cm、

P 3 : (56X42) X48cm、

p 2 : (36) X 59cm、

P 4 : (26) x 52cm、 p5: 

(42 x 32) x 52cm、 P 6 : (30) X 12cm、 P 7 : (30) X 

50cm、であった。なお、 p 7 はその位置及び大きさ

から貯蔵穴にあたる可能性が強い。

は黒褐色土が主体をなす。 遺 物
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第 71 図 諏Al 号住居

埋没土層

1.黒褐色土粘性弱い。 Y.P粒子を少し含む。 2.

暗褐色土 粘性は弱く若干締まる土層。

Y.P粒子を少し含む。 3. 褐色土 Y.P粒子を

多く含む。壁際にロームプロックを多く含む。 4.

黄褐色土 掘り方の土層。ロームプロックを多く含

む。堅く締まる。 11. 暗褐色土柱穴の覆土。焼

土粒子と炭化粒子を少し含む。 12. 黄褐色土 柱穴

の覆土。 Y.P粒子を少し含む。
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器類12点・紡錘車 1 点が出土した。遺物は主に覆土

中層の住居南側で多く出土した。石器類の中で、石

器は平面図にしるしたものだけである。

なお、紡錘車の出土は内匠諏訪前・内匠日影周地

遺跡内でこの 1 点だけであった。
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2. 竪穴式住居

接合資料a~d は、土師器甕の胴部である。

（遺物観察表： 156頁）

備 考 本住居は、 1 号屋敷（江戸時代）西側の盛

土下に位置する。

゜

// 

ロ
ロ
ロ
l
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-

[

 
``• 

レ‘

゜ 1 : 3 10cm 
5 (ｾ) 

鼈埋没土層

5. 暗褐色土 粘性は弱く若干締まる。 Y.P粒子を少し含む。 6. 褐色土 鼈天井の崩壊土。粘土質で炭化粒子と焼土粒子を少し含む。 7.

多量の焼土と炭化粒子を含む。 7 層の下部が灰層。 8. 暗褐色土 煙道の覆土。焼土粒子を少し含む。 9. 暗灰褐色粘土 竃の袖の土層 10. 

褐色土 鼈掘り方の土層 ロームプロックと焼土粒子を含む。

第 72 図

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号住居

位
形
置
状

諏Al 号住居竃と出土遺物

その土は鼈に起因す

竃周辺を除く大部分が近現代と思われる削

平により消失しているために、住居の規模や形態及

び鼈以外の施設は不明である。

方
床
位
面

C72IIl31他 写 真 P L 38 • 52 

N-19ー -W 

鼈周辺のみ残存しているが、他の部分は掘

り方も含めて不明である。鼈部分においても立ち上

がりを確認することはできなかった。

辺僅かしか存在しなかったが、

る焼土や粘土などであった。

竃 住居南辺に位置していたと思われる。袖石と

崩落した天井石が検出された。焚口幅は52cmで、燃

焼部の長さは47cmであった。

と思われる石や粘土が散乱していた。

遺 物 竃の前（北側）

また、竃南側にも竃材

と右（西側） で79点の土師

器が出土した。完形に復元できる土器が多かった。

5 は平安時代の遺物である。接合資料a~d は土師

埋没土 表土を除去した段階で、埋没土は遺物の周 器甕の破片である。 （遺物観察表： 156 • 157頁）
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

吋 埋没土層

1 ．焼土層

焼土粒子を多く含む土層。

` 
ヽ

炭化粒子を少し含む。

2 
2. 暗褐色土

I 
鼈掘り方の土層

粘土とロームプロックを含

む。

3. 暗褐灰色粘土

鼈の袖の土層

上
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吋
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第 73図諏A2 号住居と出土遺物
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2. 竪穴式住居

内匠諏訪前遺跡 A 区 3 号住居

位置 C86III16他写真 P L39 • 53 

形状東半分を 1 溝及び 1 号屋敷に伴う削平に

よって消失するが、隅丸方形を呈すると思われる。

各辺の長さ及び面積は不明である。

｀
ッ

方位 N-2T-W

床面本来は北東に傾斜する地点に立地してい

る。最大壁高40cmで、掘り方をもち貼床をする。中

央付近が堅固であったが、他の部分は軟弱であり鼈

付近は掘り過ぎである。
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吋 叶
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1 ．黒褐色土

ローム粒子を少し含む。

2. 暗褐色土

ローム粒子を多く含む。

3. 暗褐色土

掘り方の土層。粘土プ

ロックを含む。

4. 褐色土

鼈の覆土。粘土質の土壌

5. 褐色粘土

鼈天井の崩落土。焼土と

炭化粒子を含む。

6. 黒褐色土

鼈の灰層。炭化粒子と焼

土粒子を含む。

7. 暗褐灰色粘土

鼈の袖の粘土。焼土粒子

をごく僅かに含む。

8. 暗褐色土

鼈の掘り方の土層。

ローム粒子と焼土粒子を

含む。

9. 暗褐色土

柱穴の覆土。ロームプ

ロックを多く含む。

゜ 20cm 

第 74 図諏A3 号住居と出土遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

鼈北壁中央にあり、方位は N-21°-Wであっ

た。残存状態は良好で、袖石の上に天井石がのった

状態で確認できた。焚口幅は50cmで、竃内部では、

壁に沿う石と石製支脚が検出された。

柱穴 3 本検出された。各柱穴の規模《（径） X 深

さ》は、 P 1 : (24) X49cm、 P 2 : (30) X 18cm、

P3: (30)X62cm、だがP2 は残存の深さであり、

あと 1 本削平部分にあった可能性が強い。

遺物住居内から土師器92点と石器類21点が出土

した。土器は覆土上層からも出土するが、接合関係

をもつものは床直上だけであった。また、石器は平

面図にしるしたものだけである。

（遺物観察表： 157 • 158頁）

備考 36 • 38号土坑、 1 • 15号溝に切られ、 1 号

屋敷に削平されている。

口~· ~6(½) 

10cm 

%) 

゜ 1 : 3 

第 75 図諏A3 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 4 号住居

位置 C 7511119他写真 P L39 • 53 

断面 L字形を呈する。

遺物土師器53点と石器類12点を出土した。覆土

形状長辺が3.lmで短辺が2.9mの隅丸長方形を 上層から出土した 4 • 5 • 8 が 9 号住居内の土器と

呈する。

面積 9.0m' 方位 N-105°― E

床面地形が南から北に傾斜している場所に立地

し、ロームを28~76cm掘り込んで床面とする。掘り

方をもち貼床をする。柱穴は検出されなかった。

埋没土 覆土中層以下はローム質の土壌。

鼈東壁中央付近にあり、方位はN-113°_E で

あった。残存状況は良好で、天井石などが使用時と

思われる位置で検出された。袖は僅かに張り出し、

焚口幅は70cmである。煙道部はトンネル状に残り、

規模（径 x 長さ）は、 25x 112cmであった。煙道は、

118 

接合関係をもつ（第84 • 222図参照）。また、覆土間

（出土地点不明）で 7 号住居と接合関係をもつ（第

222図参照）。覆土上層で接合関係が多くみられたが、

覆土下層では、出土した遺物じたいが少なかったこ

ともあり、あまり接合関係はみられなかった。覆土

上層とほぽ同じ土層の近接グリッドからも土師器が

出土している（第119図 5 • 9) 。接合資料 a は土師

器甕の胴部である。石器類のうち 5 点は縄文時代の

石器で、本住居にかかわる石器は出土していない。

また、縄文土器も覆土から 6 点出土した。

（遺物観察表： 158 頁）
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第 77 図諏A4 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 5 号住居

位置 C 80III33他

写真 P L40 • 53 • 54 

形状一辺が3.8mの隅丸方形を呈する。

面積 12.4m'

方位 N-84°-E

床面 地形が北から南に傾斜している場所に立地

し、ロームを掘り込んで床面としている。壁の高さ

は残存状態の良い南壁で79cmであり、逆の北壁は23

cmであった。掘り方をもち貼床をする。住居中央付

近がとくに堅固であった。

埋没土 2 層はローム質の土壌であった。

鼈 東壁中央から若干南寄りにあり、方位は住居

主軸とほぼ同じであった。残存状況は良好であった

が天井部は崩落していた。袖は住居内側にあまり張

り出さず、袖石が東壁に貼り付いた状態である。袖

石の上にのっていたと思われる天井石が崩落してい

た。焚口幅は65cmである。煙道部はトンネル状に残っ

ており、規模（径x長さ）は、 31X 102cmであった。

煙道は、ほぽ水平に掘られ、その後地表面に向かっ

て直上する断面 L字形を呈する。竃の掘り方調査で、

120 

最初に箱形に掘った後に、暗褐色粘土などで鼈をつ

くったことが判明した。

柱穴主柱穴 4 本が検出された。各柱穴の規模《

（径） X 深さ》は、 P 1 : (20) X59cm、 P 2 : (38) X 

67cm、 P 3 : (28) X50cm、 P4: (22)X44cm、で

あったが深さについては掘りすぎである。

貯蔵穴 鼈に向かって右側の住居南東隅で検出され

た。 4 cmほど浅く掘り＜ぽめた後、深く掘り込んで

いる。床面からの深さは43cmであった。 2 • 4 • 5 • 

6 • 7 が出土した。

壁周溝 竃前から貯蔵穴にかけては検出されなかっ

たが、他の部分は巡っていた。幅は 5~14cmで、深

さは 3 ~8 cmであった。

遺物 64点の土師器が出土したが、 51点は一括し

て取り上げた。図化できた土器は床直上及び貯蔵穴

内から出土したものだけであった。石器類は22点出

土したが、大半が縄文時代のものである。

（遺物観察表： 158 • 159頁）

備考本住居は、 1 号屋敷（江戸時代）西側の盛

土下に位置する。
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第 78 図 諏A5 号住居
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第 79 図諏A5 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 6 号住居

位置 C 80III63他

写真 P L40 • 54 

形状一辺が4.9mの隅丸正方形を呈する。

面積 21. 0m'

方位 N-83°-W

床面 地形が北から南に傾斜している場所に立地

し、ロームを掘り込んで床面としている。壁の高さ

は残存状態の良い南壁で91cmであり、逆の北壁は38

cmであった。掘り方をもち貼床をする。住居中央付

近がとくに堅固であった。

埋没土 住居南壁付近に多量の焼土と炭化物が確認

された。また、 2 層はローム質の土壌である。

鼈 西壁中央付近にあり、方位は住居主軸とほぽ

同じであった。残存状況は良好であったが天井部及

び煙道の天井は崩落していた。袖は暗灰褐色粘土で

つくられており焚口幅は60cmである。煙道部はトン

ネル状に残っており、規模（径 x長さ）は、 32X 123 

cmであった。煙道は、ほぽ水平に掘られ、その後地
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表面に向かって直上する断面 L字形を呈する。

柱穴主柱穴 4 本が検出された。各柱穴の規模《

（径） X 深さ》は、 P 1 : (42X34) X7lcm、p 2 : 

(40) X 71cm、 P 3 : (70X40) X7lcm、 P 4 : (40) X 

61cm、であっtこ。p 3 は柱穴が重複している。

貯蔵穴 鼈に向かって左側の住居南東隅で検出され

た。長軸78cm ·短軸58cm ・深さ 51cmだった。

壁周溝 ほぼ全周する。幅は 3~10cmで、深さは 3

~12cmであった。

遺物 248点の土師器が出土したが、 239点は一括

して取り上げた。覆土から出土した土器（出土位置

不明）が 7 号住居と接合関係をもつ（第82·222図参

照）。図化できた土器は床直上及び貯蔵穴内から出土

したものだけであった。石器類は83点出土したが、

大半が縄文時代のものである。

（遺物観察表： 158頁）

備考本住居は、 1 号屋敷（江戸時代）北側の盛

土下に位置する。
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第80 図 諏A6 号住居と出土遺物
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第 81 図 諏A6 号住居竃
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積
位
面

内匠諏訪前遺跡 A 区 7 号住居

C80III19他

P L41 • 54 

長辺が3.6mで短辺が3.2mの隅丸長方形を

9.2m' 

N-18ー -E 

地形が北から南に傾斜している場所に立地

ロームを掘り込んで床面としている。壁の高さ

は残存状態の良い南壁で95cmであり、逆の北壁は46

cmであった。住居北東隅は攪乱（時期不明）により

切られている。他の住居と異なり、掘り方をもたず

に床面全体が軟弱であった。

埋没土 2 層及び 4 層はローム質の土壌である。

鼈 北壁中央から若干西寄りにあり、方位は住居

主軸とほぼ同じ N-15'-E であった。残存状況は良

好であったが天井部は崩落していた。袖は暗灰褐色

粘土でつくられており、袖石も残存していた。焚口

幅は52cmである。天井石は袖石から前方にずり落ち

た状態で検出された。煙道部はトンネル状に残って

124 

おり、規模（径 x 長さ）は、 27X92cmであった。

煙道は南側に傾斜をもって掘られ、斜め上方に立

ち上がる形状である。

鼈内部においては、石製支脚が倒れた状態で検出

された。

柱 穴

貯蔵穴

壁周溝

遺 物

検出されなかった。

検出されなかった。

検出されなかった。

住居内から土師器169点と石器類32点が出

土したが、土器146点と石器類29点は一括してとりあ

げた。他の住居との接合関係は 2 例検出できた（第

222図参照）。

明）

3 は 6 号住居覆土の土器（出土位置不

と接合した。 また、 13は 4 号住居覆土土器と接

合した（両住居ともに出土位置不明）。完形（もしく

は近い状態）に復元できた土器は、竃周辺から出土

したものが大半を占める。

文時代のものである。

備 考 本住居は、

また、石器類の大半は縄

（遺物観察表： 159 • 160頁）

1 号屋敷（江戸時代）北側の盛

土下に位置する。
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第 83 図諏A7 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡 A 区 9 号住居

位置 C 89III17他写真 P L 41 • 55 

形状住居の南3/4が調査区域外で、住居北西部は

1 号屋敷による削平のために全体形状は不明だが、

一辺4.6mの隅丸方形を呈すると思われる。

面積不明 方位 N-11°-W

床面地形が北に傾斜変換する地点に立地し、壁

高は33~68cmであった。残存部分は、掘り方の上に

貼床を施し堅固であった。

埋没土 1 層は表土層で、 2 層以下が埋没土。

鼈北壁中央付近にあり、方位は住居と同じであ

る。残存部分で袖石及び 2 つに割れた天井石が検出

され、内部では、石製支脚が立った状態で検出され

た。これらの石材は結晶片岩である（他の諏訪前A

126 

区の古墳時代の住居が使用する竃材は牛伏砂岩であ

る）。焚口幅は55cmで、燃焼部の長さは43cmであった。

柱穴 1 本検出された。規模《（径） X 深さ》は、

P 1 : (30) X59cm、である。

貯蔵穴 竃に向かって右側の住居北東隅で検出され

た。径は42cmで深さは63cmである。

遺物住居内から土師器146点と石器類25点が出

土したが、土器130点と石器類19点は一括してとりあ

げた。 4 号住居との接合関係が 3 例検出できた（第

76 • 222図参照）。図化できた土器は、床直上のもの

が多かった。また、石器類の大半は縄文時代のもの

である。 （遺物観察表： 160 • 161頁）



2. 竪穴式住居

L 213 10 L 213 10 

E E' D D' 

1 号屋敷

ロ 汀/` 

I‘‘ 
ヽ

゜Tこ汀68<〖0)込ヤ＼I f_ 7 \ 

一A 埋没土層

1.褐色土

表土層。浅間A軽石を少し含む。

2. 黒褐色土

一A' 粘性と締まりが弱い。

3. 褐色土

粘性をもち締まりが強い。

4. 黄褐色土

表土
ヽノ

¥_--J ------A' y p粒子を含む。
土 J 99 A 1 0 

5. 暗褐色土

少贔の炭化粒子と焼土粒子を含

む。 6. 黒褐色土

Y.P粒子を少し含む。

7. 灰黄褐色土

掘り方の土層。

黒色土と暗褐色土のプロックを多

」 A' 
く含む。堅く締まる。

4 住＼4 と接合
L 214 10 8. 暗褐色土

貯蔵穴の裂土。

Ml1r~ 
ローム粒子を少し含む。

8 
9. 暗褐色土

6 . 4 柱穴の裂土。

炭化粒子を僅かに含む。

゜ 2m 

叩＼、 ul
ヽ

----------/.、、 ‘------------
/—`‘ 

---、 I‘
I j.i-----.. ¥ r---, 

.11 I 

J i 

B' 

u/ ul 

B
 

ーば
14 

゜
L.213.50 

lm 

B' 
窟埋没土層

---"'-- 10. 暗褐色土

砂質で締まりが弱い。

11.暗灰褐色粘土

天井の粘土が崩落したもの。

12. 暗褐色土

多くの焼土と炭化粒子を含む。

13. 暗灰褐色粘土鼈の袖。

14, 暗褐色土

鼈の掘り方。焼土とロームプロッ

クを含む。 O 20cm 

第 84 図諏A9 号住居と出土遺物
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第 85 図諏A9 号住居出土遺物

内匠諏訪前遺跡 B 区 1 号住居

位置 C82IV50他 写真 P L 42 • 55 • 56 

形状一辺が4.6mの隅丸正方形を呈する。

面積 19.4m' 方位 N-32°-W

床面地形が北西方向に緩やかに傾斜している場

所に立地し、ロームを掘り込んで床面としている。

地形を反映した壁高で、残りの良い南東では32cm、

残りの悪い北西で21cmであった。掘り方をもち貼床

をする。壁際の床面は軟弱であるが、中央付近は堅

固である。床面も地形と同様の傾斜を示し、南東と

北西の比高は10cmである。

埋没土 ローム質の土壌が堆積する。

鼈新旧関係をもつ 2 基の竃を検出した。

新鼈北壁中央から若干東寄りにあり、方位は N

-24°-Wであった。残存状態は良好であったが燃焼

部から煙道にかかる地点に攪乱をうける。また、袖

石及び割れた天井石が検出された。焚口幅は、 32cm

で、煙道の幅は20cm、長さは124cmであった。

旧鼈掘り方調査の際に煙道が検出された。新鼈の

左側（西側）に位置し、方位はN-37°-Wである。

128 

煙道の幅は20cm、長さは124cmであった。

柱穴主柱穴 4 本が検出された。各柱穴の規模《

（径） X 深さ》は、 P 1: (30) X50cm、 P 2 : (34) X 

56cm 、 P 3 : (36) X46cm、p 4 :・（40) X 43cm、で

あった。また、掘り方調査の際に新たに柱穴が確認

されたが、明確に拡張を示す状態ではなかった。

貯蔵穴 鼈に向かって右側の住居北東隅で検出され

た。西側を浅く掘り＜ぽめ東側を方形に深く掘り込

む。規模は、長軸78cm、短軸54cm、深さ 38cm、であっ

た。

遺物住居内から、 189点の土師器と、石器類49点

を出土したが、土器の104点は一括して取り上げた。

図化した土器は、大半が床面付近の遺物であった。

石器類の中で平面図に示したもの以外は縄文時代の

石器類である。臼玉が 6 点出土したが（未製品も含

む）、図化したもの以外の出土はなく、調査時にも土

をふるって検出に努めた。覆土中からは、臼玉の石

材である滑石のフレイク・チップ類は出土しなかっ

た。また、床直上から 20点のこも網石が出土した。

（遺物観察表： 161 • 162頁）



2. 竪穴式住居
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1.にぶい黄褐色土

B.P粒子を少し含む。

2. 黄褐色土

B.P粒子と砂粒と炭化

粒子を少し含む。

3. にぶい黄褐色土

2 層に似るが、炭化粒子

を多く含む。

4. 黄褐色土

掘り方の土層。

Y.P粒子を少し含む。締

まりが強い。

5. 褐色土

貯蔵穴の毅土。

爽雑物の少ない締まりの

弱い土層。

6. 褐色土

貯蔵穴の授土。

M.P粒子を少し含む締

まりの弱い土層。
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色土焼土粒子と炭化粒子を少し含む。 9. 赤褐色土

焼土と炭化物を多く含む。粘性に富む。 10. 褐色土

煙道の覆土。焼土粒子と炭化粒子を含む。 11. 褐色土

竃の掘り方。 10層に似る。 12. 褐色土 新旧竃の掘り

方。焼土粒子とロームプロックを含む。 13. 黄褐色土
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内匠諏訪前遺跡 B 区 3 号住居

位置 C80IV46 写真 P L 42 • 56 

形状地形が北東方向緩やかに傾斜する場所に立

地している。壁及び床面のほとんどが消失しており、

形状及び柱穴以外の施設は不明である。

床面 ごく僅かに土器が出土した地点に堅固な面

が残存していたが、ほとんどを消失する。壁の立ち

上がりらしきものは検出されたが、住居に伴うかど

うかは不明である。

埋没土床面の大半を消失することから、住居覆土

も消失している可能性が強い。

2. 竪穴式住居

鼈痕跡も含めて、検出されなかった。

柱穴 5 本検出された。柱穴の覆土は、ローム質

の土壌であった。各柱穴の規模《（径） X 深さ》は、

P 1: (18) X27cm、 P 2 : (24) x 7 cm、 P 3 : (29) X 

22cm、 P 4 : (32) X31cm、 P 5 : (28) x 8 cm、で

あった。

遺物土師器27点と石器類 2 点を出土したが、土

器の14点は一括して取り上げた。石器類は縄文時代

の遺物である。接合資料 a は土師器坪の破片である。

（遺物観察表： 162頁）
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埋没土層

1.黄褐色土

黄色のパミス粒子をごく僅かに含む。

炭化粒子をごく僅かに含む。

2. 褐色土

B.P粒子をごく僅かに含む。

\ 一 ー j
3
 ゜ 10cm 
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内匠日影周地遺跡A 区 1 号住居

位置 D 5 V31他

写真 P L43 • 56 

形状耕作による攪乱を全体にうけているが、残

存部の状況から隅丸正方形を呈すると思われる。

面積不明

方位 N-10°-W

床面粘土質の土壌を掘り込んで床面としてい

る。検出できた壁の立ち上がりは僅かで最大壁高 7

cmである。南辺と東辺の壁は検出できなかった。

埋没土 浅間C (?)軽石を多く含む土層が堆積す

る。

炉 住居中央から北西寄りで検出された。炉石を

据える形態であるが、明瞭な掘り込みは確認できな

かった。

柱穴検出できなかった。

遺物住居内から古式土師器 6 点と石片が 4 点出

土した。石器は出土していない。 1 は試掘調査の際

出土した。 （遺物観察表： 162頁）

備考 13号溝に切られる。

< 
` l

l
l
H
＼
十
ー

\ '----------------------------------------

埋没土層

①黒褐色土浅間C軽石（？）を多く含む。締まりが強く、炭

化粒子を少し含む。②暗褐色土 ①層に似るが、より多くの浅

間 C軽石（？）と炭化粒子を含む。

1 (ｾ) 

く'

土 A' 

一0 L.222.35 三2黒 ゜ 1 : 3 10cm 

第 89 図 日 Al 号住居と出土遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 6 号住居

位置 D39V33他

写真 PL43·56•57 

形状一辺が4.7mの隅丸正方形をほぼ呈する。

面積 20.4m'

方位 N-83°― E

床面 地形が北から南に緩やかに傾斜している場

所に立地し、ロームを掘り込んで床面としている。

掘り方をもち貼床をする。壁高は、 28~38cmであっ

た。

壁際の床面は軟弱であるが、中央付近は堅固で平

132 

坦である。

埋没土 1 層はローム質の土壌である。

床面中央部から覆土下層にかけて炭化物が多く混

入する。

鼈東壁中央部にあり、方位は住居主軸とほぽ同

じである。

袖の下部が残存するが、良好な遺存状態ではな

かった。焚口幅は35cmで、袖を粘土質の土壌でつくつ

ている。鼈周辺には、竃材と考えられる粘土質土壌

と石が土師器とともに散乱する。

柱穴 4 本の柱穴を検出したが、配列及び規模に



2. 竪穴式住居

規格性を見いだすことはできなかった。各柱穴の規 土したが、土器260点は一括して取り上げた。土器は

模《（径） X深さ》は、 P 1 : (44) X59cm、 P2: 覆土中～下層にかけて多く出土しており、接合関係

(26) X 52cm、 P 3 : (38) X23cm、 P 4 : (17) X 65 もその間で接合する例が多い。また、竃右横から出

cm、である。また、掘り方調査の際に、新たな柱穴 土した土器と貯蔵穴下層出土の土器との接合関係も

は検出されなかった。 みられる (3 •20など）。土師器坪は内面に稜をもつ

貯蔵穴 竃に向かって右側の住居南東隅で検出され ものが多かった。 16 と 21 は同一個体の可能性が強い。

た。貯蔵穴の一部が、近現代の耕作溝によって切ら 石片類の中で、石器はみあたらなかった。

れる。貯蔵穴の規模は、長辺69cm、短辺58cm、深さ また、住居中央部の床面上から多く検出された炭

79cm、であった。覆土下層から多くの土師器片が出 化材については、付篇 1 を参照されたい。

土している。 （遺物観察表： 162 • 163 頁）

壁周溝約1/2周分が検出された。最大幅は13cmで、 備考近現代の耕作溝 2 本によって床と壁の一部

深さは約20cmであった。 が切られている。

遺物住居内から土師器371点と石片類26点が出
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1.黄褐色土 ロームプロックと炭化物を含む。 2. 暗灰褐色土粘性の強い土層。 3. 暗褐色土 炭化物を多く含む。 4. 黄褐色土 周

溝の覆土。 Y.P粒子を少し含む。 5. 黄褐色土 掘り方の土層。ロームプロックを多く含む。 6. 暗褐色土 柱穴の覆土。粘性が強く堅く

締まる。 7. 黄褐色土 柱穴の覆土。ロームプロックを少し含む。

゜

第 90 図日A6 号住居
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竃埋没土層

8. 暗褐色土 ローム粒子を少し含む。砂質の土壌。

9. 暗灰褐色土 竃の天井が、崩落及び流れた粘土質の土壌。

10. 暗褐色土 ロームプロックを少し含む。

11. 暗赤褐色土 竃の袖。小石を多く含む。粘土をプロック状に含む。

12. 暗褐色土 鼈の掘り方。炭化粒子とローム粒子を多く含む。焼土粒子を僅かに含む。

2. 
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第 91 図 日 A6 丹住居竃と出土遺物
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第 92 図 日 A6 号住居出土遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 7 号住居

位置 D40V23他

写真 PL 44 • 57 

形状一辺が3.8mの隅丸正方形をほぽ呈する。

面積 13.lm'

方位 N-74"-E

床面地形が北から南に緩やかに傾斜している場

所に立地し、ロームを掘り込んで床面としている。

掘り方をもち貼床をする。壁高は、 41~51cmであっ

た。

壁際の床面は軟弱であるが、中央付近は堅固で平

坦である。

埋没土 3 層と 4 層はローム質の土壌。

鼈東壁中央部にあり、方位は住居主軸とほぽ同

じである。竃北半分を近現代の耕作溝によって切ら

れている。調査時には、鼈燃焼部を鼈左袖と誤認し

たが、掘り方調査の際に、鼈左袖と認定していた場

所から竃右袖石と天井石が検出され、鼈の左側が攪

乱されていることが判明した。右の袖石は 2 つあり、

天井石が乗った状態で検出された。

柱穴 4 本の主柱穴が検出された。 P2 は約半分

を、近現代のイモ穴状土坑によって切られている。

各柱穴の規模《（径） X 深さ》は、 P 1 : (44X32) X 

67cm、 P 2 : (22) X54~m、 P 3 : (22) X52cm、 P

4 : (34) x 34cm、であった。また、掘り方調査の際

に、新たな柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴鼈に向かって右側の住居南東隅で検出され

た。径は53X44cmで深さは78cmであった。貯蔵穴内

からの遺物の出土はみられなかった。

壁周溝検出されなかった。

遺物住居内から土師器56点、須恵器1点、石器類

22点が出土したが、土師器48点は一括して取り上げ

た。本住居に伴うと思われる遺物は 5 • 7 と 8 • 9 • 

10のこも網石である。石器類の中で、石器は 8~11

のこも網石だけである。

（遺物観察表： 164頁）

備考近現代の耕作溝とイモ穴状土坑に一部切ら

れる。
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1. 暗褐色土

ローム粒子を少し含む。粘性は弱いが締まりは強い。

2. 黒褐色土

白色の細粒を多く含む。粘性は弱いが締まりが強い。

3. 黄褐色土

炭化粒子とローム粒子を含む。粘性と締まりは強い。

4. 黄褐色土

ロームプロックを多く含む。

5. 黄褐色土

掘り方の土層。ローム質の土壌。

6. 褐色土

鼈の覆土。焼土粒子を多く含む粘性の強い土層。

7. 褐色土

鼈の袖。粘土質でローム粒子を少し含む。
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内匠日影周地遺跡A 区 11号住居

位
形
置
状

隅丸方形であるが、 11号住居は長短比（長辺4.5m、

短辺3. 7m) が1 : 1. 2の隅丸長方形である。

ヽ

面
床
し

積
面

D40V 49他

14.7m' 

写

方

真

位

PL 44 • 57 

今回報告する古墳時代後期の住居は、ほぼ

もち貼床をする。壁高は、

付近は堅固で平坦である。

埋没土

鼈

N-2ｰ-E 

2. 竪穴式住居

焼部の長さは50cmであった。周辺に鼈材と思われる

石片が出土する。

柱 穴 4 本の主柱穴が検出された。各柱穴の規模

《（径） X 深さ》は、 P 1 : (34) X 56cm 、 P 2 : (24) X 

64cm、 p 3 : (20) x 49cm、 p4: (28) x 42cm、で

地形が北から南に傾斜している場所に立地

ロームを掘り込んで床面としている。掘り方を

7~31cmであった。中央

3 層及び 4 層はローム質の土壌である。

北壁中央付近にあり、方位は住居の主軸とほ

ぼ同じであった。確認面が低かったため、残存状態

は悪く、袖の下部が残存する。焚口幅は35cmで、燃

あった。

出されなかった。

貯蔵穴

遺 物

また、掘り方調査の際に、新たな柱穴は検

底面は方形を呈し、深さは72cmである。

住居内から土師器43点と石器類 6 点が出土

したが、土器40点は一括して取り上げた。接合資料

a は、鼈材と思われる牛伏砂岩である。石器は、

を参照されたい。

こ

も網石 2 点が出土した。炭化材については、付篇 1

（遺物観察表： 164 頁）
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埋没土 層 1 ．黒褐色土 白色の細粒を多く含む。炭化粒子を僅かに含む。 2. 黒褐色土 l 層に似るが、ローム粒子を僅かに含む。

3. オリープ褐色土 ローム粒子を多く含む。 4. 黄褐色土 ロームプロックを含む。 5. 黄褐色土 掘り方の土層。ローム質の土壌。

6. 黒褐色土貯蔵穴の裂土。炭化粒子を多く含む。 7. 黄褐色土 貯蔵穴の覆土。ローム質土壌。 8. 暗褐色土 貯蔵穴の裂土。炭化粒

子を少し含む。

第 94 図 日 All号住居
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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5. 黄褐色土

住居の掘り方。

9. 黄褐色土

鼈の天井の崩落土。

粘土質の土壌で、焼土粒子と炭化粒子を含む。

10. 褐色土

焼土を多く含む粘性の強い土層。

11.暗褐色土

鼈の掘り方。

炭化粒子を多く含む。

12. 暗赤褐色土

鼈の袖。

粘土質の土壌で、焼土粒子を多く含む。
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第 95 図 日 A11号住居竃と出土遺物

内匠日影周地遺跡A 区13号住居

位置 C 78VI44他写真 P L45 • 57 • 58 

形状竃を攪乱（時期不明）により消失するが、

長辺6.0m、短辺5.8mの正方形に近い隅丸長方形を

呈する。

面積 34.4m' 方位 N-6°-W

床面地形が南から北に傾斜している場所に立地

し、ロームを掘り込んで床面としている。掘り方を

もち貼床をする。地形を反映した壁高で、残りの良

い南側は54cm、残りの悪い北側は 9 cmであった。壁

際は軟弱だが、中央付近は堅固で平坦である。

埋没土南側から北側にかけての自然堆積を示す

が、 1 層及び 4 層は攪乱土層（時期不明）の可能性

が強い。

鼈攪乱をうけているが、掘り方調査の際に、焼

土等の痕跡を確認した。

柱穴床面精査の段階で、 10本以上の Pitを確認

したが、木の根等の痕跡の可能性が強く、 13号住居

に伴うと思われる柱穴は検出できなかった。また、

掘り方調査でも、同様の所見である。

貯蔵穴 竃に向かって右側の住居北東隅で検出され

138 

た。貯蔵穴は長方形を呈し規模は、長辺64cm、短辺

49cm、深さ 74cmであった。覆土下層から土師器坪片

(5) が出土している。

壁周溝一部検出できなかった。最大幅は15cmで、

深さは約10cmであった。

遺物住居内から土師器156点、須恵器 2 点、石器

類14点が出土したが、土師器135点は一括して取り上

げた。

図化できた土器の大半は住居南側で床面から浮い

た状態で出土しており、接合関係の多くも同様のあ

りかたを示している。なお、 4 と 8 は混入したもの

だが、他の平安時代の土坑からの出土状況と類似し

ていることから、調査時には検出できなかった平安

時代の土坑が13号住居内にあった可能性が強い。

また、石器は、その形態からこも網石の可能性が

強い12点が出土しているが、すべて住居南壁付近か

ら出土し、しかも床面からかなり浮いた出土状態を

示していた。

炭化材は住居南西隅から出土しているが、樹種等

については、付篇 1 を参照されたい。

（遺物観察表： 164 • 165頁）



2. 竪穴式住居
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区14号住居

位置 C81VI50他 写真 P L45 • 58 

形状一辺3.6mの隅丸正方形

面積 12.3m' 方位 N-2°-W

床面掘り方をもち貼床をする。残存壁高は南側

でllcm、北側で 2 cmであった。

鼈掘り方の調査でも検出できなかった。

柱穴 4 本検出できた。各柱穴の規模は、p 1 : 

(22) X 51cm、 P 2 : (26) X 13cm、 P 3 : (22 X 36) X 

37cm、 P4: (22Xl4)X2lcm、である。

遺物土師器22点と、石器 1 点が出土したが、土

器14点は一括して取り上げた。接合資料 a は土師器

甕の胴部である。図化できた遺物は、床直上の出土

位置であった。 （遺物観察表： 165頁）
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第 97 図 日 A14号住居と出土遺物
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内匠日影周地遺跡 A 区19号住居

位置 D 2 V26他

写真 P L45 • 58 

形状西壁を14号溝によって切られるが、一辺が

3.2mの隅丸正方形を呈すると思われる。

面積 9.6m' （推定）

方位 N-116'-W

床面地形が南から北に緩やかに傾斜している場

所に立地し、粘土質の土壌を掘り込んで床面として

いる。掘り方をもち貼床をする。壁高は、 4~12cm

であった。

壁際の床面は軟弱であるが、中央付近は堅固で平

坦である。

埋没土粘土ブロックが混入する。

2. 竪穴式住居

鼈東壁中央から南寄りにあり、方位は住居主軸

とほぽ同じである。

袖の下部が残存するが、良好な遺存状態ではな

かった。焚口幅は55cmで、袖を粘土質の土壌でつくつ

ている。

柱穴掘り方の調査でも検出できなかった。

貯蔵穴掘り方の調査でも検出できなかった。

壁周溝掘り方の調査でも検出できなかった。

遺物住居内から、土師器 5 点とこも網石 2 点が

出土した。

遺構の残存状態を反映して、覆土下層から床直上

の出土位置である。 （遺物観察表： 165頁）

備考住居西壁を、すべて14号溝によって切られ

ている。
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多く含む。 6. 灰黄褐色土 鼈構築材に起因する粘土質の土壌。 7. 暗赤褐色土
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 B 区 1 号住居

位置 C84V84他写真 P L47 • 58 

貯蔵穴住居南西隅で検出できた。

遺物土師器は床直上で 1 が散乱して出土した。

形状住居北側を消失するために全体の形状は不 石器の出土はなかった。 （遺物観察表： 165頁）

明だが、検出できた一辺は2.8mである。

床面軟弱である。壁高は最大 8cmであった。

備考 1 母住居に伴うと考えられる鼈と柱穴等

は、掘り方の調査でも痕跡を検出できなかった。
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色土掘り方の土層。炭化粒子

を少し含む。 4. にぶい黄褐色

土貯蔵穴の覆土。炭化粒子を

少し含む。
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第 99 図 日 B 1 号住居と出土遺物

内匠日影周地遺跡 B 区 3 号住居 貯蔵穴 住居の南東隅で検出された。規模《（径） X

位置 C90VI29他 写真 P L46•47·58~60 深さ》は (39 X 44) X 33cmで、埋没土は黒褐色土であ

形状長辺5.3m、短辺5.lmの正方形に近い隅丸 る。

長方形を呈する。 遺物 土器は古墳時代中期の古式土師器を主体と

面積 24.lm' 方位 N-12°-W して 783点、石片類は69点（但し石器はない）、鉄器

床面地形が北東方向に傾斜する場所に立地し、 は 1 点 (29) 出土した。

ロームを掘り込んで床面としている。掘り方をもち 土器の出土状態の特徴として、①住居中央部で床

貼床をする。壁高は18~54cmであった。床面は壁際 上10cm以上の地点からまとまって出土している（第

を除いて、堅固であった。 101図参照）、②高坪の坪部のみ多数出土している（高

埋没土 炭化材が多く出土するが、埋没土中の炭化 坪脚部の破片は出土していない入③ミニチュアの台

粒子は多くなかった。 付甕が多数出土している、④古墳時代中期の古式土

炉 中軸線上と主柱穴(p 1 と P7) 線のほぼ交 師器以外にも、弥生土器 (12 • 13) や平安時代以降

わる地点で検出された。 3 cmの浅い掘り込みをもち、 の須恵器 (30) が出土する、などがあげられる。 3

焼土と灰が周辺に広がっていた。 局住居以外から出土した遺物との接合関係は 3 例

柱 穴 13本の柱穴が検出された。各柱穴の規模《 あった（第102図参照）。①以外の出土状態を示す資

（径） X 深さ》は、 P 1 : (44) X8lcm、 P 2 : (26 X .料として第100因があるが、床直上の土器も広範な接

22) x 20cm、 P 3 : (40) X76cm、 P 4 : (24) X20cm、 合関係を示しているため、住居に帰属するものを限

P 5 : (40) x 16cm、 P 6 : (30) X 70cm、 P 7 : (30) X 定するのはさし控えたい。唯一床直上だけの接合関

62cm、 P 8 : (48X33) X20cm、 P9: (32)X20cm、 係をしめすのは、 Pl2内からの出土破片をもつ15で

P 10 : (18) X 40cm、 P11 : (20) X 35cm、 P12: (20)X あった。 （遺物観察表： 165 • 166 • 167頁）

13cm、 P13: (18) XlOcm、であり Pl·P3·P6•

p 7 が主柱穴と考えられる。

142 

また、炭化材は壁際から住居内側に倒れるような

状態で出土している（樹種等は付篇 1 を参照）。



2. 竪穴式住居
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2. 竪穴式住居

ー
、
＿

VI30 

C80十 叩
干

平c80

5 号土坑

゜

十C90
vno 

10m 

• 

ーロ〖，
. 

* 

-. 
9 9X.  , 

第102図 日 B3 号住居と遺構外遺物との接合関係

145 



IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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2. 竪穴式住居
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第104図 日 B3 号住居出土遺物 (2)

内匠日影周地遺跡 B 区 5 号住居

位置 C86VI18 写真 P L47 • 60 

形状残存状態が悪いために詳細は不明である

が、炉及び貯蔵穴の位置関係から北西方向に主軸を

もつ隅丸（長）方形を呈する可能性が強い。

床面残存する部分も軟弱であり、後世の攪乱を

うけている。壁の立ち上がりも明確ではない。

炉 2 基検出された。炉 1 は 6 cm、炉 2 は18cm、

の掘り込みをもつ。

柱穴精査したが、検出できなかった。

遺物古式土師器 3 点が出土したが、図化できた

のは 1 だけである。他の 2 点は小片だが、台付甕の

胴部である。 （遺物観察表： 167頁）

内匠日影周地遺跡 B 区 6 号住居

位置 C85VI 7他写真 P L47 

形状住居の約1/2を溝および削平（時期不明）に

より消失するが、一辺4.0mの隅丸方形を呈すると思

われる。また、住居にともなうと考えられる施設は、

竃を除き検出できなかった。

面積不明 方位 N-116°― E

床面消失し、掘り方部分のみ残存。

埋没土 1 層と 2 層は掘り方の土層である。

鼈掘り方のみ残存する。東壁中央から南寄りに

あり、方位は住居主軸とほぽ同じである。

遺物古墳時代後期の土師器甕の小片が竃周辺か

ら 7 点出土したが、図化できなかった。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

3. 方形周溝墓

内匠日影周地遺跡A区から、古墳時代前期の方形

周溝墓が検出されている（本報告の中で方形周溝墓

は 1 基しかない）。同一丘陵上の他の遺跡においても

当該期の方形周溝墓は検出例がない。

1 号方形周溝墓

位置 D 15VI35他

写真 P L36 • 52 

方位 N-20°-E

形状丘陵の西端に位置するために、西・北・南

の 3 方向が傾斜する場所に立地している。西側の浅

い谷を挟んで西側は下高瀬上之原古墳群である。

3 方向に傾斜するが、とくに西側の傾斜は強くて

調査時点においては既に西辺を消失していたが、四

辺が溝の方形周溝墓であったと考えられる。

残存部分の形状からみた特徴は 2 点あり、

① 辺の交点部分の幅が若干狭くなる（北東隅と

南東隅）。

② 各辺の中心部が外側に膨らむために、胴張の

隅丸方形を呈する。

などがあげられよう。
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主体部検出できなかった。

埋没土 溝の覆土下層はローム質の土壌である。

遺物溝の中から、古式土師器115点が出土した

3. 方形周溝墓

計測値一覧

長軸 (D-D') の長さ 20.8m 

溝の規模（幅 x 深さ） (A-A') 2.96mX0.8m、 (B

が、 64点は一括して取り上げた。 一 B') 3.04mX 0. 72m、 (C- C') 3.36mX0.8m、

図化した 5 点は、溝の底面（もしくは若干浮いた (D D ') （北側） 3.04mX0. 72m、 (D-D') （南側）

状態）上で出土している。 1 及び 5 は、底面上で潰 2. 64m XO. 72m、（北東隅） 2.48mX0.5m、（南東隅）

れた状態で出土したが、細かな小片で広がりをもっ l. 52mX0.3m、であった。

ていた。 2 • 3 • 4 も破片としては大きいが、広が 備考西端に 1 母墓拡がある。また、溝内で 2 の

りをもった接合関係を示している。以上のような出 近辺から、平安時代の坪 1 点と高台付碗 2 点が底面

土状態から、 1~5 については本来は溝よりも上の 上40cmの高さで出土している（第119図11 ・ 12 • 13) 。

位置にあった可能性が強いと考えられ、溝に転落し 出土状況から、調査時には検出できなかった平安時

た時期もかなり早い段階であったと思われる。 代の土坑があった可能性が指摘できよう。

石器の出土はなかった。 （遺物観察表： 156頁）
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IV 

4 . 

古墳～平安時代の遺構と遺物

古 墳

内匠日影周地遺跡A区から、古墳時代中期 (5 世

紀後半） と思われる古墳が 1 基検出された。同一丘

を挟んで西側に隣接する下高瀬上之原古墳群(7 基）

である。下高瀬上之原古墳群と日影周地遺跡の古墳

とは、直線距離で約400mほどしか離れておらず、両

者ともに馬背状の丘陵の頂部に立地していることな

ど、共通点を見いだすことができる。

陵上でほぼ同じ年代の古墳は、南北にはいる浅い谷
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第111図

1.褐色土古墳の盛土の土陪。

褐色土中にロームプロックを斑状

に含む。

2. 褐色土

子を含む。

3. 黒褐色土溝の裂土。ローム

粒子と B.P粒子を少し含む。

4. 褐色土溝の覆土。ローム質

土壌。 B. P粒子を多く含む。

溝の覆土。ローム粒

゜ 5m 

吋
1 号古墳
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1 号古墳

位置 D45IV72他

写真 P L37 • 52 

形状丘陵の頂部で、四方が斜面となる場所に立

地している。

北側と南側が調査区域外であることや、主体部北

側において農道による削平をうけていることなど、

調査時における制約が多かった。また、残存状態は

極めて悪く盛土の大半を消失し、主体部の痕跡と東

側で僅かに壕が検出されたにすぎない。

上記の理由により細かな実態は不明であるが、直

径25m （主体部の中心から壕の内側を半径として）の

規模をもつ円墳であった可能性が強い。

盛土十字にベルトを設定して調査した。

表土を除去したところ、既に大半が流失及び削平

等により盛土部がなかった。僅かに中心部において

ロームブロックを斑状に含む土層が検出でき、この

土層が盛土に比定されると思われる。

主体部 表土を除去した段階で、中心部に自然礫が

まとまって出土したため、主体部と認定して調査を

すすめた。

礫は総数23点であったが、一部にしか残存してい

なかった。礫を除去して掘りすすめたところ楕円形

4. 古墳

の主体部を検出したが、木の根等の攪乱がはげしく、

本来の形状を反映しているかは不明である。

掘り方をもつが、前述した主体部と同様の調査所

見である。掘り方も含めて主体部の土層は、ローム

質の土壌であった。

主体部の方位はN-73°— E であり、規模（掘り方

を含まない）は、長軸3.lm、幅（最大） 0.9m、深さ

は21cm、であった。

壕東側で一部が検出できた。

墳丘にたいし全周していたかは不明である。

埋没土は、上層が自然堆積を想定させる黒色土で

あった。

規模は、幅1. 9~4.lm、深さ 0.7mであった。

遺物表面採集で 1 の石製模造品がみつかってい

るが、正確な位置等は不明である。

穿孔の仕方及び石材が、弥生時代の磨製石鏃に類

似することなどから、古墳に帰属するかは不明であ

る。また、 1 号古墳に関する出土遺物は、主体部の

礫を除けば 1 だけである。 （遺物観察表： 156頁）

備考下高瀬古墳群との類似から、 5 世紀後半に

比定される可能性が強い。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡A 区 1 号方形周溝墓出土遺物（第110図、 PL 52) 

土器 （単位： cm)

番 芍ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口 12 8 ①酸化・普通 ②黄 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 ほぼ完形 高 30 7 褐色 ③礫（結晶片 胴部 内外面共に刷毛目。
四士 底 8 6 岩•石英） と砂を少

鼠含む。

2 口縁部 ロ 8.5 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。但し、内面の口縁部は 古式土師

小型丸底 ～底部％ 高 6.6 い橙色 ③砂を多鼠 箆磨き。胴部外面は縦方向の箆磨き。
瞑ギ か に含む。

3 ほぼ完形 口 16.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 高 14.1 い黄橙色 ③砂を多 脚部 外面箆磨き。内面箆撫で。

高 坪 底 10.8 量に含む。

4 口縁部 ロ 14. 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 尚 い黄橙色 ③礫（結 以下、外面刷毛目。内面撫で。

壺 底 晶片岩・石英）とパ

ミスを少鼠含む。

5 胴部～底 ロ ①酸化・普通 ②灰 胴部 外面刷毛目。内面撫で。 古式土師

土師器 部％ 古向 黄褐色 ③礫（結晶
窓士J 底 (5.6) 片岩・石英）を少見、

砂を多量に含む。

内匠日影周地遺跡A 区 1 号古墳出土遺物（第112図、 PL 52) 

石器 （単位： cm. g) 

番号 種類 1 大きさ・菫量
石製模造長 2.8 幅

形 状 特 徴 等 備 考

2.2 I 製作時の擦痕あり。縁辺にも擦痕あり。

品 厚 0.3 重 5.0

未製品

結晶片岩

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号住居出土遺物（第72図、 PL 52) 

土 器・土製品 （単位： cm· g) 

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形·成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 12 2 ①酸化・普通 ②黄 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 (4.1) 褐色 ③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩•石英）を少量含

む。

2 口縁部 口 (12.9) ①酸化・普通 ②赤 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 古回 (4.6) 褐色 ③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩・石英）と砂を少

量含む。

3 口縁部 口(19.6) ①還元・硬 ②褐灰 ロクロ整形。

須恵器 高 色③砂を少量含

甕 底 む。

4 完形 上面径 4 2 ①酸化・普通 ②黒 上面以外は丁寧な磨き。 上面は褐色を呈する。

土製品 下面径 1 9 褐色 ③砂を少星含 孔径 0 8 

紡錘車 重 27 0 む。

石器 （単位： cm· g) 

番号 I 種類 大きさ・重星 形 状 特 徴 等

5
 

台 石 I 長 44.8 幅 32.2 I 表面には使用によると思われる打痕が認められる。

備

砂岩

厚 16.5 重 33345

••• 

考

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号住居出土遺物（第73図、 PL 52) 

土器

1 番 号 1 残存状態 1 大きさ 1 ①焼成②色調③胎土 1 器形・成形・整形の特徴
1 胴部～底ロ ー①酸化・普通②鈍 1 胴部 外面箆削り。内面撫で。

土師器部％ 高 ーい黄褐色③礫（結

甕 底 5.8 晶片岩・石英）を少

量砂を多呈に含む。

（単位： cm)

I 備考］
外面に煤付着。

内面に輪積痕。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

2 口縁部％ ロ 14.0 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 欠損 高 12 0 黄褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 片岩・石英）と砂を

少盤含む。

3 口縁部 口(160) ①酸化・普通 ②赤 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 高 12.0 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 岩•石英）と砂を多

量に含む。

4 口縁部 ロ 15.6 ①酸化・粗②鈍い 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 高 15.0 赤褐色 ③礫（結晶 胴部 箆削り。内面撫で。

小型甕 片岩・石英）を多鼠、

砂を少祉含む。

5 底部 ロ ①酸化・普通 ②明 台部 内外面共に横撫で。

土師器 高 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

台付甕 底 8 1 岩•石英）と砂を少

鼠含む。

6 口縁部 口 (13.6) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部½ 高 10 4 い黄褐色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

小型甑 底 6.4 晶片岩・石英）を少

鼠含む。

7 完形 口 10.5 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 10 1 い黄橙色 ③砂を多 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型壺 底 4 8 鼠に含む。

8 完形 ロ 12.8 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4.2 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩•石英）を少鼠、

砂を多鼠に含む。, 口縁部一 ロ 12.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 高 3 8 い褐色 ③砂を多塁 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 に含む。

10 口縁部一 ロ 11.2 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 古向 4 5 色 ③砂を多量に含 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 む。

内匠諏訪前遺跡 A 区 3 号住居出土遺物（第74 • 75図、 PL 53) 

土器

番 方Fコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

1 ほぽ完形 口 25 3 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 30 9 い橙色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甑 底 12.5 片岩・石英）を少最、

砂を多鼠に含む。

2 ロ縁部％ 口 23.0 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 吉回 色③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 岩•石英）と砂を多

星に含む。

3 口縁部 ロ 23 0 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部½ 高 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 岩・石英）を少量、

砂を多鼠に含む。

4 胴部～底 口 ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面斜め及び縦箆削り、内面撫で。

土師器 部½ 高 い赤褐色 ③礫（結

甑 底 (8.0) 晶片岩・石英）を少

鼠、砂を多址に含む。

5 胴部 ロ ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面箆削り。内面撫で。

土師器 高 い褐色 ③礫（結晶

甕 底 片岩・石英）と砂を

多鼠に含む。

6 口縁部 ロ 14. 3 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 5 0 い黄褐色 ③砂を多 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 鼠、パミスを少鵞含

む。

備 考

丸底

丸底

丸底

覆土中

平安時代か。

外面に輪積痕。

内面に黒色処理。

内面に黒色処理か。

（単位： cm)

備 考

外面に煤付着。

焼成即に外面から刺突を

施して穿孔。

外面煤付着。

内面に輪積痕。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

: [ : I □主主 1 ：大］2：; I 吝：：ご臼さ：繁： 1 :：部器：皿：：；；：：こ：：多箆のあ：り：｛O

内匠諏訪前遺跡 A 区 4 号住居出土遺物（第76 • 77図、 PL 53) 

土器

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎上 器形・成形・整形の特徴

] 底部欠損 ロ 22 8 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 い黄褐色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 晶片岩・石英）と砂

を多品に含む。

2 口縁部 ロ 14 4 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 高 色③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

小型甕 底 岩・石英）を少絨含

む。

3 口縁部 ロ 21 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 晶 い褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

嬰 底 片岩・石英）と砂を

多斌に含む。

4 口縁部 口 (12.0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 (4.5) 赤褐色 ③砂を少屈 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

5 口縁部 ロ ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 い橙色 ③砂を少屈 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 含む。

6 口縁部 ロ 11. 7 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4. 4 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 片岩・石英）と砂を

少星含む。

7 口縁部 ロ 11 9 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4 1 赤褐色 ③砂を少凪 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 含む。

8 口縁部 D 13 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 局 4 0 い赤褐色 ③礫（結 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 晶片岩・石英）と砂

を少凰含む。, 口縁部 ロ 13 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩・石英）を少菜、

砂を多鼠に含む。

内匠諏訪前遺跡 A 区 5 号住居出土遺物（第79図、 PL 53 • 54) 

土器

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

1 上半部 ロ 21. 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 い褐色 ③礫（結晶 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 片岩・石英）と砂を

多屈に含む。

2 完形 口 10 2 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 尚 4 8 い黄橙色 ③砂を多 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 屈に含む。

3 完形 ロ 21 0 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 5.2 色③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 底 7.5 岩・石英）を少鼠、

砂を多品に含む。
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備考

器厚が一定しない。

（単位： cm)

備 考

外面に煤付着。

外面に煤付着。

外面に煤付着。

9 号住居覆土遺物と接

'と口 0 

9 号住居覆土遺物と接

ム口 0 

9 号住居狡土遺物と接

ム口 0 

暗文

（単位： cm)

備 考

貯蔵穴



IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

1 番 号 1残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 I
4 ほぼ完形 口 14 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 貯蔵穴

土師器 高 5 2 い橙色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

杯 片岩•石英）とパミ

スを少量、砂を多量

に含む。

5 完形 口 15 2 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 貯蔵穴

土師器 高 5 8 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩・石英）とパミ

スを少凪、砂を多鼠

に含む。

6 完形 口 12. 4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 内面に黒色顔料が一部残

土師器 高 5.0 い褐色 ③砂を少量 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。 存。器厚が一定しない。

坪 含む。 貯蔵穴

7 ほぽ完形 口 14 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 内面黒色処理

土師器 高 4.4 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 片岩・石英）と砂を

少屈含む。

器形・成形・幣形の特徴 備 考 l

内匠諏訪前遺跡 A 区 6 号住居出土遺物（第80図、 PL 54) 

土器 （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 15.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 局 14.8 い赤褐色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 底 3.0 晶片岩•石英）と砂

を多星、パミスを少

址含む。

2 ほぽ完形 口 11 6 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 器厚が厚い。

土師器 高 4 5 い橙色 ③砂を少鼠 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

3 完形 口 12 4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4 5 い橙色 ③砂を多凪 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 に含む。

4 ほぽ完形 口 11 4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 器厚が厚い。

土師器 高 4 7 い橙色 ③砂を多虻 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 に含む。

5 体部％ ロ ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 暗文 内面黒色処理

土師器 高 い赤褐色 ③礫（結 体部 外面箆削り。内面撫で。 四土

坪 晶片岩•石英） と砂

を少屈含む。

内匠諏訪前遺跡A 区 7 号住居出土遺物（第82 • 83図、 PL 54) 

土器 （単位： cm)

番 芍ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 ほぼ完形 口 21. 6 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。 底部に外面から穿孔。甑

土師器 高 28.0 色③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。 として転用か。孔径2 5。

丸 甕 底 9.9 岩・石英）を少屈、 外面に煤付着。

砂を多鼠に含む。

2 口縁部一 ロ 20 9 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 丸底

土師器 部欠損 高 14 7 い橙色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 片岩•石英）と砂を

多訊に含む。

3 底部一部 ロ 10 6 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。 6 号住居覆土遺物と接

土師器 欠損 高 11 0 色 ③砂とパミスを 胴部 外面箆削り及び斜め箆削り。 ムに 0 

小型甕 底 4 8 少絨含む。

4 口縁部％ ロ 24 2 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 欠損 尚 27 0 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面横箆削り。内面撫でののち箆磨き。

甑 底 10.4 岩・石英）と砂を少

鼠含む。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

5 口縁部 口 (2 1. 0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部 高 赤褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 片岩・石英）と砂を

少量含む。

6 ほぽ完形 口 11. 5 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 3.6 色 ③砂とパミスを 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 少星含む。

7 ほぽ完形 口 12.6 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 商 4.3 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 片岩・石英）を少旦、

砂を多量に含む。

8 口縁部一 ロ 12. 2 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 高 4.4 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩・石英）を少量、

砂を多鼠に含む。, 口縁部 ロ 11. 8 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部½ 高 4.4 い橙色 ③砂を少星 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

10 完形 口 13. 4 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4 5 色 ③砂を多鼠、パ 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 ミスを少姐含む。

11 口縁部 口(136) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4.4 い橙色 ③砂を多量 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 に含む。

12 口縁部 ロ 13 4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4. 7 い黄褐色 ③礫（結 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 晶片岩•石英） と砂

を少量含む。

13 口縁部 口 (12.0) ①酸化・普通 ②褐 ロ縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 5.0 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩•石英）と砂を少

鼠含む。

14 完形 ロ 13 6 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4 6 い褐色 ③砂を少量 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 含む。

内匠諏訪前遺跡A 区 9 号住居出土遺物（第84 • 85図、 PL 55) 

土器

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎上 器形・成形・整形の特徴

1 胴部一部 口 19 0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 欠損 高 38 0 い褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 (8.8) 片岩・石英）と砂を

多星に含む。

2 胴部上半 ロ 19 4 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部 高 色③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 岩・石英）と砂を多

鼠に含む。

3 口縁部 口 (24 0) ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 吉回 色③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 岩•石英）と砂を多

量に含む。

4 完形 口 14.0 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4.8 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩・石英）砂、パミ

スを多量に含む。

5 口縁部 ロ 14 1 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に撫でを施さない。

土師器 ～体部½ 尚 6 8 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

塊 底 5.8 岩・石英）と砂を多

量に含む。
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備 考

器形・器厚が一定しない。

覆土遺物と 4 号住居覆土

遺物が接合。

（単位： cm)

備 考

外面に煤付着。

内外面共に輪積痕。

外面に煤付着。

内面に輪積痕。



IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

1 番 号 1 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 I
6 口縁部 口 (15.6) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部½ 高 3.9 い橙色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 片岩・石英）と砂を

少斌含む。

7 完形 口 13. 0 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 7.4 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 岩・石英）砂、パミ

スを少星含む。

8 口縁部 ロ (9. 1) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 外面に輪積痕。

土師器 ～底部½ 高 8 5 い黄橙色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 底 4.0 晶片岩•石英） と砂

を少鼠含む。

器形・成形・整形の特徴 備 考］

内匠諏訪前遺跡 B 区 1 号住居出土遺物（第86 • 87図、 PL 55 • 56) 

土 器・土製品 （単位： cm. g) 

番 芍こコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 胴部½ ロ ①酸化・普通 ②褐 胴部 外面箆削り。内面撫で。 外面粘土付着。

土師器 吉回 色③礫（結晶片

甕 底 7.0 岩•石英）を少鼠、

砂を多量に含む。

2 口縁部％ 口 (20.0) ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 色③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甑 底 岩・石英）を少星、

砂を多星に含む。

3 ほぽ完形 口 14.1 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 5 0 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

杯 片岩•石英）、砂、パ

ミスを少量含む。

4 口縁部 口 (130) ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 色③砂を少量含 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 む。

5 口縁部一 ロ 14.0 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 高 5.0 褐色 ③砂を少籠、 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 パミスを多屈に含

む。

6 口縁部 口 (14.0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 褐色 ③砂を少量含 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 む。

7 ほぽ完形 口 14 8 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 3 9 赤褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩・石英）と砂を

少最含む。

8 口縁部 口 (15.8) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4 0 黄褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩・石英）を少獄

含む。, 胴部片 ロ ①酸化・普通 ②黄 詞部 外面は削り、撫でなどの調整が見受けられ 時期不明。混入か。

吉回 褐色 ③礫（結晶片 ない。内面は撫で。

甕 底 岩・石英）と砂を多

鼠に含む。

10 完形 長 1 4 ①酸化・普通 ②暗 両側から焼成前に穿孔。

土製品 厚 1 5 褐色 ③砂を少鼠含

土 玉 幅 1.1 む。

重 1.0 

石器 （単位： cm. g) 

番号

11 

種類 1 大きさ・重鼠
臼玉長1.0 幅

厚 0.4 重

形状

1.01 全面研磨。円形に近い。

1.0 

特 徴 等 備考

孔径 0.3 完形
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

1 番 号 I 種類 I 大きさ・重祉 I 

12 臼 玉 長 1 3 幅 1.1 全面研磨。円形に近い。断面形状は三角形。 孔径 0.3 完形

厚 0.5 重 2.0 

13 臼 玉 長 1. 5 幅 1. 6 全面研磨。裏面傷あり。穿孔途中。 未製品

厚 0 6 重 5 0 

14 臼 玉 長 1 3 幅 1 4 全面研磨。円形に近い。 孔径 0.2 完形

厚 0.5 重 1.0 

15 臼 玉 長 1. 1 幅 1.5 裏面研磨なし。円形に近い。穿孔途中。 未製品

厚 0.4 重 0.5 

16 臼 玉 長 1. 3 幅 1. 4 全面研磨。円形に近い。 孔径 0.3 完形

厚 0.5 重 2.0 

形 状 特 徴 等 備 考 l

内匠諏訪前遺跡 B 区 3 号住居出土遺物（第88図、 PL 56) 

土器 （単位： cm)

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 ほぽ完形 口 14.4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4.8 い赤褐色 ③礫（結 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 晶片岩・石英）、砂、

パミスを少鼠含む。

2 口縁部 口 (14.1) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部½ 高 4.4 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。口唇部肥厚。

坪 片岩•石英）、砂、パ

ミスを少鉱含む。

3 口縁部 口(13.5) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4 4 い橙色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩・石英）、砂、パ

ミスを少贔含む。

内匠日影周地遺跡A 区 1 号住居出土遺物（第89図、 PL 56) 

土器 （単位： cm)

番 万に 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 口 (14.4) ①酸化・普通 ②鈍 ロ縁部 S 字状口縁の台付甕。内面の一部に刷毛目。 古式土師

土師器 ～胴部％ 高 い黄橙色 ③砂を多 胴部 外面刷毛目。 試掘調査の際に出土。

台付甕 鼠に含む。 覆土中

2 口縁部 ロ 8.6 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 ～胴部½ 高 8.1 い褐色 ③砂を多量 表面が荒れている。

小型甕 底 (4.1) に含む。

内匠日影周地遺跡A 区 6 号住居出土遺物（第91 • 92図、 PL 56 • 57) 

土器 （単位： cm)

番 方Eコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 ほぼ完形 口 18 2 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 34 6 い黄褐色 ③礫（結 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 6 0 晶片岩・石英）と砂

を少量含む。

2 口縁部 口(193) ①酸化・普通 ②黄 口縁部 内外面共に横撫で。 外面に煤付着。

土師器 ～胴部％ 品 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 岩・石英）と砂を少

旦含む。

3 胴部一部 口 16 1 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 外面に煤付着。

土師器 欠損 高 30 4 い黄褐色 ③礫（結 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 7.1 晶片岩•石英）と砂

を少鼠含む。

4 胴部～底 口 ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。 内面に輪積痕。

土師器 部％ 高 い黄褐色 ③礫（結 外面に粘土付着。

甕 底 5 0 晶片岩・石英）と砂

を少鼠含む。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

5 口縁部 口 (23.3) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 高 赤褐色 ③砂を少屈 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甑 底 含む。

6 口縁部 口 (2 1. 0) ①酸化・普通 ②赤 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 高 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 岩•石英） と砂を少

鼠含む。

7 口縁部 口(134) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 丸底
土師器 ～底部％ 高 14.8 い褐色 ③礫（結晶 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

小型甕 片岩・石英）と砂を

少鼠含む。

8 口縁部 口 (20.5) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部 高 い黄褐色 ③砂を少 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甑 底 鼠含む。, 頸部～胴 口 (19.0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。 内面に輪積痕。口縁部と

土師器 部％ 高 赤褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。 胴部の接合部に稜。

丸 甕 底 片岩•石英）と砂を

少鼠含む。

10 胴部～底 口 ①酸化・軟 ②明黄 口縁部 内外面共に横撫で。 丸底に近い。

土師器 部％ 高 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。 外面に煤付着。

甕 岩・石英）と砂を多 内面に輪積痕。

量に含む。

11 口縁部一 ロ 13.8 ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 高 6.1 赤褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 片岩•石英）を少斌

含む。

12 口縁部 口 (17.5) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 高 10. 7 赤褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 底 6.7 片岩•石英）を少擢、

砂を多星に含む。

13 口縁部 口(150) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 暗文

土師器 ～体部½ 高 6 4 い褐色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 片岩•石英）と砂を

少鼠含む。

14 口縁部 ロ 15.2 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 い黄褐色 ③礫（結 体部 外面箆削り。内面撫で。体部に稜。

坪 晶片岩・石英）と砂

を少星含む。

15 口縁部 ロ 12.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 4 8 い褐色 ③砂を少最 体部 外面箆削り。内面撫で。体部内面に稜。

坪 含む。

16 坪部％ 口 (18.6) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。 21 と同一の可能性あり。

土師器 高 赤褐色 ③砂を少屈 体部 外面箆削り。内面撫で。

高 坪 含む。

17 口縁部 ロ 16 2 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 い褐色 ③砂を少星 体部 外面箆削り。内面撫で。体部内面に稜。

坪 含む。

18 口縁部 口 (14.0) ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部½ 高 (5.5) 色③砂を少屈含 体部 内面撫で。箆あたり痕。体部内面に稜。

坪 む。

19 完形 口 15.0 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 4 5 色③砂を少羹含 体部 外面箆削り。内面撫で。体部内面に稜。

杯 む。

20 口縁部一 ロ 16.4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 部欠損 高 4.8 い橙色 ③砂を少最 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。体部

坪 含む。 内面に稜。

21 脚部 ロ ①酸化・普通 ②明 脚部 外面箆磨き。内面箆撫で。 16 と同一の可能性あり。

土師器 高 赤褐色 ③砂を少屈

高 坪 底 15.2 含む。
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内匠日影周地遺跡 A 区 7 号住居出土遺物（第93図、 PL 57) 

土器

番 芍Fコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

1 口縁部 ロ 13.0 ①酸化・普通 ②暗 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～胴部％ 高 褐色 ③砂を少鼠含 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。口唇部肥厚。

小型甕 底 む。

2 口縁部破 口 (18.0) ①還元・硬 ②暗青 ロクロ整形。

須恵器 片 高 灰色 ③砂を少蘭含

甕 底 む。

3 口縁部 口 (14.0) ①酸化・普通 ②赤 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 褐色 ③砂を少量含 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 む。

4 口縁部 口(130) ①酸化・普通 ②暗 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 褐色 ③砂を少輩含 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 む。

5 口縁部 ロ 14.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 高 4.9 い褐色 ③砂を少量 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

6 口縁部 口 (14.4) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 吉回 4.0 い褐色 ③砂を少鼠 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

7 口縁部一 ロ 5.2 ①酸化・普通 ②黒 手捏整形。外面箆削り。

土師器 部欠損 吉回 3.0 褐色 ③礫（結晶片

塊 底 2.5 岩•石英） と砂を少

鼠含む。

内匠日影周地遺跡A 区11号住居出土遺物（第95図、 PL 57) 

土器

番 巧ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

1 口縁部 口 (12.0) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 い黄橙色 ③砂を少 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 底 獄含む。

2 口縁部 ロ ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 い黄橙色 ③砂を少 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 鼠含む。

内匠日影周地遺跡A 区13号住居出土遺物（第96図、 PL 57 • 58) 

土器

番 方Eコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

1 胴部～底 ロ ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

土師器 部 高 い黄橙色 ③礫（結

丸 甕 底 6.8 晶片岩・石英）を少

鼠、砂を多量に含む。

2 口縁部片 口 (186) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 い褐色 ③礫（結晶 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

甕 底 片岩・石英）と砂を

少斌含む。

3 口縁部 口(12 8) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部 高 3.2 い褐色 ③砂を少鼠 胴部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

4 口縁部 ロ 13.8 ①還元・普通 ②黄 内外面共にロクロ整形（右回転）。

須恵器 ～底部 吉回 3.6 灰色 ③砂を少最含 底部は回転糸切り無調整。

坪 底 7.0 む。

5 口縁部 口 (15.0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部 高 褐色 ③砂を少旦含 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 む。
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（単位： cm)

備 考

鼈覆土中

暗文

内面黒色処理か。

ミニチュア

（単位： cm)

備 考

（単位： cm)

備 考

平安時代。混入。



IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

6 底部片 ロ ①酸化・普通 ②黄 口縁部 内外面共に横撫で。 木葉痕。

土師器 高 褐色 ③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 9 7 岩・石英）と砂を少

量含む。

7 口縁部 口 (14.2) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～体部％ 高 3 6 い橙色 ③砂を少量 体部 外面箆削り。内面撫で。

坪 含む。

8 口縁部％ 口 (12.6) ①還元・普通 ②黄 内外面共にロクロ整形（右回転）。 平安時代。混入。

須恵器 欠損 高 4.4 灰色 ③砂を少星含 底部は回転糸切り無調整。

坪 底 6.0 む。

内匠日影周地遺跡 A 区14号住居出土遺物（第97図、 PL 58) 

土器 （単位： cm)

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 21.4 ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。 内外面に輪積痕。

土師器 ～胴部％ 高 26 7 色③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

甑 底 12.0 岩•石英）を多量、

砂を少量含む。

2 胴部片 口 ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面縦箆削り。内面撫で。

土師器 高 い赤褐色 ③礫（結

甕 底 晶片岩・石英）と砂

を多量に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番 号 1 :類石 1 長大::•: ], 9 1 中央を：：心として：漆痕。
厚 5. 7 重 3500

特 徴 等 備

安山岩。

考

内匠日影周地遺跡 A 区19号住居出土遺物（第98図、 PL 58) 

土器 （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 口 (20.0) ①酸化・普通 ②明 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～頸部 高 黄褐色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

丸 甕 底 片岩・石英）と砂を

少量含む。

2 口縁部 口(16.0) ①酸化・普通 ②黄 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 ～底部％ 高 褐色 ③礫（結晶片 体部 外面箆削り。内面撫で。

杯 岩・石英）と砂を少

量含む。

内匠日影周地遺跡 B 区 1 号住居出土遺物（第99図、 PL 58) 

土器

番 1 号 1 言: I □:k \:。 1 塁：：言言： I 口縁部器内：二；；。整形の特徴
土師器～底部％高 13.0 色③礫（結晶片胴部 外面箆削り。内面撫で。

小型甕 岩•石英）と砂を多

鼠に含む。

備

丸底

（単位： cm)

考

内匠日影周地遺跡 B 区 3 号住居出土遺物（第100~104図、 PL 58~60) 

土器 （単位： cm. g) 

:ffi:大＼：：言言言 I ご：部｀｀［こ：の特徴
多量に含む。

備

古式土師

考
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 弓ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・文様・製作技法の特徴 備 考

2 胴部片 口 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 高 い赤褐色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 晶片岩・石英）と砂

を多星に含む。

3 胴部～底 口 ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面刷毛目ののち箆撫で。内面撫で。箆あ 古式土師

土師器 部 高 い赤褐色 ③礫（結 たり痕。

甕 底 5.9 晶片岩・石英）と砂

を多量に含む。

4 底部 ロ ①酸化・普通 ②茶 外面箆削り。内面撫で。 古式土師

土師器 高 褐色 ③礫（結晶片

甕 底 9.6 岩・石英）と砂を多

量に含む。

5 胴部～底 ロ ①酸化・普通 ②茶 外面箆削り。内面撫で。 古式土師

土師器 部 高 褐色 ③礫（結晶片

甕 底 5.0 岩・石英）と砂を多

氣に含む。

6 口縁部 ロ 16.3 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 ～胴部½ 高 色③礫（結晶片 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 岩•石英）と砂を多

量に含む。

7 胴部 口 ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面刷毛目ののち箆撫で。内面撫で。 古式土師

土師器 高 い橙色 ③礫（結晶

甕 底 片岩•石英）と砂を

多量に含む。

8 底部 ロ ①酸化・普通 ②鈍 内外面共に箆撫で。 古式土師

土師器 高 い褐色 ③礫（結晶

甕 底 7.4 片岩•石英）と砂を

多量に含む。, 口縁部 口(170) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 高 い黄褐色 ③礫（結 胴部 外面箆削り。内面撫で。 谷出土の遺物と接合。

甕 底 晶片岩・石英）と砂

を多量に含む。

10 胴部 口 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 高 色③砂とパミスを 胴部 外面箆削り。内面撫で。 内面に輪積痕。

甕 底 (7.8) 少量含む。

11 口縁部 ロ 16 4 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 古式土師

土師器 高 い橙色 ③礫（結晶 胴部 外面箆削り。内面撫で。

甕 底 片岩・石英）と砂を

多鼠に含む。

12 ほぼ完形 口 14.6 ①酸化・普通 ②鈍 内外面共に箆撫で． 弥生時代

弥 生 高 6.8 い黄橙色 ③礫（結 つまみ部に指頭圧痕あり。

蓋 つまみ部径 晶片岩・石英）、砂、

2.6 パミスを少量含む。

13 胴部片 ロ ①酸化・普通 ②鈍 胴上半部に原体 LR の縄文施文。 弥生時代

弥 生 高 い褐色 ③礫（結晶 外面は磨き。内面は横方向の磨き。

甕 底 片岩•石英）、砂、パ

ミスを少員含む。

14 ほぼ完形 口 5.6 ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。 ミニチュア、古式土師

土師器 古向 8.0 い赤褐色 ③礫（結 連結部の外面が張り出す。

台付甕 底 4.3 晶片岩・石英）と砂

を少量含む。

15 ほぽ完形 口 7.2 ①酸化・普通 ②黄 外面箆削り。内面撫で。 ミニチュア、古式土師

土師器 高 6.5 褐色 ③礫（結晶片 pitl2 

台付甕 底 5.4 岩・石英）と砂を少

量含む。

16 口縁部 ロ 5.5 ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。 ミニチュア、古式土師

土師器 ～胴部片 高 7.5 い橙色 ③礫（結晶

台付甕 底 4.3 片岩•石英）と砂を

少皇含む。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

番 方ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

17 口縁部 ロ (5.3) ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。

土師器 ～胴部½ 高 い橙色 ③礫（結晶

台付甕 底 片岩•石英）と砂を

少量含む。

18 口縁部 ロ (5 4) ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。

土師器 ～脚部％ 高 (8.0) い黄橙色 ③礫（結

台付甕 底 4.4 晶片岩・石英）と砂

を少鼠含む。

19 口縁部 ロ ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。

土師器 ～胴部片 高 い褐色 ③礫（結晶

台付甕 底 片岩・石英）と砂を

少星含む。

20 脚部片 ロ ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。

土師器 高 い橙色 ③礫（結晶

台付甕 底 4.8 片岩・石英）と砂を

少量含む。

21 脚部片 ロ ①酸化・普通 ②鈍 外面箆削り。内面撫で。

土師器 高 い橙色 ③礫（結晶

台付甕 底 4.8 片岩•石英）と砂を

少量含む。

22 坪部 口 18.3 ①酸化・普通 ②明 外面刷毛目ののち撫でと磨き。

土師器 高 褐色 ③礫（結晶片 内面撫でののち磨き。

高 坪 裾 岩•石英） と砂を少

最含む。

23 坪部 口 19.5 ①酸化・普通 ②明 内外面共に箆による撫でののち磨き。

土師器 高 赤褐色 ③礫（結晶

高 坪 裾 片岩・石英）と砂を

少麓含む。

24 杯部 口 22 0 ①酸化・普通 ②明 内外面共に箆による撫でののち磨き。

土師器 高 黄褐色 ③砂とパミ

高 坪 裾 スを少獄含む。

25 坪部 ロ 19.9 ①酸化・普通 ②赤 内外面共に箆による撫でののち磨き。

土師器 高 褐色 ③礫（結晶片

高 坪 裾 岩•石英）、砂、パミ

スを少量含む。

26 坪部％ ロ 18.2 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 色 ③砂とパミスを 体部 内外面共に刷毛目ののち撫で整形。

高 坪 裾 少量含む。

27 坪部 ロ 17.0 ①酸化・普通 ②茶 口縁部 内外面共に横撫で。

土師器 高 褐色 ③砂とパミス 体部 内外面共に撫で。

高 坪 裾 を少量含む。

28 口縁部一 ロ 7.0 ①酸化・普通 ②淡 内外面共に撫で及び箆磨き。

土師器 部欠損 高 9.0 黄色 ③礫（結晶片 三方に円形小孔。連結部にも小孔。

器 台 脚 10.4 岩•石英） と砂を少

旦含む。

29 茎部 幅 0.6 断面長方形を呈する。

鉄製品 厚 0.4 

鉄 鏃 重 2.8 

30 口縁部 ロ 12.2 ①還元・硬 ②灰色 口縁部～胴上半部 内外面共にロクロ整形。胴下半

須恵器 ～胴部 高 ③砂を少量含む。 部外面平行叩き。内面青海波叩き。

甕 底

内匠日影周地遺跡 B 区 5 号住居出土遺物（第105図、 PL 60) 

土器

番 号 I 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴

l 口縁部片口

土師器 高

台付甕 底

―，①酸化・普通 ②鈍 I 口縁部 S 字状を呈する台付甕。
い黄褐色 ③礫（結 胴部上の外面に刷毛目。内面にも刷毛目を施す。

一，晶片岩•石英） と砂

を少量含む。

備 考

ミニチュア、古式土師

ミニチュア、古式土師

谷出土の土器と接合。

ミニチュア、古式土師

ミニチュア、古式土師

ミニチュア、古式土師

古式土師

内面に丹彩の痕跡。

古式土師

古式土師

古式土師

古式土師

古式土師

古式土師

平安時代以降。混入。

5 号土坑覆土遺物と接合。

備

古式土師

（単位： cm)

考
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

住居内出土こも編石

地 区 遺構名 番号

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号住居 6 

II II 7 

II II 8 

II II , 
II II 10 

II II 11 

II II 12 

II 3 号住居 8 

II II , 
II II 10 

II II 11 

JI 4 号住居 10 

内匠諏訪前遺跡 B 区 1 号住居 17 

II II 18 

II II 19 

II II 20 

II II 21 

II II 22 

II II 23 

II II 24 

II 11 25 

II II 26 

II II 27 

II II 28 

II II 29 

II II 30 

II II 31 

II II 32 

II II 33 

II II 34 

II II 35 

II 11 36 

内匠日影周地遺跡A 区 7 号住居 8 

II II , 
II II 10 

II II 11 

II 11号住居 3 

II II 4 

II 13号住居 , 
II II 10 

11 II 11 

II }} 12 

II 1/ 13 

II II 14 

II II 15 

II II 16 

II II 17 

11 II 18 

II II 19 

II II 20 

}} 19号住居 3 

II II 4 

168 

PL 大 き さ

52 長 12.0 幅 5.5 厚

52 長 14 5 幅 8.5 厚

52 長 13 5 幅 7.0 厚

52 長 12.5 幅 8.0 厚

52 長 15.5 幅 6 3 厚

52 長 12.0 幅 8.5 厚

52 長 18 0 幅 7.0 厚

53 長 19.0 幅 8.0 厚

53 長 19 0 幅 9 0 厚

53 長 16.5 幅 7 0 厚

53 長 13.5 幅 8 0 厚

53 長 15.0 幅 7.0 厚

55 長 15.0 幅 6.5 厚

55 長 14.5 幅 7 0 厚

55 長 13.0 幅 7 0 厚

55 長 13.5 幅 7.0 厚

55 長 1 1. 0 幅 6 0 厚

55 長 15.0 幅 7.5 厚

56 長 13.0 幅 7.0 厚

56 長 14.5 幅 8 5 厚

55 長 15.5 幅 7.0 厚

55 長 13.5 幅 7.0 厚

55 長 15.0 幅 7.0 厚

56 長 16.0 幅 7.0 厚

55 長 12.5 幅 7.5 厚

56 長 13.0 幅 8.0 厚

55 長 14.0 幅 8.0 厚

55 長 15. 0 幅 7 0 厚

56 長 14.0 幅 8.0 厚

56 長 15.0 幅 7 5 厚

56 長 13.0 幅 8 0 厚

56 長 12.5 幅 7.5 厚

57 長 16.0 幅 9 0 厚

57 長 16.0 幅 7 5 厚

57 長 16.5 幅 6.5 厚

57 長 14.0 幅 6 5 厚

57 長 17.0 幅 5.5 厚

57 長 14.0 幅 6.0 厚

58 長 14.0 幅 7.0 厚

58 長 15 5 幅 9.5 厚

58 長 16.0 幅 6.5 厚

58 長 14 5 幅 8.0 厚

58 長 15.5 幅 9.5 厚

58 長 16.0 幅 7.5 厚

58 長 16 0 幅 5.5 厚

58 長 15.5 幅 8.0 厚

58 長 16 0 幅 7.5 厚

58 長 15.0 幅 8.5 厚

58 長 12 0 幅 6.5 厚

58 長 14 5 幅 7.0 厚

58 長 13.5 幅 7.0 厚

58 長 13.5 幅 6.5 厚

（単位： cm. g) 

重 駄 石 材 備 考

4 3 重 715 緑簾緑泥片岩 完形

3 6 重 740 安山岩 II 

3. 7 重 480 流紋岩 一部欠損

3.2 重 470 砂岩 完形

3.0 重 575 安山岩 II 

3.5 重 575 絹雲母石墨片岩 II 

4.3 重 745 II II 

2.8 重 900 点紋絹雲母石墨片岩 II 

3.0 重 760 安山岩 一部欠損

3.0 重 635 絹雲母石墨片岩 完形

3.2 重 565 II II 

2.6 重 455 II 覆土完形

5.2 重 780 安山岩 完形

3.9 重 700 緑簾緑泥片岩 II 

5.0 重 800 安山岩 II 

3.3 重 585 II II 

4.6 菫 625 II 一部欠損

4.3 重 950 II 完形

5.6 重 900 石英閃緑岩 一部欠損

4.0 重 900 安山岩 完形

4.3 重 770 石英粗面岩 II 

4.6 重 800 安山岩 II 

3.7 菫 760 II II 

3.5 重 800 II II 

4 8 重 650 II II 

3.7 重 680 II II 

5.3 重 800 II II 

4.3 董 900 II II 

4.0 重 730 流文岩 II 

4.6 重 900 安山岩 II 

4.5 重 650 流紋岩 II 

3.9 重 800 安山岩 II 

4.6 重 1000 II II 

3.9 重 1000 II 11 

5.0 重 1000 II 一部欠損

4.7 重 900 II 覆土完形

2.1 重 370 絹雲母緑泥片岩 完形

3. 7 重 440 砂岩 覆土完形

3. 7 重 705 安山岩 一部欠損

4.4 重 1000 II 完形

6.0 重 850 II II 

4.6 重 900 II 11 

5.0 重 1000 石英粗面岩 II 

3 5 重 670 安山岩 II 

4 2 重 800 II II 

3.3 重 700 II II 

5 7 重 950 熔結凝灰岩 II 

4 6 重 1000 安山岩 II 

4 7 重 640 II II 

4.3 重 770 石英粗面岩 11 

3 5 重 520 輝緑岩 一部欠損

4.4 重 610 緑簾緑泥片岩 II 



5. 溜井状遺構

内匠日影周地遺跡B 区で平安時代と思われる溜井

状遺構 1 基を検出した。

1 号溜井状遺構

位置 C98V96他写真 PL51·60

浅い谷の谷頭に位置し、不定形である。南側は農

5. 溜井状遺構 6. 竪穴状遺構

道のため未調査であり、全体形状を把握できないが、

規模は最大長軸9.2m、短軸2.3~3.6mである。ロー

ム層が消失しており、調査時の掘り込みは 6~34cm

であった。浅間 B軽石の純層が堆積し、その下から

1 • 2 が出土した。 （遺物観察表： 178頁）

備考北端を 1 号溝（暗渠）に切られ、南側をイ

モ穴状土坑に切られる。溝・土坑ともに江戸時代以

降と思われる。

1 wl 

A
 

`
g
 

A' 

吋 吋

A
 ー三→＝一ニ二

土

①黒色土

浅間 B軽石の純層。

②黒褐色土

粘土質の黒褐色土。

③褐色土

汚れたローム質土壌。
゜

L.219.90 
4m 

ー・ ・

・ー＝ー __ 
1 

() 

¥ 
ヽ:--:、｀

g. • • ···土竺，
羞．． .. < `ヽ；べ'`
t.'.‘ょ．：• •• • : 
~,'. ·・ヽ・ •` : •. :̀ ,} 
\-、 -r·，，'え・ 2 

10cm 

第113図 l 号溜井状遺構と出土遺物

立地し、粘土質の土壌を掘り込んでいる。長辺が3.

6. 竪穴状遺構 2~3.5m、短辺が2.0~2.2mの不正隅丸長方形を呈
するが、南西の一部がテラス状に掘り残してある。

内匠日影周地遺跡A区で、古墳時代前期と考えら 遺物古墳時代前期の古式土師器 1 点（ 1) と、

れる竪穴状遺構 1 基が検出された。 1 の隣から縄文土器片が 1 点出土した。

埋没土混入物等のちがいから縄文時代の遺構の埋

1 号竪穴状遺構 没土とは異なっている。

位置 D11 V24他 写真 P L48 • 60 備考本遺構は埋没土及び遺物から、古墳時代前

形状地形が南から北に緩やかに傾斜する場所に 期に帰属する可能性が強い。（遺物観察表： 178頁）
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

A
 

\ 

A 攪乱

①黒褐色土 B. p粒子と炭化粒子を少し含む。②黒褐色土 Y. 

P粒子を主体としたロームプロックを少し含む。③暗褐色土 Y. 

P粒子を主体としたロームプロックを多く含む。

土
1
 

」呈
゜ 10cm 

1 号竪穴状遺構出土遺物

゜
L.223.00 

2m 

1 号竪穴状遺構

--/  | 

7. 溝

内匠日影周地遺跡A区から、平安時代と思わ

れる溝を 2 条検出した。

内匠日影周地遺跡A 区23 • 24号溝

位置 C 90III36他写真 P L 51 

北西方向に傾斜する場所に立地している。 2

条ともに西方向に走行をもつ。重複するような

形で検出されているが、時期差をもつかは不明

である。溝の規模は、 23局溝長さ 5.5m、最大

幅1.55m、深さ 52cm、で24号溝長さ 8.4m、最

大幅1.3m、深さ 30cm、であった。 23号溝の底面

には、柱穴状の土坑が 7 基検出されたが、溝に

ともなうか不明である。埋没土は、軽石を含ま

ない黒褐色土が主体をしめていた。出土遺物は、

平安時代に比定される高台付碗の破片が 3 点出

土したが、小片のため図化できなかった。

備考出土遺物から、平安時代の溝の可能性

が指摘できるが確実ではない。

A
 

A' 

0
』
A

L.222.80 
2m 

土

第114図 1 号竪穴状遺構と出土遺物、日 A23 • 24号溝
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8. 土 坑

図第115~117図 写真 P L48~51 • 60 

総数で25基検出されたが、規格性を見いだすこと

はできなかった。

出土土器から古墳時代後期に比定されるのは、内

匠諏訪前遺跡100号土坑だけである。

（遺物観察表： 177頁）

平安時代の土坑としては、完形（もしくは近い状

態）の土器を出土した日影周地遺跡A区 8 • 18 • 22 

号土坑、日影周地遺跡B 区 6 • 9 号土坑がある。

8. 土坑 9. 遺構外出土遺物

（遺物観察表： 177 頁）

浅間 B軽石を埋没土に含むことから平安時代に帰

属すると考えられる土坑として、諏訪前遺跡A 区

55 • 87号土坑、諏訪前遺跡B 区18 • 21号土坑、日影

周地遺跡 6 • 7 • 9 • 13号土坑がある。

土器及び埋没土から帰属する時期が不明な土坑は、

諏訪前遺跡A 区55 • 87号土坑、諏訪前遺跡B 区17号

土坑、日影周地遺跡A 区19号土坑、日影周地遺跡B

区14号土坑である。帰属時期が不明な 5 基の土坑は、

埋没土等の状況が縄文•江戸時代と異なることから、

消去法的に古墳～平安時代に帰属させた。

第 4 表古墳～平安時代土坑規模一覧 （単位： cm)

地 区 番号 位置 規模（縦 x 横） X 深さ 特 記 事 項 時 期

内匠諏訪前遺跡A区 55 C 80III36 (330 X 192) X 77 不定形。出土遺物なし。 不明

内匠諏訪前遺跡A区 87 C 77IV19 (80) X 18 出土遺物なし。 不明

内匠諏訪前遺跡A区 89 C 79IV12 (124 X 85) X 13 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A区 90 C 72IV19 (74 X 48) X 24 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A区 91 C 76IV22 (560 X 68) X 59 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 92 C 721V25 (217X 92) X 50 出土遺物なし。浅間B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 93 C 73IV27 (230 X 70) X 39 出土遺物なし。浅間B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 95 C 73IV21 (20) X 34 古墳時代後期の土師器を 7 点出土した。 古墳後期

内匠諏訪前遺跡A 区 96 C 711V20 (44 X 32) X 41 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪即遺跡A 区 97 C 711V20 (34) X 43 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 98 C 71IV19 (lOOX 65) X 23 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 99 C 73IV20 (30) X 35 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠諏訪前遺跡A 区 100 C 73IV18 (25) X 23 古墳時代後期の土師器片を10点出土。 古墳後期

内匠諏訪前遺跡B 区 17 C801V40 (209 X 90) X 39 出土遺物なし。 不明

内匠諏訪前遺跡B 区 18 C79IV39 (141 X 60) X 15 出土遺物なし。 不明

内匠諏訪前遺跡B 区 21 C781V35 (125 X 70) X 21 出土遺物なし。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠日影周地遺跡A区 8 D40V58 (100) X 53 完形の高台付碗が 1 点出土。 平安

内匠日影周地遺跡A 区 18 D41 V61 (330 X 110) X 75 完形の坪 2 点と、完形の高台付碗 2 点出土。本文参照。 平安

内匠日影周地遺跡A 区 19 D21Vl7 (352 X 180) X 82 古墳時代後期の土器片 2 点と樽式土器片 2 点出土。 不明

内匠日影周地遺跡A 区 22 D43V67 (? X 130) X 103 完形の尚台付培出土。 平安

内匠日影周地遺跡B 区 6 C 78VI22 (144 X 45) X 78 完形の尚台付塊出土。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠日影周地遺跡B 区 7 C 76Vll3 (262 X 100) X 51 出土遺物なし。浅間B軽石を含む。 平安

内匠日影周地遺跡B 区 9 C 77VI12 (259 X 80) X 42 完形の高台付境出土。浅間 B軽石を含む。 平安

内匠日影周地遺跡B 区 13 C72Vl26 (100 X 90) X 84 出土遺物なし。浅間B軽石を含む。 平安

内匠日影周地遺跡B 区 14 C86Vl32 (? X340) X 141 出土遺物なし。土坑でない可能性もある。 不明

9. 遺構外出土遺物

図第119図 写真 P L60 

に伴わない遺物についてもここで取り扱ったが、資

料操作の段階で、各遺構遺物図に含めてしまったも

のもある。 15 は灰釉陶器であるが、小破片も含めて

1 点のみの出土である。（遺物観察表： 178 • 179頁）

遺構外の出土遺物については、小片を除いて器形

が復元できるものについて図化した。明らかに遺構
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IV 

位
形
置
状

古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区18号土坑

D41 V61他 写 真 P L50 • 60 

地形が緩やかに北から南に傾斜する場所に

立地する。

隅丸長方形を呈するが、中央の一部にふくらみを

もつ。

西側のふくらみから北側の壁にかけて、底面の横

が攪乱（小動物に起因すると思われる） をうけてい

るために、壁の立ち上がりが判然としなかった。

長辺の壁は垂直に近い状態で立ち上がるが、短辺

の壁は若干緩やかに立ち上がる。

長軸は3.3m、短軸1. 1~1.5m、深さは51~75cm、

である。

方

埋没土

平に堆積していた。①～④層は、ほぽ同様の土が互

層をなしていたことから、時間差がない状態で、人

為的な一括埋土が想定される。

遺

位

物

N-3'-W （ほぽ北向きである）

ローム質の土壌が主体をしめる。⑤層は水

図示した 4 点の出土である。

の出土であった。

5 層上面から

（遺物観察表： 177頁）
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゜ 10cm 

①黄褐色土 ローム質土壌。暗褐色土を含む。

②暗褐色土 B.P粒子とローム粒子を少し含む。

炭化粒子を多く含む。

③黄褐色土 ローム質土壌。 B. p粒子を多く含

む。炭化粒子を少し含む。

④褐色土 ローム質土壌中に、暗褐色土を多く含

む。炭化物を少し含む。

⑤黄褐色土 ローム質土壌。炭化粒子を含まない。

゜
L.232.90 

2m 

第115図 日 Al8局土坑と出土遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物
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①暗褐色土

浅間B軽石を少し含

む。

②褐色土

粘土プロックを多く

含む。

内匠諏訪前遺跡A区95号土坑

L.211.20 

゜

A
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内匠諏訪前遺跡A区

100号土坑

①黒褐色土

炭化粒子を多く含

む。粘土質土壌。

②褐色土

粘土質土壌。
20cm 

2
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A 

内匠日影周地遺跡A 区 8 号土坑

①黒褐色土 B. P粒子とローム粒子を斑

状に少し含む。炭化粒子を少し含む。

②褐色土 ロームプロックを斑状に含む。

③褐色土 ローム粒子を少し含む。

_A_. 

A 

内匠日影周地遺跡A区22号土坑

゜
L.232.40 

2m 
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①黒褐色土 炭化粒子を少し含む。②褐色土③暗

褐色土④黄褐色土 炭化粒子を含む。⑤黄褐色土

ロームプロックを含む。⑥暗褐色土 B. p粒子を

含む。⑦褐色土 ⑧暗褐色土 ⑨灰黄褐色土

ここ］Y上
土． l ．土• 内匠日影周地遺跡B 区 6 号土坑

゜
L.216.20 

2m 

①黒色土浅間 B軽石を多く含む。

②黒褐色土浅間 B軽石を少し含む。

第116図
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内匠日影周地遺跡B 区 9 号土坑

①黒褐色土

浅間B軽石を含む。粘性が少しある。

②暗褐色土

浅間 B軽石を含む粘土質の土壌。

□==E 
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諏A95 • 100 •日 A 8 • 22 ・日 B 6 • 9 号土坑と出土遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

土 □` 
A 

A' 

L.212.00 A' 

内匠諏訪前遺跡A区55号土坑

1.褐色土 Y. p粒子を少し含む。粘性は弱い。

2. 褐色土 Y. p粒子と黒褐色土のプロックを少し含む。

3. 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

A
 

A
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ユ

ｮ A
 

L.210.80 _A_ 

L.212.40 _ __!;_ 

ヽ

内匠諏訪前遺跡A 区89号土坑

1.暗褐色土

浅間 B軽石を少し含む。粘性強く

堅く締まる。

A
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L.2!2.4。 A'

内匠諏訪前遺跡A区91号土坑
内匠諏訪前遺跡A 区90号土坑 1.黒褐色土 浅間 B軽石を少
1. 黒褐色土浅間B軽石と炭 し含む。 2. 暗褐色土粘土プ
化粒子を少し含む。 2. 暗褐色 ロックを少し含む。
土粘土プロックを少し含む。

A

□
^
-

t:• 

内匠諏訪前遺跡A区96号土坑

l ．暗褐色土浅間 B軽石と粘土

のプロックを多く含む。

A
 

L.210.80 ユL. ／
：
ー
ロ

内匠諏訪前遺跡A区97号土坑

1.暗褐色土浅間B軽石と粘土

のプロックを多く含む。

A
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A
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ロ
内匠諏訪前遺跡A区98号土坑

1 ．黒褐色土

浅間 B軽石粘土のプロックを多く

含む。
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A
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L.211.20 A' 

A
 

A' A @@s_ 
A L.215.40 A' 

ーロ
内匠諏訪前遺跡A 区92号土坑

l ．暗褐色土浅間 B軽石を少し含む。

2. 黒色土 粘土と黒褐色土を斑状に含む。

入）
A • .K 

A.  L.212.20 _ ___t;_ 

了 1.黒褐色土

浅間 B軽石と粘土のブ

ロックを多く含む。

上→ A' 

内匠諏訪前遺跡A区93号土坑

1.暗褐色土 浅間 B軽石を少し含む。

2. 褐色土粘土プロックを含む。

3. 黒褐色土 粘土粒子を少し含む。

内匠日影周地遺跡B 区13号土坑

1.黒色土 浅間 B軽石を少し含む。

2. 黒褐色土 1 陪に似るが、ローム粒子を少

し含む。

3. 黒褐色土 2 層に似るが、締まりが弱い。

4. 褐色土汚れたローム質土壌。

A 0 A 

1. 暗褐色土

粘土粒子を多く含む。

堅く締まる。

A.一攪 . A' 

内匠諏訪前遺跡A 区99号土坑 内匠諏訪前遺跡A 区87号土坑
。 2m 

第117図諏A55 • 87 • 89 • 90 • 91 • 92 • 93 • 96 • 97 • 98 • 99 日 B13号土坑
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ユ

1.褐色土

砂粒を少しと、

ロームプロック

を多く含む。

ユ 2. 黄褐色土
砂粒を少しと、

暗褐色土のブ

ロックを多く含

む。

IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

A 口 A' 
A Ila'¥ II A' 

A L 212 90 A' 

A 

一
L 213 80 ユ¥~

ヽ上／

A L.214.10 A' 

一内匠諏訪前遺跡B 区17号土坑

内匠諏訪前遺跡B 区18号土坑

1.暗褐色土

浅間 B軽石を多く含む。

内匠諏訪前遺跡B 区21号土坑

1.黒褐色土

浅間 B軽石を少し含む。

2. 黒褐色土

1 層に似るが粘性が強い。

A
 

_A_. 

ｮ 土

L.230.90 A' 

A
 

A' 

内匠日影周地遺跡A 区19号土坑

1.黒褐色土粘性は弱いが締まりは強い。 2. 黄褐色土堅く締まる。

3. 暗褐色土粘性が強い。 4. 暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

吋

ロ
崎
写

母
..J 

` 

」 L.216.30 ユ

内匠日影周地遺跡B 区 7 号土坑

1.黒褐色土

浅間 B軽石を多く含む。

2. 暗褐色土

1 層に似るが、ローム粒子を少し含む。

1.黒色土

白色のパミスを含む。

2. 黒色土

l 層に似るが、汚れた

ロームプロックを少し

含む。

3. 黒褐色土

1 層に似るが、汚れた

ロームプロックを多く

含む。

4. 黄褐色土

ローム質土壌。

吋 内匠日影周地遺跡B 区14号土坑 吋
。 2m 

第118図諏B17 • 18 • 21 ・日 A19 ・日 B 7 • 14号土坑
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□ ロ
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゜
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゜
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第119図遺構外出土遺物
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡A 区18号土坑出土遺物（第115図、 PL 60) 

土器 （単位： cm)

番 万ロ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 完形 口 12 0 ①酸化・普通 ②明 ロクロ整形。底部手持ち箆削り。 内面黒色処理。暗文

坪 高 3.7 褐色 ③礫（チャー 口縁部内面は暗文と同一手法による磨きが施され

底 5 0 ト）を少最含む。 る。

2 口縁部一 ロ 12 0 ①酸化・普通 ②明 ロクロ整形。底部手持ち箆削り。 内面黒色処理。暗文

坪 部欠損 高 3.7 褐色 ③礫（チャー 口縁部内面は暗文と同一手法による磨きが施され

底 5 0 ト）を少最含む。 る。

3 ほぽ完形 口 12 8 ①還元・軟 ②灰白 内外面共にロクロ整形（右回転）。

須恵器 高 5.8 色③礫を少量含 底部は回転糸切り無調整。

高台付婉 底 5 4 む。 付高台。

4 高台一部 ロ 13.1 ①還元・軟 ②灰オ 内外面共にロクロ整形（右回転）。

須恵器 欠損 高 5.5 リーブ色 ③礫を少 底部は回転糸切り無調整。

高台付婉 底 5.9 量含む。 付高台で 2 ケ所刻みを持つ。

内匠諏訪前遺跡A 区95号土坑出土遺物（第116図）

土器

: : : I ::よ態 1 ：きさ□ 1 言詈；；： 1 外面横器上。：；：：。整形の特徴
ミスを少量含む。

（単位： cm)

備考

内外面共に器面の荒れが

著しい。

内匠諏訪前遺跡 A 区100号土坑出土遺物（第116図）

土器

: : : 1 :：ど： 1 :きさ□ 1言言皇 1 胴部外器ふl•り口こ：：形の特徴
ミスを少量含む。

（単位： cm)

備考

丸底の長胴甕か。

内匠日影周地遺跡A 区 8 号土坑出土遺物（第116図、 PL 60) 

土器

番 号 I 残存状態 I 大きさ l ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備

（単位： cm)

考

1 高台部ーロ

須恵器部欠損 高

高台付塊 底

14. o I ①酸化・普通 ②淡 1 内外面共にロクロ整形（右回転）。
黄色③礫と砂を少 底部は回転糸切り無調整。

＿，量含む。

内匠日影周地遺跡 A 区22号土坑出土遺物（第116図、 PL 60) 

土器

番 号 I 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備

（単位： cm)

考

1 口縁部口

須恵器～底部 高

坪底

13.8 ①還元・軟②鈍い 内外面共にロクロ整形（右回転）。

7.8 黄褐色 ③礫と砂を 1 底部は回転糸切り無調整。
5.6 少絨含む。

内匠日影周地遺跡 B 区 6 号土坑出土遺物（第116図、 PL 60) 

土器 （単位： cm)

番 号 I 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 完形 口 12.6 ①還元・軟②鈍い 内外面共にロクロ整形（右回転）。

須恵器 高 5.3 黄橙色③礫（結晶底部は回転糸切り無調整。

高台付塊 底 6.2 片岩・石英）を少星

と砂を多量に含む。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 B 区 9 号土坑出土遺物（第116図）

土器

；三 I :□: I iき1:: I 言：；言[]:``：二：この特徴
備

（単位： cm)

考

内匠日影周地遺跡 B 区 1 号溜井状遺構出土遺物（第113図、 PL 60) 

土器 （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 17.0 ①酸化・軟 ②鈍い 内外面共にロクロ整形（右回転）。 器面の荒れが著しい。

高台付婉 ～底部 高 6.2 橙色 ③礫（結晶片 付高台。底部の調整は不明。

底 7.4 岩・石英）と砂とパ

ミスを少量含む。

2 底部片 ロ ①酸化・普通 ②鈍 内外面共にロクロ整形（右回転）。

坪 吉回 い橙色 ③礫（結晶 底部は回転糸切り無調整。

底 4.6 片岩•石英）と砂と

パミスを少量含む。

内匠日影周地遺跡A 区 1 号竪穴状遺構出土遺物（第114図、 PL 60) 

土器

: ] : 1 ：三 1::2:: 1言三I ；：部器］｀｀整形の特徴
備

（単位： cm)

考

遺構外出土遺物（第119図、 PL 60) 

土 器・土製品 （単位： cm)

番 万にコ 残存状態 大きさ ①焼成②色調③胎土 器形・成形・整形の特徴 備 考

1 口縁部 口 (24.0) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 C80IIl13G 

土師器 ～胴部片 高 い橙色 ③礫（結晶 胴部 外面は横箆削り。内面撫で。

甕 底 片岩・石英）と砂と

パミスを少量含む。

2 口縁部片 口 (21.2) ①酸化・普通 ②褐 口縁部 内外面共に横撫で。 C 77IIl13G 、 C77IIl15G

土師器 高 色③礫（結晶片 胴部 外面は横箆削り。内面撫で。 C83IIl12G 、 C78IIl12G

甕 底 岩・石英）と砂を少

量含む。

3 口縁部 ロ 21.4 ①酸化・普通 ②橙 口縁部 内外面共に横撫で。 C78IIl23G 

土師器 ～胴部片 吉回 色③砂を少量含 胴部 外面は斜め箆削り。内面撫で。

小型甕 底 む。

4 胴部片 ロ ①酸化・普通 ②鈍 胴部 外面箆削り。内面撫で。 C67III41G 

土師器 吉回 い褐色 ③礫（結晶

甕 底 片岩・石英）を少星

と砂を多量に含む。

5 口縁部 口 (13.6) ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 内匠諏訪前遺跡A区 4 号

土師器 ～底部％ 高 4.5 い橙色 ③礫（結晶 体部 外面箆削り。内面撫で。 住居の隣接グリッド

坪 片岩•石英）を少量

含む。

6 口縁部 ロ 11. 7 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 C75Illl5G 

土師器 ～底部％ 高 4.4 い黄橙色 ③砂を多 体部 外面箆削り。内面撫で。 体部肥厚

坪 星に含む。

7 口縁部 ロ 12.0 ①酸化・普通 ②鈍 口縁部 内外面共に横撫で。 C 72III24G 

土師器 ～底部％ 高 4 5 い橙色 ③砂を多量 体部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 に含む。

8 口縁部 口 (12.0) ①酸化・普通 ②暗 口縁部 内外面共に横撫で。 内匠諏訪前遺跡B 区

土師器 ～底部％ 高 4 3 褐色 ③砂を少量含 胴部 外面箆削り。内面撫で。箆あたり痕。

坪 む。
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IV 古墳～平安時代の遺構と遺物

1 番 号 1 残存状態 I 大きさ I ①焼成②色調③胎土j 器形・成形・整形の特徴 l 備 考］, 口縁部 ロ 10 2 ①酸化・普通 ②灰 口縁部 内外面共に横撫で。 内匠諏訪前遺跡A 区 4 号

土師器 ～底部％ 高 2.9 褐色 ③砂を少量含 胴部 外面箆削り。内面撫で。 住居

坪 む。

10 口縁部 口 (13.9) ①酸化・普通 ②橙 内外面共にロクロ整形（右回転）。 C 77IIl33G 

杯 ～底部％ 高 4.7 色③礫（結晶片 底部は回転糸切り無調整。

底 (7.1) 岩・石英）と砂とパ

ミスを少量含む。

11 完形 口 15.0 ①酸化・普通 ②橙 碗部分及び高台部共にロクロ整形，（右回転）。 内匠日影周地遺跡A 区 l

高台付碗 高 6.2 色③砂を少量含 付高台。 号方形周溝墓

底 8.0 む。 焼成時の歪み。

12 完形 口 15.0 ①酸化・普通 ②明 碗部分及び高台部共にロクロ整形（右回転）。 内匠日影周地遺跡A 区 1

高台付境 高 6.0 褐色 ③砂を少量含 付高台。 号方形周溝墓 内面黒色

底 6.8 む。 体部内面はロクロ整形後、横方向の磨き。 処理。焼成時の歪み。

13 ほぼ完形 口 12.6 ①酸化・普通 ②褐 内外面共にロクロ整形（右回転）。 内匠日影周地遺跡A区 l

坪 高 3 4 色③砂を少量含 底部は回転糸切り無調整。 号方形周溝墓

底 6 7 む。

14 体部～脚 ロ ①酸化・普通 ②褐 塊部分及び高台部共にロクロ整形（右回転）。 C 75IIl18G 

高台付塊 部 高 色③砂を少量含 付高台。

脚 6.4 む。

15 底部片 ロ ①還元・硬②灰白 ロクロ整形。付高台。漬掛けの可能性が大きい。 内匠日影周地遺跡B 区表

灰釉陶器 高 色 ③央雑物をほと 採

皿 底 (6.0) んど含まない。

16 径 (7.0) ①酸化・普通 ②黄 外面縦箆削り。内面箆整形。 D42IV25G 

土製品 褐色 ③礫（結晶片

羽 ロ 岩・石英）と砂を多

量に含む。

石器 （単位： cm. g) 

番：：号］『呉 I : ／言国言 I ミ：：こ：：ロニ：作時の擦：。J孔：躙」：；り穿孔を|：：：：：：：：：：
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1. 検出された遺構の概要

内匠諏訪前遺跡A区東側で、屋敷跡が 3 カ所検出

されたが、それ以外は墓14基・溝40条（内 暗渠は

9)• 土坑16基•井戸 1 基・畠 1 カ所である（屋敷に

含まれるものは除く）。また、内匠諏訪前遺跡A区西

側で、 5 つの礎石様の遺構を検出した。

（第201~203図参照）

2. 屋敷跡

内匠諏訪前遺跡A区東側で検出した屋敷跡は、 1

~3 号屋敷である。 2 号屋敷は火事により家屋が焼

失していた。火災後、天明 3 年(1783年）の浅間山

の噴火に伴う軽石（浅間A軽石）が降下している。

1 号屋敷は、 2 号屋敷の東側に位置し、浅間A軽石

降下後に敷地造成を行っている。 3 号屋敷は、 2 号

屋敷の西側に位置するが屋敷地の可能性は弱い。

2 号屋敷

位置 C 77III44他方位 N-10°― E

写真 P L62~64 • 78~80 

立地屋敷は東西に細長い馬背状丘陵上で地形が

北西方向に 11゜傾斜する場所に立地している。東側に

1 号屋敷が隣接するが、さらに 1 号屋敷の東側には

丘陵を分断する谷が入る。微視的にみれば屋敷地の

立地する場所は東側が高くなっている。

年代屋敷は、出土した肥前系磁器の年代から、

18C前～中葉にかけて成立し、浅間A軽石が降下し

た天明 3 年 (1783年）にかなり近い段階で火災に遭

遇して廃絶したと思われる。

規模斜面を切り盛りして屋敷地の平坦面を造成

している。屋敷地の北西部分には13基の墓拡がある

180 

が、調査前に重機を使用した改葬が行われ大きく攪

乱されているために一部形状が不明である。なお、

墓拡は 2 号屋敷とは直接関係ない (240 頁参照）。

平坦面の長辺は21.lm、短辺は11.3mであり、面積は

238.4面（推定）の広さであった。また、建物があっ

たと想定される溝の内側は長辺13.lm、短辺10.3m

であり、面積は134.9面（推定）の広さであった。お

およそ、屋敷地の北西部分が盛土部分にあたり、南

東部分を中心に切り土が行われている。

施設屋敷地内で 2 号屋敷に伴う遺構として、敷

地の南西隅で出入口施設が検出され、さらに、溝 1

条と土坑 4 基が検出されている。また、屋敷地南西

隅から約 9m離れて井戸が 1 基検出されている。

出入口施設は地山を掘り残してつくられており、

両側に溝（13号溝）をもつ。

溝 (13号溝）は、出入口施設に沿う部分と、建物

があったと想定される部分の外側を一周巡るように

あったと思われるが、両者はほぽつながっており一

体のものである。西辺の南端近くに桝形に掘られて

いる箇所が存在し、 32号土坑も桝形部分と同様に溝

に伴う機能をもっていた可能性がある。一周巡る溝

は、北辺の一部と西辺の大部分を墓拡改葬時の攪乱

により消失する。さらに、東辺の一部がとぎれるが、

調査の際に判別がしづらい部分でもあったことか

ら、本来的にはつながっていた可能性が強い。但し、

南西隅の一部は溝が明らかに掘られていなかった。

また、出入口施設に沿って掘られている溝は、西端

を14号溝（近現代の所産）に切られていた。溝の深

さは最大10cmであるが、桝形部分は25cmである。

土坑は 4 基検出されている。

32号土坑は、溝と重なっているが、位置および埋

没土などの状況から、溝と一体の遺構である可能性

が強い。 86局土坑は盛土断ち割り調査の際に、検出

された。 33号土坑は、その位置から、家屋内の土坑

である可能性が強い。



68号土坑は家屋外である可能性が強く、本来は桶が

埋設されていたことから便所と考えられる。

井戸 (3 号井戸）は、屋敷地から離れた場所に位

置するが、埋没土に浅間A軽石を多量に含み、皿(3

井戸ー 4) と香炉 (3 井戸ー 3) が屋敷地内から出

土した破片と接合関係をもつことなどからも、 2 号

屋敷にともなう井戸である可能性が強い。

埋没土生活面直上の土層 (4 層）は、炭化材や焼

土粒を多く含んでいた。また、 4 層上には浅間A軽

石 (3 層）が堆積している。浅間A軽石は、切り土

された部分で厚く堆積しており、東端では、 lm以上

の厚さである。 3 層は、浅間A軽石だけで構成され

るが、降下時の純層と思われるのは10cm ぐらいの厚

さである。また、屋敷地北側では、浅間A軽石の純

層は検出されていない。

盛土屋敷地の北西部分を中心に盛土がおこなわ

れている。 6 層が盛土土層で、下部はロームが少な

く、上部はローム及び粘土ブロックを多く含む。平

坦面の北端から3.4m北が、盛土の末端である。

建物跡 柱穴は精査したが検出されなかったことか

ら、掘立の建物であった可能性は弱い。また、 33号

土坑の北東部分に石が 2 点検出されたことから、石

場建てである可能性がある。

焼失状況 火事の痕跡を示すものとして、埋没土及

び 2 次的に被熱した遺物以外に、 1 号炭化物と炭化

材などがある。 1 号炭化物は、編んだ竹を挟んだ壁

材であり、炭化材の多くは建築材である。（樹種の詳

細は付篇 1 参照）

また、屋敷地南辺の溝に沿った、幅約 2mの間で炭

化した茅？ （屋根材）が多く検出され、この部分の

面は焼土化していた。

遺物 4 層を中心として磁器112点、陶器171点、

軟質陶器128点、土製品13点、金属類53点、砥石 3 点、

の破片が出土した。 2 次的に被熱しているものが多

かったことや、面的な分布や接合関係などから、殆

どが、 2 号屋敷に伴う遺物である。

磁器112点の内訳は、碗72点、皿25点、小盃 7 点、

徳利 8 点、であり、碗 2 点と小盃 2 点は 1 層から出

2. 屋敷跡

土したが、他の破片は 2 • 4 層から出土している。

磁器の分布（第120~122図参照）は溝の内側域に集

中しており、特に南西部分に集中している。

個々の接合関係は広範であるが、器種による偏在

も見いだせない。また、皿 4 点の破片が 3 号井戸の

1 片と接合している。図示した磁器の中で、 3 は 1

層から出土しており 2 号屋敷に伴わない可能性があ

るが、他は 2 号屋敷に帰属する。磁器はすべて肥前

系で、製作年代は18世紀代である。

陶器169点の内訳は、碗57点、皿20点、土瓶33点、

香炉23点、徳利12点、揺鉢 9 点、片口鉢 6 点、灯明

皿 7 点、不明 2 点であり、碗21点、土瓶 1 点、擢鉢

1 点、不明 2 点、は 1 層から出土したが、他の破片

は 2 • 4 層から出土している。陶器の分布（第

120~123図参照）は溝の内側域に集中している。香

炉 2 点の破片が 3 号井戸の 1 片と接合している。図

示した陶器の中で、 37 と 47 は 1 層から出土しており

39 は17世紀代の遺物であることから 2 号屋敷に伴わ

ない可能性があるが、他は 2 号屋敷に帰属する。

陶器の産地は、肥前系の陶胎染付と瀬戸・美濃系が

大半を占めるが、 34 は不明である。

軟質陶器は128点が出土し、 38点が 1 層から出土

し、他は 2 • 4 層から出土している。図示した軟質

陶器の中で、 45 は 1 層から出土したが、他は 2 • 4 

層から出土した。また、土製品はすべて 2 • 4 層か

ら出土している。

砥石 3 点の中で、 54 は 1 層からの出土である。

金属類53点の内訳は、釘29点、銭 4 点、煙管類 7

点、鋏 1 点、切羽 1 点、小刀 2 点、不明 9 点、であっ

た。すべて 2 • 4 層からの出土である。金属類は分

布に偏在性が認められる（第124図参照）。

（遺物観察表： 224~227頁）

備考重複関係は前述した以外に、屋敷地東部で

1 層中に畠が検出され、溝の南東隅で 2 号井戸が調

査されたが、両者ともに 2 号屋敷より新しい遺構で

ある。また、屋敷地から離れた東側で浅間A軽石を

多量に含んだ土坑（内匠諏訪前遺跡A 区14号土坑）

が検出されている。
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v 江戸時代以降の遺構と遺物
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2. 屋敷跡
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v 江戸時代以降の遺構と遺物
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2. 屋敷跡
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v 江戸時代以降の遺構と遺物
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2. 屋敷跡
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v 江戸時代以降の遺構と遺物
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2. 屋敷跡
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

2 号屋敷 3 号井戸

位置 C 83III50他写真 P L64 • 80 

規模は直径1.15m、深さ 2.95mであった。上部に石

組の一部が残存する。 7 層がA軽石降下時の純層だ

が、 2~6 は人為的に埋められている。 1~4 は 6

層上面から、 5 は 8 層から出土した。 3 • 4 は 2 号

屋敷と接合関係をもつ。 （遺物観察表： 228頁）

A
 

④ 
A' 

A
 

A' 

ロニ
ロニ」3(%)

〇 2m 

埋没土層

1.にぶい黄

褐色土

浅間A軽石中

に炭化物と黄

褐色土を少し

含む。

2. 浅間A軽

石中に黒色土

を少し含む。

3. 暗褐色土

粘土質土壌。

4. 黄褐色土

砂質の土層。

5. 浅間A軽

石を主体とす

る。

6. 暗褐色土

浅間A軽石を

少し含む。石

組の崩落石を

含む。

7. 浅間A軽

石降下時の純

層。

8. 黒色砂質

＼、土

口゚
1 : 3 10cm 

第129図 2 号屋敷 3 号井戸と出土遺物

2 号屋敷32号土坑 2 号屋敷86号土坑

位置 C77IIl41 写真 P L64 位置 C7 4Ill43 写真 PL-

溝に伴う桝形の土坑である。長辺98cm、短辺84cm、 盛土断ち割り調査の際に検出された。径41cm、深さ

深さ 26cmであった。遺物の出土はなかった。

ロ・ロ 4A-
A A' . .  

こ

埋没土層

1.黒褐色土

炭化物と焼土を多

く含む。

2. 黒褐色土

焼土粒子と炭化粒

子を少し含む。

゜

45cm、の規模で遺物の出土はなかった。

? 
上〇よ

A A' 

V 
L.209.70 

2m ゜
L.209.40 

2m 

第130図 2 号屋敷32 • 86号土坑
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2 号屋敷33号土坑

位置 C 77III43他写真 P L64 • 80 

位置的に家屋内の可能性が強い。径1.46 x 1. 30cm、

深さ 0.84cm、の隅丸長方形に近い楕円形を呈する。

図示した遺物が出土した。 （遺物観察表： 228頁）

2. 屋敷跡

2 号屋敷68号土坑

位置 C 76III38他写真 P L64 

桶を埋設した便所と思われ、底面に側板部分が溝

状に検出された。径88cm、深さ 43cm、で掘り方部分

はひとまわり大きい。遺物の出土はなかった。

シ
）
口

/// 

A 

土 土
33坑ー1 昌＼

A
 

土
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゜
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1.暗褐色土浅間A軽石と焼土を少し含

む。 2. 暗オリープ褐色土 A軽石と炭化

粒子を多く含む。 3 ．黄褐色土粘土プロッ

ク 4. 暗褐色土 2 層に似る。 5. 黒褐

色土 A軽石を含まない。

2
 

坑33 

゜

ロ
ロ
二
〇

L.209.50 
2m 

10cm 

埋没土層

1. 暗褐色土 焼土プロックと炭化物と黒

色土のプロックを多く含み、粘性・締まり

ともに弱い。浅間A軽石を含まない。

2. 暗褐色粘土 掘り方の土層で粘性強く

堅く締まる。

第131図 2 号屋敷33 • 68号土坑と出土遺物

2 号屋敷 1 号炭化物 れている。竹は編まれた状態で、他の建築材も一緒

位置 C 78III44他 写真 P L63 に検出された。なお、 1 号炭化物の南側では、炭化

壁が崩落したもので、壁土に挟まれた竹が検出さ した屋根材が多量に検出された。（付篇 1 参照）
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第132図 2 号屋敷 1 号炭化物
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷

位置 C 84III18他方位 N-13°―E

写真 P L65~73 • 81~84 

立地屋敷地は東西に細長い馬背丘陵上で、地形

が北西方向に傾斜する場所に立地している。西側に

は 2 号屋敷が位置し、東側に丘陵を南北に分断する

深い谷が入り、屋敷地は谷の斜面を切り盛りして平

坦面を造成している。

年代屋敷の成立は、屋敷地造成時の盛土下に天

明 3 年 (1783年）に降下した浅間A軽石の純層が堆

積し、また浅間A軽石の上はすぐに盛土となること

から、浅間A軽石降下後のかなり早い段階であろう

ことが推察できる。

屋敷の存続期間は、 1 号井戸から出土した 2 つの

墓石の年代が文化11年(1814年）と文政5年 (1822年）

であることから、この時期までは存続していたと思

われる。

さらに、屋敷地は明治 5~6 年 (1872~1873年）

に作成された壬申地籍図（第232図）では新下畑と

なっていることから、この段階では既に屋敷は廃絶

している。

テラス 平坦面は 2 面造成されている。東側を I テ

ラス、西側を II テラスと呼称し、 I テラスは II テラ

スより約50cm低く、その間には 1 号溝が入る。 I テ

ラスの調査した範囲は約1/2で、調査区より南側にさ

らに約30m程広がっている区域は調査範囲外であ

った。調査範囲内では 4 号井戸近辺の南西部分が切

り土であるが、他の部分は盛り土によって平坦面が

造成されている。 I テラスの規模は、東西最大19.7m

で南北最大50.6m （調査部分は20.6m) で面積は推定

742m' （調査部分は246mりである。 I テラス内では

建物跡 1 棟、溝 1 条、土坑 6 基、井戸 1 基が検出さ

れているが、 II テラス内の検出遺構数に比べると少

ない。

II テラスはおおよそ211.25mのコンタラインを境

として南西側が切り土、北東側が盛り土である。 II

テラスは南西隅の一部が調査範囲外であるが、ほぽ

全域を調査できた。形状はほぽ長方形を呈し、規模

194 

は、東西最大33.lm、南北最大2 1. 9mで面積は631m'

（推定）である。南側切り土上面と、 II テラスとの

比高は約 2mである。屋敷地に伴う諸施設の大半は

II テラス内で検出されている。

埋没土 l 層が埋没土にあたるが、表土と一体で約

20cmの厚さであった。調査前の状況が部分的に雑木

林であったことから約10cmの表土を大型重機で除去

し、その後人力による調査を行った。なお、調査工

程の都合上盛土部分も大型重機を使用したが、反省

点としてあげられよう。

施設屋敷地内の施設は、建物跡 2 棟・溝11条・

土坑39基•井戸 2 基•石垣 2 カ所・集石 2 基が検出

されている。さらに、屋敷地の西側は最大 1 m20cmの

盛り土による土塁状の施設があり、盛り土最高部と

II テラスとの比高は、最大 2 m25cmである。この土塁

状の施設と、南側の切り土によって屋敷地は西側と

南側が囲まれた状況を呈する。

屋敷地へ入る道は、発掘調査では検出できなかっ

たが、調査前には北側から I テラスの西側に入る道

が存在していた。 （第133図）

建物跡は 2 棟が検出された。

1 号建物は 2 間 X 6 間（？）、 2 号建物は 1 間 X 3 

間（？）の規模である。いずれの建物も明瞭な礎石

を検出できず、土をつき固めた土台が確認されたに

すぎない。また、 II テラス内の 3 号溝（北側）、 4 号

溝（西側）、 8 号溝（南側）、 6 号溝（東側）に区画

された区域に母屋が想定されるが、母屋と思われる

建物跡や土間などの施設は検出できなかった。

溝は11条検出されているが、いずれの走行も屋敷

地の東西及び南北の軸線とほぽ一致する。

2 号溝と 3 号溝、 6 号溝と 7 号溝、 8 号溝と 9 丹

溝は、ほぽ平行して結果的に 2 条 1 対の検出状況で

あるが、それぞれが時間差をもつのか併存するかは

不明である。 11号溝と 12号溝は小規模であるが、他

の溝は屋敷地内の区割りや建物跡と関連する可能性

が強い。

各溝の規模（のべの長さ x 最大幅 x 深さ）は、 1

号溝： 17.1X0.61X0.27m、 2 局溝： 19.3X0.85X



0.27m、 3 号溝： 27.3 XO. 70 XO. 23m、 4 号溝： 16.

7 X0.63 X0.30m、 5 号溝： 12. 1 XO. 60 X O. 25~0.42 

m、 6 号溝： 14.1X0.48X0.27m、 7 号溝： 14.2X0.

60X0.31~0.36m、 8 号溝．・ 18.2 XO. 85 XO. 22m、 9

号溝： 15.3 XO. 40 XO. 07~0.15m、 11号溝： 2.5X0.

28X0.07m、 12号溝： 1.7 X O. 34 X O. 28m、である。

遺物の出土状況については223頁に記載した。

土坑39基の中で特徴的なものとして、桶を埋設す

る土坑がある。 1 • 2 • 3 • 6 • 8 (?) • 24 • 17 • 

18 • 34 • 27 (?) • 40号土坑の11基が該当するが、桶

材は検出されなかった。桶埋設土坑は、すべて掘り

方部分が粘土でつくられている。また、 1 • 2 号土

坑と 18 • 34号土坑は掘り方を共有しており、それぞ

れ 2 基で対をなしていたと思われる。また、遺物と

ともに自然礫が廃棄される土坑が多かった。この桶

埋設土坑の用途としては人糞をふくむ液体貯蔵の施

設などが考えられよう。

21 • 29号土坑は、長方形の掘り込まれた土坑内に

多量に自然礫を含む集石土坑である。

井戸は 2 基検出されている。

2 基の井戸ともに12m以上の深さであった。いず

れの井戸も上部に石組があったと思われ、埋没土の

上層から多くの自然礫が出土している。 1 号井戸か

らの出土遺物が多く、 18C末葉以降の遺物が出土し

ている。また、井戸の上屋に拘る遺構は検出できな

かった。なお、『群馬縣北甘築郡史』 1928年に記載さ

れている「ジャンジャン井戸」は地元の伝承などか

らも 1 号井戸である可能性が強い。

石垣は 2 カ所で検出されたが、部分的な検出であ

り、 2 号石垣は石垣としての機能を果していたとは

考えにくい。

集石はいずれも II テラスの北側で検出された。 1

号集石の下面は固くしまっていた。

遺物屋敷地内の諸施設からは、 1 号井戸を中心

として多くの遺物が出土したが、 I テラスや II テラ

スといった平坦面からの遺物出土量は少ない。特に、

I テラスからの出土遺物は少なく、図化できうる遺

物が出土しなかった。

2. 屋敷跡

出土遺物の年代は、 18C末葉以降のものが主体を

しめ、 2 号屋敷の出土遺物よりも新しい傾向を示す。

このことは、 1 号屋敷が天明 3 年以降につくられて

いる事実とも合致し、出土遺物の大半は、 1 号屋敷

廃絶に伴うものである可能性が強いといえる。また、

明治以降の陶磁器類が井戸を中心に出土している

が、先に述べたように、明治 5~6 年段階では既に

屋敷が廃絶していることから 1 号屋敷には直接関係

しない遺物である。

図化した遺物は52点（井戸等の諸施設分は除く）

であるが、他の遺物は小片であったり遺存状態が悪

いなどの事情により図化できなかった。図化遺物52

点の内訳は、磁器茶碗 9 点、磁器飯碗 4 点、磁器猪

口 3 点、陶器茶碗 3 点、陶器鉢類 7 点、半胴甕 1 点、

盤 1 点、陶器徳利 1 点、播鉢 4 点、焙烙 3 点、火鉢

2 点、土（石）製品 4 点、金属類10点である。この

中で、 1 は伝世品の可能性が強い色絵の磁器茶碗で

あるが、本遺跡から出土した色絵磁器はこの 1 点だ

けである。 28の緑釉盤は、中世の所産で 1 号屋敷に

は伴わない。図化できなかった陶磁器片の点数は272

点 (I テラス 37点、 II テラス 235点）である。各テラ

スの内訳は、 I テラスでは、磁器碗 9 点、磁器皿 l

点、磁器徳利 1 点、磁器小盃 l 点、陶器碗 8 点、陶

器皿 2 点、陶器鉢 2 点、擢鉢 1 点、焙烙12点である。

II テラスでは、磁器碗91点、磁器皿 1 点、明治以降

の磁器 4 点、陶器碗19点、陶器鉢17点、甕類 5 点、

揺鉢 8 点、焙烙80点、火鉢10点であった。また、図

化できなかった金属類は、 I テラスで釘 4 点、 II テ

ラスで寛永通宝 4 点、釘16点、不明 6 点であった。

屋敷地内の諸施設も含めて、遺物の接合関係は第

135~137図にしめした。

（遺物観察表： 228~230 頁）
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2. 屋敷跡
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2. 屋敷跡
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2. 屋敷跡

1 号屋敷 1 号井戸

位置 C 86III29他写真 P L 67 • 82 • 83 

直径2.30m、深さ 12.40mの規模の井戸である。東

側で31号土坑と重複するが、切り合い関係は認めら

れないことと、土坑内に石が充填されていることな

どから、井戸の付帯施設の可能性が強い。埋没状況

は、深さ 11.30m までが人為的な埋め土であり、1.

20~1.80mの間では上部石組が崩れたと思われる径

15~20cmの石が、 4.50~7.50mの間では径50~70cm

の石が多量に出土している。出土遺物の中で、陶磁

器類はほぼ図化したが、深さ 1 1. 30m～底面にかけて

出土した木器類（板片・桶底など）は資料化できな

かった。大半の遺物を一括して取り上げたため、出

土位置は不明だが38 • 39 • 40 はそれぞれ深さ 6.50 • 

6. 90 • 6. 70mの高さで出土している。

他の遺構との接合関係は第137図に示したとおり

である。 （遺物観察表： 231~233頁）
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2. 屋敷跡
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2. 屋敷跡

1 号屋敷 4 号井戸

位置 C90III16 
A 

写真 P L67 • 84 

径1. 50 X 1. 27m、深さ 12.30m

の規模の井戸である。深さ 3m

までは埋没せずに開 □していた。

出土遺物はほぼ図化したが、深さ 1 1. 40m～底面に

かけて出土した木器類（板片・桶底など）は資料化

できなかった。大半の遺物を一括して取り上げたた

め、出土位置は不明である。 1 号井戸と接合関係を

もつ（第137図）。 （遺物観察表： 233 頁）
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1 号屋敷 1 号建物 と思われるが、調査時には既に石は消失していた。

位置 C 84IIl14他 写真 P L66 半円状の掘り方をもち、土をつき固めて土台とし (P

I テラスで検出された。 2 間 X 6 間（？）の規模 L66) 、その上に礎石を置いて建物を構築していたと

であり、 11基の土台を検出した。石場建てであった 考えられる。遺物の出土はなかった。
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黒色土中にローム粒

子と浅間A軽石を少

し含む。

2. 黄褐色土

建物跡の土層。

ローム中に黒色土を

横縞状に含み堅く締

まる。

3. 暗褐色土

建物跡の土層。

黒色土中にローム粒

子を斑状に含み堅く

締まる。

4. 1 号屋敷を造る

さいの盛土。黒色

土・ローム・浅間A

軽石それぞれを主体

とした土層が互層を

なす。 (1 号屋敷内 l

号石垣の土層注記参

照）

5. 褐灰色土浅間
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第145図 1 号屋敷 1 号建物
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1 号屋敷 2 号建物

位置 C86Ill20他写真 P L66 

II テラスの東寄りで検出された。 1 間 X 3 間（？）

の規模であり、 5 基の土台を検出した。柱穴状の掘

碍

2. 屋敷跡

り方をもち、土をつき固めて土台とし、礎石を置い

て建物を構築していたと思われるが、礎石は小礫を

検出できたにすぎない。遺物はp 5 内から 1 が出土

しただけである。 （遺物観察表： 233頁）
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1 号屋敷 1 号石垣

位 置 C 80III30他 写 真 P L65 • 66 

屋敷西側にある土塁状施設盛り土部分の土留的な

役割をもつ石垣である。表面に大きな自然石を積み

あげ、小礫を裏込めに使用している。石垣の長さは

4.30mであるが、石垣が土塁状施設全面に巡ってい

た可能性は弱い。盛り土の土層観察から、盛り土の

後に、石垣がつくられていることが判明した。
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土層注記

①黄褐色土 石垣の裏ごめの土層。ローム
と黒色土が均等に混入する。

②明黄褐色土盛土の土層でロームを主体

とし斑状に黒色土と浅間A軽石を含む。

③暗褐色土盛土の土層で黒色土を主体と
し斑状にロームと浅間A軽石を含む。

④褐灰色土浅間A軽石の純層。

第147図 1 号屋敷 l 号石垣 ゜ 2m 

1 号屋敷 2 号石垣

位 置 C 82IIl32他 写 真 P L65 • 66 

屋敷西側にある土塁状施設切り土部分で検出され

た。 27個の石からなるが、積まれた状態ではなく面

鬱こ／
()()  0 ---6:._ 

2 号石垣平面図

A
 

凡° 壽詞—
e 

2 号石垣正面図

゜

a
 

L.212.00 

＜二＞

A' 

2m 

的に分布し、しかも配置された状態でないことから、

石垣の機能を果していたとは考えにくい。切石（ 1)

が出土しているが、形状などから幕石などの土台の

可能性が強い。 （遺物観察表： 234頁）
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る＇•

と
A
 

`
`
5
 

ぐナ・9

,

5

`

 9

C

,

9

1

-

V“.L' 
'
,
'
 

,
t
 

9

.

1

9

9

"

 

' ｷ
9
.
 

,
f
,
 

‘, 

_~ 
,'̀ 20cm 

第148図 1 号屋敷 2 号石垣と出土遺物
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1 号屋敷 1 号集石

位置 C 80III30他写真 PL73 

約20個の大小の自然礫からなる。掘り込みはなく、

石の下は堅く締まっていた。遺物の出土はない。機

能は不明である。

2. 屋敷跡

1 号屋敷 2 号集石

位置 C 81III22他写真 PL73 

約20個の大小の自然礫からなる。掘り込みはなく、

石の下は締まりがない。遺物の出土はない。 3 号溝

の南側に位置する。

A 尋〇
ク

A
 A' 

1 号集石
疇□

2号集石

< 土 L.211.30 A' 

上＿． L ． 21 1. 60....K 
ーぶ互℃な三 ー一三

゜ 2m 

第149図 1 号屋敷 1 • 2 号集石

1 号屋敷 1 • 2 号土坑

位置 C82IIl31他写真 P L67 • 84 

桶を埋設する土坑で、掘り方を共有することから

2 基の土坑は、一体のものである。規模（径 X 深さ）

は、 1 号土坑： 0.93X0.40m、 2 号土坑： 0.90 X0.48 

A
 

A
 

②
 

乙

①暗褐色土浅間A軽石と Y. P粒子を多く

炭化粒子を少し含む。②黒色土 A軽石を少

し含む。③黒褐色土Y. P粒子を少し含む。

④褐色土掘り方の粘土。

A' 

A' 

m、で掘り方の縦 X 横は、 2.35X 1. 24mで、深さは0.

59mである。 1 号土坑の東側は23号土坑に一部切ら

れている。図示した遺物が出土した。本遺跡から出

土した紅皿は 2 の 1 点だけである。桶材は残存して

いなかった。 （遺物観察表： 234頁）

~l 口1 ［四?2

゜ 10cm 

ｩ:) 
Cl 3 

•• 
゜

L.211.70 

2m ゜ 5cm 

第150図 1 号屋敷 1 • 2 号土坑と出土遺物
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷 3 号土坑

位置 C82IIl22 写真 P L67 • 84 

桶を埋設する土坑であるが、桶材は残存してい

なかった。規模（径 X 深さ）は、 0.94 X 0.52mで掘り

ｮ 
A 

A 

A' 

」と

L.211.50 
゜ 2m 

①暗褐色土

ローム粒子と浅

間A軽石を少し

含む。

②オリープ褐色

土炭化粒子と

Y. P粒子を少

し含む。

③黒褐色土粘

性が強い。

④褐色土掘り

方の粘土

方の規模（径 x 深さ）は、 1.37X0.75mである。埋

没土中から図示した遺物以外に、人頭大を中心とし

た自然礫が出土している。 （遺物観察表： 234頁）

ぬ

口］
゜

3 坑ー 2 (ｽ) 

1:3 10cm 

第151図 l 号屋敷 3 号土坑と出土遺物

1 号屋敷 4 号土坑

位置 C83III30 写真 P L68 • 84 

隅丸長方形の土坑で、規模（縦x横 x深さ）は、

1. 4 7 X O. 62 X O. 38mである。埋没土中からは、図示し

た遺物以外に被熱した自然礫が多く出土した。

（遺物観察表： 234頁）

言叉 ①暗オリー

\ プ褐色土
A 

浅間A軽石

とローム粒

\ \ 
/ / A' 子を多く、土 I 

炭化物と焼＼｀①：〇。り 土粒子及び

ロームプ

ロックを少

し含む。
L 211 70 2m 締まりは弱

゜ し）。

゜ 10cm 

ロ 2
 口］

゜ 10cm ゜

3

m

 c
 

5
・

第152図 1 号屋敷 4 号土坑と出土遺物
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1 号屋敷 6 • 24号土坑

位置 C87III22他写真 P L68 • 84 

桶を埋設する土坑で、掘り方部分で 6 号土坑が24

号土坑を切る。それぞれ 8 号溝• 9 号溝と重複する

A 

ア

①黄褐色土浅間A軽石と Y. p粒子を少し含む。

②黒褐色土 浅間A軽石を多く含む。③暗褐色土 Y. 

P粒子を少し含む。④Y. P粒子を多く含む。⑤暗オリー

プ褐色土粘土質の土壌。⑥褐色土掘り方の粘土。

゜
L.211.50 

2m 

立

2. 屋敷跡

が土坑との新旧関係は不明である。規模（径 X 深さ）

は、 6 号土坑： 0. 79X0.38m、 24号土坑： 0.91X0.45

m、で掘り方はそれぞれ一回り大きい。埋没土から

は、図示した遺物以外に自然礫が出土した。桶材は

残存していなかった。 （遺物観察表： 234頁）

』

閾
゜ 10cm 

第153図 1 号屋敷 6 • 24号土坑と出土遺物

1 号屋敷 7 • 16号土坑

位置 C84III31 写真 P L68 

2 基の土坑ともに、隅丸長方形を呈する土坑であ

るが、重複関係は不明である。規模（縦 x横 x 深さ）

は、 7 号土坑： 1.42 XO. 67 XO. 37m、 16号土坑：1.

08 XO. 60 XO. 37mである。埋没土中から遺物は出土

しなかった。

A
 

A
 

一゜ L.211. 70 

A' 

A' 

A' 

2m 

1 ．オリープ褐色

土

ローム質土壌中に

Y. p粒子を少し

含む。粘性と締ま

りは弱い。

2. 黄褐色土

Y. p粒子を多く

含む。堅く締まり、

粘性は弱い。

第154図 1 号屋敷 7 • 16号土坑

1 号屋敷 8 号土坑

位置 C88IIl19 写真 P L68 

南側は調査区域外であるために、全体形状は不明

であるが、④層の存在から桶を埋設する土坑の可能

性がある。長辺は1.65m、深さは0.74mであった。①

層中から、自然礫と 1 が出土した。

（遺物観察表： 235頁）
①暗褐色土

5 溝と接合

A 

2
 よ A

5 溝と接合

゜
L.211.50 

2m 

ローム粒子

を少し含

む。

A' ②褐色土

浅間A軽石

を少し含

む。

③黄褐色土
ローム質土

壌。④褐色

粘土質土壌

で堅く締ま

゜
l_Ocm 

る。

第155図 1 号屋敷 8 号土坑と出土遺物
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷 9 号土坑 1 号屋敷10号土坑

C 81III29他に位置し規模（縦 X横 X 深さ）は2.23X 位置 C 84III24 写真 PL 68 

0.83 X 0.62mである。遺物の出土は礫だけである。 規模（縦 x横 X 深さ）は1. 47X 0.61 X 0.54mであ

る。

A 

ユ

土

L.211.60 A' 

吋る

口吋 吋
。
』
／
ロ

゜

1.暗褐色土 浅間A軽石とローム粒子を少し含む。

2. 褐色土 褐色土中にロームプロックを斑状に含む。

3. 暗褐色土 ローム粒子を少し浅間A軽石を多く含む。

2m 1. 褐色土 ロームプロックと Y. p粒子を少し含む。
2. 暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

3. オリープ褐色土 ローム粒子を多く含む。

4. 明褐色土 ローム質土壌。粘性弱い。

第156図 1 号屋敷 9 • 10号土坑

1 号屋敷11号土坑 位置C 84IIl24 写真 P L69 

規模（縦 x横 X 深さ）はl. 47X0.61X0.54mであ

る。

る 祉 祉 1.暗オリーブ褐色

口
土 Y. P粒子を少

し含む。粘性は弱い

が若干締まる。

吋 吋
2. 黄褐色土

1 層に似るが、含ま

れる Y. p粒子の鼠

が多い。

1 号屋敷12号土坑 位置C 87III20 写真 P L69 

規模（縦 x横 X 深さ）は1.36 X O. 85 XO. 70mであ

る。

-e::1 叶

1. 褐色土

浅間A軽石と

Y. p粒子を

少し含む。

2. オリープ

褐色土ロー

ム質土壌。

゜
L.211.50 

2m 

第157図 1 号屋敷11 • 12号土坑
1 号屋敷15号土坑

位置 C 84III26他写真 P L69 • 84 

規模（縦 x横 X 深さ）は2.82 X O. 78 XO. 92mであ

A
 

ユ 土

゜

る。形状は 9 号土坑と類似する。埋没土の上層から、

図示した遺物以外に自然礫が出土した。

（遺物観察表： 235 頁）
①褐色土
ローム質土壌

A' ②褐色土

ロームブロッ

クを斑状に含

む。

③黒褐色土

ロームブロッ

クを少し含

む。

`/(%) 

□◎◎ ④褐色土

黒色土を斑状

に含む。⑤褐色土褐色土

L.211.60 Zm 中に浅間A軽石を多く含

む。

第158図 1 号屋敷15号土坑と出土遺物

゜ 1 : 3 10cm 
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1 号屋敷17号土坑

位置 C86IIl24 写真 P L69 • 84 

2. 屋敷跡

m、で掘り方の規模（径 x 深さ）はl. 32X0.64mであ

る。土坑内には、自然礫が多く廃棄されており、そ

桶を埋設する土坑で、 8 号溝と重複するが新旧関 の中から図示した遺物が出土した。桶材は残存して

係は不明である。規模（径X深さ）は、1. 02X0.57 いなかった。 （遺物観察表： 235頁）

A
 

6 （石臼）

土

よ

A' 

1 ．褐色土 Y. 

P粒子を少し含

み粘性は弱い。

2. 黒褐色土

粒子の細かな砂

質の土壌。炭化

粒子と焼土粒子

を少し含む。粘

性は弱いが、締

まる。

3. 褐色土掘

り方の粘土。

゜

A
 

つ②
見，｝ A' 

A 立

L.211.60 
2m 

E(%)  

三／＾｀三3 (ｽ) 

訊戸

□1J 
2 (ｽ) 

] 9 (%)  

口
。

Cう8(½)
し
口 9 (ｽ) 

/5 (ｼ) 

如
( 

゜

汀

1
1
1
ロ

0 1 : 3 10cm 

第159図 1 号屋敷17号土坑と出土遺物

1 号屋敷13号土坑

位置 C85IIl24 

隅丸長方形にちかい形状であり、西側に小さなテ

ラスがある。規模（縦 x横 X 深さ）は、l. 12X0.40X

0.32mである。埋没土中から、西側のテラス部分で自

然礫が出土している。

<| ` 
こ

吋 f
 

、
V

V
 

1.褐色土ロー

ム質の土壌中に

Y. p粒子を斑状

に含む。

2. 暗褐色土

ローム粒子を少し

含む。

゜ L.211.50 2m 

第160図 1 号屋敷13号土坑
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷18 • 34号土坑

位置 C82III32 写真 P L69 • 70 • 84 

桶を埋設する土坑で、掘り方を共有することから

2 基の土坑は、一体のものである可能性が強い。規

模（径 x 深さ）は、 18号土坑： 0.98X 0.66m、 34号土

坑： 0. 79X0.46m、である。 18号土坑は 4 号溝に切ら

れている。埋没土中から、自然礫と図示した遺物が

出土した。 （遺物観察表： 236頁）

炭3

A 

炭1

ペ）
A' 

A' 

1.褐色土

Y. p粒子を少

し含む。

2. 褐色土

1 層に似るが、

締まりが弱い。

3. 暗緑灰色土

砂質の土壌。締

まりが強い。

4. 褐色土

掘り方の粘土。

A 

18坑

` 
A' 

34坑

゜
L.211.80 

_A__. . _K 

2m 

＼＼二／ ピ ] 0]  ：二］1 (ｽ) 
2 (ｽ) 3 (ｽ) 

r---~- I 

り口却 ◎◎仮）D 
゜

1 : 3 10cm 

第161図 1 号屋敷18 • 34号土坑と出土遺物

1 号屋敷19号土坑

位置 C86III22 写真 PL70 

り、埋没土中から図示した遺物が出土した。 10号溝

に切られる。 （遺物観察表： 236頁）

規模（縦 x横 X 深さ）は、 1.45 X O. 60 XO. 33mであ

上ご＼
ュ ? 10溝心3 .」に

頁

①黄褐色土

浅間A軽石を

少し含む。

②暗褐色土

浅間A軽石を

ごく僅かに含

む。

③褐色土

Y. p粒子を

多く含む。

□□ 一

ェニ2
゜

L.211.50 
2m 

□□□, 
゜ 10cm 

第162図 1 号屋敷19号土坑と出土遺物
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1 号屋敷20号土坑 写真 PL70 

C 85III23に位置し規模（縦 X横 X 深さ）は、 0.82X

0.52X0.49mである。遺物の出土はなかった。

A A' 

` A L.211.50, ___};_ 

\ 

1.オリーブ褐色

土

Y. P粒子を多く

含む。締まりはあ

まりなく、粘性は

弱い。

2. 屋敷跡

1 号屋敷21号土坑 写真 PL70 

C84Illl7に位置し規模（縦 x横 x 深さ）は、 1.22X

0.75X0.21mの集石土坑である。

~1. 呵~ ~1 
1.褐色土

Y. p粒子を少

し含む。締まり

はなく、粘性は

弱い。

゜

吋畔
2m 

第163図 1 号屋敷20 • 21号土坑

1 号屋敷22号土坑 写真 PL70 

C85III28に位置し規模（長径 X短径 x 深さ）は、1.

78 X l.65X0.S8mである。遺物の出土はなかった。

1 号屋敷23号土坑 写真 P L67 

C 82IIl30 に位置し規模（縦 x横 x 深さ）は、1. 14 X 

1. 00X0.32mである。上層から自然礫が出土した。

ｮ 

A
 ロ
_A_. 

9 』

L.211.70 A' 

1.明黄褐色

土粘土プ

ロックと Y. _A_. 

巴：：： こム叫巴＿：：言少し含
1 層に似る

む。粘性と締まりは

が、粘土プ 」とー・ し21 1. 70_ 』と·若干ある。

；．ノク褐：言五土壌中 一ー＼ロ口こ]:7―
に Y. p粒子を少し含む。

<
゜ 2m 

第164図 1 号屋敷22 • 23号土坑

1 号屋敷25号土坑 写真 PL-

C 85IIl28に位置し規模（長径 x短径 X 深さ）は、1.

08 XO. 80 XO. 41mである。遺物の出土はなかった。

□
8』

A_ 

A
 

1.オリーブ褐色

土

ローム質土壌。

Y. P粒子を多く

含む。

2. 黒褐色土

Y. p粒子を少し

含む。

1 号屋敷26号土坑 写真 PL71 

C 86III11 に位置し規模（長径 x 短径 x 深さ）は、

1. 82 X 1. 62 XO. 75mである。自然礫が出土した。
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第165図 1 号屋敷25 • 26号土坑
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷27号土坑 写真 PL71 

C 81III19に位置し規模（径 x 深さ）は、 0. 75X0.12 

mである。桶を埋設する土坑の可能性がある。

1 号屋敷28号土坑 写真 PL-

C 81III19 に位置し規模（縦 x横 X 深さ）は、 l.04X

0.55X0.13mである。 3 溝と重複し先後関係は不明。

A 0 ®王7坑
_A_. 31 2,.K  

- L. 2 1 1. 00 

1.褐色土浅間

A軽石を少し含む。

2. 褐色土粘土

質の土壌。

3. 褐色土ロー

ム粒子と浅間A軽

石を少し含む。

A c口八：坑
_A_. L.21 1. 10 ・ユ¥

1.褐色土

ローム質土壌中に浅間

A軽石を多く含む。—2--

゜ 2m 

第166図 l 号屋敷27 • 28号土坑

1 号屋敷29号土坑

位置 C83III22 写真 PL71 • 84 

規模（縦 x横 X 深さ）は、 0.71X0.56X0.38mであ

り、埋没土の上層から図示した遺物と、自然礫が多

量に出土した。 （遺物観察表： 236頁）

上疇＼

A K 

] 
①暗褐色土

ローム粒子を少し含む。 O 

上 □＼

0
よ

F

A 

` 
A' 

□29坑l
L.211.50 

2m ゜ 10cm 

第167図 1 号屋敷29号土坑と出土遺物

1 号屋敷30号土坑 写真 PL71

C85III30に位置し規模（長径 X短径 x 深さ）は、 0.

85 X O. 50 X O. 32mである。遺物の出土はなかった。

A
-謬

A


｀

□

9
 

A_A

_ 

1.黒褐色土浅間

A軽石を少し含む。

2. 黒褐色土 1 層

に似るが、締まりが

弱い。

3. 暗褐色土 Y. 

P粒子を多く含む。

1 号屋敷40号土坑 写真 PL71

C86III18に位置し、規模（径 X 深さ）は、 0.87X0. 

34mである。桶を埋設する土坑で38号土坑を切る。

A 1 ((((¥¥¥¥ I ユ¥

40坑

土

⑦
 

1. 黄褐色土

粘土ブロックを多

く含む。

2. 暗褐色土

ロームプロックを

多く含む。

3. 褐色土

掘り方の粘土。

二
゜ 2m 

第168図 1 号屋敷30 • 40号土坑
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1 号屋敷31号土坑

位置 C 86III27他写真 PL71 • 84 

2. 屋敷跡

められず、井戸の付帯施設である可能性が強い。土

坑内には、石が充填されており、その中から図示し

規模（長径 x短径 x深さ）は、 1.71 X 1. 55 X O. 94 た遺物が出土した。 1 は遺構間の接合関係をもつ（第

mである。 1 号井戸と重複するが、切り合い関係は認 135図参照）。

もCl`
。。®

（遺物観察表： 236 • 237頁）

8

2

 

A 

A 

•%) 

A' ①暗オリープ褐色土

Y. p粒子と浅間A

軽石とロームブロッ

クを少し含む。粘性

は若干あり締まりが

弱い。

A
 

A' 

゜
L.211. 70 

2m 

（ロロ

3坑裂土と接合

¥.  
I 3 

4 

□/%) 

5 (ｼ) 

4 (¾)。 1 : 3 10cm 6 (ｾ) 

第169図 1 号屋敷31号土坑と出土遺物
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> 
江戸時代以降の遺構と遺物

1 号屋敷38号土坑 たため、全体形状は不明である。埋没土中から 1 が

位 置 C 86Illl 7 写 真 PL 71 • 84 出土した。（遺物観察表： 237頁）

40号土坑に切られる。

吋

---—` —` `‘ 

` ----~、、‘、

器＼ ＼畠
0,  9 0 

9' 、、

----、_____,, 

叶

3 号住居調査時に検出され

.. 
、
く
く 1.褐色土

ローム質土壌中

に黒褐色土を斑

状に含む。

2. 褐色土

Y. p粒子を多

く含む。

口口
゜ 5cm 

゜
L.211.40 

2m 

第170図

1 号屋敷58号土坑

袋状を呈する土坑である。深さは1.06mで、上面長

辺は1.46m、底面長辺は2.45mである。

1 号屋敷38号土坑と出土遺物

1 号屋敷61号土坑

C 88III13 に位置し規模（縦 x横 X 深さ）は、 l.84X

V̀ 
OI•HN.`I (、::’、9、9’:- 、＼

口 , 
‘``--~、

9’ 

< < 

゜ 2m 

1 号屋敷66 • 79 • 80号土坑

位

一

置 C88III13他 写 真 P L84 

3 基重複し、 79坑が66坑を切るが他の先後関係は

乙
A
＿

‘```-----= 

ロロニ／上

1.暗褐色土

2. 黄褐色土ユL.
ロームプロッ

ク。 3. 黄褐

色土 M. p 
プロック。

4. 暗褐色土

5. 黄褐色土

M.P を含む。

第171図

0.55X0. 73mである。遺物の出土はなかった。

を

ロニ上
：ロニ］040上

1 号屋敷58 • 61号土坑

不明である。規模（縦 X横 X 深さ）は、 66坑： 0.95X

0. 95X0. 51m、 79坑： 1. 35 XO. 75 XO. 67m、 80坑：1.

72 X O. 52 X O. 7 4mである。

1. 暗褐色土

P を少し含む。

2 ．灰黄褐色土

P を多く含む。

3. にぶい黄褐色土

M. pを少し含む。

4. 黒褐色土 1 陪

に似るが、含まれる

M.P の旦が少ない。

5. 暗褐色土浅間

A軽石を多く含む。

M. 

l ．褐色土M.

P を少し含

む。 2. ロー

ムプロック。

3. 黄褐色土

4. 暗褐色土

M. pを少し

含む 5. 褐色

土M. pを多

く含む。

（遺物観察表： 237頁）

M. こ］〇坑1

゜ L.210.40 2m ゜ 10cm 

第172図 1 号屋敷66 • 79 • 80号土坑と出土遺物
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2. 屋敷跡

1 号屋敷88号土坑

位置 C81IIl37 写真 PL-

旧石器時代の試掘調査の際に検出されたために、

全体の形状は不明だが、開口部分が小さい袋状を呈

する土坑であったと推定される。 2 層は焼土及び炭

化物を多く含む土層であった。埋没土中からの遺物

出土はなかった。

B_ B' 

—----

ロ
`
V
 ｮ

 B_ ’’--—`‘ 、、
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‘‘`----9‘ 

ヽ

ヽ
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ク
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第173図

1 号屋敷63号土坑

位置C 87III13 に位置し規模（縦 x横 x 深さ）は、 1.

土 ロ A' 

吋
I—·-

望
l 

.:x:I 

゜1 号屋敷88号土坑

1. 黄褐色土

Y. pと B. P 

とロームプロッ

クを多く含む。

2. 焼土と炭化

物を多く含む。

3. 暗黄褐色土

M. pを多く含

む。

L.210.80 
2m 

62 XO. 7 4 XO. 75mである。隅丸長方形を呈する。

遺物の出土はなかった。

A A' 

口
1.暗褐色土 B. p粒子を多く含む。

2. 黄褐色土 ローム質土壌。

゜
L.210.50 

2m 

第174図 1 号屋敷63号土坑

1 号屋敷内の溝

写真 PL72 • 73 • 84 

1 号屋敷からは11条の溝が検出されたが、遺物が

出土しなかったのは 1·2·6·9·11溝である。

3 溝からは、図化以外の遺物では、磁器碗の小片が

2 点出土している。 4 溝からは焙烙の小片 2 点が出

土し、磁器碗が34土坑出土遺物と接合した（第135図

参照）。 5 溝から出土した遺物は土坑出土遺物と接合

した（第135図参照）。 7 溝からは図化した瓦が出土

した。 8 溝からは、陶器鉢 2 片と磁器碗 2 片が出土

した。 12溝からは、図化した碗が底面から 22cm上で

出土した。 （遺物観察表： 237頁）

3

1

2

 

) 
）
ロ □こ三―三\7溝l

届

,
J
 

( 
10cm 

第175図 1 号屋敷溝出土遺物
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷出土遺物（第125~128図、 PL 78~80) 
（単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 8 8 肥前系 18C後 丸形の染付碗。外面は口縁部に 1 本と腰部～商台に 2 次的に被熱。

磁 器 ～底部 高 5.5 かけて 4 本の横線。体部文様は折枝花文と高台周辺

茶 碗 底 3 5 に蓮弁文。見込太極文。素地は灰白色で呉須は少し

くすむ。

2 口縁部 口 (8.6) 肥即系 18C 後 丸形の染付碗。焼成不良。外面は矢羽根文。腰部と

磁 器 ～底部 高 5.8 高台に横線。内面は口縁に 2 本と腰部に横線。見込

茶 碗 底 3.6 は寿。素地は灰白色で、呉須は黒ずんだ発色。

3 口縁部 ロ (8.8) 肥前系 18C 中～ 丸形の染付碗。体部は二重網目文。呉須は、少しく 覆土上層

磁 器 高 後 すんで発色。素土は灰白色。

茶 碗 底

4 体部 ロ 肥前系 18C後 青磁染付の半筒形碗。外面は青磁釉だが発色が悪い。

磁 器 高 (3.8) 内面は腰部に横線。呉須は少しくすんで発色。焼成

茶 碗 底 不良で素地は灰褐色。

5 体部一部 ロ 7 9 肥前系 18C後 染付の半筒形碗。外面は菊花散らし文。内面は口縁

磁 器 欠損 高 5 6 部に四方欅文。見込手描き五弁花文。素地は灰白色

茶 碗 底 4.0 で呉須は少しくすんで発色。

6 高台部の 口 8.3 肥即系 18C 後 半筒形の染付碗。外面は折枝花文と折れ松葉文。内 2 次的に被熱。

磁 器 大半を欠 高 6.8 面は四方欅文。見込はコンニャク判五弁花文。素地

茶 碗 損 底 (3.5) は灰白色で、呉須は少しくすんで発色。

7 底部欠損 ロ 8.3 肥前系 18C 後 半筒形の染付碗。外面は松竹梅文。内面は口縁部に

磁 器 高 四方欅文と腰部に 2 本の横線。素地は灰白色で呉須

茶 碗 底 は少しくすんで発色。

8 体部％と ロ 7.6 肥前系 18C 中葉 染付の小盃。粗い貫入が入る。素地は灰色で、呉須 2 次的に被熱。

磁 器 高台部欠 高 ～後 はうすく少しくすんで発色。

小 盃 損 底 (3 0) , 体部％欠 ロ 7.1 肥前系 18C 中葉 染付の小盃。粗い貫入が入る。素地は灰色で、呉須 2 次的に被熱。

磁 器 損 高 4.0 ～後 はうすく少しくすんで発色。

小 盃 底 3.1 

10 体部％欠 ロ 11. 3 肥前・波 18C 後 内面は格子目文。蛇ノ目状の釉剥ぎ部分に泥漿。素

磁 器 損 高 3.5 佐見 地は灰褐色で、呉須はうすく少しくすんで発色。

皿 底 4.0 

11 体部½欠 ロ 12.0 肥前・波 18C後 内面は格子目文。蛇ノ目状の釉剥ぎ部分に泥漿。素

磁 器 損 古回 3.5 佐見 地は灰褐色で、呉須はうすく少しくすんで発色。

皿 底 4.4 ピンホールが多い。

12 口縁部 ロ 12.3 肥前・波 18C 後 内面は格子目文。素地は灰褐色で、呉須はうすく少

磁 器 高 佐見 しくすんで発色。

皿 底

13 口縁部 □ (13.2) 肥月IJ・波 18C 後 内面は格子目文。素地は灰白色で、呉須はうすく黒

磁 器 高 佐見 ずんだ発色。

皿 底

14 口縁部一 ロ 10.4 肥前系 18C 前 外面は唐草文。高台内側に渦福。口唇部に口錆。内

磁 器 部欠損 尚 2.9 面は、コンニャク判の菊花文と羅。見込コンニャク

皿 底 6 1 判五弁花文。素地は灰白色で、呉須は少しくすんで

発色。

15 口縁部 口 (10.1) 肥前系 18C 前 外面は唐草文。口唇部に口錆。内面はコンニャク判

磁 器 高 の菊花文と雛。素地は灰白色で、呉須は青色に発色。

皿 底

16 胴部～底 ロ 肥即系 18C 後 染付神酒徳利。若松と梅竹文。素地はうすい灰白色。

磁 器 部 高 呉須は少しくすんで発色。

徳 利 底 (4.8) 

17 口縁部 ロ 9.7 肥前系 18C 陶胎染付。妬器質。外面は口縁部に 2 本の横線。体 2 次的に被熱。

陶 器 ～体部 高 部には山水文か。

飯 碗 底

18 口縁部 口 (12. l) 肥前系 18C 陶胎染付。妬器質。外面は口縁部に唐草文。体部は

陶 器 高 山水文。呉須は青色に発色。細かな貫入が入る。

飯 碗 底

19 口縁部 口(10.6) 肥前系 18 C 前 陶胎染付。妬器質。外面は口縁部に四方欅文。細か

陶 器 高 ～中 な貫入が入る。

飯 碗 底
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2. 屋敷跡

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

20 口縁部 口 02.2) 肥即系 18 C 月IJ 陶胎染付。妬器質。外面は口縁部四方欅文。体部は 2 次的に被熱。

陶 器 ～体部％ 高 8.9 ～中 山水文。

飯 碗 欠損 底 4.8 

21 口縁部 ロ 肥前系 18 C 前 陶胎染付。妬器質。呉須は黒ずんだ発色。

陶 器 ～体部 高 ～中

飯 碗 底 4.4 

22 口縁部 口 (l1 4) 瀬戸・美 18C 飴釉と、うのふ釉を施す。素地は黄褐色。

陶 器 高 濃系

飯 碗 底

23 口縁部 口 (1 1. 0) 瀬戸・美 18C 飴釉と、うのふ釉を施す。素地は黄褐色。

陶 器 高 濃系

茶 碗 底

24 体部～底 ロ 瀬戸・美 18C 内外面に灰釉。付局台で尚台無釉だが一部釉が残存。

陶 器 部 高 濃系 素地は灰褐色。

小 盃 底 3.1 

25 つまみ部 口 12.5 瀬戸・美 外面体部～口縁部及び内面に飴釉と、うのふ釉。素

陶 器 欠損 高 濃系 地は暗褐色。

蓋

26 口縁～底 口 (1 1. 0) 瀬戸・美 1 7 C 後 外面体部と内面に灰白色。削り高台。素地は灰褐色。

陶 器 部％残 高 2.6 濃系 ~18C前

皿 底 (6.8) 

27 口縁部 口 (18.8) 瀬戸・美 18 C 後 飴釉。素地は暗褐色。

陶 器 ～体部％ 高 濃系 ~19C前

片口鉢 残 底

28 口縁部 ロ 10.6 肥即系 陶胎染付。妬器質。外面は口縁部 2 本線と腰部に l 2 次的に被熱。

陶 器 ～底部 高 7. 9 本線。体部に山水文。内面は口縁部に釉薬。

香 炉 底 6.1 

29 体部～底 ロ 瀬戸・美 18C 外面は体部に灰釉。付高台。素地は淡黄褐色。 溝桝形部分の底面から出

陶 器 部 高 濃系 土。

香 炉 底 4.8 

30 口縁部 口 (1 1.7) 瀬戸・美 18C 外面に菊花文が彫られる。外面及び内面の口縁部に 31 と同一か。

陶 器 高 濃系 飴釉。素地は淡黄褐色。

香 炉 底

31 底部片 ロ 瀬戸・美 18C 外面体部に飴釉。三足になると思われるが、 1 つの 30 と同一か。

陶 器 高 濃系 み残。素地は淡黄褐色。

香 炉 底 (8.1) 

32 口縁部 ロ 10.2 瀬戸・美 18C 後 外面の一部と内面に鉄釉。

陶 器 ～底部 高 2.0 濃系 灯明皿の上皿で内面に重ね焼き痕がのこる。

灯明皿 底 5.0 

33 口縁部 口 (1 1.0) 瀬戸・美 18C 後 外面の一部と内面に鉄釉。

陶 器 ～底部 高 2.2 濃系 灯明皿の下皿で外面に重ね焼き痕がのこる。

灯明皿 底 (4. 7) 

34 口縁部 ロ 11.6 不明 18C か l 対の耳を有し、陰刻を施す。外面にも松葉？を陰 2 次的に被熱。

陶 器 ～底部 高 16.4 刻。足が 1 つ残存。外面体部下部から内面に鉄釉。

土 瓶 底 11. 6 外面に灰釉を流し掛け。

35 体部～底 ロ 瀬戸・美 18 C 後 へコカン徳利。外面に鉄釉。 内面は 2 次的に被熱した

陶 器 部 高 濃系か ~19C前 内面無釉。 ため剥離。

徳 利 底 7.0 

36 体部～底 ロ 瀬戸・美 18C 鉄（錆）釉。櫛目の単位は12本。素地は淡黄褐色。 40 と同一。

陶 器 部 高 濃系 底部に回転糸切痕（右回転）。 2 次的に被熱。

揺 鉢 底 03.9) 

37 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 焼締揺鉢の口縁部。素地は暗褐色。 覆土上層

陶 器 高 濃系 鉄（錆）釉播鉢の口縁部。素地は淡黄褐色。

播 鉢 底

38 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 鉄（錆）釉捕鉢の口縁部。素地は淡黄褐色。

陶 器 高 濃系

播 鉢 底

39 口縁部 ロ 丹波か？ 17C 後 焼締摺鉢の口縁部。素地は暗褐色。

陶 器 高

播 鉢 底
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

番 弓にコ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

40 体部 ロ 瀬戸・美 18C 鉄（錆）釉。櫛目の単位は12本。 36 と同一。

陶 器 高 濃系 素地は淡黄褐色。 2 次的に被熱。

擢 鉢 底

41 口縁部 口 (238) 不明 内外面ともに丁寧な整形が施される。

軟質陶器 ～体部％ 高 外面口縁部下に太めの沈線。

火鉢か 底 酸化炎焼成。

42 口縁部 □ (36.0) 不明 42 、 43、 44、は同一個体。内耳部分は口唇部の少し

軟質陶器 ～底部 高 4.8 下から、底部に接合する。 44には 1 対の補修孔が見
焙 烙 底 (33.0) られ、内外面に焼けこげによる紐の痕跡が見受けら

43 れる。酸化炎焼成。

軟質陶器

焙 烙

44 

軟質陶器

焙 烙

45 口縁部 口 (40.0) 不明 外面は、体部と底部の接合部に箆の痕跡が残る。 諏訪即遺跡A 区 3 号井戸

軟質陶器 ～底部 高 5.7 内耳部分は体部の中位から底部に接合する。 2 と同ーか。覆土上層

焙 烙 底 (36.0) 酸化炎焼成。

46 口縁部 口 28.2 不明 外面は、胴部中位に叩き目。台部に小孔を有するが、

軟質陶器 ～底部％ 古向 16. 7 単位は不明。酸化炎焼成。

火 鉢 底 24.8 

47 つまみ部 つまみ部 瀬戸・美 外面に鉄釉。中央に中空状に小孔を有する。 覆土上層

陶 器 % (6.2) 濃系か？ 素地は褐色。

把手か 高

48 袖部分 不明 素焼きの土製人形の袖部分。

土製人形

49 部分 鼈などの構造材の一部か。

土製品 功入りの粘土を素地とする。

50 部分 50 と 51 は同一個体。 2 号屋敷33号土坑 2 と同

土製品 鼈などの構造材の一部か。 一個体。

功は含まれず、砂礫を多く含む。煤付着。

51 

土製品

石製品 （単位： cm. g) 

番 方ロ 種類 大きさ・重醤 形 状 特 徴 備 考

52 砥 石 長 一幅 3.0 1 部を欠損する。外面に使用による細い線条痕を若干有する。い 流紋岩

厚 2.5 重 81.0 わゆる虎砥。

53 砥 石 長 一幅 3.4 大半を欠損する。側面に、櫛歯状工具痕がみられることから、 18 流紋岩

厚 1 7 重 32.0 C 後～19C 前半。

54 砥 石 長 一幅 6.3 ％を欠損し、外面の 1 部が剥がれる。外面に使用による細い線条 流紋岩 2 次的に被熱

厚 2.0 董 2000 痕を多数有する。 覆土上層。

金属製品 （単位： cm. g) 

番 弓にコ 種類 大きさ・菫量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

55 銭 厚 0.13 銅 完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

56 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

57 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 2 

58 銭 厚 0 1 銅 古寛永。％を欠損。方孔。銭背無文。 覆土上層

寛永通宝 径 2.2 

59 煙 血目 長 5 4 径 0.9 銅 最大径を羅宇挿入口にもつ。口唇部の手前にかけてゆる

吸 ロ 吸口径0.4 重 5.0 やかにくびれる。口唇部にふくらみを持つ。

60 釘 長 7 5 幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。

重 5 8 
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2. 屋敷跡

番 方ロ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

61 釘 長 一幅 0.2 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部は遺存状態が悪

重 1 7 ＜詳細は不明。脚部を欠損。

62 釘 長 一幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 8 4 

63 釘 長 一幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 1.8 

64 釘 長 一幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 1.8 

65 釘 長 一幅 0 5 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。先端が曲がる。

重 6.1 頭部を欠損。

66 釘 長 一幅 0 4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 2.3 

67 釘 長 一幅 0.5 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 4.9 

68 釘 長 一幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 4 6 

69 釘 長 一幅 0.2 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 1. 9 

70 釘 長 一幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 3.4 頭部は遺存状態が悪く詳細は不明。

71 釘 長 一幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 4.2 曲がっている。

72 釘 長 ー幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 5.8 

73 釘 長 一幅 0.2 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 6 8 

74 釘 長 ー幅 0.5 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 7.0 

75 釘 長 一幅 0 4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 5.0 

76 小 刀 長 一幅 1.4 鉄 両端を欠損する。遺存状態が悪く詳細は不明。

重 3 6 

77 火箸か 長 一幅 1.2 鉄 中央から先端にかけて欠損。頭部は折り曲げてある。

重 18 0 

78 釘 長 ー幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 1. 9 遺存状態が悪く詳細は不明。

79 釘 長 一幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 8 9 曲がっている。

80 釘 長 一幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 0 8 

81 煙 夕呂 長 4.7 径 0.9 錮 口唇部にふくらみを持つ。火皿と首部の接合に補強帯を

雁 首 火皿径1. 3 重 6.9 用いず脂返しはあまり湾曲しない。僅かに肩を持つ。

82 煙 夕目 長 4.5 径 0 8 銅 最大径を羅宇挿入口に持つ。僅かに肩をもち文様が彫ら

吸 ロ 吸口径0.3 重 5.8 れる。

83 煙 夕目 長 4.9 径 1.0 銅 羅宇挿入口が最大径よりすぼまる。

吸 口 吸口径0.4 重 3.3 口唇部を欠損する。

84 煙 ク目 長 6.5 径 1.1 銅 最大径を羅宇挿入口に持つ。口唇部を欠損。羅宇挿入口

吸 ロ 吸口径0.4 重 4.8 付近に線痕。

85 煙 夕目 長 5.5 径 0.8 銅 火皿の径が小さい。火皿と首部の接合に補強帯が用いら

雁 首 火皿径1. 9 重 5.6 れない。脂返しはあまり湾曲しない。

86 切 羽 長（4.2) 厚 0.1 銅 2 つに折れ曲がる。完形。左右対称の形状をなす。

重 4.4 

87 小 刀 長 ー幅 1. 4 鉄 大半を欠損する。

重 9.5 

88 火打金 長 ー厚 0 23 鉄 片端及び上部を欠損する。

重 5.6 

89 和 鋏 長 一幅 1.6 鉄 握り部分を欠損する。

厚 0.30 重 7.4 
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡 A 区 2 号屋敷 3 号井戸出土遺物（第129図、 PL 80) 
（単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 口 (21.0) 瀬戸・美 18C後か 植木鉢か。外面～内面口縁部に鉄釉。 覆土

陶 器 ～体部 高 濃系 素地は淡黄褐色。

鉢 底

2 体部～底 ロ 不明 外面に煤付着。酸化炎焼成。 覆土下層

軟質陶器 部 高 外面体部と底部の接合部に段を持つ。 2 号屋敷45 と同ーか。

焙 烙 底

3 体部～底 ロ 瀬戸・美 18C 体部外面に飴釉。三足を底部に接合。 覆土下層

陶 器 部 高 濃系 素地は淡黄褐色。 2 号屋敷内の遺物と接

香 炉 底 6.8 ムロ 0 

4 口縁部の ロ 12.1 肥前系 18C 後 内面は格子目文。蛇ノ目状の釉剥ぎ部分に泥漿。素 覆土下層

磁 器 1 部欠損 高 4.3 地は灰褐色で、呉須はうすく少しくすんで発色。 2 号屋敷内の遺物と接

皿 底 3.7 ピンホールが多い。 4 口 0

石製品 （単位： cm. g) 

番号 I 種類 大きさ・重最 形 状 特 徴 考

5 I 石臼 I 径（36.4) 粉挽き臼の上臼。目は 6 分画で 6 本の浅い溝。

厚 13.8 重 9300 I 上縁はしつかりとした稜を持つ。

備

覆土

安山岩

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷33号土坑出土遺物（第131図、 PL 80) 
（単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 9 0 瀬戸・美 灰白色を内面と外面の口縁部に施すが、 2 次的な被 2 次的に被熱。

陶 器 高 濃系 熱のため、表面が荒れている。 覆土。 2 号屋敷内の遺物

皿 底 と接合。

2 部分 鼈などの構造材の一部か。 覆土

土製品 荀は含まれず、砂礫を多く含む。煤付着。 2 号屋敷50 、 51 と同一個

体。

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷出土遺物（第138図、 PL 81 • 82) 
（単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 底部 ロ 有田 1660年代 色絵の碗。文様は全て線描きののち、絵付。 覆土上層

磁 器 高 ~1720年 外面には青、赤線で岩を、緑で植物を絵付。見込に

茶 碗 底 (3.9) 代 は花の文様を施す。素地は白色。

2 口縁部 口(10.1) 肥前系 18C後 丸形の染付碗。体部は二重網目文。呉須は少しくす 覆土上層

磁 器 高 んで発色。素地は灰白色。

飯 碗 底

3 口縁部 ロ (9.2) 肥月I」系 18C 中葉 丸形の染付碗。素地は灰白色。外面に植物の文様。

磁 器 高 呉須はうすく少しくすんで発色。

飯 碗 底

4 口縁部 口(10.0) 肥前系 18 C 中 丸形の染付碗。素地は灰白色。外面に植物の文様。 覆上上層

磁 器 高 ～末 呉須はうすく少しくすんで発色。

飯 碗 底

5 口縁部 □ (10.4) 肥前系 丸形の染付碗。外面に菊花散らし文。内面は口縁部

磁 器 ～体部 高 に 1 本、腰部に 2 本の横線。素地は灰白色。呉須は

茶 碗 底 少しくすんで発色。

6 口縁部 ロ (9.6) 肥前系 丸形の染付碗。外面に菊花散らし文。内面は口縁部

磁 器 高 に 2 本の横線。呉須は少しくすんで発色。

茶 碗 底

7 口縁部 ロ 9.0 肥前系 1810年代 丸形の染付碗。外面は雪の輪文。見込手描き五弁花

磁 器 ～底部 高 5.2 文。横線は高台と内面口縁部と腰部に各 2 本。呉須

茶 碗 底 3 3 は黒ずんだ発色。

8 口縁部 ロ 9.4 肥前系 1810年代 丸形の染付碗。外面は竹の子掘文。

磁 器 ～底部 高 5 6 見込手描き五弁花文。素地は白色。

茶 碗 底 2.9 呉須は黒ずんだ発色。, 口縁部 ロ (8.2) 肥前系 1810年代 丸形の染付碗。外面は竹の子掘文。

磁 器 高 素地は白色。呉須は黒ずんだ発色。

茶 碗 底 口縁部内面に 2 本の横線。
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2. 屋敷跡

番 万に 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

10 口縁部 ロ (8.6) 肥即系 天明以降 丸形の染付碗。

磁 器 高 外面は雪持笹。内面は口縁部 2 本の横線。

茶 碗 底 呉須は少しくすんで発色。素地は灰白色。

11 口縁部 ロ 瀬戸・美 幕末～明 端反りの染付碗。呉須は青色に発色。気泡を多く含

磁 器 吉回 濃糸か 治 む。素地は白色。

飯 碗 底

12 口縁部 口 (6.4) 肥即系 半筒形染付碗。外面は菊花散らし文。

磁 器 ～底部 古回 内面は口縁部 2 本腰部に 1 本横線。

茶 碗 底 呉須はうすく少しくすんで発色。素地は灰白色。

13 口縁部 口 (7.0) 肥即系 1810年代 半筒形染付碗。外面は矢羽根文。

磁 器 高 内面は口縁部 2 本の横線。呉須はうすく少しくすん

茶 碗 底 で発色。素地は白色。

14 口縁部 口 7.6 肥月I」系 18C代 無文。ビンホールが外面に多く見られる。

磁 器 ～底部 高 5 4 素地は白色。

猪 口 底 5 0 

15 底部 ロ 肥前系 18 C 中 染付の猪口。外面に 2 本の横線。 覆土上層

磁 器 高 ～末 呉須はうすく少しくすんで発色。

猪 口 底 4.0 素地は白色。

16 口縁部 口 (6.6) 肥即系 18C後 染付の猪口。外面に雪持笹。

磁 器 高 呉須はうすく少しくすんで発色。

猪 口 底 素地は白色。

17 体部～底 ロ 瀬戸 18C 後 いわゆる「長の」碗。高台無釉で他は灰釉。 覆土上層

陶 器 部 高 粗い貫入が見受けられる。素地は淡黄褐色。

茶 碗 底 3 5 

18 底部 ロ 瀬戸・美 鎧茶碗。妬器質。外面は灰釉。

陶 器 高 濃系 内面は鉄釉。畳付は無釉。

茶 碗 底 4.2 

19 口縁部 ロ 瀬戸・美 18 C 後 鎧茶碗。内面～外面口縁部は銅緑釉。

陶 器 高 濃系 ~19C 外面の体部は飴釉。素地は淡黄褐色。

茶 碗 底

20 注ぎ口 口 瀬戸・美 18C~19 飴釉。素地は淡黄褐色。

陶 器 高 濃系 C 

片口鉢 底

21 口縁部 口(17.8) 瀬戸・美 18C~19 飴釉。素地は淡黄褐色。

陶 器 高 濃系 C 

片口鉢 底

22 口縁部 ロ 瀬戸・美 捏鉢か。灰釉。素地は淡黄褐色。

陶 器 ～胴部 高 濃系

鉢 底

23 口縁部片 ロ 瀬戸・美 捏鉢か。灰釉と銅緑釉。素地は淡黄褐色。

陶 器 舌回 濃系

鉢 底

24 口縁部片 口 (14.8) 瀬戸 18C 後 半胴甕。鉄釉。素地は褐色。

陶 器 高

半胴甕 底

25 底部分 ロ 瀬戸・美 灰釉。大形の鉢。内面には重ね焼きのために釉が 1

陶 器 高 濃系 部拭われる。素地は灰白色。

鉢 底 12.0 

26 口縁部片 ロ 瀬戸・美 18C か 内外面に長石釉。

陶 器 高 濃系

鉢 底

27 口縁部 ロ 肥前系唐 1 7 C 後 内面に象目による白土の印花文。 覆土上層

陶 器 高 津 ~18C 中 白化粧土ののち、透明釉。

鉢 底

28 底部 ロ 南宋か 13C 体部外面及び内面に緑釉を施す。 中世

陶 器 高 内面に陰刻による文様を描出。素地は淡黄褐色。

盤 底

29 体部～底 ロ 底部は削り出し。内外面に鉄釉。妬器質。

陶 器 部 高

徳 利 底 5.3 
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

30 口縁部片 口 (3 1. 0) 瀬戸・美 18C 内外面に鉄（錆）釉。

陶 器 高 濃系

擢 鉢 底

31 口縁部片 口 (31. 0) 瀬戸・美 18C 内外面に鉄（錆）釉。櫛目の単位は12本。

陶 器 高 濃系

播 鉢 底

32 底部 ロ 瀬戸・美 17C か 内外面に鉄（錆）釉。

陶 器 高 濃系 底部に回転糸切痕（右回転）。

擢 鉢 底(130) 

33 体部～底 ロ 瀬戸・美 17C か 内外面に鉄（錆）釉。

陶 器 部 高 濃系 底部に回転糸切痕（右回転）。

擢 鉢 底 (13.0)

34 口縁部 口 (36.0) 不明 体部外面に稜を持つ。内耳部分は口唇部より出てい

軟質陶器 ～底部 高 3.3 る。酸化炎焼成。

焙 烙 底（33.6)

35 体部～底 ロ 不明 内耳部分は体部と底部の接する位置より若干底部側

軟質陶器 部 高 より出ている。酸化炎焼成。

焙 烙 底 (28.8)

36 口縁部片 ロ 不明 内部外面に稜。酸化炎焼成。

軟質陶器 高 3 4 

焙 烙 底

37 口縁部 ロ 不明 外面に叩き目と沈線。

軟質陶器 ～体部 高 還元炎に近い酸化炎焼成。

火 鉢 底

38 胴部～底 口 不明 外面に叩き目と沈線。

軟質陶器 部 高 還元炎に近い酸化炎焼成。

火 鉢 底(128) 底部に円形の粘土貼付による足（単位不明）。

39 ％残 径 不明 裏面には指頭状の圧痕が見受けられる。

土製品 厚 1.1 酸化炎焼成。

七厘中敷

40 高 不明 18 C 後 型押整形で内面には指頭圧痕がみられる。

土製品 ~19C前 酸化炎焼成。

恵比寿人形

石製品

番号 I 種類 I 大きさ・重量 I 形 状 • 特 徴
41 I 砥 石 I 長 一幅 3.3 下部を欠損。側面に櫛歯状工具痕がみられることから

42 I 砥石か:Hl-¼-"::|:：：；二5丁寧に研磨されている。
厚1.2 重 25.0

金属製品

番 号 種類 大きさ・重最 材質 形 状 特 徴 等

43 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

44 銭 厚 0.12 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

45 銭 厚 0.1 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

46 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

47 銭 厚 0.11 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 4 

48 煙 管 長 4 3 径 1.0 銅 火皿の径が小さい。脂返しはあまり湾曲しない。

雁 首 火皿径1. 3 重 7 1 

49 不 明 長 一重 20.2 鉄 上方の縁を折り曲げている。

鉄製品。両端を欠損。

50 不 明 長 一重 37.5 鉄 両端を欠損。折り曲げている。

51 不 明 長 一重 11 3 鉄 片端を欠損。

52 鎚 長 10.0 重 15 0 鉄 断面形が方形を呈する。ねじれている。

完形。
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備 考

外面煤。

外面煤。

外面に煤。覆土上層

38 と同ーか。

37 と同ーか。

（単位： cm. g) 

備

流紋岩

滑石片岩

考

（単位： cm. g) 

備 考



2. 屋敷跡

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷 1 号井戸出土遺物（第140~143図、 PL 80~83) （単位： cm)

番 方Fコ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 口(11.2) 肥前系 18C 後 丸形の染付碗。外面に丸文。素地は灰白色で呉須は 覆土

磁 器 高 うすく少しくすんで発色。 1 号屋敷覆土上層の遺物

茶 碗 底 と接合。

2 口縁部 ロ (8.6) 肥前系 天明～ 丸形の染付碗。外面は竹の子掘文。 覆土

磁 器 ～底部 高 5.1 1810年代 見込手描き五弁花文。素地は白色。 1 号屋敷内の遺物と接

茶 碗 底 (3 4) 呉須は黒ずんだ発色。 合。

3 口縁部 ロ (8.4) 肥前系 天明～ 丸形の染付碗。外面に竹（竹の子掘）文。 覆土

磁 器 高 1810年代 口縁部内面に横線。素地は灰白色で呉須は少しくす

茶 碗 底 んで発色。

4 口縁部～ 口 8.6 肥前系 天明～ 丸形の染付碗。外面に竹（竹の子掘）文。内面はロ 覆土

磁 器 底部½ 高 4.5 1810年代 縁部と腰部に横線。見込手描き五弁花文。

茶 碗 底 3.6 素地は白色で呉須は少しくすんで発色。

5 口縁部 ロ 8.6 肥前系 天明～ 丸形の染付碗。外面は竹の子掘文。 覆土

磁 器 ～底部 高 5.0 1810年代 見込手描き五弁花文。素地は白色。

茶 碗 底 3.5 呉須は黒ずんだ発色。

6 口縁部 ロ 9.6 肥前系 1820年代 端反りの染付碗。外面に格子目文。 覆土

磁 器 ～底部％ 高 5 3 ～幕末 素地は灰白色で呉須はうすく少しくすんで発色。

茶 碗 底 3.9 

7 口縁部 ロ 10.9 19C 末以 コバルトによる発色で型紙絵付による松竹梅文。 覆土

磁 器 ～底部％ 高 5.0 降

飯 碗 底 3.9 

8 体部～ ロ 肥前系 天明～ 半筒形の染付碗。外面は矢羽根文。 覆土

磁 器 底部 高 1810年代 見込手描き五弁花文。素地白色で呉須はうすく少し

茶 碗 底 (4.3) くすんで発色。, 口縁部 ロ 7 0 肥前系 半筒形の染付碗。外面は雪の輪文。 覆土

磁 器 ～体部片 高 素地は白色で呉須は黒ずんだ発色。 4 号井戸覆土の遺物と接

茶 碗 底 A 口 0

10 口縁部 ロ (6.8) 肥前系 天明～ 半筒形の染付碗。外面は矢羽根文。内面は口縁部に 覆土

磁 器 ～体部片 高 1820年代 横線 2 本。素地は白色、呉須はうすく少しくすんで

茶 碗 底 発色。

11 ロ縁部 口 肥前系 19C ijlj~ 染付の猪口。外面及び内面口縁部に格子目文。 覆土

磁 器 ～底部 高 幕末 素地は灰白色で呉須は青色に発色。

猪 ロ 底 (6.0) 

12 完形 ロ 8.4 瀬戸・美 18C 後 鉄釉の茶碗。釉は厚く、ピンホールがある。 覆土

陶 器 高 5.4 濃系 素地は淡黄褐色。

茶 碗 底 3.5 

13 口縁部 ロ (8.4) 瀬戸・美 18C後～ 鉄釉の茶碗。釉は口縁部ほど厚くはない。 覆土

陶 器 ～底部 高 5.2 濃系 19C前 ピンホールがある。素地は灰褐色。 1 号屋敷内の遺物と接

茶 碗 底 3 5 A F o  

14 口縁部 口 (15.0) 瀬戸・美 17C後～ 灰釉の皿。 覆土

陶 器 ～底部 高 3.1 濃系 18C前

皿 底（10.4)

15 口縁部 ロ 16.8 18C 後 灰釉。内面にピン痕。 覆土

陶 器 ～底部 高 8.0 素地は褐色。 4 号井戸覆土の遺物と接

片口鉢 底 (7.4) ムに 0 

か？

16 口縁部 口 (17.5) 瀬戸・美 18C 以降 飴釉の片口鉢。内面にピン痕が 3 ケ所。

陶 器 ～底部 高 8.0 濃系 素地は淡黄褐色。

片口鉢 底 8.8 

17 口縁部 ロ 7.4 瀬戸・美 灯明皿の上皿。外面に重ね焼きの痕。

陶 器 ～底部 高 1.2 濃系 鉄釉。

灯明皿 底 3.3 

18 口縁部 口 (10.1) 瀬戸・美 灯明皿の下皿。内外面に重ね焼きの痕。鉄釉。

陶 器 ～底部 高 2.1 濃系

灯明皿 底 4.8 

19 体部～底 ロ 瀬戸・美 18C 後～ へコカン徳利。外面に鉄釉。内面無釉。

陶 器 部 高 濃系か？ 19C 前

徳 利 底 (6.8) 
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

20 口縁部 ロ 31.0 18C 後～ 灰釉と銅緑釉を施す捏鉢。 覆土

陶 器 ～体部 高 19C 前 素地は灰白色。粗い貫入。 8 号溝、 31号土坑。

鉢 底 1号屋敷内の遺物と接合。

21 口縁部 口 31.0 18C 後～ 灰釉と銅緑釉を施す捏鉢。 覆土

陶 器 ～体部 高 19C 前 素地は灰白色。粗い貫入。 4 号井戸と 1 号屋敷内の

鉢 底 遺物と接合。

22 底部 ロ 18C後～ 内面に灰白色を施す。重ね焼きのために釉が 1 部拭 覆土

陶 器 高 19C 前 われている。素地は灰白色。 4 号井戸の遺物と接合。

鉢 底 (15.9) 

23 体部～底 ロ 18C後～ 内面に灰白色を施す。重ね焼きのために釉が 1 部拭 覆土

陶 器 部 高 19C 前 われている。素地は灰白色。底部に箆痕。 3 号土坑の遺物と接合。

鉢 底 16.2 

24 体部片 ロ 瀬戸・美 18C 内外面に鉄釉。櫛目の単位は12本。 覆土

陶 器 高 濃系 素地は淡黄褐色。 1号屋敷内の遺物と接合。

鉢 底

25 口縁部 ロ 瀬戸・美 内外面に鉄釉。櫛目の単位は13本。 覆土

陶 器 ～体部 吉回 濃系 素地は淡黄褐色。

鉢 底

26 体部片 口 丹波系 17C 後～ 焼締播鉢の体部。外面に指頭圧痕。 覆土

陶 器 古回 18C 初 櫛目の単位は不明。

鉢 底

27 口縁部 ロ 24.4 不明 19C 前後 外面に煤付着。円筒形を呈する。外面に叩き目のよ 覆土

軟質陶器 ～底部 古回 18.3 うな痕跡をもつが、陰刻の横線間及び口縁部は磨消 4 号溝、 18号土坑。

火 鉢 底 23.0 される。 1号屋敷内の遺物と接合。

28 長 不明 発泡する箇所はない。還元炎焼成。 覆土

土製品 径 5.5 

羽 口

29 口縁部 口 (36.2) 不明 平底の焙烙。還元炎焼成。 覆土

軟質陶器 ～底部 高 4.9 

焙 烙 底 (32.0)

30 口縁部 口 (36.6) 不明 底面が曲面を呈する。外面に稜。酸化炎焼成。 覆土

軟質陶器 ～底部 高

焙 烙 底 (36.0)

31 口縁部 口 (37.5) 不明 底面が曲面を呈する。外面に稜。酸化炎焼成。

軟質陶器 ～底部 高

焙 烙 底 (36.8)

32 口縁部 口 (36.8) 不明 平底の焙烙。還元炎焼成。

軟質陶器 ～底部 高 3.7 

焙 烙 底 (36.6)

石製品 （単位： cm. g) 

番 芍ロ 種類 大きさ・重量 形 状 特 徴 等 備 考

33 硯 巾 5.2 尚 1.3 ％以上を欠損する。中央部が磨耗によりくぼむ。 流紋岩覆土

34 砥 石 長 幅 6.0 ½以上を欠損。部分的に外面の剥離がある。 砂岩覆土

厚 6.1 重 600 四面が研ぎ面。 1 面に使用時の線条痕。

35 石 臼 径 (36.0) 粉挽き臼の下臼、 6 分画で10溝。％を欠損。 安山岩覆土

厚 5.9 重 4800 孔径 (3.5)

36 石 臼 径 34.0 粉挽き臼の下臼。 6 分画で 7 溝。％を欠損。 安山岩覆上

厚 12.6 重 9900 孔径 (3.2)

37 石 臼 径 36.0 粉挽き臼の下臼。目なしで下面は上げ底状を呈す。 砂岩覆土

厚 11.1 重 17600 断面形状は片側に向って傾斜し、左右対称をなさない。 孔径 (3.7) 

38 墓 石 長 幅 10.8 地蔵の石仏。顔と足以下を欠損する。 牛伏砂岩

厚 8.0 重 2000 風化が著しい。

39 墓 石 長 48.8 幅 27.3 石仏。風化がほとんどない。刻字及び髪部分などに墨が残存。 砂岩

厚 17.5 重 20500 裏面にエ具痕。「文化十一戌十月十九日 幻空童子俗名浪吉J

40 墓 石 長 56.5 幅 24.9 角柱状の墓石。底面と裏面にエ具痕。 砂岩

厚 16.6 重 49000 「大安秋光居士文政iJ.午亥八月朔日」 文政五年か？
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2. 屋敷跡

金属製品

番：：号:類：［：二且ご：］：主主（：：：｀：ょ：即ふ等くらみ 1::
（単位： cm. g) 

考

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷 4 号井戸出土遺物（第144図、 PL 84) （単位： cm)

番 弓ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 ほぽ完形 口 9 0 肥前系 18C 前～ 丸形の染付碗。外面にコンニャク判による蔦と井桁 覆土

磁 器 高 4 3 中葉 桐の葉文。素地は白色で呉須は少しくすんで発色。

飯 碗 底 3.6 内面に箸の使用痕。

2 口縁部 ロ (7.0) 瀬戸・美 幕末文化 染付の碗。外面に草花文。素地は白色。 覆土

磁 器 ～体部 高 濃系 文政以降 呉須は少しくすんで発色。

茶 碗 底

3 口縁部 ロ (8.2) 肥前系 天明～ 丸形の染付碗。外面は菊花散らし文。見込は手描き 覆土

磁 器 ～底部 高 5.5 1810年代 五弁花文。素地は白色で呉須はうすく少しくすんで

茶 碗 底 (4.4) 発色。

4 体部～底 ロ 肥前系 18C後 染付の猪口。素地は灰白色で、呉須は黒ずんだ発色。 覆土

磁 器 部 高

猪 ロ 底 (2.9) 

5 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 前～ 灰釉を施す。妬器質。 覆土

磁 器 ～体部片 高 濃系 19C 前

鉢 底

6 口縁部 口(126) 瀬戸・美 明治～大 コバルトによる発色。型紙絵付による鶴亀文。 覆土

磁 器 ～底部 高 5.9 濃系か 正 見込は松竹梅。素地は白色。

鉢 底 4 2 

7 体部片 ロ 肥前系 1690年代 染付の鉢。内外面に唐草文。 覆土

磁 器 高 ~18C前 素地は白色で、呉須は少しくすんで発色。

鉢か？ 底

8 口縁部 ロ 不明 底面が曲面を呈する。外面に稜。 覆土

軟質陶器 ～底部 吉回 酸化炎焼成。

焙 烙 底, 口縁部 ロ 不明 平底の焙烙。外面は体部と底部の接合部に稜。 覆土

軟質陶器 ～底部 高 4.8 還元炎焼成に近い。

焙 烙 底

10 口縁部 ロ 不明 平底の焙烙。酸化炎焼成。 覆土

軟質陶器 ～底部 吉回 4 5 

焙 烙 底

石製品

｀類石 1 長大きさ．： ~-4 

厚 2.0 重 55.0

形 状 特 徴 等

上、下を欠損。側面に平タガネの痕跡がのこる。

金属製品

番 12 号 1 種鎌類 1 : ]:: •:: 2 1 材鉄質 1 :：：：で、先三を欠く： 徴 等

（単位： cm. g) 

備 考

流紋岩

（単位： cm• g) 

備 考

覆土

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 2 号建物出土遺物（第146図）

地
系

産
疇ロ

番
磁
茶

年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備

（単位： cm)

考

18C 中～ 丸形の染付碗。素地は灰白色で呉須は黒ずんだ発色。 pit 5 覆土

末 2 次的に被熱。
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 2 号石垣出土遺物（第148図）

石製品 （単位： cm. g) 

番 号 1 ：柱類石 1 長 ~-8
厚 10.2 重 11000

形 状 特 徴 等

墓石の基礎等に使われた可能性が強い。全面に加工痕。

備

砂岩

考

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 1 号・ 2 号土坑出土遺物（第150図、 PL 84) （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部片 ロ 肥月IJ系 18 C 後 丸形の染付碗。外面は植物文。内面に 2 本の横線。 2 号土坑

磁 器 高 ~19C前 焼成不明。

茶 碗 底

2 口縁部片 ロ 肥前系 18C 紅皿。素地は白色。 2 号土坑

磁 器 高

皿 底

金属製品 （単位： cm. g) 

番 方Fコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

3 釘 長 幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。 2 号土坑

重 1.5 頭部と脚部を欠損。

4 銭 厚 0.13 銅 ％欠損。方孔。銭背無文。 2 号·土坑

寛永通宝 径 2.3 

5 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 1 号土坑

寛永通宝 径 2.3 

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 3 号土坑出土遺物（第151図、 PL 84) 

三詈言“
年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備

（単位： cm)

考

天明～ 1 染付の丸碗。外面に雪の輪に竹文。見込は手描き五 1 漆継の痕跡。
1810年代 弁花文。素地は白色で、呉須はうすく少しくすんで

発色。

金属製品

番 2 号 1 不種 □ I 重：：： •重 量 1 材鉄質 1 縁辺：多てが：員。 特徴等 備

（単位： cm. g) 

考

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 4 号土坑出土遺物（第152図、 PL 84) 

；質：言言口 I 不：地 1 年代 1 ：̀： l:こに：：：二：し戸る。
備

（単位： cm)

考

石製品 （単位： cm. g) 

番号種類大きさ・重量 形 状 • 特 徴 等 備

2 1 砥 石 1 長 一 幅 3 5 1 ％程度を欠損。側面に櫛歯状工具痕がみられることから18C 後 1 流紋岩
厚 2.5 重 104 ~19C 前半。

考

金属製品 （単位： cm. g) 

番 3 号|： □ 1 長大きさ・重量 1 材鉄質
重 9.4

形状 特徴等 備考

片端を欠損する。

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 6 • 24号土坑出土遺物（第153図、 PL 84) 

; 1 只胃］1 1l：前系地 I 1` ：三：三竺□発色。
（単位： cm)

備考

24号土坑、 5 号溝

1 号屋敷内出土遺物と接
メ
口 0
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2. 屋敷跡

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷 8 号土坑出土遺物（第155図）

: 1 ; I :：状態 1 :き □ 1 ：：•口 I l :c: 

器形・文様・釉薬等の特徴

外面に飴釉。

素地は淡黄褐色。

（単位： cm)

備考

5 号溝出土遺物と接合。

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷15号土坑出土遺物（第158図、 PL 84) （単位： cm)

番 方ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 体部片 ロ 肥前系 18C 後 丸形の染付碗。外面に草花文か。気泡を多く含む。 覆土

磁 器 高 素地は灰白色で、呉須は少しくすんで発色。

飯 碗 底

2 ほぽ完形 口 6.2 瀬戸・美 18C 内外面に灰釉。付高台で尚台無釉だが一部釉が残存。

陶 器 高 4.0 濃系 素地灰褐色。

小 盃 底 3.0 

金属製品

口銭：」三・重量 □司質 1 古寛：：方孔。状銭背無；。 特 徴 等 備

（単位： cm. g) 

考

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷17号土坑出土遺物（第159図、 PL 84) （単位： cm)

番 芍にコ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 口 (6.8) 肥前系 天明～ 半筒形染付碗。外面は菊花散らし文。気泡を多く含 1 号屋敷内出土遺物と接

磁 器 ～底部 高 4.4 1810年代 む。素地は灰白色で、呉須は少しくすんで発色。 A 口 0

茶 碗 底 (6.8) 

2 口縁部片 ロ 不明 底面が曲面を呈する。外面に稜。 覆土

軟質陶器 古回

焙 烙 底

3 口縁部 ロ 10 0 瀬戸・美 灯明皿の下皿。鉄釉。素地は灰白色。

陶 器 ～底部％ 高 2 4 濃系 外面に重ね焼きの痕。

灯明皿 底 4.8 

4 ｽ 不明 形押成形で内面には指頭圧痕がみられる。

土人形 酸化炎焼成。

武 士

石製品 （単位： cm. g) 

番 5 号 1 :[ 類臼 1 孔：31!!: •: : 6 |粉挽き］：上臼。：分画で ;~8 本：溝。供：t口から戸ものくば 1 安]i 考
重 5800 り」の溝が掘られる。上縁はしつかりとした稜。

金属製品 （単位： an. g) 

番 方にコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

6 鎚 重 6.0 鉄 片側の先端を欠損。もう一方の先端は曲がっている。

7 銭 厚 0.18 銅 ％以上を欠損。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

8 銭 厚 0.12 銅 ％を欠損。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 3 , 釘 長 幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部と脚部を欠損。

重 6.0 木質が残存。

10 釘 長 幅 0.2 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。

重 1.5 頭部は遺存状態が悪く詳細は不明。
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷18号・ 34号土坑出土遺物（第161図、 PL 84) （単位： cm)

番 巧に 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ (7.2) 肥前系 18C 丸形の碗。ピンホールあり。 18号土坑

磁 器 ～体部 高 素地は灰白色。

茶 碗 底

2 口縁部 ロ (8 2) 瀬戸・美 18C~19 鎧茶碗。外面口縁部～内面鉄釉。 18号土坑

陶 器 ～体部 高 濃系 C 外面の体部は灰釉。妬器質。

茶 碗 底

3 ロ縁部 口 不明 補修孔（孔径0.4) が残存。外面に煤付着。 18号土坑

軟質陶器 高 還元炎焼成。

焙 烙 底

4 注ぎ口部 不明 土瓶、急須類の注ぎ口か。先端部の孔径は0.4cm。 18号土坑

土瓶急須 のみ 混入物のない素地で酸化炎焼成。

6 口縁部 ロ 10.2 肥前系 18C 後 丸形の染付碗。外面に若松文。素地は灰白色で、呉 34号土坑

磁 器 ～底部 高 4.3 須は黒ずんだ発色。生掛け。 土坑内及び土坑掘り方と

飯 碗 底 3.8 4 号溝の遺物と接合。

金属製品

番 5 号 1 :~：： I: 胃・重量 1 材銅質 1 新寛：：）。方［銭背｀文。特 徴 等 備

（単位： cm. g) 

考

18号土坑

石製品

番 号 I 種類 I 大きさ・重最
7 I 砥石 I 長一幅 3.6

厚 10.6 重 3250

形 状 特 徴 等

断面長方形。研ぎ面は一面で、他の部分には加工痕。

（単位： cm. g) 

備考

34号土坑砂岩

覆土

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷19号土坑出土遺物（第162図） （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ 18C~19 捏鉢か。灰釉を施し、細かな貫入がみられる。

陶 器 ～体部 高 C前 素地は褐白色。

鉢 底

2 底部 ロ 瀬戸・美 18C~19 飴釉を施す。妬器質。

陶 器 高 濃系 C前

茶 碗 底 4 8 

石製品

番 3 号 1 : 類石 1 長 ―きさ・： : 1 

厚一菫 305

形状

大半を欠損し、遺存面が少ない。

特 徴 等 備

砂岩

（単位： cm. g) 

考

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷29号土坑出土遺物（第167図、 PL 84) 

こ：：：：：態 1 ：大き 5: I ：地 I 年代 1::i:]f：m：：る：の特徴
羽口

備

（単位： cm)

考

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷31号土坑出土遺物（第169図、 PL 84) （単位： cm)

番 万ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ (7.8) 肥前系 18 C 後 丸形の染付碗。外面に山水文。 1 号屋敷内出土遺物と接

磁 器 ～底部 高 5.0 ~19C 前 素地は灰白色で、呉須は黒ずんだ発色。 4 ロ 0

茶 碗 底 3 2 

2 体部 ロ 瀬戸・美 注ぎ口の径は0.4cm。内外面に鉄釉。耳の一部が残存

陶 器 高 濃系 する。

急 須 底

3 口縁部 ロ 不明 捏鉢の口縁部。内外面に透明釉。

陶 器 ～体部 高 細かな貫入がみられる。

鉢 底
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石製品

番 方にコ 種類 大きさ・重雇 形 状 特 徴 等

4 石 臼 径 孔径 39 粉挽き臼の下臼。 6 分画で10溝。

厚 12.6 重 18200

5 不 明 鼈に使用されたか。 2 次的に被熱し、煤付着。

厚 22 6 重 9800 内外面に加工痕。

6 砥 石 幅 265 厚 22.9 研ぎ面が 2 面。太めの線条痕。

重175000 

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷38号土坑出土遺物（第170図）

: 1 :I :::: I 大きさ 1 1'~Jl地 1 年代 1 型押成jf□贔。文：五：。作技法の特徴
唐子人形

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷80号土坑出土遺物（第172図、 PL 84) 

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

1 口縁部 ロ 肥前系 18C 後 丸形の茶碗。外面に矢羽根文。

磁 器 ～体部 高 素地は灰白色で呉須は少しくすんで発色。焼成不良。

茶 碗 底

2 注ぎ口 口 瀬戸・美 18C 飴釉。素地は淡黄褐色。

陶 器 高 濃系

片口鉢 底

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号屋敷 3 号溝出土遺物（第175図、 PL 84) 

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

1 口縁部 ロ 肥前系 18C 後～ 丸形の染付碗。外面に船の文様。

磁 器 ～体部 高 19初 素地は灰白色で呉須はうすく少しくすんで発色。

茶 碗 底

2 口縁部 ロ 不明 補修孔（径0.3) が残存。

軟質陶器 ～底部 高 5.1 還元炎焼成。

焙 烙 底

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷 7 号溝出土遺物（第175図）

番 1 号 1 :：状態 1 ; \~6 1 ：BJl地 1 年代 1 桟瓦の破器片：・文様・製作技法の特徴
瓦

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号屋敷12号溝出土遺物（第175図）

番 号 I 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 I 

2. 屋敷跡

備

安山岩

砂岩

砂岩

備

毅土

備

殴土

四土

備

翌土

疫土

（単位： cm. g) 

考

（単位： cm)

考

（単位： cm)

考

（単位： cm)

考

（単位： cm)

備考

毅土

1 号屋敷には伴わない。

（単位． cm)

備 考

完形 口 10.0 肥前・波 18C 前～ 丸形の染付碗。外面はコンニャク判による菊花文。 1 毅土
磁 碗器I 高 5 1 佐見 中 高台内側に渦福。素地は灰白色で、呉須はうすく少

茶 底 4 8 しくすんで発色。
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江戸時代以降の遺構と遺物

3 号屋敷

位
方
置
位

C 73III54他

N-5° —E 

写 真 PL 74 • 85 

2 号屋敷の西側に位置し、北側に傾斜する場所に

立地する。検出面は基盤の粘土層である。

南側を切り土して段に沿って長さ 10.8mの溝が掘

られていた。北側に向かってなだらかに傾斜し、盛

土による平坦面の造成は行われていない。 また、切

---/ 1 

り土及び溝以外の施設は検出できなかった。調査当

初は屋敷地として取り扱ったが、上記の検出状況な

どから屋敷地である可能性は弱い。

出土遺物は、図化したもの以外に磁器碗の小片が

8 点、陶器碗の小片が10点、擢鉢小片 1 点、焙烙 1

点が出土した。出土遺物の年代はlSC を中心として

いるが、一部明治以降の磁器も存在する。

（遺物観察表： 246頁）
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第176図 3 号屋敷と出土遺物
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3. 礎石建物

3. 礎石建物

位置 C89IV10他写真 PL74 • 85 

内匠諏訪前遺跡A区西側の調査区に位置する。長A

方形に掘り込んだ土坑内に自然礫を充填する遺構が

5 基検出された。調査時には全体を建物跡として考

え、 5 基の遺構も礎石として取り扱ったが、可能性

は極めて弱く性格不明の遺構である。 27号溝に切ら

れているが、 1 • 4 • 5 号は残存状態が良好であっ

た。図示した遺物が出土した。

（遺物観察表： 246頁）
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

4. 墓 拡

内匠諏訪前遺跡A区で13基と内匠日影周地遺跡A

区で 1 基検出された。

内匠諏訪前遺跡A 区

13基の墓拡は 2 号屋敷の北西部分でかたまって検

出されている（第121図参照）。重機を使用した改葬

が行われていたために、残存状態は極めて悪かった。

2 号屋敷との時間的な関係は、上記の理由から発掘

調査では明らかにしえなかったが、路線外に移築さ

れた墓石10基の中で建立年代が 1 番古いもので「天

保 4 巳」＝ 1833年（癸巳）の年号が刻まれていること

から天明 3 年 (1783年）以前に消失した 2 号屋敷と

は同時期に存在してなかったと考えられよう。また、

調査時点では既に改葬が行われていたことから調査

した墓拡と移築された墓石との対応関係もつかむこ

とはできなかった。 13基の墓拡から出土した遺物も

改葬時の攪乱をうけている。また、遺存状態が悪かっ

た銭・釘類については図化できなかったものもある。

（遺物観察表： 246~249 頁）

内匠日影周地遺跡 A 区

馬の墓砿が 1 基検出された。

内匠諏訪前遺跡 A 区 1 号墓址

位置 C76III49 写真 PL74 • 85 

癒着した寛永通宝 4 枚・釘（棺桶に使用） 31本・

銅線 1 本が出土した。規模《（縦 X 横） X 深さ》は、

(0.90X0.88) X0.24mである。

内匠諏訪前遺跡A 区 2 号墓砿

位置 C75III49 写真 PL74 • 85 

寛永通宝10枚・文久永宝 1 枚が出土した。 2 は方

孔を 2 次的に円孔にしている。規模《（縦 x 横） X 深

さ》は、 (0.52X0.66) X0.24mである。

内匠諏訪前遺跡 A 区 3 号墓址

位置 C75III49 写真 PL74 • 85 

腐食し癒着した寛永通宝 9 枚・釘（棺桶に使用）

240 

40本・煙管 1 対・ガラス小玉（径 3 mmで青16 •白 1)

が出土した。規模《（縦 X 横） X 深さ》は、 (0.90X

0.72) X0.92mである。

内匠諏訪前遺跡 A 区 4 号墓址

位置 C74III49 写真 PL74 • 85 

寛永通宝 4 枚・磁器茶碗 1 片が出土した。規模《

（縦 x 横） X 深さ》は、 (0.88X0.64) X Q .40m であ

る。

内匠諏訪前遺跡A 区 5 号墓坑

位置 C74IIl49 写真 PL74 • 85 

寛永通宝 6 枚・釘（棺桶に使用） 40本・磁器碗小

片が出土した。規模《（縦 X 横） X 深さ》は、 (0.88X 

0.84) X0.6lmである。

内匠諏訪前遺跡A 区 6 号墓坑

位置 C73IIl49 写真 PL74 • 85 

癒着した寛永通宝 6 枚・磁器茶碗 1 片が出土した。

規模《（縦 x 横） X 深さ》は、 (0.88X0.84) X0.6lm 

である。

内匠諏訪前遺跡A 区 7 号墓址

位置 C73III49 写真 PL74 • 85 

癒着した寛永通宝 6 枚・煙管 1 対が出土した。規

模《（縦 x 横） X 深さ》は、 (0.64 XO. 78) XO. 22mで

ある。

内匠諏訪前遺跡 A 区 8 号墓砿

位置 C73III49 写真 PL74 • 85 

癒着した寛永通宝 6 枚・煙管 1 対・釘（棺桶に使用）

15本が出土した。規模《（縦 x 横） X 深さ》は、 (0.

78X0.74) X0.24mである。

内匠諏訪前遺跡A 区 9 号墓址

位置 C75III48 写真 PL74 

遺物の出土はなかった。規模《（縦 X 横） X 深さ》

は、 (0.76X l. 08) X0.50mである。

内匠諏訪前遺跡 A 区10号墓砿

位置 C74IIl48 写真 PL74 

釘（棺桶に使用） 11本が出土した。規模《（縦 x

横） X 深さ》は、 (0.90X0.88) X0.53mである。

内匠諏訪前遺跡 A 区11号墓址

位置 C73III47 写真 PL74 



4. 墓砿
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4. 墓砿

遺物の出土はなかった。規模《（縦 X 横） X 深さ》

は、 (0.72X0.74) X0.22mである。

内匠諏訪前遺跡 A 区 12号墓域

位置 C75III47 写真 PL74 • 85 

から馬骨が検出された。

内匠日影周地遺跡出土の馬骨について

宮崎重雄

寛永通宝12枚・煙管の吸口 1 つ・釘（棺桶に使用） A 区 1 号墓拡から出土した馬骨についてのコメン

35本が出土した。規模《（縦 x横） X 深さ》は、 (0. 卜を、ここに記す。

78Xl.00) X0.14mである。 この馬骨は、左記のような形状、立地の墓拡に、い

くぶん四肢を屈曲させて東側に置き、南南西の隅に

内匠諏訪前遺跡A 区13号墓址 頭を、北北東に臀部を置いて横臥姿勢で埋存してい

位置 C 73III46 写真 PL 74 • 85 たもので、 6 個の人頭大の石が上層を覆っていた。

寛永通宝 4 枚・昭和アルミ銭 1 枚・煙管の吸口 1 時代：中世～近世（？）

つ・釘（棺桶に使用） 10本・石膏型で造られている 性別：切歯がすべて検出されているにもかかわら

鯉の水差し 1 点・擢鉢 1 点が出土した。規模《（縦 X ず、その近くに植立していたはずの犬歯が検出され

横） X 深さ》は、 (0.72X0. 73) X0.3lmである。 ていないことから、雌馬である可能性がきわめて高

内匠日影周地遺跡 A 区 1 号墓址

位置 Dl6Vl40 写真 PL74 

立地馬背状丘陵の西端に位置し、西側に傾斜す

る場所で検出された。方位はN-46'-E である。

形状長軸1.8m、短軸l.lmの不正楕円形を呈し、

深さは0.58mである。

埋没土 M• pを多量に含むローム質土壌中に、暗

褐色土と浅間A軽石を斑状に含む。

検出状況 人頭大の自然礫が上層で出土し、その下

し＼。

年齢：歯冠高（咬耗度）の肉眼鑑定により 8~10オ

程度と推定される。

体高：腔骨の全長が30.4cm、下顎全臼歯列長が15.3

cmであることから、体高は116cm程度と推定される。

116cmの体高はペシュロン、サラブレッドなどの西

洋馬のそれにははるかに及ばず、日本在来馬の小型

馬すなわちトカラ馬・野間馬に相当する。このよう

な小型馬は中・近世においては、乗用馬としてより

は農馬・駄馬として使われていた可能性の方が高い。
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区 3 号屋敷出土遺物（第176図、 PL 85) 

番 号 I 残存状態 I 大きさ I 産地

l 口縁部

陶 器～体部

茶碗

口 (11.5) 1 瀬戸・美
高 一濃系

底

年代 I 器形・文様・釉薬等の特徴
丸形の茶碗。飴釉。素地は淡黄褐色。

備

（単位： cm)

考

金属製品 （単位： cm. g) 

番 方にコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

2 銭 厚 0.13 銅 ％欠損。新寛永。銭背方孔上部に文。

寛永通宝 径 2.4 

3 小刀か 長 鉄 刃部の大部分を欠損する。

重 1 3 

4 鎌 長 鉄 両端を欠損する。刃の状態も遺存状態が悪く詳細は不明。

重 3.9 

5 不 明 長 鉄 両端に突出する部分をもつ。

重 129.0

内匠諏訪前遺跡 A 区礎石建物出土遺物（第177図、 PL 85) （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 口 (10.0) 瀬戸・美 18C後半 外面に飴釉。素地は妬器質。 4 号礎石内

陶 器 ～体部 高 濃系

茶 碗 底

2 底部片 ロ 肥前内野 17C後～ 内面は青緑釉。外面には透明釉。 2 号礎石内

陶 器 高 山窯 18C 前 輪禿皿。

皿 底 (4.4) 

3 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 前～ 内面口縁部～外面に灰釉。 3 号礎石内

陶 器 ～体部 高 濃系 19前か

香 炉 底

内匠諏訪前遺跡A 区 1 号墓砿出土遺物（第178図、 PL 85) 

金属製品 （単位： cm. g) 

番 方ロ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

1 銭 厚 0.14 銅 古寛永か。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.3 

2 銭 厚 0.14 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.4 

3 銭 厚 0.11 銅 方孔。銭背不明。背面に布痕付着。完形。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

4 釘 長 4.5 幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。 覆土

重 4.0 完形。 棺桶の釘。

5 釘 長 4.8 幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。 覆土

重 2.0 2 本が癒着。 1 本は完形。 棺桶の釘。

6 不 明 長 8.2 幅 0.2 銅 両端を欠損する。 2 ケ所折れ曲がる。 覆土

重 1.6 

内匠諏訪前遺跡 A 区 2 号墓址出土遺物（第179図、 PL 85) 

金属製品 （単位： cm. g) 

番 号 種類 大きさ・重鼠 材質 形 状 特 徴 等 備 考

1 銭 厚 0.14 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.4 

2 銭 厚 0.13 銅 新寛永。ほぽ完形。方孔を円孔にする。 覆土

寛永通宝 径 2.7 銭背は青海波11波。四文銭。

3 銭 厚 0.10 銅 完形。方孔。銭背は青海波11波。四文銭。 覆土

文久永宝 径 2 7 

4 銭 厚 0.13 銅 古寛永か。完形。方孔。背面に布付着。 覆土

寛永通宝 径 2.7 銭背無文。
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番 芍にコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等

5 銭 厚 0.12 銅 新寛永。ほぽ完形。方孔。銭背は青海波11波。

寛永通宝 径 2 7 四文銭。

6 銭 厚 0.14 銅 新寛永。完形。方孔。銭背は青海波11波。四文銭。

寛永通宝 径 2 7 

7 銭 厚 0.11 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

8 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 , 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

10 銭 厚 0.14 銅 新寛永。完形。方孔。銭背は青海波11波。四文銭。

寛永通宝 径 2.7 

11 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

内匠諏訪前遺跡A 区 6 号墓址出土遺物（第180図、 PL 85) 

番 号残存状態大きさ 産地

1 口縁部口(10.0) 肥前系

磁器～体部高

年代 器形・文様・釉薬等の特徴

天明～ 1 丸形の染付碗。外面は矢羽根文。
1810年代 素地は灰白色で、呉須は黒ずんだ発色。焼成不良。

茶碗 底

内匠諏訪前遺跡A 区 3 号墓砿出土遺物（第181図、 PL 85) 

金属製品

番 号 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等

1 銭 厚 0.15 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

2 銭 厚 0.10 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

3 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

4 煙 血巨 長 4.3 径 1 4 銅 火皿の径が大きい。羅宇挿入口が最大径よりすぽまる。

雁 首 火皿径1. 4 重 5 0 羅宇一部残存。

5 煙 函目 長 6.5 径 1.4 銅 羅宇挿入口が最大径よりすぼまる。口唇部にふくらみを

吸 ロ 重 6.0 もつ。羅宇一部残存。

6 釘 長 3.7 径 0 5 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。完形。

重 1.0 

7 釘 長 3.6 径 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。

重 1.3 完形。

内匠諏訪前遺跡 A 区 4 号墓址出土遺物（第182図、 PL 85) 

備

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

備

覆土

考

（単位： cm)

考

（単位： an. g) 

備 考

覆土

覆土

覆土

覆土

5 と対。

覆土

4 と対。

覆土

棺桶の釘

覆土

棺桶の釘

; ; 1 :::  1: き :I :戸地 1 幕末代 1 丸形の染：：：素x!tll:五ロロニりこ発色。 1 覆土備
（単位： cm)

考

金属製品 （単位： cm. g) 

番 号 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

2 銭 厚 0.13 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.3 

3 銭 厚 0.10 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.1 

4 銭 厚 0.14 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.2 
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内匠諏訪前遺跡A 区 5 号墓址出土遺物（第183図、 PL 85) 

金属製品

番 方ロ 種類 大きさ・重鼠 材質 形 状 特

1 銭 厚 0.13 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

2 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

3 銭 厚 011 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

徴

4 銭 厚 0.14 銅 古寛永か。完形。方孔を円孔にする。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

5 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 2 

6 銭 厚 0.10 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

等

7 釘 長 3 6 幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。完形。

重 2.0 

8 釘 長 4 2 幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。木質が残存。

重 4 0 2 本が癒着。

内匠諏訪前遺跡A 区 7 号墓址出土遺物（第184図、 PL 85) 

金属製品

番 方Eコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特

1 銭 厚 0.12 銅 新寛永。％欠損。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

2 銭 厚 0.13 銅 新寛永か。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.4 

3 銭 厚 0.13 銅 古寛永か。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 4 

4 銭 厚 0.17 銅 古寛永か。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.4 

5 銭 厚 0.14 銅 ほぽ完形。方孔。

寛永通宝 径 2.4 

徴 等

6 煙 が目 長 8.5 径 1 0 銅 羅宇挿入口が最大径よりすぽまる。口唇部にふくらみを

吸 ロ 吸口径0.4 重 10.0 もつ。羅宇一部残存。

7 煙 血目 長 6.5 径 0.9 銅 火皿の径が小さい。脂返しはあまり湾曲しない。

雁 首 火皿径1 2 重 6.0 羅宇挿入口が最大径よりすぼまる。

内匠諏訪前遺跡 A 区 8 号墓址出土遺物（第185図、 PL 85) 

金属製品

番 方にコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特

1 銭 厚 011 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

2 銭 厚 0.08 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.3 

3 銭 厚 013 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.4 

4 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2.2 

5 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径 2 1 

6 銭 厚 0.18 銅 新寛永か。％欠損。方孔。銭背無文。

寛永通宝 径

徴 等

7 煙 夕目 長 4.5 径 1.3 銅 火皿の径が大きいが接合部補強帯なし。肩をもつ。

雁 首 火皿径2.0 重 6.0 

8 煙 管 長 6.9 径 1.2 銅 明瞭な肩をもつ。口唇部欠損。羅宇一部残存。

吸 ロ 吸口径0.5 重 4.3 , 釘 長 5.3 幅 0.2 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。

重 7.5 頭部を欠損。
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（単位： cm. g) 

備 考

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

棺桶の釘

覆土

棺桶の釘

（単位： cm. g) 

備 考

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

7 と対。

覆土

6 と対。

（単位： cm. g) 

備 考

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

8 と対。

覆土

7 と対。

覆土

棺桶の釘。



v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠諏訪前遺跡A 区10号墓址出土遺物（第186図）

金属製品

番 号 1 種釘類し；大：： •:万4
重1.7 

材質 形 状 特 徴 等

（単位： cm. g) 

考

鉄 I 脚部の断面形が方形を呈する角釘。完形。

木質が残存。

備

覆土

棺桶の釘。

内匠諏訪前遺跡 A 区12号墓址出土遺物（第187図、 PL 85) 

金属製品 （単位： cm. g) 

番 万に 種類 大きさ・重屈 材質 形 状 特 徴 等 備 考

1 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。銭背方孔上部に文。 毅土

寛永通宝 径 2.4 

2 銭 厚 012 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。 授土

寛永通宝 径 2.4 

3 銭 厚 0.14 銅 新寛永。完形。方孔。銭背は青海波21波。 覆土

寛永通宝 径 2.7 

4 銭 厚 010 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

5 銭 厚 0.09 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2 3 

6 銭 厚 010 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 匹土

寛永通宝 径 2.2 

7 銭 厚 010 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

8 銭 厚 012 錮 古寛永。一部欠損。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.3 , 銭 厚 011 銅 新寛永。完形。銭背方孔上部に元。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

10 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。銭背方孔上部に文。 蜀土

寛永通宝 径 2 4 

11 銭 厚 0.09 銅 新寛永。ほぽ完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2 3 

12 銭 厚 0.10 銅 ½以上を欠損。方孔。銭背無文。 授土

寛永通宝 径

13 煙 函目 長 8 1 径 1.0 銅 羅宇挿入口が最大径よりすぽまる。口唇部にふくらみを 翌土

吸 ロ 吸口径0.6 重 11.0 もつ。羅宇一部残存。

14 釘 長 径 0.5 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。脚部を欠損。 覆土

重 5 0 木質が残存。 棺桶の釘。

内匠諏訪前遺跡 A 区13号墓址出土遺物（第188図、 PL 85) 

番 号 1 残存状態 1 大きさ
％欠損 口 15.9 

器
鉢

陶
揺

0

り

6

伯
高
底

瀬□ こ I 1；c代
濃系

器形・文様・釉薬等の特徴

鉄（錆）釉の擢鉢。櫛目 12本で櫛目が細かい。

素地は淡黄褐色。

備

覆土

（単位： cm)

考

金属製品 （単位： cm. g) 

番 方ロ 種類 大きさ・重鼠 材質 形 状 特 徴 等 備 考

2 銭 厚 012 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

3 銭 厚 0.11 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 覆土

寛永通宝 径 2.2 

4 銭 厚 0.17 アルミ カラス。昭和。年次不明 覆土

銭 径 1.6 二次的に被熱。

5 煙 管 長 3.6 径 1.3 銅 明瞭な肩をもち短い。最大径を羅宇挿入口にもつ。口唇 覆土

吸 ロ 吸口径0.6 菫 4 4 部にふくらみをもつ。

6 釘 長 3.9 幅 0.3 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。完形。 覆土

重 0.9 木質が残存。 棺桶の釘。
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

5. 溝

図第190~194図写真 P L 76 • 77 • 85 • 86 

屋敷に関係しない溝は31条が検出された。

大半が排水の目的でつくられたと思われるが、あ

わせて地境溝や根切溝の役割をもつ場合もあったと

第 5 表江戸時代以降溝規模一覧

地 区 番号 位 置
長さ m 最大 深さ

（のべ） 幅cm cm 

内匠諏訪前遺跡A区 14 C 77Ill50他 23.0 83 11 

内匠諏訪前遺跡A区 15 C 75lll50他 8.0 48 3~29 

内匠諏訪前遺跡A 区 16 C 73III50他 6.0 48 3~29 

内匠諏訪前遺跡A 区 26 C 70!V20他 27.3 120 2~19 

内匠諏訪前遺跡A 区 27 C96IV20他 75.8 130 13~57 

内匠諏訪前遺跡A区 28 C92IV 3 他 17.8 120 27~50 

内匠諏訪前遺跡A区 29 DO IV22他 10.4 120 2~33 

内匠諏訪前遺跡A区 30 C90IV40他 21.0 77 4~12 

内匠諏訪前遺跡A区 31 C 90III80他 18.6 60 7~19 

内匠日影周地遺跡A 区 1 C90V30他 60.1 55 15~35 

内匠日影周地遺跡A 区 2 DOV 47他 17.0 39 8~20 

内匠日影周地遺跡A区 3 C90Vl8他 27.0 68 7~20 

内匠日影周地遺跡A区 4 C90V 5 他 29.0 43 3~14 

内匠日影周地遺跡A区 5 C90V 4 他 27.2 77 6~23 

内匠日影周地遺跡A区 6 C95V40他 29.0 100 3~17 

内匠日影周地遺跡A区 7 C90V40他 21.2 63 5~8 

内匠日影周地遺跡A区 8 DO V36他 25.3 37 7~15 

内匠日影周地遺跡A区 9 DO V35他 26.6 57 18~25 

内匠日影周地遺跡A区 10 DO V34他 19.9 19 14~24 

内匠日影周地遺跡A区 11 C98V34他 15.0 33 17~25 

内匠日影周地遺跡A区 12 DO V34他 20.1 30 22~30 

内匠日影周地遺跡A区 13 DO V29他 20.4 23 21 

内匠日影周地遺跡A区 14 DO V27他 20.6 23 14~21 

内匠日影周地遺跡A区 15 D 2 V25他 21.8 30 20~26 

内匠日影周地遺跡A区 16 D 4 Vl8他 15 4 48 3~9 

内匠日影周地遺跡A区 17 D 5 V19他 23.2 65 15~21 

内匠日影周地遺跡A区 18 DO VlO他 56 0 130 7~24 

内匠日影周地遺跡A区 19 D40V30他 94 0 180 18~98 

内匠日影周地遺跡B 区 1 C95V90他 20.3 27 7~42 

内匠日影周地遺跡B 区 2 C75V65他 112.1 90 27 

内匠日影周地遺跡B 区 3 C 75V62他 9.0 50 49 
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思われる。溝の中で、暗渠が検出されている。暗渠

が検出された地点はいずれも検出面が粘土層 (X 層）

である。また、全体図中にも図化できなかったが、

地境・農道の両端・削平などによる傾斜変換点には

調査時点で機能する溝が存在していたが、それらの

溝の年代的な上限は不明である。

（遺物観察表： 255 • 256頁）

方 位 特 記 事 項

N-20"-E 2 号屋敷の溝（13溝）を切る。 15 • 16溝と重複する
N-9ー -W が、先後関係は不明。昭和30年代の遺物出土。

N-5"-E 14 • 16溝と重複。先後関係は不明。
N-3"-E 14 • 15溝と重複。先後関係は不明。
N-30ー -W 図化した遺物 1 点だけの出土。時期不明。

N-2"-E 1~5 号礎石を切る。図示した遺物が出上している
N-85"-W が、 18C 前～幕末までの年代幅がある。

N-5'-E 石組みの暗渠。粘土と石を使用し、粘土中から図ホ
した17C の遺物が出土。北端は桝形を呈する。

N-5"-W 石組みの暗渠。底面しか残存せず、掘り込みも、ほ
とんど検出できなかった。

N-70"-E 遺物の出土はなかった。 2 次堆積のA軽石を含む。

N-80"-E 石組みの暗渠。 Y字状を呈する。遺物の出土はなかっ
N-38"-E た。粘土を使用している。

N-8ー -W 多数の溝と重複関係するが同時に機能か。 3 溝に近
N-73ー -W い部分が暗渠。図示した遺物は年代幅をもつ。

N-2ー -W 石組みの暗渠。粘土を使用。遺物の出土はなかった。

N-15"-E 1 溝と 18溝と同時に機能か。 2 次堆積のA軽石含む。

N-10"-E 遺物の出土なし。 2 次堆積のA軽石含む。

N-10ー -E 2 次堆積のA軽石含む。遺物の出土なし。

N-88ー -W 2 次堆積のA軽石を多く含む。遺物の出土なし。

N-80"-E 2 次堆積のA軽石を多く含む。遺物の出土なし。

N-10"-E 2 次堆積のA軽石を含む。遺物の出土なし。

N-10"-E 2 次堆積のA軽石を含む。遺物の出土なし。

N-10ー -E 石組みの暗渠。 11溝を切る。遺物の出土はなかった。
2 次堆積のA軽石を含む。

N-10ｷ-w 石組みの暗渠。 10 • 12溝に切られる。 A軽石を含ま
ず、 17C代の遺物が 3 点出土した。

N-13"-E 11溝を切る。 18C 月 IJ半の白化粧土を雑巾掛けした唐
津系茶碗の少片が 1 点出土した。

N-20ー -E 1 号住を切る。 2 次堆積のA軽石を含む。

N-20"-E 19号住を切る。 2 次堆積のA軽石を含む。

N-20ー -E 遺物の出土なし。 2 次堆積のA軽石を含む。

N-4•-E 遺物の出土なし。 2 次堆積のA軽石を含む。

N-4ー-E 18C代肥前系の陶胎染付碗底部が 1 点出土した。 2
次堆積のA軽石を含む。

N-75"-W 3 • 17溝と同時に機能か。 2 次堆積のA軽石含む。

N-70"-E 根切り溝か。 A軽石含む。 26坑と重複。遺物なし。

N-84ー -W 石組みの暗渠。溜井状遺構を切る。 2 次堆積のA軽

石含む。

N-5"-E 竹の暗渠。複数からなる。 3 号暗渠に切られる。

N-15"-E 石組みの暗渠。 2 号溝を切る。
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諏A28号溝（暗渠）
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O L.217.70 2m 

諏A29号溝（暗渠）

内匠諏訪前遺跡A 区28号溝（暗渠）

埋没土層

1.灰オリープ褐色粘土

内匠諏訪前遺跡A区29号溝（暗渠）

埋没土層

1. 褐色土浅間A軽石を少し含む。

内匠諏訪前遺跡A 区31号溝（暗渠）

埋没土府

1.暗褐色土 粘性は弱いが堅く締まる。

2. 灰オリープ褐色粘土。

第190図諏A28 • 29 • 31号溝（暗渠）
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~¥-l ＝可戸

゜
10cm 

内匠諏訪前遺跡A 区26号溝

□67 ロニ
＼ミー／7 ＼完主ご

i IIl叫りi!h,:9,` , I 

□/\―-]こり，a
¥¥ I L 

]:  
ハ△

ロ

〇-

- ｰ10  

ロロロニ□□□□ 」
ロ 内匠諏訪前遺跡A:27号溝 10cm 

内匠諏訪即遺跡Aニロ:cm i;[1 ここ口
へ／。口 14

I 

_e ——- - _-::::s= □ 内匠日影周地遺跡A区 1 号溝

゜ 5 cm 

内匠日影周地遺跡A区 5 号溝

噛亨令•95i叫•_.. J 

却・這詞曇迎

］口

\ ＼ロニ三

// 

゜ 10cm 

内匠日影周地遺跡A 区20号溝

□□三二／
゜ 10cm 

“ilO 

゜ 10cm 

内匠日影周地遺跡A区11号溝

第194図溝出土遺物
内匠日影周地遺跡A区21号溝
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内匠諏訪前遺跡 A 区26号溝出土遺物（第194図、 PL 85) 

番 号 1:：状態 1 口大き： I 月：前： 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備

18C 前～ 1 内面には草花文。外面は横線。高台高く、内側に「製」 1 覆土
磁器

皿

高

底(13.0)

中 の一部が残存。素地は白色で、呉須は青色に発色。

内匠諏訪前遺跡 A 区27号溝出土遺物（第194図、 PL 85) 

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

1 口縁部 口(10.8) 瀬戸・美 幕末 端反りの染付碗。素地は白色で、呉須は青色に発色。

磁 器 ～体部 高 濃系

飯 碗 底

2 体部～底 ロ 肥即系 18C ~IJ~ 陶胎染付。妬器質。呉須はうすく少しくすんで発色。

陶 器 部 高 中

飯 碗 底 4 9 

3 底部 ロ 肥前系 18C 前～ 陶胎染付。妬器質。外面に山水文か。呉須はうすく

陶 器 高 中 少しくすんで発色。

飯 碗 底 4.0 

4 底部 ロ 肥前系 18C 前～ 陶胎染付。妬器質。外面に山水文か。呉須はうすく

陶 器 高 中 少しくすんで発色。

飯 碗 底 4.6 

5 口縁部 ロ 肥前系唐 内外面に銅緑釉を施す。素地は赤褐色。

陶 器 ～体部 尚 津

鉢 底

6 体部～底 ロ 堺系 18C代 焼締擢鉢の底部。素地は明褐色。

陶 器 部 晶

擢 鉢 底 (5.4) 

7 口縁部 ロ 36.4 不明 底面が曲面を呈する。外面に稜。酸化炎焼成。

軟質陶器 ～底部 高 2.4 

焙 烙 底

8 体部 ロ 不明 外面に丸と二重丸の印刻文。酸化炎焼成。

軟質陶器 高

火 鉢 底, ％残存 厚 1 0 不明 裏面には指頭状の圧痕。酸化炎焼成。

土製品

七厘中敷

金属製品

番 10 号 1 ：［砲九 I 径大：：．：内6 1 材鉛質 1 製作」：突起：：残存。三形。特 徴 等
内匠諏訪前遺跡A 区28号溝出土遺物（第194図、 PL 85) 

番 芍ロ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

1 底部 ロ 瀬戸・美 17C ~IJ葉 志野皿。内外面にピン痕。品台は削り出す。長石釉

陶 器 高 浪系 を内外面に施す。素地は褐白色。

皿 底 5.4 

2 底部 ロ 肥前系 17C 内面に砂目積み痕。内外面に透明釉。素地は淡い褐

陶 器 高 色。

皿 底 (5.0) 

備

毅土

毅土

覆土

覆上

毅土

骰土

毅土

覆土

毅土

備

毅土

備

覆土

授土

5. 溝

（単位： cm)

考

（単位： cm)

考

（単位： cm. g) 

考

（単位： cm)

考
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

内匠日影周地遺跡 A 区 1 号溝出土遺物（第194図、 PL 85) （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 口縁部 ロ (6.4) 肥前系 明治 3 年 コバルトによる発色。蛇ノ目凹形高台。 覆土

磁 器 ～底部 古向 5 8 以降 口唇部に口錆。外面は山水文。素地は白色。

猪 ロ 底 (4 6) 

2 底部 ロ 肥即系 陶胎染付と思われるが、外面に透明釉のみ。 授土

陶 器 高 妬器質。

香 炉 底 5 0 

3 体部 ロ 肥前系唐 18C 後 内外面に白化粧土による刷け目。透明釉。 覆土

陶 器 高 津 素地は赤褐色。

鉢 底

4 体部～底 ロ 瀬戸・美 外面は淡青色で内面は透明釉。素地は褐白色。 覆土

陶 器 部 高 浪系

花瓶か 底 (10.0)

内匠日影周地遺跡 A 区11号溝出土遺物（第194図、 PL 85) （単位： cm)

番 方［コ 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様．釉薬等の特徴 備 考

1 体部～底 ロ 瀬戸・芙 17C 天目茶碗。内外面に鉄釉。焼成不良で内面が発泡。 覆土

陶 器 部 古回 浪系 素地は灰褐色。

茶 碗 底 5 0 

2 底部 ロ 肥前 17C 染付の皿。内面に楼閣文。芙蓉手。 覆土

磁 器 高 吉田窯 素地は灰褐色で、呉須はくすんで発色。 遺構外でも同様の皿出

皿 底 5 4 上。

3 底部 ロ 瀬戸・芙 17C 内面にピン痕。灰釉の皿。妬器質。 覆土

陶 器 高 濃系か

皿 底 (6.2) 

内匠日影周地遺跡A 区20号溝出土遺物（第194図、 PL 86) ; ; ] ：口: 1 :き :I:£： ｷi: 1 1口C ィ:1`]  ：：二：コ返徴し、櫛目 I 備
（単位： cm)

考

内匠日影周地遺跡A 区21号溝出土遺物（第194図、 PL 86) 

番 号 I 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴

口縁部 ロ 11. 5 岐阜 昭和 15年戦争中の統制番号が、陽刻として高台内側に見

磁皿 器～底部 晶 2 2 受けられる（岐333) 。石音による型作りで、ゴム版

底 5.8 による文様が施される。口縁部内側には鶴亀文。内

側には松竹梅文。
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6. 土 坑

屋敷に関係しない土坑は16基検出された。土坑か

らは、遺物が出土していない。

内匠諏訪前遺跡A 区

14号土坑は浅間A軽石の純層が堆積しており、 2

号屋敷地に隣接する東側で検出されたことなどか

ら、この屋敷に伴う可能性が強い。また、諏訪前遺

跡A区内の土坑は、検出面が 1 号屋敷の盛土下であ

ることなどから、 1 号屋敷地造成以前の土坑である

が、埋没土層の様相から、浅間A軽石降下以前にす

でに埋没していたものと、浅間A軽石降下時に開口

6. 土坑 7. 遺構外出土遺物

していたものと、浅間A軽石降下後で 1 号屋敷地造

成前につくられたものとが想定できる。

内匠諏訪前遺跡 B 区

3 基検出された。いずれも埋没土中に浅間A軽石

を含むが、 2 次的な堆積である。

内匠日影周地遺跡 A 区

4 基検出された。 1 号土坑は 3 基からなり、 18号

溝と重複している。 2 号・ 3 号土坑は桶を埋設する

土坑で、 2 号土坑は底板が、 3 号土坑は横板・竹の

籠・底板が検出された。また、全体図等にも図化で

きなかったが、ロームが残っている地区では、地境

や畠の境界近辺に近現代の芋穴状土坑群が検出され

ている。

第 6 表江戸時代以降土坑規模一覧 （単位：叩）

地 区 番号 位置 規模（縦 x 横） X 深さ 図 備 考

内匠諏訪前遺跡A区 5 C 79Ill30 (147Xl22)X 45 第195図 1 号屋敷西側盛土下で検出。

内匠諏訪即遺跡A区 14 C 77IIl32 (213 X 110) X 103 第195図 1 号屋敷西側盛土下で検出。写真 PL 75。

内匠諏訪前遺跡A 区 35 C 79IIl22 (97 X 50) X 21 第195図 1 号屋敷北側盛土下で検出。

内匠諏訪前遺跡A区 36 C86III17 (? X 57) X 48 第195図 旧石器試掘坑で検出された。

内匠諏訪前遺跡A区 37 C80IIl24 (94 X 60) X 30 第195図 1 号屋敷北側盛土下で検出。

内匠諏訪前遺跡A 区 39 C 81IIl21 (60) X 28 第195図 1 号屋敷北側盛土下で検出。

内匠諏訪前遺跡A 区 41 C81III23 (76 X 49) X 28 第196図 1 号屋敷北側盛土下で検出。

内匠諏訪前遺跡A 区 42 C82III32 (? X 58) X 43 第196図 1 号屋敷西側盛土下で検出。

内匠諏訪前遺跡A区 50 C 79IIl28 (120 X 61) X 23 第196図 1 号屋敷北側盛土下で検出。

内匠諏訪即遺跡B 区 7 C82IV52 (193 X 110) X 35 第196図 埋没土中に炭化粒子を多く含む。

内匠諏訪即遺跡B 区 8 C84IV54 (195 X 105) X 32 第196図 埋没土中に炭化粒子を多く含む。

内匠諏訪即遺跡B 区 13 C 78IV58 (35X 30) X 33 第196図

内匠日影周地遺跡A 区 1 DO VlO (190 X 130) X 38 第196図 18溝と重複。

内匠日影周地遺跡A 区 2 D93V32 (175 X 160) X 49 第197図 桶埋設の土坑。掘り方は検出されなかった。写真 PL 75。

内匠日影周地遺跡A 区 3 D94 V34 (llO) Xll3 第197図 桶埋設の土坑。掘り方は検出されなかった。写真 PL 75。

内匠日影周地遺跡A 区 26 D39V 5 (175X 114) X 87 第197図 19溝と重複。

7. 遺構外出土遺物

図第199 • 200図 写真 P L86 

江戸時代以降の陶磁器類は総数で297点出土して

いる。また、分布の様相などについては、別項で述

べる（第229~231因参照）。

年代がわかる陶磁器類は、 18世紀以降のものが主

体をしめるが、 17世紀代の陶磁器類も僅かながら出

土している (10·20~22) 。 11 は諏訪前遺跡の墓改葬

にともなう重機攪乱土層から出土していることか

ら、 2 号屋敷にともなう可能性がある。

金属類の中で鉄砲玉 (29 • 30) は中世の可能性も

ある。また、火打金 (49) は 1 号屋敷西側盛土下か

ら検出されていることから 2 号屋敷にともなう可能

性がある。

特殊な遺物としては、焙烙の底部に補修孔及び補

修材である銅線が伴って検出されている (26) 。また、

土製釜輪も検出された (27) 。

（遺物観察表： 263~265頁）
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

A
 

A' 

A L.211.40 A' 

A L.211.60 A' 

一
内匠諏訪前遺跡A 区 5 号土坑

埋没土層

1.オリープ褐色土層
ローム質の土壌中に褐色土を斑状に含む。

浅間A軽石をごく僅かに上面に含む。粘性

と締まりは弱い。

A
 

ロ溝

内匠諏訪前遺跡A区36号土坑

埋没土陪

1.褐色土

ローム粒子を多く含む。若干締まる。

2. 暗褐色土

浅間軽石を多く含む。締まりが強い。

乙）
A 〖□□)A'

A.  L.211.20 _ ___K 

一
内匠諏訪前逍跡A区35号土坑

1.にぶい黄褐色土

浅間A軽石を多く含む。締まりが弱い。

黒色土のプロックを少し含む。

A
 □ 

5り

A
 

A' 

L.211.40 A' 

口
内匠諏訪前遺跡A 区14号土坑

埋没土層

1.灰黄褐色土 浅間A軽石のみの堆積だが純層で

はなく、流れ込みによる堆積。

2. 暗褐色土 褐色土中に浅間A軽石を多く含む。

粘性と締まりはない。

3. 褐灰色土浅間A軽石の純陪。

4. 褐色土 ローム質の土壌。

A
 

A_ 

口乙上
L.2l l. 40 ユ

一内匠諏訪前遺跡A区37号土坑

埋没土屑

1.暗褐色土浅間A軽石を多く含む。粘

性は弱いが締まりがある。

2. 黒褐色土浅間A軽石を少し含む。

3. 黒褐色土 2 屈に似るが、ローム粒

子を少し含む。

土 :>
＼ヽ
ヽ、ヽ

`----、
L.21 l.30 

ロベ上

内匠諏訪前遺跡A 区39号土坑

埋没土層

1. 褐色土 ローム粒子と浅間

A軽石を斑状に含む。

2. 焼土陪。

3. 暗褐色土 ローム粒子を少

し含む。

゜ 2m 

第195図諏A 5 • 14 • 35 • 36 • 37 • 39号土坑
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

□ で
乙⑤

A 上上 ` 上〇）よ

A 
A L 211 30 A' 

- ）ペ
内匠諏訪前遺跡A区41号土坑

埋没土層

l ．黄褐色土

浅間A軽石と Y. P粒子を多

く含む。粘性と締まりが弱い。

ユ． 1L.2 1 2. 50 -」

丁
内匠諏訪前遺跡A 区42号土坑

埋没土層

1.褐色土

浅間A軽石とローム粒子を少し含

む。粘性弱いが若干締まりが見受

けられる。

2. 褐色土

浅間A軽石を多く含む。粘性弱く

締まりもない。

`

V

V

 

`

V

V

 

®
／
り
ハ
い
い
い

l

為
吋
］

4
内匠諏訪前遺跡B 区 7 号土坑

埋没土陪

1.褐色土

浅間A軽石を少しと、ロームプロック

を多く含む。

2. 灰層

細かな炭化粒子を多く含む。

3. 黒褐色土

炭化物を多く含む。

4. 褐色土

B. p粒子を多く含む。

内匠諏訪前遺跡B 区 8 号土坑

埋没土層

1.褐色土

浅間A軽石を少し含む。

2. 褐色土

ロームプロックを多く含む。

3. 灰層

細かな炭化粒子を多く含む。

4. 黒褐色土

炭化物を多く含む。

5. 褐色土

B. p粒子を多く含む。

A 1 L.211.30 A' 

_—～ー―/ _ 内匠諏訪前遺跡B 区13号土坑
埋没土陪

1.褐色土

浅間A軽石を多く含む。粘性は内匠諏訪前遺跡A区

50号土坑

埋没土層

1. 褐色土

褐色土中に、浅間A軽石

を多く含む。

粘性は弱く、締まりもな

し）。

A_ 

A-

゜

弱く、締まりもない。

2. 黄褐色土

，ローム質の土壌で汚れている。

A' 

L.221.50 _IL 

内匠日影周地遺跡A 区 1 号土坑

埋没土屈

1.灰色土

浅間A軽石を多く含む。粘土質で、砂粒を少し含

む。

2. 明褐色土

粘土プロックを多く含む。

3. 灰色土

1 層に似るが、含まれる砂粒の屈が多い。

゜ 2m 

第196図諏A41 • 42 • 50 ・諏 B 7 • 8 • 13 ·日 Al 号土坑
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江戸時代以降の遺構と迫物

A
 

t
 土

土

内匠日影周地遺跡A区26号土坑

埋没土陪

1.暗褐色土

浅間A軽石と B. p粒子を斑状に少し含

む。粘性は弱く、締まりもない。

2. 黒褐色土

1 陪に似るが、含まれる浅間A軽石の磁

が多い。

3. 褐色土

8. 

B. pプロックを多く含む。

井 戸

A
 

L. 232. 20...]:;__ 

ユ L.219.40. _/:;_ 

こ

内匠日影周地遺跡A 区 2 号土坑

埋没土陪

1. 暗褐色土

浅間A軽石を多く含む。砂釘で締まりが強い。

2. 暗褐色土

浅間A軽石を少し含む。粘性が強く、堅く締まる。

第197図 日 A 2 • 3 • 26号土坑

屋敷に伴わない井戸は 2 号井戸 l 基のみである。

9. 

位置は C 79III41 で、 2 号屋敷の南東隅をきる。直径

105cm、深さ 145cmで埋没土に浅間A軽石を含まない。

位 置

ｮ
 

白
国

A' 

C 77III40他

A
 

、
A
-

A
 

L.220.00 A' 

内匠日影周地遺跡A 区 3 号土坑

埋没土陪

1.黒色土浅間A軽石と粘土粒

を多く含む。粘性強く堅く締まる。

2. 黒褐色土

1 陪に似るが、色調が若干明るい。

゜ 2m 

写 真 PL 74 

2 号屋敷の東側で屋敷生活面より約40cm上で確認

された。 2 次堆積した浅間A軽石を多く含む。

A
 口

(

A_ 
＜＝エ ｮ 

A
 

A' 
宝
こ

<= 
て―--==争

---三
゜ 4m 

゜
L.209.90 

2m 

第198図 2 号井戸と畠
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v 江戸時代以降の遺構と遺物
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第199図遺構外出土遺物（ 1)
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

□―ー 9/

゜ 20cm 

口爪 □ ロ一竺―①
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□ 。口 12:cm oo•>••

•• ◎〇◎®◎◎8€),
I 

゜
--

□ 43 0 L__- J 

41 
I 

□□3::0 
) | 42 Q一

゜
I 

¥ ~_/ o II 40 

—□ I D 

I 46 | 45 

゜ し〇

＼｀二三応
I I o 't:':=ニニ~ 48 -~© ｷ-

一ー ＼い，

三50／□［つ］5／こ
0 5cm 

第200図遺構外出土遺物 (2)
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v 江戸時代以降の遺構と遺物

江戸時代以降遺構外出土遺物（第199図～200図、 PL 86) （単位： cm)

番 号 残存状態 大きさ 産地 年代 器形・文様・釉薬等の特徴 備 考

1 体部～底 ロ 有田 18C 前～ 青磁染付の碗。外面は青磁釉。内面は見込に山水文 C61IIl40G 

磁 器 部 高 中 ののち、透明釉。素地は白色で、呉須は青色に発色。

飯 碗 底 (4 0) 

2 体部～底 ロ 肥前系 1700~ 染付の丸形碗。外面は二重網目文。素地は灰白色で、 C 77III27G 

磁 器 部 高 1780 呉須はうすく少しくすんで発色。

飯 碗 底 3.8 

3 口縁部 ロ (9.2) 1700~ 染付の丸形碗。外面は雪の輪に梅樹文。素地は灰色 表採

磁 器 ～体部 高 1780 で呉須は黒ずんだ発色。

飯 碗 底

4 口縁部 ロ (9.8) 瀬戸 幕末 丸形の染付碗。外面には笹文か。素地は白色で呉須 C 57IIl56 • C 67IIl56G 

磁 器 ～体部 高 は青色に発色。釉薬内に細かな気泡を多く含む。

飯 碗 底

5 口縁部 ロ (9.8) 瀬戸 幕末 染付碗。外面は唐草と丸文。素地は白色で呉須は青 C66IIl44G 

磁 器 ～体部 高 色に発色。釉薬内に細かな気泡を多く含む。

飯 碗 底

6 口縁部 口 (10.0) 瀬戸・美 幕末 端反りの染付碗。素地は白色で、呉須は青色に発色。 2 号屋敷

磁 器 ～体部 高 濃系か

飯 碗 底

7 口縁部一 ロ 8 7 明治 コバルトによる発色。型紙絵付による松竹梅文。 2 号屋敷

磁 器 部欠損 高 4.9 素地は白色。

茶 碗 底 3 9 

8 完形 口 11.4 大正 コバルトによる発色。銅版絵付による草花文。 2 号屋敷

磁 器 高 5 7 素地は白色。

茶 碗 底 4 4 , 口縁部 ロ (7.8) 瀬戸・美 幕末 端反りの染付小盃。素地は白色で、呉須は青色に発 2 号屋敷

磁 器 ～底部 高 3.5 濃系 色。釉薬内に細かな気泡を多く含む。

小 盃 底 (3.0) 

10 底部 ロ 肥前 17C 染付の皿。内面に楼閣文。芙蓉手。 日影周地遺跡A区11号溝

磁 器 高 吉田窯 素地は灰褐色で、呉須はくすんで発色。 でも同様の皿出土。

皿 底 (5.8) C88V43G 

11 ほぼ完形 口 14.3 肥月IJ系 18C 中～ 染付の輪禿皿。内面にはつる草文。見込はコンニャ 2 号屋敷内墓攪乱土層

磁 器 高 3.0 末 ク判の五弁花文。蛇ノ目状の釉剥ぎ部分に泥漿。

皿 底 7.3 

12 口縁部 口 (12.6) 肥前系 18C 前 染付の皿。口唇部に口錆。内面植物と花文。 C89Vl40G 

磁 器 ～体部 高 素地は灰白色で、呉須は少しくすんで発色。

皿 底

13 底部 ロ 肥前系 19C 初 染付の皿。内面は山水文。素地は白色で、呉須は少 2 号屋敷

磁 器 高 しくすんで発色。

皿 底 (5.8) 

14 体部 ロ 肥前系 18C 前～ 外面は草花文。内面無釉。素地は白地で、呉須はう 2 号屋敷

磁 器 高 中 すく少しくすんで発色。

油 ギ互 底

15 口縁部 口 (12.0) 瀬戸・美 18C 後～ 飴釉とうのふ釉の茶碗。素地は褐白色。 C81III32G 

陶 器 ～体部％ 高 濃系 19C 前

茶 碗 底

16 口縁部 口 (10.8) 瀬戸・美 18C 後～ 飴釉の茶碗。 C81III22G 

陶 器 ～体部％ 高 濃系 19C 前

茶 碗 底

17 口縁部 口 (10.2) 肥前系唐 18C 前 自化粧土を雑巾掛けののち、透明釉。素地は赤褐色。 C84IV11G 

陶 器 ～体部％ 高 津

茶 碗 底

18 口縁部 ロ (9.8) 肥前系 17C後～ 尽焼風陶器。呉器手形の碗。細かな貫入が見られる。 C79III16G 

陶 器 ～体部 高 18C前 素地は淡黄褐色。

茶 碗 底

19 体部～底 ロ 肥前系 17C 後～ 底部無釉で、高台をシャープに削る。刻印なし。素 C79IV32G 

陶 器 部 高 18C 前 地は淡黄褐色で緻密。

茶 碗 底 (4 4) 

20 口縁部 口 (11.7) 瀬戸・美 17C 前 長珪石釉を内外面に施す。高台は削り出し。妬器質。 C73III45G 

陶 器 ～底部 高 1.8 濃系 底部にピン痕。

皿 底 (4.0) 
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1 番 号 I 残存状態 I 大きさ I 産地 I 年代 I 器形・文様．釉薬等の特徴
~ 備 考］

21 口縁部 口 (15.0) 瀬戸・美 17C 型作りによる菊皿。内面に布目痕。飴釉と灰釉を施 1 号屋敷西側盛土。

陶 器 ～底部 高 3.5 浪系 す。素地は淡黄褐色。

皿 底 (9.0) 

22 口縁部 口 (30 0) 瀬戸・美 17C 前 笠原鉢。長珪石釉と銅緑釉を施す。 C65III52G 

陶 器 高 濃系 素地は淡黄褐色。

鉢 底

23 体部～底 ロ 瀬戸・美 明治以降 透明釉の片口鉢。底部無釉。素地は緻密で淡黄褐色。 C85Vl45G 

陶 器 部 尚 濃系か 内面に重ね焼きの道具痕。 C86Vl50G 

片口鉢 底 (12 2) 

24 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 鉄（錆）釉の擢鉢。素地は淡黄褐色。 C83III 8 G 

陶 器 高 濃系

摺 鉢 底

25 口縁部 ロ 瀬戸・美 18C 鉄（錆）釉の擢鉢。素地は淡黄褐色。 C67lll56G 

陶 器 高 濃系

播 鉢 底

26 底部 ロ 不明 平底の焙烙。補修孔（径0.3) と、補修の際使用した C79IIl29G 

軟質陶器 高 銅線が残存。対となる補修孔の一部が残る。

焙 烙 底 還元炎焼成に近い。

27 厚 不明 外側の直径が (38. 0cm) 内側の直径が (27.Ocm) を C67IIl56G 

土製品 1.20~3.00 呈する。酸化炎焼成で無釉。

釜 輪 幅 4.1 

石製品 （単位： cm. g) 

番 28 号 1 ：口 I 長大きさ.::5 1 上、下：：損する：側面の：面に、：歯状工：痕がみ：れること 1 流：~表採 考
厚 3.10 重 90 から lSC後半～19C 前半。

金属製品 （単位： cm. g) 

番 弓にコ 種類 大きさ・重輩 材質 形 状 特 徴 等 備 考

29 鉄砲玉 長 1 50 径 1.0 鉛 製作時の突起の痕跡が残存。完形。 D 3 V36G 

重 6.0 

30 鉄砲玉 長1. 30 径 1.3 鉛 製作時の突起の痕跡が残存。完形。 D38V76G 

重 15.0

31 銭 厚 0.14 銅 ほぼ完形。方孔。北宋銭。 Dl9VI31G 

元豊通宝 径 2.2 

32 銭 厚 012 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 内匠諏訪前遺跡A区

寛永通宝 径 2.2 募攪乱。土層。

33 銭 厚 013 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 内匠諏訪前遺跡A 区表

寛永通宝 径 2.4 採。

34 銭 厚 0.12 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 C81IIl18G 

寛永通宝 径 2.2 

35 銭 厚 0.10 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 C80III31G 

寛永通宝 径 2.2 

36 銭 厚 011 銅 古寛永。完形。方孔。銭背無文。 C80IIl18G 

寛永通宝 径 2.4 

37 銭 厚 0.14 銅 新寛永か。完形。方孔。銭背無文。 C 73III47G 

寛永通宝 径 2 2 

38 銭 厚 012 銅 新寛永。完形。方孔。銭背無文。 C81Ill34G 

寛永通宝 径 2.2 

39 銭 厚 0.14 銅 新寛永。％残。方孔。銭背不明。 C85Ill36G 

寛永通宝 径

40 釘 長 幅 0.4 鉄 脚部の断面形が方形を呈する角釘。頭部を欠損。 1 号屋敷西側盛土

重 9 6 頭部は遺存状態が悪く詳細は不明。

41 煙 夕目 長 5 9 径 0 9 銅 最大径を羅宇挿入口にもつ。口唇部にふくらみをもつ。 1 号屋敷西側盛土

吸 ロ 吸口径0.3 重 3 3 

42 煙 血目 長 4 1 径 1.0 銅 首部に肩をもつ。羅宇挿入口の断面は六角形。 C80III32G 

雁 首 火皿径1. 3 重 6.0 羅宇一部残存。

43 煙 血目 長 4 8 径 1.0 銅 最大径を羅宇挿入口にもつ。口唇部を欠損。口唇部の手 C80III51G 

吸 ロ 吸口径一 重 4.0 前にかけてゆるやかにくびれる。
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番 方Fコ 種類 大きさ・重量 材質 形 状 特 徴 等 備 考

44 煙 管 長 径 1.5 銅 羅宇挿入口が最大径よりすぽまる。線刻を施す。つぶれ C 82III25G 

吸 ロ 重 6.0 て折れ曲る。

45 煙 位目 長 2.9 径 銅 最大径を肩にもつ。つぶれている。½欠損。 C88III10G 

吸 ロ 重 4.0 

46 煙 血目 長 5.3 径 1.1 銅 火皿を欠損。脂返しはあまり湾曲しない。 D42V23G 

雁 首 火皿径一 重 10.0

47 煙 管 長 6.4 径 1.0 銅 火皿を欠損。脂返しはあまり湾曲しない。 C83V 7 G 

雁 首 火皿径0.9 重 8.0 

48 煙 血目 長 12.0 火皿径1. 0 銅 火皿の径が小さい。口唇部にふくらみをもつ。 内匠日影周地遺跡A区

吸口径0.2 重 19 0 曲がっている。 表採

49 火打金 長 5 3 重 8.9 鉄 片端及び上部を欠損する。 C86III36G 

50 小刀か 長 7.3 幅 1.5 鉄 大部分を欠損。 1 号屋敷西側盛土

菫 9.3 

51 不 明 長 重 6.0 鉄 切羽の一部か。％残存。 C84III38G 

52 不 明 長 3.8 重 55.0 鉄 完形。中心部に円盤状の盛りあがりをもつ。 D44V71G 

留金具か。

53 不 明 長 幅 2.2 鉄 大部分を欠損する。 C83IIl50G 

重 17.5
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1 ．縄文～江戸時代の遺構と遺物

VI 成果と問題点

1. 縄文～江戸時代の遺構と遺物

本遺跡からは、縄文時代から近現代に至る様々な

遺構と遺物が検出された。土地はその時代に応じて

様々な土地利用が行われており、この地区において

も例外ではない。関越道上越線に伴う発掘調査では、

遺跡の名称を、現況の地形区分と遺跡の様相をもっ

て、大字名と小字名を用いて遺跡名称としたために、

「離れ山」丘陵内の遺跡には数多くの名称が付され

ている。しかしながら、地形が区分される隣接遺跡

であっても、土地は時代によって同様の土地利用が

なされていたり、異なったりするのが実態であるの

は周知の事実であり、今回の報告においても、遺跡

名称による区分が総ての時代における様相と合致し
(1) 

ないことを注意しておきたい。このような前提に立

ち、ここでは各時代の土地利用の変遷に中心の視点

を置き、遺構外遺物の分布などの事実を補いながら

各時代における調査区内の様相について考えるとと

もに、住居群のありかたについても検討をおこなっ

てみたい。なお、本遺跡の全体的な評価は「離れ山」

丘陵上の隣接する地点の報告を待たねばならない

が、詳細は今後の本報告に譲るとして、その概略は

本編 I-4. 「周辺の遺跡」を参照してほしい。

(1) 縄文時代

今回の調査で検出された遺構は、全調査面積が43,

594m主広大であるにもかかわらず、竪穴式住居 5

軒、竪穴状遺構 l 基、土坑49基、埋甕 1 基、集石 l

基と少なかった。また、その帰属時期は、前期黒浜

式期～中期五領ケ台式期のいずれかの段階に限定さ

れる。ここでは、段階を追いながら、検出された遺

構の様相と遺物分布の状況を重ね合わせて各時代の

土地利用のありかたを考えてみたい。

早期遺構は検出されずに、内匠諏訪前遺跡A 区

で土器が40点弱出土している（第204図参照）。段階

的には早期撚糸文後半から沈線文前半で、 11点出土

した繊維を微量に含む楕円押形文土器もこの段階と

考えられる。これらの土器は生活に伴う廃棄物であ

り、この地点で、早期の限定された土器型式期内に

おいて、なんらかの居住活動が行われていたことを

示しているといえよう。

前期調査区域内で検出された遺構の一番古い段

階は黒浜式期で、内匠諏訪前遺跡B 区で 2 軒の住居

と当該期の可能性が強い土坑が 3 基検出されてい

る。遺構外出土の土器も、この段階は内匠諏訪前遺

跡A 区 3 点、内匠諏訪前遺跡B 区50点、内匠日影周

地遺跡A区19点、内匠日影周地遺跡B 区 2 点と遺構

分布に対応する出土点数をしめしている。

諸磯 a 式期は内匠諏訪前遺跡B 区と内匠日影周地

遺跡A区でそれぞれ 1 基住居が検出されている。土

坑は 2 基諸磯 a 式の土器を出土しているが、いずれ

も小片である。内匠日影周地遺跡A 区 2 号住居出土

土器は肋骨文や波状文を施文する土器が主体を占め

ることから当該期の古い段階に、内匠諏訪前遺跡B

区 5 号住居出土土器は木葉状入組文や爪形文が施文

されることから諸磯 a 式後半～ b 式前半の土器様相

である。遺構外出土の土器は、内匠諏訪前遺跡A区

9 点、内匠諏訪前遺跡B 区 6 点、内匠日影周地遺跡

A 区12点で、ほぽ遺構分布に対応する出土点数で

あった。

諸磯 b 式期は、内匠諏訪前遺跡A区 8 号住居が検

出された唯一の遺構である。 8 号住居出土土器は諸

磯 b 式のなかでも新しい様相を示している。遺構外

土器は内匠諏訪前遺跡A区 7 点、内匠諏訪前遺跡B

区 5 点、内匠日影周地遺跡A区 2 点の出土であった。

諸磯 C 式期は明瞭な遺構は検出されず、内匠諏訪前

遺跡A 区71局土坑覆土から 1 点、同地区から 19点の

土器が出土したにすぎない。いずれも当該期の古い
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段階に位置付けられる。

十三菩堤式期は内匠諏訪前遺跡A 区10号住居（竪

穴状遺構）が検出された唯一の遺構である。この段階

の検出された遺構は、県内では類例が少ないが諏訪
(2) 

西遺跡（工事用道路） 1 号土坑が本遺跡例に近似す

る。遺構外出土土器は内匠諏訪前遺跡A区で 4 点、

内匠日影周地遺跡A 区• B 区で各 1 点出土したにす

ぎない。

前期において検出遺構数が少なく、遺構数に対応

するように遺構外土器の出土量が少ないという状況

（第205~207図参照）は、調査区内の各細別土器型

式期内で確認できた。遺構外出土土器の分布を考え

た場合に、遺構の分布と遺構外出土土器の分布がほ

ぼ対応することは、これらの土器がそれぞれの遺構

にかかわりをもつ可能性が強い生活廃棄物であると

いえよう。さらに、生活廃棄物が少ないことは、各

段階における居住期間が相対的に短いことを示して

おり、少なくとも当該遺跡においては前期の段階に

おいて継続的な居住活動は行われていなかったこと

がわかる。

中期五領ケ台式期の可能性が強い土坑が、内匠

諏訪前遺跡A区で 7 基、内匠諏訪前遺跡B 区で 5 基

まとまって検出された。これらの土坑の周辺には縄

文時代ではあるが時期不明の土坑が少なからず存在

し、このような土坑も当該期の可能性が強いと考え

られる。この段階における遺構外出土土器は内匠諏

訪前遺跡A 区341点、内匠諏訪前遺跡B 区28点、内匠

日影周地遺跡A 区 9 点、内匠日影周地遺跡B 区 2 点

であり、土坑数に対応するように分布する傾向をし

めしている（第208~210図）。さらに、遺構外出土土

器の量は他の時期に比べ圧倒的に多く、土器が生活

廃棄物であるという考えからすれば、土坑（用途は

不明だが）を中心とはしているが、縄文時代の中で

一番積極的な土地利用がなされた時期であるとも換

言できる。しかしながら、出土した五領ケ台式土器
(3) 

は、今村啓爾氏による編年にあてはめた場合には、

I a 式段階から五領ケ台式直後型式段階までを含ん

でおり、五領ケ台式期全般にわたる時間の累積の結
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果として土坑群が形成され、遺構外遺物が廃棄され

たと考えるべきであり、一時期に存在した土坑数は

極めて少ないといえよう。

なお、勝坂式期以降晩期に至る土器片は、調査区

内からは検出されなかった。このことは、該期にお

いて生活廃棄物を出す居住活動がこの地区では行わ

れていなかった可能性が強いことを示している。

以上各時期における様相について述べてきたが、

遺構に関していえば、形成された時期は限定され、

しかも同時期に存在したであろう遺構数もきわめて

少なく、出土土器（生活廃棄物）の少なさから存続

期間も短いものであったことが確認できたと思う。

このような状況が時期的、地域的な様相とどのよう

なかかわりを持つかが課題となろうが、残念ながら

今回はそのゆとりを持ち得なかった。しかしながら、

遺構が検出できなかった段階の遺物も含め、この課

題にたいしては、まず個々の遺跡の実態がわかるよ

うな資料提示がなされねばならないことを、筆者自

身の反省も含め指摘して終わりとしたい。

(2) 弥生時代

今回の調査では、縄文時代終末～弥生時代黎明期

から弥生時代終末～古墳時代前期初頭に至る遺構・

遺物が検出されたが、その量的な主体は後期樽式段

階で、他の時期は希少であった。ここでは時間的に

前後するが、内匠日影周地遺跡A区の樽式段階の住

居群（第214図）にかかわる問題について述べ、その

後に各段階の様相について触れていきたい。

内匠日影周地遺跡 A 区の住居群について

(I)出土土器の編年的位置付け

内匠日影周地遺跡A区における 11軒の住居群を分

析する前段の作業として、出土した土器群の編年的

位置付けが明確にされねばならない。樽式土器の編
(4) (5) 

年は近年、飯島克巳氏・若狭徹氏と佐藤明人氏に

よる論文で三期区分が示されている。当遺跡が位置



する地域も、「鏑川流域」「甘楽地域」と表現こそち

がうものの分析が行われている。 2 つの論文の目的

は若干異なるものの、「樽式土器細分はほぽ相互に検
(6) 

証された」と若狭氏が述べたように、その区分につ

いては概ね合致していると思われる。これらの成

果に基づいて内匠日影周地遺跡A区出土の土器群

を位置付けるとすれば、 2 期の後半ともいうべき様

相の土器群といえ、時間的にも限られた段階と思わ

れる。

2 期の後半とする根拠は、出土した土器群を飯

島・若狭氏と佐藤氏がともに 2 期に位置付けた吉井
(7) 

町黒熊遺跡12号住居出土の土器群と比較した場合、

一部併行する可能性があるが全体的に後出する様相

をもち、さらに 3 期までは下らないと思われるから

である。

その理由として、①口縁端（上）部に帯状の波状

文が施される土器（第37図 1 、第41図 7 • 8 、第43
(8) 

図13·14、第46図 1) が少ないこと、甕においては、

②胴上部に最大径をもつもの（第37図 1 • 2 、第43

図 3 、第48図 1) が少ないこと③口縁部から胴上部

に施される波状文が多段にわたるものが多く、段が

比較的意識されており、段が交差する場合において

も交差が少ないこと④量的には少ないが、櫛描によ

る崩れた斜格子文が施される（第46図 4 、第53図 1 、

第57図 3) こと、壺においては、⑤箆描鋸歯文（第

37図 3 、第41図 7) と⑥胴部への貼付文（第37図 4 、

第41図 7 、第43図 4) などがあげられる。（時期的な

区分とかかわるか不明だが、日影周地遺跡A区の土

器群の特徴として、簾状文を施すものが少なく、複

合口縁の土器が 1 片も存在しないこともあげられ

る。）

以上、出土した土器群の全体的な編年的位置付け

について述べた。また、出土した土器を新旧の要素

から分離できるかもしれないが、同一住居内出土土

器の位置関係（例えば床直上と埋没土上層など）か

らみていくと、混在した状況であり、必ずしも明瞭

な差異をみいだすことはできなかった。このことは、

新しい要素をもつ土器も、古い要素をもつ土器も同

1.縄文～江戸時代の遺構と遺物

一時間軸上では同時に使用されていた可能性が強い

ことを示唆していると思われる。

(II)住居群の分析

11軒の住居群を分析する場合、まず同時存在の住
(ｷ9) 

居を確定していく作業が重要となろう。一般的な手

法により出土土器の様相から住居の時期を分離させ

ることができればよいのだが、前述したように本遺

跡の場合、筆者の力量不足もあり現状では難しそう

である。つまり、土器からは11軒が同時期に存在し

た様相しか導きだせないし、現実に11軒の住居は重

複していない（第214図）。それでは、単純に 11軒が

同時に生活を営んでいたかというと、その可能性は

弱い。なぜならば、 a. 住居間の遺物接合（第215図）、

b. 住居の位置関係などから 11軒の住居群に時間差

が想定されるからである。以下、その根拠について

述べておく。

a. 住居間の接合について

異なった住居から出土した遺物が接合すること

は、一部自然条件に起因する場合も想定されるが、

多くの場合は人為的な作用（＝廃棄行為）に起因す

る可能性が強いと考えている。

住居間の接合は 5 例確認できた（第215図参照）。ま

ず、 4 住を中心とした関係をみていこう。 4 住は 3

住、 5 住、 8 住と接合関係（個々の遺物の出土位置

は本文中各遺構図参照）がある。 4 住と 3 住では、

3 住 3 と 3 住19が接合資料である。両者の遺物は、

4 住からは床直上、 3 住からは埋没土下層から出土

している。このことから、 4 住の埋没土が形成され

ず 3 住が埋没している段階で、遺物が 3 住と 4 住に

廃棄された状況が想定されることから 3 住→ 4 住と

いう関係が導き出せる。

4 住と 8 住の接合資料は 8 住 l の台付甕 1 点だけ

である。両者の住居ともに埋没土中層からの出土で

あることから、この場合にはむしろ時間差を想定し

づらく、同時存在の可能性が強い状況といえよう。

4 住と 5 住の接合資料は 4 住12の壺である。この

場合、残念なことに 5 住からの出土位置が不明なた

めに両住居の関係は不明である。
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他の住居間接合として10住と 15住の接合例があ

る。 15号住12の高坪がそれにあたるが、 10号住から

は床直上、 15号住からは埋没土下層から出土してい

る。この場合は、 3 号住と 4 号住の接合関係と同様

の事例であることから 15住→10住という関係が想定

される。

b. 住居の位置関係

住居が重複する場合には明らかに時間差が存在す

るが、 11軒の住居間には重複関係はない。しかしな

がら、火災延焼の危険の分散や家屋の軒先の存在（仮

に周堤帯が存在するとしても）などを理由として極

端な近接関係にある住居の同時存在はありえないと
(10) 

考えられる。具体的にその距離を明示できないが、

今回の場合には 4 住と 18住の距離が約70cmであるこ

とから両住居の同時存在の可能性は弱く、時間的前

後関係が想定される。また、住居間距離から同時存

在が疑問視される住居として、 8 住と 9 住 (2 m50 

cm) 、 15住と 16住 (4 m50cm) 、 12住と 17住 (4 m90cm) 、

があげられる。さらに興味深いことに、この 4 例は

いずれも住居間の遺物接合関係をもっていない。時

代は異なるが、縄文時代中期の集落を分析した黒尾

和久氏は「近接住居に接合関係が認められないので

あるから、住居の近接は、住居の重複に準じて時間
(11) 

の断絶を物語る考古学的情報である」と述べ、遺物

接合関係から近接住居の同時存在を否定している。

この理解にたてば、本遺跡の接合関係を持たない近

接住居は接合関係からも、同時存在の可能性は弱い

といえよう。

以上、 11軒の住居群がすべて同時に存在しないと

考えられる根拠について述べた。

この中で、唯一同時に存在した可能性が強い 4 住

と 8 住を例にとり、他の住居とのかかわりをみてい

きたい。 4 住と 8 住が同時存在とした場合、その住

居間距離（約33m) 、住居面積、主軸方位、単位性が

意味するものは大きいと思われる。つまり 4 住と 8

住をモデルとして、同様の関係を有する 2 棟 1 組が

抽出できる可能性を示していると考えられるからで
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ある。住居面積については、 11軒が 3 つのグループ

に別れることは既に述べた（本文III-2) が、大き

くみれば大規模住居 (40m'以上）が 6 軒、中小規模

住居 (20m'未満）の住居が 5 軒であり、興味深いこ

とに大規模住居と中小規模住居の数がほぼ同じであ

る。 4 住(19. lm') と 8 住（推定46m') の同時存在

から住居規模が時間差を示すものではなく、 2 棟 1

組の住居が大規模住居と中小規模住居からなる可能

性が示された。さらに、その方位も 4 住 (N-12°

-w) と 8 住 (N-12°-E) の違い (24度）が許容
(12) 

範囲と仮定できよう。このような視点から、他の住

居について 2 棟 1 組を可能性として抽出してみる

と、 3 住 (48m') と 18住（推定16.2m') 住居間距

離約13m、 9 住（17.5m') と 16住（推定69mり住

居間距離約45m、 10住（推定52m') と 12住 (10.lm')

住居間距離約33m、 15住 (10.0m') と 17住（推定59.

5m') 住居間距離約45m となる。ただし、明らか

に方位が異なる 5 住の存在と、 3 住と 18住の住居間

距離が比較的短いことが問題点として残る。

不十分ではあるが11軒の住居群について分析を試

みた。その結果として同時期にどれだけの住居数が

居住していたか不明であるが、最低 2 期にわたって、

主軸方向がにている規模の異なる 2 棟 l 組の住居群

が存在していた可能性を示すことができた。このこ

とが、他の遺跡に於ける状況といかなる関連をもち

うるのか、また 2 棟 1 組の意味するものについては

今回分析できなかったが、今後の課題として考えて

いきたい。

各時期の様相

縄文晩期終末～弥生時代黎明期 内匠日影周地遺跡

A 区15号土坑から、縄文晩期終末～弥生時代黎明期

に位置付けられる土器群が出土している。土器の分

布は、中期の遺物とともに図化したため図上であら

わすことができないが、第216·217図の大半と第218

図の南側 2 カ所の集中地点は当該期である。当該期

において遺構・遺物の検出例が少ない状況と、当遺

跡の様相がどのようなかかわりをもちうるかについ



て述べる力をもたないが、このような状況が存在し

ていることをまずは認識することが重要ではなか

ろうか。

中期 当遺跡の中期は、前半と後半に分けること

ができる。前半唯一の遺構及び遺物は、内匠諏訪前

遺跡A 区64号土坑と出土した壺で、遺構外から土器

は検出されなかった。このような状況は、先に述べ

た晩期終末～弥生時代黎明期と近似したものとして

理解できる。後半では、内匠日影周地遺跡B 区 4 号

住が存在する。該期の遺構外出土土器は、内匠日影

周地遺跡 B 区の 2 つの谷地から多く出土している

（第218図の C80以北の 2 カ所の集中地点）。この 2

つの谷地は、内匠日影周地遺跡B 区 4 号住の下位に

位置することから、住居の土器捨て場であったと考

えられる。

後期 内匠日影周地遺跡A区の住居群については

前述したように、最低 2 時期にわたる居住が指摘で

きる。この場合、最低 2 時期が時間的に連続するか

は不明である。遺構外出土土器からこの住居群をと

らえてみると、出土量が少ないことから（第219•220

図）、長期にわたる継続的な居住域とするには無理が

ある。他の樽式段階の住居としては内匠日影周地遺

跡B 区 8 住がある。この遺構は、住居かどうか疑問

があるが、時期的には出土土器に等間隔の簾状文が

みられることから、樽式 2 期と思われる。この遺構

については、その機能を考えるうえでも今後の類例

を待ちたい。

弥生時代終末～古墳時代初頭 内匠日影周地遺跡B

区 2 号住が当該期に位置付けられる。土器群にみら

れる外来系土器及び樽式的要素は、当地域の古墳時

代成立に至る過程を考えるうえで重要な問題が内包

されていると思われる。また、この土器群に縄文系

土器がみられない点も興味深い。本遺跡だけで語れ

ることは少ないが、当該期の住居が 1 軒だけであっ

たこを考えると、今後資料の増加により古墳時代成

立に関する小地域の分析がなされる際には、土器群

の様相とともにその集落規模についても併せて考え

られなければならないだろう。

1 ．縄文～江戸時代の遺構と遺物

(3) 古墳～平安時代

古墳時代前期から平安時代までの遺構や遺物は、

多数の土器型式の欠落期を含みながら、検出されて

いる。以下段階を追いながら述べていきたい。

古墳時代前中期 この段階の遺構と遺物は内匠日影

周地遺跡でしか検出されていない。地形との関係で

検出された遺構をながめると、馬背状丘陵の背の部

分に方形周溝墓 l 韮（前期） と古墳 1 基（中期）が

検出されているのに対して、住居は丘陵北側の緩斜

面上に立地するという明瞭な差異をみいだすことが

できる。前期の住居はA 区 1 住と B 区 5 住（？）、中

期の住居は B 区 3 号住（？）であり、いずれの時期

も小規模な居住の様相が浮かびあがる。さらにその

居住期間も、生活廃棄物である遺構外出土土器の量

的分布（第223図）から、短かったであろうと推定さ

れる。

古墳時代後期 6 世紀末～ 7 世紀前半とおもわれる

住居が内匠諏訪前遺跡ではA区で 8 軒(1住・ 2 住・

3 住• 4 住• 5 住• 6 住• 7 住• 9 住）、 B 区で 2 軒（ 1

住• 3 住？）、内匠日影周地遺跡ではA区で 6 軒 (6

住• 7 住・ 11 住・ 13住・ 14住・ 19住）、 B 区で 2 軒

(1 住？ • 6 住？）検出されている（第107~109図）。

一部に残存状況が悪く実態が不明な住居もあるが、

検出住居数からいえば古墳時代の中ではもっとも居

住活動が活発であった時期である。この中で、視覚

的には内匠諏訪前遺跡A区を除けば、他地区では住

居が散在するような状況で検出されている。

ここでは、内匠諏訪前遺跡A区の住居群にかかわる

問題ついて述べておきたい。

内匠諏訪前遺跡 A 区の住居群（第221図）について

8 軒の住居群は、おおむね 6 世紀末～ 7 世紀前半

の土器群を出土している。さらに、出土した上器群

からは明瞭な時間差を想定できないが、住居間の遺
(13) 

物接合関係（第222図）から時間差が想定される。住

居間接合は 5 例確認できたが、この中で 3 例は 4 住

と 9 住との間で確認された。この 3 例について土器
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が廃棄されたであろう時期及び出土位置をみてみる

と、 4 住（第76図）では、ほぽ住居が埋没しきった

段階での廃棄であるのに対して、 9 住（第84図）で

は埋没土下層からの出土であることから住居埋没の

早い段階での廃棄と考えられる。以上から、 4 住→

9 住という時間の差が想定できよう (4 住よりも 9

住のほうが高位に立地することから、埋没も 4 住の

ほうが早く埋没する要因をもつことも事実である）。

住居群が最低 2 期にわたる可能性については述べた

が、それではどの住居が同時存在として考えられる

のであろうか。住居間接合からは同時存在の住居を

導き出すことはできなかったが、他の要素として、

各住居の竃位置に注目してみたい。

住居群は鼈位置において東西南北の 4 つのパター

ンが存在する。調査時には江戸時代の屋敷地造成の

ために削平を受けていたが、本来は北側に向かう斜

面であり、ほぼ同一地形上に立地していたと考えら

れる。同じ地形で竃位置が異なるということは、こ

の中で同じ鼈位置を有する住居は類似性が強いこと

を意味する。そこで、鼈位置から類似性の強い住居

を抜き出し併せてその住居間距離を示すと、 1 住と

6 住 (20.5m) 、 3 住と 9 住(18.6m) 、 4 住と 5 住 (27.

6m) となる。この住居間距離は先に弥生時代の住居

群で分析した距離と類似することから、結果として

導かれた 2 棟 1 組がそれぞれ同時に存在していた可

能性を示唆しているのではなかろうか。

ここでは、竃位置と住居間距離から同時存在の住

居を想定してみたが 2 住と 7 住については不明であ

るし、他の同時存在を導きだす手段をもちえないた

め可能性の指摘に留めたい。

しかし、 8 軒すべてが同時に存在した可能性は極め

て弱く、同時に存在したであろう住居の様相は、他

の調査区とあまりかわらない散在する状態であった

ことが想定されたと思う。

奈良時代 今回の調査では、奈良時代と思われる遺

構は検出されず、遺構外も含めて遺物も出土しな

かった。前述した古墳時代後期の様相とは大きく状
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況を異にしている。

平安時代僅かではあるが、 9C~lOC の遺構と遺

物が検出されている。遺構で特徴的なものは土坑で、

多くが完形の坪や高台付碗を 1~4 点伴って出土し

ている。内匠日影周地遺跡A 区18号土坑（第115図）

がその代表的な土坑であるが、この場合は埋没土か

ら墓としての機能が想定されよう。さらに、土坑は

検出されなかったものの、その特徴的な遺物出土の

様相から 1 号方形周溝墓や内匠日影周地遺跡A 区13

住にも同様の土坑が存在していた可能性が強いと考

えている。平安時代において調査区が居住にかかわ

る土地でなかったことは、遺構外出土土器の量的な

希少さ（第227 • 228図）からもうなずけよう。

以上、古墳時代～平安時代の様相について触れた

が、住居が構築された時代は限定され、その規模も

小さく、居住期間も短かったであろうことが想定で

きたと思う。また、住居が構築されなくとも墓域な

どとして利用される時代もあれば、遺構外遺物さえ

も出土しない時代も存在するという状況も確認でき

た。この結果について、時間的地域的視点からの考

察を述べることは今回できないが、幸いなことに「離

れ山」丘陵では当該期の遺構は比較的多く検出され

ていることから全体の報告を待って検討したいと考

えている。

(4) 江戸時代

江戸時代において居住にかかわる土地利用とし

て、 2 号屋敷の成立 (18C 前～中葉）と廃絶 (1783

年に近い段階）、 1 号屋敷の成立（1783年以後）と廃

絶 (19C 前半か）があげられる。

ここでは、(I) 2 つの屋敷跡についで性格付けと

それぞれの比較から問題点を指摘し、(II)居住以外

の土地利用について考えてみたい。

(I)屋敷について

まず、 2 つの屋敷の性格であるが、江戸時代の内匠



村が西上州の一般的な農村であったことや、立地す

る場所から商家などの可能性は弱く、職種を特定す

るような遺物がみられないことなどから農民の屋敷

と考えて差し支えないと思われる。(1号屋敷につい
(14) 

ては、『群馬縣北甘楽郡史』に「博へいふその昔大な

る酒蔵家ありてこの井水（ 1 号屋敷 1 号井戸一引用

者）を醸造に用ひたるなりとか。」と記載があり、酒

屋としての伝承を伝えているが調査結果からは、そ

の可能性は極めて弱いと考えている。）農民が新たに

屋敷をつくる際には、さまざまな場合と要因が存在

すると考えられるが、本遺跡のように今まで居住者

がいない丘陵上に新たに屋敷をつくるとなると入植

的な意味合いが少なからず存在した可能性を指摘で

きよう。

次に、 2 号屋敷と 1 号屋敷を比較して内包する問

題点について考えてみたい。

2 つの屋敷跡は、①屋敷地規模と②桶埋設土坑に

明瞭な差異をみいだすことができる。

①屋敷地規模について

平坦面の広さを比べると、 1 号屋敷地（推定 1373

面）は 2 号屋敷地（推定238.4mりの約 5.8 倍の広さ

をもっている。それぞれの屋敷地は斜面を造成して

平坦面が形成されていることは既に述べたが、両屋

敷地の造成にかかわる労力は、 1 号屋敷の西側に造

られた土塁状施設の存在から単に面積による比較以

上の違いがある。 2 つの屋敷における農民がどのよ

うな階層であったかは不明だが、屋敷地規模の違い

を年代差として理解すると、本遺跡の場合、 2 号屋

敷地造成時（18世紀前～中葉）から 1 号屋敷造成時

(1783年以降）に至る間において屋敷造成に費やす

ことができる労働力が増加したといえる。このこと

は単に屋敷地造成だけでなく、農耕や開墾にもあて

はまる可能性が指摘できる。

②桶埋設土坑について

桶埋設土坑は 2 号屋敷地で 1 基、 1 号屋敷地で11

基が検出された。 2 号屋敷の 1 基はその位置から便

所と考えた（当然、肥料として利用されたとおもわ

れる）。 1 号屋敷の場合は溝と重複関係をもつものも

1.縄文～江戸時代の遺構と遺物

存在することからすべてが同時に存在した可能性は

弱く、すべてを便所と考えることはできない。この、

桶埋設土坑の用途については深谷克己氏が「商業的
(15) 

農業と生産技術」の中で次のように述べている。

「人馬のこへはかぎり有事に候得ば、作りこへを

致すへし「憐民撫育法」『近世地方経済資料』六、

二0三頁）という記述はその考え方を示す。これ

は穴を掘って桶を伏せ、水を入れ草を刈りこんで

肥料を作ることを指示したものだが（以下略）」

このような用途が想定されるならば、 1 号屋敷で検

出された11華の桶埋設土坑の大半は「作りこへ」の

施設と考えられる。そして、桶を埋設する土坑が 1

号屋敷地において増加しているということは、少な

くとも本遺跡内においては1783年以降において農作

物に施す肥料の質及び量が変化したことを示す可能

性が強いことを意味すると考えられる。

以上、両屋敷の違いから想定される可能性につい

て触れたが、補足として 2 号屋敷の場合、想定され

る建物が母屋、便所、井戸の上屋であるのに対し、

1 号屋敷はこれ以外の建物(1号建物、 2 号建物）

が存在することも大きな違いであることを指摘して

おきたい。

今回は両屋敷の違いを年代差として認識して考え

をすすめたが、当然階層差の有無が問題となろう。

この点については、今後の調査事例の増加を待って

再度検討する必要性を強く感じる。

(II)土地利用について

平安時代以降江戸時代に至る間において、遺構は

検出されず、遺構外から宋銭 1 枚（元宝通宝 初鋳

1078年）と 1 号屋敷の混入として13世紀代に比定さ

れる緑釉の盤が 1 点出土した。

以下、江戸時代以降の、居住以外の土地利用につ

いて述べていきたい。

明治 5~6 年 (1872~1873年）に作成された壬申

地籍図（第232図）では屋敷地周辺の多くは「新下畑」

の地目となっている。「新下畑」とは、江戸時代のあ
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る段階で土地が開墾され下畑して農地になったこと

を示唆していると考えられよう。一方、慶長10年
(16) 

(1605年）の「内匠村、御検地御水帳」には、他の

小字が農地として記載されているにもかかわらず諏

訪前や日影周地といった小字はみあたらないこと

も、このことを間接的ながら裏付けているのかもし

れない。

考古学的な情報から上記のことについて、土地利

用の変遷を追ってみることにする。

17世紀代の遺構としては、内匠諏訪前遺跡A 区28

号溝と内匠日影周地遺跡A区11号溝がある。いずれ

も石組の暗渠であり、石組の中から当該期の遺物が

出土していることから遺構の年代としても有効性を

もつと思われる。暗渠が農業に伴う排水施設とすれ

ば、暗渠設置時での開発行為が想定される。遺構外

出土遺物において 17世紀代のものは極めて少なく、

図化できうるものについては図示した 4 点（第199

図 10 、 20 、 21 、 22) だけであった。

18世紀以降のなかで年代を特定できる溝や土坑は

ない。しかしながら、 18世紀以降から幕末にかけて

の遺物自体は僅かだが、土坑、溝、遺構外から出土

している。溝・土坑・遺構外から碗や皿といった生

活雑器が出土することをどのように解釈すべきかに

ついて明解な答えを用意できないが、なんらかの人

的活動に伴って結果的（自然現象などにより）にそ

の地点で検出されたであろうことは確かである。

屋敷地以外の遺構や遺物からは17世紀において開

墾が行われ、その後も幕末まで人的な活動がなされ

ていたことが確認できた。

それでは、 17世紀の暗渠設置時において調査区内

が一様に開墾されたかとなると不明である。むしろ、

前述した屋敷跡の存在やその規模（屋敷内施設を含

む）から考えると、段階をおいながら徐々に開墾が

すすみ、最終的に壬申地籍図にみられるような状態

になった可能性が強いと思われるが、屋敷地の存在

以外にその積極的な根拠がないことからここでは可

能性の指摘にとどめ今後の課題としたい。
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1 ．縄文～江戸時代の遺構と遺物

地籍図（壬申地券地引絵図•第十二大区小十三区甘楽郡内匠村 群馬県立文書館蔵）

諏訪神社の石塔類

第232図 地籍図及び諏訪神社
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VI 成果と問題点

2. コゲ・ススの付着からみた土器の使われかた

一弥生時代後期一 外山政子

1 はじめに

土器には煮炊き、貯蔵、食器としてなどいろいろ

な用途が考えられる。本来の使われかたのほかに転

用している場合も有るはずである。このような用途

は何によって推定されているかというとまず器形で

あり、製作技法、出土状況である。当然、土器の形

と用途は密接な関係があり、当時の人々の生活と意

識が確実に反映されているといえるだろう。しかし、

形と用途の関係が明確にとらえられているかと言う

と、未だ不充分な部分も多い。用途を推定する要素

としては、使用痕跡の観察も重要であろう。

土器には使われることによって生じたと思われる

スレ、アレ、ヨゴレ、変色などが認められる。これ

らの痕跡がどのような作業や動作のさいに着くの

か、はたして使用痕跡といえるのかという検証は、

観察データーの蓄積と復元的な作業実験によるしか

ないと考えるが、双方ともデーターが充分に蓄積さ

れているとは言いがたい。しかし、今日の私達の生

活作業や動作からも類推できる部分は多いはずで、

痕跡を観察することによって、用途とさらに使い方

の実際をある程度推定できるだろうと考えている。

今回報告する内匠日影周地遺跡では弥生時代後期の

住居跡が13棟で出土土器量も多くはない。そこで全

体の土器のうち比較的数量も多く観察のしやすいス

スやコゲの痕跡を取り上げて、土器の用途と煮炊き

の実態を考える資料としておきたい。

観察はおもに内面のコゲとヨゴレの有無、部位、外

面のススの付着の有無、付着の部位、煮炊きに付随し

て発生する変色、アレ、スレの有無と部位とである。

2 コゲやヨゴレの着く土器、着かない土器

鍋・釜にコゲつきを作ってしまうのは、ものを煮

る際の火加減と、内容物の水分の多少にかかわるこ

とは、煮炊きをしたことのある人ならば良く知って

いるだろう。水分がなくなっても、うっかり火を引

かず加熱し続けて、鍋は真っ黒などという経験もあ

306 

るだろう。このときは、鍋・釜の底から胴下半部に

かけてコゲが出来ることが多い。内容物の入ってい

た上限部より下がコゲつく。また、コゲが着かない

までも、内容物が熱によって変化しある種のこびり

つきが生じる場合が有る。これをヨゴレと呼んでい

る。このヨゴレは内容物が沸騰することによって、

グッグツとはねあがり、実際に内容物が入っていた

分量（喫水線？）より上に着くことが実験により観

察されている。こうしたことを頭に入れて土器を観

察すると（第233、 234図）次のようなことが指摘で

きるだろう。

①コゲはいわゆるカメ形土器だけに付着している

②コゲは内面、胴下半部に付着している

③平底の形のカメではコゲが内底部には無いことが

多い（第233図A9 住 1 、 A8 住 5 、 A5 住 2 、 A

3 住13 、 Al7住 3 、ただし、コゲはその性格から

全体の加熱量と相関関係にあって、 A3 住 1 のよ

うに加熱が強いと底部にコゲが着く）

④台付きカメは内底部にコゲが付着している（第234

図Al5住 1 、 B2 住 2) 。③の観察結果と外面のス

スの観察結果とも合わせて考えると加熱方法の違

いが指摘できるだろう。

⑤ヨゴレは内面、胴中部からやや上にかけて帯状に

めぐる場合が多い（第233図A3 住 1 、 A3 住 7 、

A3 住13) 先に述べた実験結果から内容量の推定

も可能であろう。全体的な傾向としては、胴最大

径よりやや下辺りまでが内容物の目安とできそう

である。

⑥口縁部内側にめぐるヨゴレとしたものは（第233図

A5住3) 次に述べるススと区別がつきにくかった

が、帯状にめぐることから、蓋の存在と加熱の際

蓋を使用した傍証となるだろう。

3 ススの着く土器、着かない土器

ススは物を加熱した際、炎の不完全燃焼で付着す

る場合のススと、日常的に火を焚く場所周辺に置い



てあったためにススケた場合とが有るようだ。近代

の伝統的な煮炊き施設であったカマドでは、炎は鍋

釜の下からまんべんなく当たるよう工夫されてい

た。したがって、底にはまんべんなくススが着いて

おり、火力の変化は読み取れない。しかし、弥生時

代のカメでは強いススの部分と薄いススの部分、あ

るいはさらにススケた部分と有るようで、火力にも

炎の当たり具合にもむらがあったようで、加熱施設

と加熱方法を推測させる。ススの観察からは次のよ

うなことが指摘できるだろう。（第233 、 234 図）

①ススの付着が認められるのはカメ形の土器が圧倒

的に多いが、壺形や高杯形など他器種にも付着し

ていることがある。

②平底のカメ形土器では全体にススがまわるが、胴

部のやや下の辺りから頸部の下辺りまでと、口縁

部外周には強いススが認められる。

③カメ形土器では、口縁部の内側に 1~2 cmの幅で

ススがめぐることが多い。 (A 8 住 4 、 A4 住 4 、

A5 住 2 、 Al7住 1 、 A4 住 5) ヨゴレの項でも

触れたように、蓋の使用痕跡と出来るだろう。

④平底のカメ形土器では、底部外面が加熱によって

赤く変色し、ススケている場合がある（第233図A_

4 住 6) 。 A3 住 l 、 Al8住 1 では底部にススが認

められる例もある。底部外面のススは明瞭でなく

ても、底部から下胴部に変換する低い部分からス

スの付着が認められている。このことから煮炊き

の際、加熱施設にどのように設置したかの推定が

できるだろう。おそらく炉に直接おくタイプで、

底部を埋め込んだり、支脚のような器具の使用も

なかったと言える。

⑤台付カメでは台部分外面にススが付着したり、赤

変し、内側にもススが認められている場合もある

(B 2 住 2) 。このことはの観察結果と併せて加熱

施設への設置方式が確定できるだろう。

⑥①と関連するが、カメ形以外の土器に付着するス

スは一定の部位が確定できない場合がある。例え

ば、この事は土器の使い方に通常でない使い方を

想定する必要があるということではないだろうか。

2. コゲ・ススからみた土器の使われ方

(A 5 住 4 、 AlO住 1 、 Al5住 9) これらを一括で転

用のためと考えているが、他の使用痕跡や出土状

況の要素も含めて検討しなければならないだろう。

4 加熱施設の在り方

当地域の弥生時代後期の加熱施設は，住居内の炉

が中心で、形状では前代から大きな変化は見せてい

ない。しばしば住居内に二基炉をもつが、同時期に

使用されている場合と、新旧関係がつかめる場合と

がある。一方は住居の長軸方向で、入り口施設の向

側に 2 本の柱穴の間に設けられている。住居中心部

方向に細長い石をおいていることが多い。もう一方

は入り口施設にたいして左側にあることが多く、当

遺跡では石を入り口側に設置する特徴がある。燃焼

部と思われる赤く焼土化した範囲はおよそ55cmX45

cm程の楕円形で、断面は浅 く船底状にくぼむ。特

別なピットなどの施設は付随していない。

5 おわりに

土器の使用痕跡を主にススとコゲの面から観察し

加熱施設の在り方を見て来たが、以下の事柄が確認

できたと考えている。

・ススとコゲの付着から、当地の煮炊き具の主体は

平底のカメであること。台付きカメも小中型のも

のは見られるが、数が少ない。

・大形の壺類は基本的に煮炊きには使われていな

し X 。

・加熱の方式は炉に直置きであったであろう。

・支脚などの使用痕跡は見られない。

・加熱の方向は長めのカメの胴部からと言える。

・煮炊きの際、蓋が多用されただろう。

土器はそのほとんどが日常の生活のなかで使われ

ており、使えばその痕跡が残るはずである。痕跡を

観察することによってその使われかたの実態をより

明確にしていくことも可能となろう。こうした基礎

的な作業の積み重ねのなかに時代変容の兆しさえも

見いだし得るのではないかと考えている。今報告で

は弥生時代の遺構も少なく、観察できた土器の個体

数も少なかったため、今後さらにデーターを蓄積し

て行きたい。
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VI 成果と問題点
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第233図 コゲ・ススの着いた土器（ 1)
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2. コゲ・ススからみた土器の使われ方
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付篇 1 群馬県内匠諏訪前・日影周地遺跡出土の樹種について

鈴木三男（金沢大・教養•生物）・能城修一（農水省森林総合研究所）

1.内匠諏訪前遺跡

群馬県富岡市大字内匠の内匠諏訪前遺跡の江戸時代の屋敷跡から出土した炭化材の樹種を同定した。試料

は 2 号屋敷の床面から得られた炭化材21点と 1 号屋敷の二つの土坑から得られた炭化材 3 点、合計24点で、

徒手により横断、放射、接線の各破断面を作成し、落射顕微鏡を用いて観察、同定した。その結果、スギ、

アカマツ、クリ、コナラ節、竹類の 5 種が同定された。これらの同定の根拠となった材形質を以下に略記し、

それらの顕微鏡写真を図版 l~3 に、同定結果の一覧を表 1 に示した。通常、遺跡出土材は組織プレパラート

の形で証拠標本として保存しているが、炭化材の場合、炭化材の小片を保存して置いても長年の間には風化

して組織を観察できなくなることが予測されるので、同定の際に顕微鏡写真を撮影し、それを証拠標本とし

た。このフィルムは金沢大学教養部生物学教室に保存されている。

同定結果

1.スギ Cryptomeria japonica (Linn. f.) D. Don スギ科

図版 1 写真 1~6 （諏訪ー 1)

軟質の炭化材で、年輪界は明瞭（写真 1' 以下 1 と略す）、早材部はとても柔らかく、晩材部はやや硬い。

仮道管と樹脂細胞、放射組織からなる針葉樹材で、樹脂細胞は詳細な観察をしないと見つからない。早材部

仮道管は薄壁で直径が大きく、晩材部に向けて順次小さくなる（ 2) 。放射壁の有縁壁孔は単列あるいは 2 列

で後者の場合は対列状である（ 5) 。放射組織は単列で柔細胞のみからなる (4, 5) 。分野壁孔はスギ型で、

1 分野あたり 2 個が普通である。以上の形質からスギの材と同定した。

2. アカマツ Pinus densflora Sieb. et Zucc. マツ科

図版1. 2 写真 7~12 （諏訪ー 2)

年輪幅が極めて広い針葉樹材で早材から晩材への移行は緩やかだが、晩材部仮道管と早材部仮道管では直

径と壁孔が歴然と違うので年輪界は明瞭である（ 7)。垂直、水平の樹脂道を持ち、前者は大型で年輪内に散

在し（ 8) 、後者は紡錘形放射組織にある (9, 10) 。分野壁孔は大型の窓状で (11) 、放射仮道管の内壁には

顕著な鋸歯状の突起がある (12）。これらの形質からアカマツの材と同定した。

3. クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科

図版2.3 写真13~19 （諏訪ー24)

同心円状に並んだ大型の道管が肉眼でもはっきり見える環孔材で年輪始めにはしばしばチローシスのある

大きな道管が数層に並び (13) 、順次径を減じて晩材部では薄壁多角形の微細な道管が火炎状あるいは放射方

向に集まる (13,14) 。道管の穿孔は単ーで (18) 、道管ー放射組織間の壁孔は大型で楕円状である (19) 。放
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射組織は単列で (15,16) 、同性（17) 、柔細胞は目だたない。以上の形質からブナ科のクリの材と同定した。

4. コナラ節Quercus sect. Prinus ブナ科

図版 3 写真20~23 （諏訪ー18)

クリ同様、年輪始めに大型の道管が同心円状に並ぶ環孔材で、晩材部の仮道管は微細な薄壁多角形でやは

り火炎状あるいは放射状に並ぶ (20, 21) 。放射組織は単列同性と極めて大きな複合放射組織がある (20, 22) 。

道管の穿孔は単ーで、道管ー放射組織間の壁孔は大型の楕円状である (23) 。以上の形質からプナ科コナラ属

の内、コナラ、ミズナラなどのコナラ節の材と同定した。

5. 竹類 Bamboo sp. イネ科

図版 3 写真24~27 （諏訪ー19)

中空で節のある炭化物で、その横断面を観察すると、茎の中心側に原生木部腔、その両側の外側に各1本の

太い道管からなる 1対の後生木部、そして原生木部腔に対応する位置の外側に箭部があり、それら全体を直径

が小さく壁のたいへん厚い繊維細胞の集まりが鞘状に覆っている維管束 (26) が散在している不整中心柱で

ある (24,25) 。茎の表面は平滑で (24,25) 、各維管束は髄腔に近い内側のものは径が大きく、繊維細胞の鞘

は少なく、外側に行くに従って径が小さくなり、繊維鞘が多くなる (25, 27）。以上の形質からイネ科タケ亜

科の稗であることが分かる。タケ亜科には様々なタケ類、ササ類があるが、これらの組織構造は互いによく

似ており、組織学的にはこれ以上詳細な同定は出来無い。ただ、出土炭化物の秤の直径が比較的太いことか

らこれはタケ類の稗であることが考えられる。

以上、江戸時代の二つの屋敷跡の24点の炭化材から 5 種が同定されたが、その大部分は 2 号屋敷のスギで

ある。これらは遺物の分布状況からみて、焼け落ちたこの屋敷の建築材の一部であると考えられることから、

この屋敷がスギ材を主に用いて建てられていたことが分かる。そして部分的にアカマツ材を用いていたこと、

また、壁土の崩落と思われる場所の炭化物が竹類であったことは、壁の心材に竹編みがあったことが推定さ

れ、近世の家屋の建築用材によく一致する。一方、 1 号屋敷跡では土坑から出土した炭化材が調べられたが、

これらはスギとクリで、これらも建築材として矛盾の無いものであり、またそれ以外のものであったことも

考えられるが、試料が少ないため詳細は不明である。
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2. 内匠日影周地遺跡

群馬県富岡市大字内匠の日影周地遺跡のA地区の 6,11, 12, 13号住居及びB地区の 3 号住居から出土した

炭化材15点の樹種を同定した。これらの炭化材は住居内床面に散在しており、これらの住居の建築材の一部

であったことが考えられている。試料は徒手により横断、放射、接線の各破断面を作成し、それを落射顕微

鏡で観察して同定した。その結果、イヌガヤ、オニグルミ、アカガシ亜属、エノキ属、ケヤキ、イヌエンジュ、

カエデ属、ムクロジ、 トネリコ属、散孔材一種の10種が同定された。以下に同定された各樹種の同定の根拠

となった材形質について略記し、それらの代表的な顕微鏡写真を写真 1~60に掲載した。また、同定結果の

一覧を表 2 に示してある。フィルムは金沢大学教養部生物学教室に保存されている。

同定結果

1.イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch イヌガヤ科

図版 4 写真 1~5 （日影ー12)

材質の極めて均ーな針葉樹で、年輪界はほとんど目だたない（写真 1. 以下 1 と略す）。早材部仮道管は

やや直径が大きく、晩材部仮道管では接線方向に偏平で、やや壁が厚い （ 2) 。仮道管の内壁には顕著なら

せん肥厚がある (3, 5) 。樹脂細胞は散在状で、その水平壁は時として数珠状に肥厚する（ 4) 。放射組織

は柔細胞のみからなり、単列で、背は低い (3~5) 。分野壁孔は極めて小さく、ヒノキ型で、一分野あたり

1~2 個である（ 5)。これらの形質からイヌガヤの材と同定した。

2. オニグルミJuglans ailanthifolia Carr. クルミ科

図版4.5 写真 6~11 （日影ー 8)

中型の道管がほぼ単独で密度低く散在状、あるいはやや放射方向に連なる傾向のある散孔材で （ 7) 、道

管の穿孔は単一 (9, 10) 、柔組織はほぼ 1 細胞幅で接線状に並び (7) 、放射組織は 1~5 細胞幅の紡錘形

で (8,9 ）、同性である (10,11）。これらの形質からオニグルミの材と同定した。

3. アカガシ亜属Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科

因版 5 写真12~16 （日影ー 5)

質の硬い炭化材で、単独の中ないし小型の道管がルーズに放射方向に配列する放射孔材である (12, 13) 。

道管の穿孔は単一で、道管—放射組織間の壁孔は縦長の楕円形で棚状に並ぶ(16) 。放射組織は単列のものと

複合状のものがあり (12~14) 、前者は同性である (15）。これらの形質からブナ科コナラ属の内、常緑性の

アカガシ亜属の材と同定した。

4. エノキ属 Celtis ニレ科

図版5.6 写真17~22 （日影ー 9)

年輪始めに大型の道管が単独あるいは 2 個複合して数層に並ぶ環孔材で (17) 、晩材部では薄壁の小道管が

多数接線方向に集まって接線状の波状の紋をなす (17,18) 。道管相互の壁孔は交互状で密に分布し (19) 、穿

孔は単一、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある (21,22) 。放射組織は比較的大きな多列の紡錘形でし

ばしば鞘状になり (20) 、又上下端の細胞が直立あるいは平伏細胞であり、異性である (20, 21）。これらの形
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質からエノキ属の材と同定した。

5. ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino ニレ科

図版6.7 写真23~28 （日影ー11)

年輪始めに大道管がほぽ一層に並ぶ環孔材で (23) 、大道管は丸く、ほぽ単独、晩材部では薄壁多角形の小

道管が多数集まってエノキ属同様の波状の紋を成す (23, 24) 。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔は交互状

で密、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある (26, 28) 。放射組織は形の整った紡錘形で上下端にのみ大

型の細胞があって大きな結晶を持つ (25,26）。これらの形質からケヤキの材と同定した。

6. イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr. et Maxim. var. buergeri (Maxim.) C. K. Schn. マメ科

図版 7 写真29~34 （日影ー 3)

エノキ属やケヤキ同様の大道管の配列を示す環孔材で (29) 、晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集まっ

て塊状を成したものが散在する (29,30) 。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔は交互状 (32) 、道管ー放射組

織間壁孔は丸い (34) 。木部柔組織は周囲状だが炭化材では区別がつきにくい。放射組織は 7 細胞幅くらいに

までなる紡錘形で鞘状になり、組織が粗雑な感じがする (31~33）。これらの形質からマメ科のイヌエンジュ

の材と同定した。

7. カエデ属 Acer カエデ科

図版7.8 写真35~40 （日影ー 1)

丸く薄壁の小型の道管が密度低く散在する散孔材で、薄壁でやや径の大きい繊維状仮道管と厚壁でやや径

の小さい繊維状仮道管からなる雲紋状の文様が見える (35, 36) 。道管の穿孔は単ーで、内壁に顕著ならせん

肥厚を持つ (38, 40) 。放射組織は 2~3 細胞幅の同性で輪郭は不整である (37~39）。これらの形質からカエ

デ属の材と同定した。

8. ムクロジ Sapindus mukorossi Gaertn. ムクロジ科

図版8.9 写真41~46 （日影ー15)

ケヤキやイヌエンジュに良く似た大道管の配列をする環孔材で、晩材部では薄壁多角形の小道管が集まっ

て塊状を成し散在し、それらをつなぐように独立帯状の柔組織が分布する (41, 42) 。道管の穿孔は単一、道

管相互の壁孔は交互状で密、小道管の内壁にはらせん肥厚がある (44,46) 。柔組織は量多く、ストランドを

成す (43,44) 。放射組織はほぽ同性で 4 細胞幅くらい、輪郭は不整である (43~45）。以上の形質からムクロ

ジの材と同定した。

9. トネリコ属 Fraxinus モクセイ科

図版 9 写真47~52 （日影ー 7)

年輪始めに大道管が単独あるいは 2 個複合して数層に並ぶ環孔材で、晩材部では厚壁で輪郭が角張り、内

腔が丸い小道管が数個放射方向に複合したものが散在する (47, 48) 。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔は

小孔紋で交互状に密に分布する (50~52) 。放射組織は 2~3 細胞幅で背の低い紡錘形で同性である (49~ 

51) 。以上の形質からトネリコ属の材と同定した。

313 



付篇 l 群馬県内匠諏訪前・日影周地遺跡出土の樹種について

10. 散孔材一種 Diffuse porous wood sp. 

図版9.10 写真53~60 （日影ー 2)

薄壁でやや角味を帯びた丸い小道管が、ほぼ単独、時に 2 個放射方向に複合して均ーに散在する散孔材で

(53,54) 、年輪界はほとんど目だたない。道管相互の壁孔は交互状で、道管の穿孔は単一、内壁にらせん肥

厚がある (56, 60) 。木部柔組織は目だたない。放射組織は 2~3 細胞幅で痩せた紡錘形で背はさほど高くな

く (55~57) 、明瞭な異性である (56,58,59) 。以上のような形質を持つものは、バラ科のナシ亜科やモクセ

イ科のあるものなどに似ており、それらとの類縁も考えられるが、炭化材で観察できる形質の範囲では同定

にいたらなかったので、散孔材一種として置く。

日影周地遺跡における建築材の用材

以上見てきたように、当遺跡A地区の 6, 11, 12, 13号住居、及びB地区の 3 号住居から出土した炭化材

の内、 15点の樹種は10種類もの多岐にわたった。これらの炭化材がすべて住居内の床面から出土しているこ

とから考えると、そのほとんどがこれら住居の建築材であったと見なすことが出来る。この観点から同定さ

れた樹種を見ていくと、 6 号住居ではムクロジとアカガシ亜属が 2 点づつ、それにエノキ属とケヤキがあり、

11号ではカエデ属とオニグルミ、 12号はトネリコ属、 13号はイヌガヤと同定できなかった散孔材一種 (2 点）、

そして B地区の 3 号の 3 点はすべてイヌエンジュ、となっている。調査された資料数が余りにも少ないので、

はっきりとした傾向はつかめないが、 3 号が 3 点ともイヌエンジュであること、 6 号の 6 点の内、ムクロジ

とアカガシ亜属が 2 点づつであることなどは、これらの住居がそれらの材が多く用いられていたことを示し

ている可能性が多少はある。しかし、そうであるにしても、ここでは住居毎に違った材を用い、その樹種も

特にあるものを集中して使う、という傾向が全然見られず、ありとあらゆる材を使っているような印象を受

け、これがこの遺跡における用材の特徴といえばいえるであろう。
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表 l 内匠諏訪前遺跡炭化材の樹種

標本番号 樹種名 発 掘 区 遺 構 名 試料番号

諏訪ー 1 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 272 

諏訪ー 2 アカマツ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 308 

諏訪ー 3 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 311 

諏訪— 4 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 260 

諏訪ー 5 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 256 

諏訪一 6 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 314 

諏訪一 7 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 337 

諏訪ー 8 アカマッ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 276 

諏訪ー 9 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 320 

諏訪ー10 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 234 

諏訪ー11 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 482 

諏訪一12 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 312 

諏訪ー13 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 248 

諏訪ー14 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 233 

諏訪一15 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 257 

諏訪ー16 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 271 

諏訪ー17 スギ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 239 

諏訪ー18 コナラ節 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 504 

諏訪ー19 竹類 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 1 号炭化物

諏訪一20 アカマッ 内匠諏訪前遺跡A 区 2 号屋敷 1 号炭化物

諏訪ー21 アカマッ 内匠諏訪前遺跡A区 2 号屋敷 1 号炭化物

諏訪ー22 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 1 号屋敷 34号土坑 1 

諏訪ー23 スギ 内匠諏訪前遺跡A区 1 号屋敷 34号土坑 2 

諏訪ー24 クリ 内匠諏訪前遺跡A区 1 号屋敷 18号土坑 1 

表 2 内匠日影周地遺跡出土炭化材の樹種

標本番号 樹 種 名 発 掘 区 遺構名 試料番号

日影ー 1 カエデ属 内匠日影周地遺跡A区 11号住居 3 

日影ー 2 散孔材一種 内匠日影周地遺跡A区 13号住居 42 

日影一 3 イヌエンジュ 内匠日影周地遺跡A区 6 号住居 11 

日影— 4 イヌエンジュ 内匠日影周地遺跡A区 6 号住居 12 

日影ー 5 アカガシ亜属 内匠日影周地遺跡A区 6 号住居 1 

日影一 6 アカガシ亜属 内匠日影周地遺跡A 区 6 号住居 14 

日影ー 7 トネリコ属 内匠日影周地遺跡A 区 12号住居 45 

日影一 8 オニグルミ 内匠日影周地遺跡A 区 11号住居 12 

日影一 9 エノキ属 内匠日影周地遺跡A 区 6 号住居 , 
日影ー10 散孔材一種 内匠日影周地遺跡A 区 13号住居 43 

日影一11 ケヤキ 内匠日影周地遺跡A 区 6 号住居 2 

日影ー12 イヌガヤ 内匠日影周地遺跡A区 13号住居 4 

日影一13 ムクロジ 内匠日影周地遺跡 B 区 3 号住居 27 

日影ー14 ムクロジ 内匠日影周地遺跡B 区 3 号住居 29 

日影一15 ムクロジ 内匠日影周地遺跡B 区 3 号住居 29 
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付篇 2 内匠諏訪前遺跡火山灰分析

パリノ・サーヴエイ株式会社

1.分析の目的

内匠諏訪前遺跡は、鏑川右岸に発達した高位の河岸段丘面上に位置する。段丘を構成する礫層の上位には、

下位より粘土層、褐色火山灰土、黒ボク土と連続する堆積物および土壌が認められた。褐色火山灰土の中に

は、多くの降下テフラが挟まれている。鏑川河岸において、これらのテフラについて記載された例はこれま

でほとんどない。そこで、ここでは里鉱物組成を明かにし、その特徴を把握しておくことにする。また粘土

層最上部には、白色のガラス質細粒火山灰の純層が認められた。このテフラについては、軽鉱物組成を求め

るとともに、屈折率の測定を行った（写真は図版14) 。

2. 分析の方法

分析は、次の手順で行った。

l) 試料約30 gを秤量。

2) 粗粒の軽石を含む試料について、乳鉢で粉砕。

3) 超音波洗浄と分析飾 (1 /16mm) による箭別を繰り返し、泥分を除去。

4) 80℃で恒温乾燥。

5) 分析飾により、 1/4-1/Smmの粒子を師別。

6) テトラブロモエタン（比重2. 96) により、比重分離。

7) 偏光顕微鏡下で、重鉱物あるいは軽鉱物250粒を同定し、重鉱物組成あるいは軽鉱物組成を求める。

8) 細粒ガラス質火山灰について、新井(1972) の方法により屈折率測定。

3. 分析結果

(1) 層序

内匠諏訪前遺跡の代表的な土壌断面図を図 1 に示す。この地点では、下位より粘土層、褐色火山灰土、黒

ボク土の堆積が認められた。粘土層は灰褐色でとくに粘土分に富む（里粘土質）。この粘土層の最上部には厚

さ 2 cmの細粒で白色の火山灰の純層（試料番号11) がレンズ状に認められた。

粘土層の上位の褐色火山灰土には、 5 層準にわたってテフラの降灰層準が認められた。最下位のテフラは

粘土層を整合に覆うテフラ（層厚62cm) で、白色あるいは橙色に風化している。細かくみると 6 ユニット（試

料番号 5~10) から構成されているようである。このうち下から 5 番目のユニットは最も厚く （層厚34cm) 、

また最も粗粒の軽石（最大径31mm) や石質岩片（最大径 7 mm) を含む。このテフラの上位には、暗褐色火山

灰土をはさんで 3 ユニットから構成されるテフラ（層厚13cm) が認められる。それらは下位より黄橙色軽石

層（軽石の最大径 8 mm, 試料番号 4) 、黄灰色粗粒火山灰層、橙色軽石層（粗粒火山灰を多く含む，軽石の最

大径は 8 mm, 試料番号 3) である。このテフラの上位には厚さ 6 cmの黄橙色の軽石層（試料番号 2) が認め

られる。含まれる軽石の最大径は、 8 mmである。
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このテフラの上位の褐色火山灰土には、白色～灰白色の軽石の濃集部が認められる。含まれる軽石の最大

径は、 8 mmである。また褐色火山灰土の最上部には、厚さ 5cmの黄色軽石のレンズ（試料番号 1) が認めら

れる。軽石の最大径は19mmで、斜長石などの結晶を含む。

(2) 鉱物組成

粘土層最上部に認められる火山灰（試料番号11) の軽鉱物組成ダイヤグラムを図 2 に、その内訳を表 1 に

示す。この試料には、平板状のいわゆるバブル型の透明な火山ガラスが非常に多く含まれている。この火山

ガラスについて屈折率（ n) の測定を行ったところ、1. 499~1. 501の値が得られた。このことから、本テフ

ラは約2.1~2.2万年前に南九州の姶良カルデラから噴出した姶良 Tn 火山灰（At,町田・新井， 1976) に対

比される。

降下テフラ層の重鉱物組成のダイヤグラムを図 3 に、その内訳を表 2 にそれぞれ示す。分析を行ったいず

れのテフラにも、斜方輝石や単斜輝石が多く認められ、角閃石は含まれていない。これらのことからいずれ

のテフラも浅間火山起源のテフラであることがわかる。層相および重鉱物組成から、試料番号 5~10、試料

番号 3~4 、試料番号 2 の 3 枚のテフラはいずれも約1. 6~2.1万年前に浅間火山から噴出した浅間一板鼻褐

色軽石 (As-Bp,町田ほか， 1984) に対比される。これらのうち、最下位の厚いテフラは、単独に浅間一室

田軽石 (As-Mp)と呼ばれることがある（たとえば早田， 1989) 。褐色火山灰土の最上部に認められる黄色軽

石は、層相および鉱物組成から約1.3~1. 4万年前に浅間火山から噴出した浅間一板鼻黄色軽石 (As-YP, 町

田ほか， 1984) に対比される。さらに As-BP と As-YP の間に認められた白色～灰白色の軽石は、層位か

ら約1. 5万年前に浅間火山から噴出した浅間ー白糸軽石 (As-SP, 町田ほか， 1984) に由来している可能性が

ある。

4. まとめ

内匠諏訪前遺跡における今回の分析で、下位より AT、 As-BP、 As-SP? 、 As-YP の降灰層準および層

序を把握することができ、多くの時間軸の設定が可能であることが明らかになった。とくに AT を純層で確

認できたことの意義は大きいと考えられる。今後、周辺遺跡でも石器包含層との関係が明確なAT純層が確

認される可能性もあり、期待される。

参考文献

新井房夫(1972) 斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定ーテフロクロノロジ一基礎的研究ー．第四紀研究， 11,p. 254-269. 

町田 洋•新井房夫(1976) 広域に分布する火山灰一姶良 Tn 火山灰の発見とその意義一．科学， 46, p .339-347

町田 洋•新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫(1984) テフラと日本考古学一考古学研究とテフラのカタログー．古文化財編集委員

会編「古文化財に関する保存科学」，p.865-928. 

早田 勉(1989) 6 世紀における榛名火山の 2 回の噴火とその災害．第四紀研究， 27, p297-312. 

317 



付篇 2 内匠諏訪前遺跡火山灰分析

cm 

゜

100 

200 

----— 7 
V 

一=;;
I II I I I I 

I I I I I I I 

I I I I I I I --.. -. ---

二•5
V V V V 

V V V 

8

9

 

バ
こ5
5

＞
旱
冒

•6 

口黒ボク土

D 褐色火山灰土

暗褐色火山灰土

口軽石

ロ粗粒

ロ細粒

□ 粘土
分析試料. 

図 1 内匠諏訪前遺跡 A 区における褐色火山灰土の断面

318 



付篇 2 内匠諏訪前遺跡火山灰分析

゜
50 100% 

I 
' 

司：：］l 

ニ

□バブル型火山ガラス 園中間型火山ガラス

□ 石英 ■鱈

□その他

図 2 試料番号11の軽鉱物組成ダイアグラム

゜

] 
5 

6 

7 

8 

91 — 10 

50 100% 

t.  ー

•' ; lI ＾ー・り 1 

勿

```‘‘‘‘` 
ー可↑i-if~「T「::Jヽ—.,
`‘‘``～一皐直1|’II ↓Il

｀―-入 l

“'L...I ,L:III 
;r;―In暑

ユ一っl
1 

□ カンラン石

□ 不透明鉱物

冒斜方輝石

國その他

冒単斜輝石

図 3 重鉱物組成ダイアグラム

319 



付篇 2 内匠諏訪前遺跡火山灰分析

表 1 試料番号11の軽鉱物組成

軽 鉱 物 組 成

試 ノゞ 軽 石 長 そ 同
ブ 石

の 定
料 Jレ 型

型 火 英 石 他 鉱

番 火 山 物
山 ガ 粒

方ロ ガ ラ 数
ラ ス
ス

11 233 8 1 2 6 250 

表 2 重鉱物組成

重 鉱 物 組 成

試 力 斜 単 虞 そ 同
ン 方 斜

の 定
料 ラ 輝 輝 明

鉱ン 石 石 喜 他
番 石 物

粒
方ロ 数

1 1 152 41 56 250 

2 2 137 76 33 2 250 

3 133 84 33 250 

4 142 46 61 1 250 

5 145 72 11 22 250 

6 148 81 20 1 250 

7 1 161 41 43 4 250 

8 169 39 41 1 250 

, 154 33 63 250 

10 151 28 69 2 250 
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28 ケヤキ （日影ー11) R xzoo 29 イヌエンジュ （日影ー 3) C X50 30 イヌエンジュ （日影ー 3) C x 100 
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41 ムクロジ （日影—15)CX50
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46 ムクロジ （日影ー15) RX 200 

49 トネリコ属 （日影ー7) TXlOO 
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55 散孔材一種 （日影— 2) TX100 56 散孔材一種 （日影ー 2) T xzoo 57 散孔材一種 （日影— 2) T xzoo 

58 散孔材一種 （日影— 2) RX100 59 散孔材一種 （日影— 2) RX 200 60 散孔材一種 （日影— 2) R X200 
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試料番号 1 (As-YP) 試料番号 3 (As-BP) 

試料番号 6 (As-MP) 試料番号11 (AT) 

Opx: 斜方輝石， Cpx: 単斜輝石， Opq:不透明鉱物， Bw: バブル型ガラス





写 真 図 版





全景 PL. 1 

内匠諏訪前遺跡と内匠日影周地遺跡（手前）全景（空中写真西から）

内匠日影周地遺跡A 区全景（空中写真東から）



PL. 2 全景

内匠日影周地遺跡 B 区全景（空中写真東から）

内匠日影周地遺跡A 区南側全景（空中写真） 内匠日影周地遺跡B 区全景（空中写真）

内匠諏訪前遺跡A 区旧石器試掘状況（西から） 内匠日影周地遺跡A 区旧石器試掘状況（東から）



全景 PL. 3 

内匠日影周地遺跡遠景（南から）

内匠日影周地遺跡遠景（北から）

内匠諏訪前遺跡 B 区全景（東から）



PL. 4 縄文時代

諏A8 号住居全景（北から） 諏 A 10号住居・ 70号・ 71号土坑全景（東から）

諏 AlO号住居遺物出土状態 諏 B 2 号住居全景（南から）

諏 B 2 号住居埋甕出土状態（東から） 諏B4 号住居全景（北から）

諏 B 5 号住居全景（北から） 諏 B 5 号住居掘り方全景（北から）



縄文時代 PL. 5 

日 A2 号住居遺物出土状態（北から） 日 A2 号住居遺物出土状態（北から）

日 A2 号住居全景（南から）

諏A44号土坑全景 諏A45号土坑全景



PL. 6 縄文時代

諏A44号・ 45号・ 46号・ 47号 •48号土坑全景（東から）

諏A46号土坑全景（南から） 諏 A47号土坑全景（南から）

諏A48号土坑全景（南から） 諏A49号土坑全景



縄文時代 PL. 7 

諏 A52号土坑全景

諏A 73号土坑セクション

諏 A 74号土坑全景（東から）

諏A54号土坑全景（東から）
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諏 A 73号土坑全景（東から）

諏 A 75号土坑全景（東から）

諏A 76号土坑全景（東から） 諏A77号土坑全景（東から）



PL. 8 縄文時代

諏A78号土坑全景（東から） 諏 A82号土坑セクション（南から）

諏A82号土坑全景（南から） 諏 A83号土坑全景（南から）
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諏 A84号土坑全景（北から） 諏A85号土坑遺物出土状態（北から）

諏A85号土坑全景（北から 1 号埋甕



縄文時代 PL. 9 

諏 B 1 号土坑全景（南から） 諏 B 2 号土坑全景（西から）

諏 B 3 号土坑全景（南から） 諏 B 4 号土坑全景（北から）

諏 B 5 号土坑全景（北から） 諏 B 6 号土坑全景（東から）



PL. 10 縄文時代

諏 B 14号土坑全景（東から） 諏 B20号土坑全景

諏 B22号土坑全景（南から） 諏 B23号土坑全景（南から）

諏 B24号土坑全景（南から） 諏 B25号土坑全景（東から）

諏 B26号土坑全景（南から） 諏 827号土坑全景（西から）



縄文時代 PL. 11 

諏 B28号土坑全景（南から） 諏 829号土坑全景（南から）

諏 830号土坑全景（南から） 日 A27号土坑全景（北から）

日 A28号土坑全景（東から） 日 A29号土坑全景（西から）

日 B 4 号土坑全景（北から） 1 号集石全景（南から）



PL. 12 縄文時代

諏A8 住ー 1

「

諏AlO住ー15

諏 AB 住ー 7

諏 A8 住ー 2

諏 A8 住ー 6

諏 A 10住ー14

諏 AlO住ー 9

諏 AlO住ー 5

諏 A 10住ー11

諏 A 10住ー10

諏 AlO住ー12 諏 A 10住ー18 諏 AlO住ー13 諏 A 10住ー20 諏 A 10住ー19

諏 B 2 住ー 2

諏A 10住ー 8

3
 

諏AlO住ー 4

諏 B 2 住ー 5

諏 B 2 住ー 1 諏 B 2 住ー 4 諏 B 2 住ー 9 諏 B 2 住ー10



縄文時代 PL. 13 

諏 B 2 住ー11 諏 B 2 住ー13

諏 B4 住ー 2

日 A2 住ー 5

日 A2 住ー11

日 A 2 住ー13

日 A 2 住ー15 日 A2 住ー17 日 A2 住ー16 日 A 2 住ー18

• 

日 A 2 住ー 2

日 A2 住ー 3

日 A 2 住ー 14

. 

-14 諏 B 5 住ー 5

諏 B 2 住ー15

諏 B 5 住ー 6

日 A 2 住ー 4

疇＊
諏A75坑ー 1

諏 A53坑ー 4

口



PL. 14 縄文時代

諏B 4 坑ー 6 諏 B 5 坑ー 3 諏 B 5 坑ー 2 諏 B 5 坑ー 1

`-4  諏 B24坑ー 1 諏 B20坑ー 1 諏 B20坑ー 3 諏 B26坑=-3 諏 826坑ー 4

..... • . 
一J

諏827坑ー 1 諏 B27坑ー 2 諏 B29坑ー 1

• 
諏 828坑一 l 諏 828坑ー 2 諏 B31坑ー 3 百胃累坑ー 2 諏 B31坑ー 4 諏 831坑ー 6

• 
ヽ

一遺外一 l 遺外ー 3 遺外ー 4

諏 B焚坑置m ・遺外ー 2 •' ~外ー7諏B31坑ー 5 遺外ー 5

遺外ー10 遺外ー13

• 
遺外ー 8 遺外ー24 遺外ー18 遺外ー19 遺外ー21

遺外ー15 遺外ー20 遺外ー25 遺外ー26 遺外ー28



縄文時代・遺構外出土 PL. 15 

゜29 30 31 33 34 35 

^ ヽ
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51 

48 49 50 52 

53 54 55 56 57 

60 58 62 63 

. 
64 69 68 70 71 72 74 
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P L. 16 縄文時代・遺構外出土

15 16 17 18 19 

21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 32 31 

33 35 34 36 37 38 39 

41 

44 

40 43 42 45 47 46 



縄文時代・遺構外出土 PL. 17 

49 52 54 53 

55 60 58 

56 70 59 61 62 63 

64 66 57 

65 68 67 69 71 

73 74 76 



PL. 18 弥生時代

内匠日影周地遺跡A 区弥生時代の竪穴住居群（東から）

内匠日影周地遺跡A 区弥生時代の竪穴住居（西から）



弥生時代 PL. 19 

日 A 3 号住居全景

日 A3 号住居遺物出土状態 日 A3 号住居遺物出土状態

日 A3 号住居遺物出土状態 日 A3 号住居 2 号炉全景



PL. 20 弥生時代

日 A4 号住居遺物出土状態 日 A4 号住居全景（西から）

日 A 5 号住居遺物出土状態（南から） 日 A 5 号住居遺物出土状態

日 A 5 号住居遺物出土状態 日 A5 号住居遺物出土状態

日 A5 号住居 1 号炉 日 A 5 号住居 2 号炉



弥生時代 PL. 21 

日 A 5 号住居全景（北から）

日 A8 号住居遺物出土状態（南から） 日 A 8 号住居全景（南から）

日 A9 号住居炉セクション（東から） 日 A9 号住居全景（西から）



PL. 22 弥生時代

日 AlO号住居全景（南から） 日 AlO号住居遺物出土状態

日 AlO号住居遺物出土状態 日 AlO号住居遺物出土状態

日 A 12号住居全景（東から） 日 A 12号住居セクション（南から）

日 A 12号住居遺物出土状態（南から） 日 A 12号住居遺物出土状態



弥生時代 PL. 23 

1 ・」
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日 A 15号住居遺物出土状態（南から） 日 A 15号住居遺物出土状態

日 A 15号住居全景（東から）

日 A 16号住居全景（南から） 日 A 16号住居掘り方全景（東から）



PL. 24 弥生時代

日 A 16号住居遺物出土状態 日 A 16号住居遺物出土状態

日 A 17号住居全景（西から） 日 A 17号住居遺物出土状態

日 A 17号住居遺物出土状態 日 A 18号住居全景（東南から）

日 A 18号住居全景（南から） 日 A 18号住居炉全景（東から）



弥生時代 PL. 25 

日 B 2 号住居全景（東から） 日 B 2 号住居セクション（西から）

日 8 2 号住居遺物出土状態 日 B 2 号住居遺物出土状態

日 B 2 号住居遺物出土状態



PL. 26 弥生時代

日 B 4 号住居全景

日 B 4 号住居遺物出土状態（東から）

日 B 8 号住居全景（北から）

日 B 8 号住居遺物出土状態（北から）

日 B 4 号住居遺物出土状態（東から）

日 B 4 号住居炉セクション（西から）

日 B 8 号住居遺物出土状態（北から）
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曰 疇
日 8 8 号住居遺物出土状態（北から）



弥生時代 PL. 27 

z 

諏A64号土坑全景（北から） 諏 A64号土坑セクション（東から）

諏A64号土坑遺物出土状態 日 A 7 号土坑全景

日 A 9 号（左）・ 10号（右）土坑全景（西から） 日 A 11号土坑全景

日 A 12号土坑全景（西から） 日 A 14号土坑全景



PL. 28 弥生時代

日 A15号土坑遺物出土状態（東から）

日 A15号土坑セクション（南から） 日 A 15号土坑全景（西から）

日 A 16号土坑全景 日 A 17号土坑全景（北から）



弥生時代 PL. 29 

日 A20号土坑全景（西から） 日 A21号土坑全景（南から）

日 A24号土坑全景（南から） 日 A25号土坑全景（北から）

日 B 5 号土坑全景（北から） 日 B11号土坑



PL. 30 弥生時代

日 A 3 住ー 7

日 A 3 住ー 6

日 A3 住ー13 日 A3 住ー19 日 A3 住ー15

日 A4 住ー 8

日 A4 住ー 7



弥生時代 PL. 31 

' 日 A4 住ー20

• 

4 恥トー14 ` 
, 

日 A4 住ー15 日 A 5 住ー11 日 A 5 住ー14

自 日 A 4ヽ 住ー19日 A4 住ー 4 • 日 A4 住ー21 日 A 5 住ー 6

日 A5 住ー13 日 A 5 住ー 1

日 A 5 住ー15

日 A9 5 住ー 3 日 A5 住ー16

日 A5 住ー 2 日 A 5 住ー10 日 A5 住ー 5



PL. 32 弥生時代

24 日 A5 住ー17

• • 
日 A5 住ー18 日 A 5 住ー23 日 A 5 住ー27

日 A 8 住ー 3 日 A8 住ー 7

日 A5 住ー22 日 A5 住ー25 日 A 5 住ー26 日 A 8 住ー 6 日 A 8 住ー 4 日 A 8 住ー14

日 A 8 住ー16 日 A8 住ー13

日 A 8 住ー18 贔11, 日 A9-12 日 A 8 住ー17 日 A 8 住ー19

日 A 8 住ー10 日 A 10住ー 4 日 A10住ー12 日 A9 住ー 2



弥生時代 PL. 33 

‘’ 日 A 10住ー11

日 A 12住ー 7

日 A 10住ー 6

日 A 12住ー 3

日 A 10住ー 8

日 A 12住ー 1

日 A 15住ー11

日 A 10住ー 9

日 A 15住ー13 日 A 15住ー 3
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日 a 日 A 15住ー15

日 A 15住ー 9 日 A 15住ー17 日 A 15住ー14



PL. 34 弥生時代

日 A 16住ー 7

日 A16住ー 8

日 A 16住ー11

日 A 16住ー 6

日 A 16住ー 9

日 A 16住ー 5

贔
日 A 16住ー 4

日 A 16住ー12

日 A 16住ー10

日 A 17住ー 4

日 A 17住ー 8

日 A 17住ー 6

日 A17住ー 5

日 A 17住ー 3 日 A 17住ー 2

日 B 2 住ー 2

日 A 17住ー 7

日 A 18住ー 2

日 A 18住一 l

日 B40住ー 6



弥生時代 PL. 35 

日 B 2 住ー6 日 B 2 住ー 7

4
 

日 B 4 住ー 3 日 84 住ー 2 日 88 住ー 1• 
-5 

日 B 8 住ー 3

日 A 15坑ー 4 諏 A64坑ー 1

日 A 15坑ー 3

日 A 5 坑 • 

日 A 15坑ー 5

遺外ー 2

日 A 15坑ー 2

日 A21坑ー 1 遺外ー15

日 A24坑ー 1 日 A.15坑ー 6 遺外ー16

遺外ー12

遺外ー17 遺外ー 9 遺外ー18

遺外ー 1 日 B2 住ー 8



PL. 36 古墳～平安時代

1 号方形周溝墓全景（東から）

1 号方形周溝墓セクション 1 号方形周溝墓遺物出土状態

1 号方形周溝墓遺物出土状態 1 号方形周溝墓遺物出土状態



古墳～平安時代 PL. 37 

1 号古墳（空中写真） 1 号古墳主体部検出状況

1 号古墳全景（東から）

1 号古墳主体部掘り方 1 号古墳主体部掘り方



PL. 38 古墳～平安時代

諏A 1 号住居全景（東から） 諏A 1 号住居遺物出土状態

諏A 1 号住居鼈全景（東から） 諏A 1 号住居掘り方全景

諏A 2 号住居遺物出土状態 諏A2 号住居鼈全景



古墳～平安時代 PL. 39 

、冥

』, 9タ...`
,,1』.•..,.、

,.l • •, 

諏A3 号住居全景（東から） 諏A3 号住居遺物出土状態

諏A3 号住居鼈全景 諏 A 3 号住居掘り方全景（東から）

諏A4 号住居全景（西から） 諏 A4 号住居遺物出土状態

諏A4 号住居鼈全景 諏A4 号住居掘り方全景



PL. 40 古墳～平安時代

諏 A 5 号住居全景（西から） 諏 A 5 号住居遺物出土状態

^ , 二-―
諏A 5 号住居鼈全景（西から） 諏 A 5 号住居鼈掘り方全景

諏A 5 号住居掘り方全景（西から） 諏 A 6 号住居全景（東から）
— 王• r百會·

々、、.: ‘.ず・旦

諏 A6 号住居遺物出土状態 諏A 6 号住居掘り方全景（東から）



古墳～平安時代 PL. 41 

諏 A 7 号住居全景（南から） 諏 A 7 号住居掘り方全景（南から）

諏 A 7 号住居鼈全景
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諏 A 9 号住居全景（北西から） 諏A9 号住居鼈全景（東から）



PL. 42 古墳～平安時代

諏 B 1 号住居全景（南から） 諏 B 1 号住居遺物出土状態（東から）

諏B 1 号住居遺物出土状態（西から） 諏 B 1 号住居鼈全景（南から）

諏 B 1 号住居旧鼈全景（南から） 諏 B 1 号住居掘り方全景（南から）

諏 B 3 号住居遺物出土状態（東から） 諏 B3 号住居全景（東から）



古墳～平安時代 PL. 43 

日 A 1 号住居全景（東から） 日 A 1 号住居遺物出土状態

日 A 1 号住居炉全景 日 A6 号住居全景（西から）

日 A 6 号住居遺物出土状態（西から） 日 A6 号住居北壁付近遺物出土状態

日 A6 号住居鼈全景 日 A6 号住居掘り方全景（西から）



PL. 44 古墳～平安時代

日 A 7 号住居全景（西から） 日 A 7 号住居南壁付近遺物出土状態

日 A7 号住居竃全景（西から） 日 A 7 号住居掘り方（西から）

日 A 11号住居全景（南から） 日 A 11号住居貯蔵穴

日 A 11号住居鼈全景 日 A 11号住居掘り方全景（南から）



古墳～平安時代 PL. 45 

日 A13号住居全景（南から） 日 A 13号住居遺物出土状態（北から）

日 A 13号住居掘り方全景（南から） 日 A 14号住居全景（南から）

ユ—

日 A 14号住居遺物出土状態（東から） 日 A 19号住居全景（西から）

日 A 19号住居鼈全景（西から） 日 A 19号住居掘り方セクション（西から）



PL. 46 古墳～平安時代

日 B3 号住居全景（北から） 日 B3 号住居セクション（南から）

日 B 3 号住居遺物出土状態

日 B 3 号住居遺物出土状態 日 B 3 号住居遺物出土状態（北から）



古墳～平安時代 PL. 47 

日 B 3 号住居 Pit12遺物出土状態（北から） 日 B 3 号住居南西壁炭化物出土状態（東から）

日 B3 号住居北壁炭化物出土状態（南から） 日 B 3 号住居炉セクション（東から）

日 B 3 号住居掘り方全景（東から） 日 8 1 号住居全景（北から）

日 B 5 号住居全景（東から） 日 B 6 号住居全景（西から）



PL. 48 古墳～平安時代

1 号竪穴状遺構全景（北から） 1 号竪穴状遺構遺物出土状態（北から）

諏A55号土坑全景（北から） 諏A87号土坑全景（南から）
9,.9"hー~h-

諏A89号土坑全景（東から） 諏A90号土坑全景（南から）

諏A92号土坑全景（東から） 諏A93号土坑（東から）



古墳～平安時代 PL. 49 

諏 A95号土坑全景（南から） 諏A96号土坑全景（南から）

諏 A97号土坑全景（北から） 諏 A98号土坑全景（西から）

諏 A99号土坑全景（西から） 諏A 100号土坑全景（西から）



PL. 50 古墳～平安時代

日 A 8 号土坑全景（南から） 日 A 18号土坑全景

日 A 18号土坑遺物出土状態

日 A 18号土坑セクション（南から） 日 A 18号土坑遺物出土状態



古墳～平安時代 PL. 51 

日 A 19号土坑全景 日 A22号土坑全景

日 A22号土坑遺物出土状態 日 B 6 号土坑全景（南から）

日 B 9 号土坑全景（南から） 日 B 9 号土坑遺物出土状態（東から）

日 B23号（左）・ 24号（右）溝全景（東から） 1 号溜井状遺構全景（東から）



PL. 52 古墳～平安時代

1 号方形周溝墓ー 1. 
1 号古墳ー 1 諏 A l 住ー 3

ヽ

1 号方形周溝墓ー 4

1 号方形周溝墓ー 5

1 号方形周溝墓ー 2 1 号方形周溝墓ー 3

諏 A 1 住ー 7 諏 A 1 住ー 9 諏 A 1 住ー11

諏 A 2 住ー 4

諏A2 住一 l



古墳～平安時代 PL. 53 

諏A3 住ー 2 諏 A3 住ー 3

諏 A 3 住ー 5 諏 A3 住ー10 諏A3 住ー11

諏A4 住ー 1 諏A3 住ー 8 諏 A3 住ー 9

諏A4 住ー 8 諏 A4 住ー10 諏 A5 住ー 6



PL. 54 古墳～平安時代

諏A 5 住ー 5

諏 A5 住ー 3 諏 A5 住ー 4

諏 A 7 住ー 2 諏 A7 住ー10

諏A7 住ー 4 諏 A7 住ー 7



諏 A 9 住ー 3

~•一ー・｀合·. .`―吋←磁

!9Fモロ＊バユ止亡---~
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＼｀｀ー ヤ^4
諏A 1 住ー 7

古墳～平安時代 PL. 55 

. 諏 B 1 イ王ー 10 諏 B 1 住ー11 諏 B 1 住ー15 諏 B i住ー14

諏 B 1 住ー21



PL. 56 古墳～平安時代

諏 B 1 住ー23 諏 B 1 住ー24 諏 B 1 住ー30 諏 B I 住ー33

諏 B 1 住ー36

日 A 6 住ー 1 日 A 6 住ー 3 日 A 6 住ー 4

日 A 6 住ー 6



古墳～平安時代 PL. 57 

日 A6 住ー 2

日 A7 住ー 7

日 A 6 住ー 5 日 A 6 住ー21 日 A7 住ー 2

日 A7 住ー 9 日 A 7 住ー 8 日 A7 住ー10 日 A7 住一11 日 A 11住ー 4

日 A 13住ー 3 日 A 13住ー 8 日 A 13住ー 4

日 A 11住ー 3 日 A 13住一 l 日 A 13住ー 6



PL. 58 古墳～平安時代

日 A 13住ー 9 日 A 13住ー10 日 A13住ー11 日 A 13住ー12

日 A 13住ー14 日 A13住ー16 日 A 13住ー18

日 A 19住ー 1

日 A 13住ー19 日 A 13住ー20 日 A 19住ー 2 日 A 14住ー 1

日 A 19住ー 3 日 A 19住ー 4 日 B 1 住ー 1 日 B 3 住ー 7



古墳～平安時代 PL. 59 

日 B 3 住ー10 日 B 3 住ー 1

日 B 3 住ー 6

日 B 3 住ー22

日 B 3 住ー11 日 B 3 住ー24

日 B 3 住ー30 日 B 3 住ー26

日 B 3 住ー 3 日 B 3 住ー13 日 B 3 住ー25

日 B 3 住ー12

日 B 3 住ー23 日 8 3 住ー27 日 B 3 住ー28



PL. 60 古墳～平安時代

日 B 3 住ー15

日 8 3 住ー16

日 Al8坑ー 1 日 A 18坑ー 2

日 B 3 住ー21

日 B 5 住ー 1 日 A22坑ー 1 日 B 6 坑一 l

日 A 18坑ー 4 日 A 18坑ー 3

遺外一11

遺外ー 4

遺外ー12

一 I 
一遺外ー 6 遺外ー13 遺外ー 17 遺外ー18 遺外ー16



江戸時代 PL. 61 

1 号屋敷と 2 号屋敷（空中写真）

1 号屋敷と 2 号屋敷（空中写真東から）



PL. 62 江戸時代

2 号屋敷全景（西から）

2 号屋敷全景（東から） 2 号屋敷セクション（南から）

2 号屋敷セクション（北から） 2 号屋敷遺物出土状態（西から）



江戸時代 PL. 63 

2 号屋敷遺物出土状態（東から） 2 号屋敷遺物 (No. 7) 出土状態

2 号屋敷 1 号炭化物

2 号屋敷 1 号炭化物 2 号屋敷遺物 (No.29) 出土状態



PL. 64 江戸時代

2 号屋敷 3 号井戸セクション（南から） 2 号屋敷 3 号井戸全景（北から）

2 号屋敷33号土坑セクション 2 号屋敷33号土坑全景

2 号屋敷68号土坑全景（南から） 2 号屋敷32号土坑全景



江戸時代 PL. 65 

1 号屋敷全景（西から）

1 号屋敷部分（南から） 1 号屋敷部分（北から）

1 号屋敷 l 号石垣全景（東から） 1 号屋敷 2 号石垣全景（東から）



PL. 66 江戸時代

1 号屋敷 1 号・ 2 号石垣全景（南から） 1 号屋敷西側盛土セクション（北から）

1 号屋敷東側盛土セクション（北から） 1 号屋敷 1 号建物掘り方全景（西から）

1 号屋敷 1 号建物セクション（北から） 1 号屋敷 2 号建物掘り方全景（東から）

1 号屋敷 2 号建物 5 号 Pit確認状況 1 号屋敷遺物出土状態



江戸時代 PL. 67 

1 号屋敷 1 号井戸全景（北から） 1 号屋敷 4 号井戸全景（北から）

1 号屋敷 1 号（左）・ 2 号（右）・ 23号（奥）土坑全景（西から）

1 号屋敷 1 号・ 2 号・ 23号土坑掘り方全景（西から）

.r, 
・：’， `999, ―-―直｀・｀

1 号屋敷 3 号土坑遺物出土状態



PL. 68 江戸時代

1 号屋敷 4 号土坑遺物出土状態 1 号屋敷 6 号土坑全景

、 m一 2に
1 号屋敷24号土坑全景 1 号屋敷 6 号（右）・ 24号（左）土坑掘り方全景（西から）

＇心999,"冨～ 99r9 年9

1 号屋敷 8 号土坑全景（北から）

1 号屋敷 7 号（左）・ 16号（右）土坑全景（南から） 1 号屋敷10号土坑全景（西から）



江戸時代 PL. 69 

1 号屋敷11号土坑全景（南から） 1 号屋敷12号土坑全景（南から）

2-

1 号屋敷17号土坑遺物出土状態（南から）

1 号屋敷15号土坑全景（南から） 1 号屋敷17号土坑全景（南から）

1 号屋敷18号土坑遺物出土状態（南から） 1 号屋敷18号土坑全景（西から）



PL. 70 江戸時代

1 号屋敷34号土坑遺物出土状態（南から） 1 号屋敷34号土坑全景（南から）

1 号屋敷18号（右） •34号（左）土坑掘り方全景

1 号屋敷20号土坑全景 1 号屋敷19号土坑全景（東から）

1 号屋敷21号土坑遺物出土状態（南から） 1 号屋敷22号土坑全景



江戸時代 PL. 71 

1 号屋敷26号土坑全景（南から） 1 号屋敷27号土坑全景（南から）

1 号屋敷29号土坑遺物出土状態 1 号屋敷30号土坑全景

1 号屋敷31号土坑遺物出土状態（東から） 1 号屋敷31号土坑全景（北から）

1 号屋敷38号（左）土坑全景 •40号（右）土坑掘り方全景（北から） 1 号屋敷40号土坑掘り方セクション（東から）



PL. 72 江戸時代

1 号屋敷 l 号溝全景（北から） 1 号屋敷 2 号（左）・ 3 号（右）溝全景（西から）

1 号屋敷 4 号溝全景（南から） 1 号屋敷 5 号溝全景（北から）



江戸時代 PL. 73 

1 号屋敷 6 号（右）・ 7 号（左）溝全景（北から） 1 号屋敷 8 号（右） • 9 号（左）溝全景（東から

1 号屋敷 1 号集石全景（南から）

1 号屋敷12号溝全景（北から） 1 号屋敷 2 号集石全景（東から）



PL. 74 江戸時代

3 号屋敷全景（東から） 礎石建物全景（北から

礎石建物の 1 号礎石全景（北から） 畠確認状態（東から）

畠 A 軽石除去後状態（東から） 諏A 1 号～13号墓址全景（南から）

日 A 1 号墓砿遺物出土状態 日 A 1 号墓砿馬骨検出状態



江戸時代 PL. 75 

諏A 14号土坑セクション（南から） 諏A 14号土坑全景（南から）

日 A 2 号（右） • 3 号（左）土坑全景（南から） 日 A 2 号土坑全景（南から

日 A 2 号土坑桶底除去状態（南から） 日 A3 号土坑全景（南から）

z 
日 A 3 号土坑桶除去状態 日 A 3 号土坑桶除去状態



PL. 76 江戸時代

諏 A28号溝（暗渠）全景（北から） 諏 A29号溝（暗渠）全景（北から）

諏 A31号溝（暗渠）全景 日 A 1 号溝（暗渠）全景（東から）



江戸時代 PL. 77 

日 A 11号溝（暗渠）全景（北から） 日 B3 号溝（暗渠）全景（北から）

日 B 1 号溝（暗渠）全景（西から） 日 B 1 号溝（暗渠）蓋石除去状態（西から）

日 8 2 号溝（暗渠）全景



PL. 78 江戸時代・ 2 号屋敷
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江戸時代・ 2 号屋敷 PL. 79 
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PL. 80 江戸時代・ 2 号屋敷
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江戸時代・ 1 号屋敷 PL. 81 
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PL. 82 江戸時代・ 1 号屋敷

゜ 45 1 井一 l

52 48 1 井一 3 l 井一 6 1 井一 7

1 井一 9

1 井一 5 1 井一 2 1 井一 4 1 井ー10

- ~-...ll ，ー"’99999· 云一

• 1 井一11 1 井ー12
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江戸時代・ 1 号屋敷 PL. 83 

1 井ー21 l 井ー22
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1 井ー27 1 井一34
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l 井ー41 l 井ー39



PL. 84 江戸時代・ 1 号屋敷
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江戸時代 PL. 85 
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PL. 86 江戸時代
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